
|1 -年和-十E唱4d十五n 1 

五酔!_. 

- IIII F~ • ーーーー

2思. 
一究S

tit 
一一腕

号虎用 、副圃圃....  ‘ 

.. 



•• 4
す

ゃt

勢年

成
若

(増
補
改
訂
版
)

' 
司圃圃'

司

正
い
信
仰

取
扱
っ
た
物
は
か

会
由

仙
川Y
ピ
付
S

定
憤
一
一
二
銭続
的
}

四
六
版

八
O
H

ロ

'""'" 
の

手
引
き
!

そ
れ
こ
れ
程
卒
易
明
快
に

つ

て

鉱
山
いと

云

て
も
よ

、A.,,. 
'M
 

つ

之
の
書
が
近
来
の
名
若
と
し
て
出
版
界
の
記
録
を
破
お
賓
行
き
を
・

話 l 荷rz ‘詰卸
五11 三官 官:: 2it 

f仰al 1.ヂ4J 3 批京 I ~り百 円
人|枇 t 容

る持 円ひ去三 (1) 

f:i 
み l• 

-
京L
た
の
は
決
し
て
遇
然
て
は
な
い
。

付
時
滋
持
必
餓
ふ
訟
は
織
を
必
号

、

し
か
も
絞
ふさ
る
5
5

伎
は
明

く
と
の
m
e
mげ
た
き
叫
雌
o
吋
応
、m
仇
引
に
日
じ
ふ
て
、
磁
に

m
h
bにし
句
問
料
の
叫
倒
叫

齢
制
却
に
よ
る
純

H
Vを
も
な
し
τ
、

ζ
L
に
m
m川
町
一
間
臨
む
附
山
崎
を
な
レ
た
の
で
あ
る
。
偲

m
v

「
慌
が
」
自
誕
の
ね
慨
仰
の
罷
軌
は
:
れ
は
よ
っ

τ
邸
は
ほ
い
織
の
採
&
ま
ね

ば
へ
仏
ら
な
い
。

-・・吋

。令仰銑.人上然法。所行後



巴
霊
園
園
田
-
E
・
E
・
-
-
E
E
E
・
E
・
-
霊
園
町
田
町
三
==
=
言
-
E
g
-
-
2
=
Z
E
E
-
2
・
2
2
・
E
E
-
-
=
=
-
E
z
-
-
2
E
-
・
=
-
E
E
-
-
=
-
E
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
E
Z
E
E
-

2

2
E
r

u
-
-

i
l

J
J
μ
u
-
a

l
i-
-k

・九
Y
ト

.U
M
岨
靖
d
M
M
M
哩
四
回
司

4
.

，

一

ι
r凶
い
円Eb一
J
予
は
ト
、
必
密
閉
経

i
l
m

科
第
三
年
、

常
設
総
辞
管
一

、

=
一
年、
川

一

w
l刊
隣
諸
献
長
峰
、
A
Y路
踊
刷
お

h
'同

同
2
2

=一
年公
募
集

V
七
ズ

川

川一

司

1
1闘
麟
艇
潟
明
惨
加
盟
朋
鋭
E
R

一
柳
誠貯
誠
脚
誌
?
F
5

川

山
一

v
-い
幽
富
理
費
動
ば
事
酢

同
E

昌
司
立
目

玉
・
委
案

・
閥
叉
人
以

1

4

m

m
l

J

A
曜
闘
幽
圏
閣
制
限
醗
民

図
画2
3

F
間
宮
・
護
憲
科

川

1
1
圏
瀦
舗
網
誠
一
一ぺ
路
大
畢
濠
科

一一 一一問M
q人
M
川
一
万
…

圃
-
-
懇懇
議
議

専
門
部
偽
教
科

一
一
一
4
1
3

げ
F
M

m

・
-
.
、関
況
は
吋
む幽
炉

一ハ
ピ
ド
盟
一

二
空

事
自

動
車
引

山

・
?
明咽
調
川d
mJ
M訟
凶
器
開
7
奪
阿
部
吉
岡
等
師
範
科

一
孝
義
人

幻

六
十
ぉ

川

剛一
一

下
町
仁
叫
れ
開
五
日
J
li
ド
鑓
腿
新

叫

園
圃
闘
臨
魁
闘
い
日
h
脳
闘1
0
特
典
暴
護
者

五
?
?
ョ
ト
ヲ
称

、
1

2
u
f

m

l

v

t

'
 

川

園
園
田
園
闘
闘
園
周
圏
閣
;
;
問掛
'
昌
明
4

m
芸
品
目

A
控
室
受
給
ア
担
。

官
同
喜
一
一
若
葉
市
生
ρ
町
山
・

州

側

掴.
.

 ・
・
園
田
圃
闘
が刈

μ
制
民
間
調
の
淡
・
文

・
公
民
Mm
-史
、
孫
自
科ハ
莞
山
ノ小
笠
抗
μ
惣
検
検
定
ア
リ

川

川

九
一
一
一
三
一
一

一
一
期
闘
機
:
ゐ

d
a一

。
願
書
畳
付

四
月
九

H

起

川

ι一
二
一
都
(
戸
跨
齢
、
。
入畢
試
験
開
始
同
月

十
日
川

川

「!
と
当
官凶
E
M
f
-同
問Mm
v陸
軍
『M

l

山一
三
-

一弘
一
寺
別
湖
艶
盟
副
担
3
0
g

ハ
貴
重

、

郵
警
一
塁
入
/
上
申
シ
込
マ
レ
タ
シ
。

川

剛一
』
一
吉
野
産
品
開
邸

側
脳
陣
阪

'
'
0

・
・
?
?

…
一言
一
広

一一丸
遡

J
H
i
h
U
1
0
…

ミ
ミr
j

E一
?
1
J

1
j
jい
一
泣
謀
議
〈

出
)八
九
州
待
・九
九
京
株

川

叩
'
ミ
ミ
割
引
い

-

m
け
.
M，v

u
'f
i
;
u

m

m
d
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
園
田
園
=
=
=
=
=
=

棚
田
闘-
-』司-
-
-
E園田
U2
・
-
Z
E
z
-
-
-
-
-
z
-
=
=
=
=
=
-
2
2
・
・
=
=
=
=
=
=
=
=
-
2
=
=
=
=
=
=
=
・
=
=
=
=
-
z
-
-
n



• 

• \
A山
陣
l

1が

• ~， -ft-atzt , 

Th、、

、 “・
、

、

WB 

、ι、、h・

向

M・

‘・、

“‘ 
..1恥

、、

一掛一
旗

附
事
業
に
封
ナ
る

考
ヘ
方

:

上

限
渡
遜
海
旭
先
生
の
生
立
赤
尾
光
雄

三
附

、.、

2食

事包

11 
}賞争飴:Ië ~ 

2区間

信

。
浄
土
綿
一
一
腕

二
月

抜

目
次

A
V

-

表
紙

・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
井
上
正

h
w

・
扉

・
・
・
・
・
:
・

・
・
・
・
・
・
J
・
・
・
・
・
・
・
;
・
・

・
・
・
・
・
青
柳
点
目
兵
衛

・
白
衣
カ
ッ
ト
・
・
・
・
・
・
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・
・
・
・
・
・
:
・
・
・
・
・
・
・
森

問

沙
夷

園
睦
観
念
の
高
揚
と
浮
土
教
椎
尼
緋
ば
一
円
-
一v

問
問

一は
ほ
削
問-

司
」
・
唱
・
・
・
・
・
・
・

佐
藤
ー
春
夫

-

九
.. v
 

お不

ニ合主

忠、

と

メド
，正d、

ぎ 例;

佐 111
藤守!

賢太
順郎

女日

じ

黒

衣

女

記

者
:
合
一O
V

性

達

本
誌

の

仰

相

談

F‘、
問
7L 
、J

路

蕉
(
計
約
)
宇
野

浩
一
一円
一
一巳

十
巴

の

中

堂
内
士
一
)

甲



-

J・
1

、

、

• 

‘. h
 

., ¥11 

一.

日T，網間拘"A'"'::_守岬・
-、、、色ぷ -..... ~ 

、 hい

_,../" 

• 

一川…
創E 館

11'-幸

‘亀

小大

lIt衆

糧

想

波紋

竹仰

物理典

語.

だま

んん

早

春

の

法

然

の

人
ー上

花

一

良
野

d、，

正
順

一
円

.

一日
一聞
い

横
顔

:

脇
本
繁
之
軒

:
2

・

地
獄
に
陥
ち
る
武
士

(語
)

湊

楽-

T医

• 

t苅

落

迦
眺
羅
王
家
の

一

街

笑

の

床

,e3A 
-"CJ 

の

玩

信
仰
僅
験

談
i
s
-
-

h

. . .. ,. 

阿
圏欄
陀

個
程
防
総

信編
日

N.1千

争

を

動

ii史

運

ノ』
IIIJ 

_lj二

と

圏
陣

『
じ

一
u

邦

コ
一
八阿ニ
V

• 

明
:

:
:

:

清

谷

一婦
人

岩
野
喜
久
代
円一一一
ぺU

光

閑

子
会
一
一U

く

lま

r、

l�. 
t¥. 
、J

具

箱

JE 

附

谷
・
・門h
hc

aa
--

-ia
t--s
t
 

。
，

t

i
-
-

-

a

』

t
a
s

s
z
z

機

~ 

す・

市
・
ハh
ハ
ラ

に
・
・
・
・
・
:
・
・
・

・
・
槙

井

宇
』
・
・
・

T
・
由

‘stu
--

.

.
 

,
v 

一
-
一
・

円六
八
M

上

{申

'
'
t
i
 

l
i

l

l
i
t
-
-
1
1
1
1
8
1
1
1
1
1
1i
l
 

••••••••••••••••••••••• 
中
村
紳
康

海

歓
・
・
・
・
・
・・
・
・
・
・
・
:
2
さ

m
叩

キ目

談
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
:
会
。

短

揖

f愛

記
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
:

入
八
O
V

土

港

土

僻

句
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
入
コ
一六
J



之
ぞ
優
秀
の

清
炎
鎮
痛
貼
布
護

一、
皮
腐
に
結
っ
た
まk
入
浴
差
支
へ
な
し

一、
貼
b

換
へ
ず
共
一
章
夜
薬
効
を
持
績
す

一、

紛
鹿
故
不
快
の
貼
A
Y

ア
ト
を
残
3

ず

一、

薬
臭
も
な
〈
悪
性
の

か
ぶ
れ
も
起
忌
ず

一、

何
れ
へ
貼
っ
て
も
柔
軟
伸
縮
自
由
自
在

一、
ロ
ー

ト
エ
キ
ス
を
含
む
最
新
の
威
力

川
刈
囚
圃 • 

l、

-・・固・

活際症

。 00
〉ンイ

愛
讃
者
御
優
待

御
住
所
氏
名
明
胞
の
上
穴
水
令
名
品
冒
品
私
自
問
御

申
込
下
さ
れ
ば
本
隊
輔
偶
者
に
限
り
見
本
歯
周

忌
一

品
脚
M
m
府
開
府

の

凝

P

由γ
V

チ
且
の

W仰
む
幅m

運
動
に
図
る
筋
肉
並
腸
節
術

疹
働
に
図
る
筋
肉
並
鱒
節
痛

打
鍵
捻
韓
首
腕
府
側

手
足
首
背
田
町
の
術
む
幅
四

割
引
際
炎
筒
術
牝
桜

痴
相
熱
血
物
慾
傷

• 

, 

各
車
蝦
店K
金p
p

十
品
町

二
十
銭

五
十

銭

一

副



, 

へ
法
然
主
人
〉

• 

土

浄

一一

月

鋭

~，~飴:自主 偏E 身k ;(T~ rJ j ピ純絡を
怨おz ゐ~ ~~ j~ï 
119 mztkF 土Z JLr の
り停を ιうの ::::" 1~~ 

3tphgg;:; 
修L て ，、~.!: '" 
す・ はす

し L

• 

• 

言¥ 

、

• 



(!!) 一一敬土務と Il誌の念u健闘一一

、

,_ 

z z 
s 
E 
S 
S 
E 
E 
Z 
E 
S 
S 
E 
E 
S 
E 
E 
S 
E 
E 
S 
S 
E 
E 
S 
S 
E 
= E 
Z 

z 
z 

言

文
取
締
士

椎

匡

園
睦
観
念
の
高
揚
と
静
土
教

"'~WrÁITù<rM守'ÅITJI'rﾙT ﾙTJJNn ÙT!刷JT\l珂也事み刷刷JT\l珂企庁占柑刷刷、島串岡崎岡崎町A刷珂Á1TÙT

倣
椛
み
な
こ
れ
を
肱
川
の
消
蹴
か
ら
税
へ
る
と
、
芯

P
一
と
し
て
m
m
じ
も

の
は
な
い
。
総-
h
v僚
の
一
川
の
紗
も

、
掛
川
政
に
蹴
る
。

暇
制
館つ
ム九
九UJ引の
和仰
を
貯るに
、
奴
御
山
附
配
、
献
舵
抑
制
側
、
総
紗
脈

問
、
部
燃
倣
郎
、
叫
m
m
制
政
、
沼
紛
枇
除
、
m
m
M
川
町
齢
、
山

m
n即
応
・
紙
叫
m

総
篠
問
、
議
喪
主
料
、
案
内
十
総
本
収
蔽
航
、
訴

服
部
総
統
、

線
拡
議
接
齢
、
ロ
ン
ド
y
銭
安
京
、
mね
穀
れ

4
2

し
a，
。
‘

e
n
J
U

町
ん

ば
一
と
し
て
別
な
ら
ざ
る
も
の
は
な
い
。
然
れ
ど
も
一
た
び
内
凶
よ
り
そ
の

減
免
を
鵬
め
る
と
、
税
く
峨
じ
も
の

が
あ
・2

l
l
そ
れ
は
船
艇
雌
核
燃
が

踏
め
ら
れ
て
酌
る
と
骨
ふ
こ
と
で
ら

る
。

都
総
峨
般
を
ば
叩
刷
協
が
縮
問
的
の
こ
と

与
す
れ
ば
、

鰍
ず
た
一
秒
の
慨
臨

で
あ
り
、

刃
包』
れ
を
山
間
悩
削
減
必
縦、
流
川
山
静
脈
踏
と
し
て
の
み
撚へ
ば
、
対

き
い
ゃ
う
で
も・

そ
れ
だ
け
に
腿
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る

が
、
郎
は
郎
裁
の
都

慌
を
、
陀
際
協
叙
館
協

の
伊
の
吟
に
、
総
・倣・殴
・綜
恨
の
線
総
舵
按
ば
か

り
に
総
え
ら
れ
て

、

一
昨
ね
の
阪
慨
を
抄
と
す
る
か
吟
が
貯
り
な
い
か
ら
、
阪

燐

尾

昨
齢制
蹴慨
を
鵬
か
に
せ
よ
と
訟
ふ
抽
出
町
の
蹴
ま
っ
た
乙
と
の
服
部
で
あ
る

・

隙
航
跡
似
の
附
般
は

、

侍
れ
と
船
俄
し
て
m
m
鰍
・
も
殿
山
町
し

、

劇
的
機
も
そ
の

船
底
を
僻
す
る
た
め
伊
対
し
た
か
ら
、
こ
れ
宏
一
郎
総
隊
配
と
、
必

ず
る
店
も
ら

る
が
、

川
部
制
・が
蹴
対
織
な
ど
が
郡
似
鰍
蹴
限
ま
で
し
て
取
航
さ
れ
た
の
も
脈

阪
開
俄
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
縦
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概
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郎
総
け
務
ふ
舵

山
に
限
る
と
一
昨
・
掛
か
」
と
m
w
恥
・
す
る
必
も
あ
ら
う
・
都
し
そ
れ
ゆ
を
m
w
e
り
に
炉

……
箆
仙
の
蹴
か
な
り
、
耐
震
凪
の
蹴
仰
向
な
り

、
と
晶
子
。
は
鋭
部
山
で
あ
ら
う

、
が

山
似
し、
桜
一Aの
献
艇
は
取
ら
捻

・併
・奈
の
擦
を
聴
と
す
るもの
で、

山
間
殺の
酢
即
時
限
競
艇
を
於
と
す
る
も
の
と
は
訟
は
れ
な
い

・

こ
れ
部
て
伊
勝

川
討
が
伊
に
判
り
、

眠
ら
隊
配
版
関
艇
の
即
時
裁
を
山
内
み
ん
と
し
、
蹴
蹴
宇
討
が

\

そ
の
滋
微
を
舷
舘
せ
ん
と
せ
ら
れ
た
の
免
除
の
た
め
で
あ
る

ω

陀
よ
り
阪

一
一
必
の
み
で
は
な
く

、

ル
町
の
こ
と
に
船
似
を
か
っ
た
総
少
の
刈
川
が
あ
り
な

-a

・
&
筒
念
ひ
と
し

フ
ぽ
'
・

t
a
v
p
S

曾
bm
t
­

が
ら
、

そ
れ
の
出
来
ぬ
事
に
弘
〈
の人
が
失
明
唱
し、総
総
し
、
或
は
此泌
を

鵬
仰
・
す
る
こ
と

L
も
な
っ
た
と
貼
る
べ
き
航
も
縦
だ
鋭
い

・

政
殿
山
川
の
般
向
山
総
ゃ
、
艇
阪

一
船
艇
や
、
フ
ア
γ
ジ
ヨ
松
阪
慨
も
m
N
b
r
w

ん

と
す
、
紙
・
感
慨
と

一rへ
る
脱
去
る
が、
こ
れ
は
肱
に
擦
の
伊
く

べ

之
附へ
伊
か
ん
と
す
る
駿
寺
、
と
も
ル
え
る
。
附
し

て
断
然
ね
燃
の
似
の
蹴
き

は
、
司
隙
郎
砂
川
町
蹴
鱗
へ

l
h

一
断
舵
隊
関
山
川

へ
1
・-
で
あ
る
。
似
に
到
っ
て
都

制
限
献
、
務
態
と
擦
に
、
限
低
限
m
m
の
惑
か
ら
知
て
仲
る
の
で

あ
る
こ
と
が
航
る
・

常
し
く
邸
前
も
附
な
る
心
開
制
加
で
あ
っ
た
も
の
に

、

モ
ツ
と
断
舵
附
抑
制

食
品マ
・
a
7

‘49

レ
雪

-
a，

a
h
u
-

-￡
い
ω

る
こ
と
を
裂
求
し
、

a
a
硲
も
ヱ
も
鍬
な
る
利
己
待
利
の
も
の
で
な

臨
む
断
恕
砂
た
る
y・と
そ
山崎
め
て
僻
た
の
が
抵
除
の
部
縦
で
あ
る

ω
m

-
z

・

・
し
h

-

-

ν
宮
内
初
旬
電
に

• 

(8) 

= 

s s 

ず
w
mか
に
陥
っ
て
、
民
税の
政
指、特
和、
齢
制
市
川
帆
な
ず
く

M
M
m
な
る
的
紗

の
ゆ
め
る
こ
と
そ
・
訟
臥
し
て

、

机
動
・
捗
'
る
こ
と
が
m
続
的
で
あ

h
、
総
に
附
紙
一
郎

川
市やア
フ
リ
カ
ヘ
蹴
m
w
を
船
叫
ん
す
る
も
の

L
齢
際
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
ω

山
川

の
鯨く
断
配
隊
撤
就
紛
の
峨
棋

は
、
山
附
し
て
鰍
泌
な
る
僻
品
市
川
蜘
そ
船
航
す
る

も
の
で
は
な
い
。

j

こ
の
供
与
守
齢
配
信
が
鉱
山
桝
十

一
一
一
部
に
煎
っ
た
艇
は

、

こ
れ
を
掛
蹴
二
十
五

特
に
貯
、
議
倒
的
跡
に
路
れ
る
こ
と
は
こ
れ
を
裳
四
お
み
す
る
こ
と

も
で
含
る
。
苧
」
れ
そ
紙
織
に
、
そ
の
時
釈
の
倖
抑
町
民
に

、

椴
h
r附舵
に
、

匙
ぽ
紙
訟
の
就
航
に

、
ロ
y
ド
y
時
総
品
川
除
に
か
け
会
加
が
悦
概
の
や
一

m
hw

震
断
の
誌
に
鰐
し
て
も
、
拡
に
際
総
務
に
艇
き
で
あ
る
か

を
伽
る
こ
と
が
で
き
る
。
眼
ち

m
m刊離
れ
る
隊
出
m蜘
叫
ん
Yの
恥
仰
は
、

そ
の
猷

隊
隙
械
の
甑
に
燃

て
一
昨
す
る
。

, 

で
る
航
路
除
泌
総
は
慨
を
m
m
m
w
し
m
m
守
的
附
加
す
る
も
の
で
あ
る
か
と
一
昨

ふ
に
、
を
れ
は
仰
燃
は
川
鰍
の
鵬
臥
K
M
b
m
に
仰
い

て
、
問
料
防
艇
の
船
齢
制
を
献

め
た
か
ら
で
あ
る
・
問
秘
阪
舵
の
俄
似
は
、

そ
の
か
酌
仰
な
る
川
町
併
の
ぷ
に
獄

は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
出
品
仰
燃
は
一
と
し
て
肘
併
問
な
ら
ざ
る
は
な
い
。
鰍

誌
の
察
た
る
も
緊
急
討
す
る
も
・
船
艇
の
務
す
る

も
、
畿
の

知
献
す
る
も
、
そ
の
棉
P
E
m
m
り
つ

L
Mm
川
町
制
m
m
で
あ
る
。
偽
る
に
刈
綿

一
腕
献
貯
の
館
館
慌
を
蹴
は
し
っ

L
鰍
獣
保
、
加
附
品
齢
別
の
酔
麟

と
な
り
て

、

漕也事‘.~師蜘崎町師岡崎師同問岬岬酋叫守也守也軸刷.'f也咽白帆"'f幽明"
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珂叫岬岬岬岬J

叩
聞
だ
れ
拘
く

、

総
一
部
、
都市
側
隊、
斡
献
と
な
り
、

総
貯
一
静
販
と
な
り
て
除

ず
'
ひ
&
ひ
&
-
-
v
h
v

一
い
完
号
事

-
R

に
ル
引
き
進
む
こ
と
が
で
今
、
な
い
の
は
、
濁
り
濁
り
が
此
の
生
命
相
を
全
う
せ

ざ
あ
縦
純
で
あ
り

、

h
rつ陥
やの
川
村
げ
か
慨
配
す
る
陳
知
純
一
節
と
な
り
て

は
、
一
勝
対
な
る
働
総
献
明
と
な
り
て
、
部
航
附
出
す
る
も
の
針
き
に

・

蹴

り
紛
が
搬
は
、
ル
町
の
慨
に
静
り
て
、
僻
川
町
な
る
飾
郡
を

m
wし
、
和
総
に
町
期
総

に
捌
山
総
綴
ま
り
な
斗
、
断
艇
を
暇
m
w
t
よ
れ
院
に
附
艇

の
鱗
般
で
あ
り
、

倣

か
う

ヒ
ヒ
ヲ

仰
す
べ
き
務
質
で
あ
る
ω

慨
に
こ
れ
鈴
抑
制
の
将
め
町
駅
の
強
め
ん
と
す
る

um
m
pか
い
が
で
あ
る
。

仰
向
艇
の
倣
や

、
鴨川
仙
の
必
で
な
く

、

町九
婚
をmbむ
対
日
恥
俄
で
あ
り

、.

艇
批
一

純
の
民
館
械
で
あ

り
、
融
掛
川
内
的
に
艇
は
ず
腕
の
蹴
艇
で
ら
っ
て

m
mの
縦
き

艇
な
持
、
協
れ
で
は
な
い
。
こ
の
併
紛
の
勧
蹴
た
る
断
航
捕
、
」
そ
m
門
砂
川
町
の
臨

で
あ
り
、
・
暮
徴的向
を
階
的
r
し
で

、

日
げ
っ
ぷ
砂
た
る
A
Vか
、援

ゐ
て
W
縦
し
伊
〈
仰
楠
か
ら
は

、

紛
蹴
に
m
m
〈
桝
が
と
し
て
郎
ず
せ
ら

る
べ

き
瞭
主
で
あ
る
。
船
舶
附
m

w村
山
、

郎
川
氷
山
開
店
は
停
の
「
股
脈
問
蜘
」
か
ら
「
鵬
陳
蹴
」

へ
の
蜘
きに燃て
船
齢
せ
ら
れ
る
腕
で
あ
る
。

.~Ut"岬師師岬占帖軸噌岬岬伺

戦
縦
舵
総
の
縮
財
よ
り
一
般
対
動
へ

l
仰H
m
m
諮
問
よ
り
船
隊
似
秘

へ
!
と

殴
賦
せ
ら
れ
た
の
が

、

総
仰
向
品
川
の
一
蹴
で

・

ル
町
の
慨
は
『
巧
臨

m
m応
払1
7・

W
Mめ、
判
十
一
駅
丸
訟
の
総

MM
L
E
も
都
中
も
の
』
で
ゐ
り
・
仲
野
総

m
m
w
J

州
知
を

開
削
す
る
も
の
で
あ
の
、
働
総
勲
一
都
も
、
桜
一
蚊
必
も
、
制
的
臨
も
、
蹴
締
も
、
畑
町

‘ 



一一敬土移と揚おの念事E 健闘一一

の
で、
そ
の
日
作
蜘
の
ぷ
に
仙

w
m
w
の
叫
川
村
山

、
静
似の
附
骨
川
町
、
叫
町
、
の
松
山
口
と

お
に
畑
山
鍛
に
他
紙
ず
る
こ
と
が
脱
出
し

、

こ
の
お
酌
た
こ
と
が
ん
府
滋
加
艇
の

徽
併
を
緩
め
採
れ
る

、
勝
即
応
の
対
船
対
に
制
ず
る
時
間
併
肺
門
勝
敗
備
の
一
と
臨

一
と
甑
の
将
に
滋
せ
ら

れ
る
と
す
る
、
伸
明
h
M瓶
献
な
る
熟
抑
制
が
関
紙
せ
ら
れ

た
の
で
あ
る
@

偽
る
に
、
松
町
の
船
山
間
だ
け

で
も
、
制
織
品
川
ず
ら
仰
が
併
に

m
xけ
作
れ
伊
ね

る
も
の
を
、
一
蹴
対
仇
加
の
献
に
服
部
す
る
も
球
阪
鉛
討
に
糊
似
す
る
を

m
w
な

に
こ
れ
そ
出
向
山
知
容
と
し
て
や
け
聡
る
こ
と
は
山
町
船
て
も
、
こ
れ
そ
品
川
一
般

げ
ん
ヒ
宮
、A
F
;
-
m
，
A

鎗
6
H
J

向

し
ん

の
現
府
民
中
に
抱
制
す
る
こ
と
は
、
な
か
/
\
縦
し
い
こ
と
で
あ
る
。
況
や
"
以

内
、
，

r

・

、
，
h
'
t

・4
4
w
h
e
r
d
'

の
閲
邸
籾
に
智
ま
ず
し
て
、

現
品
附
された
ま
鍬
即
と
な
り
、
船引
と
な
り

鰍
憾
と
な
っ
た
鯨
に
、
印
刷
に
械
が
の

m
m内
が
飢
の
野
舵
概
に
館
蹴
さ
れ
ず
し

て
、
持
・
伊
郎
、
和
時
跡
齢
な

る
航
抑
制
と
な
り

、

僻
似
の
鵬
苅
昨
と
な
り
玲
っ

た
の
は
、
艇
に
訟
鰍
な
こ
と

h
-
r
は
ざ
る
そ
一
砂
な
い
・

，

弘
法
問
艶
し
て
開
山
川
獣
保
と
な
り

、

臨
山
肌
仙
の
踏
織
と
な
っ
た
こ
と
は
、
低

燃
凶
品
川
川
の
快

m闘
が
部
し
く
紙
撤
さ
れ
、
そ
の
総
へ
が
酪
し
く
勝
郎
さ
る
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
。
偽
る
に
、
織
ら
に
郎
総

批
献
と
嶋
伽
併
紙
跡
的
と
の
膨

股
す
る
腕
で
は
、
駒
郡
税
問
す
ら
縦
備
は
れ
艇
く
、
郎
静
僻
秘

の
h
rに
限
れ

た
村
吋
細
川
蜘
都
や
対
鱗
舵
秘
た
る
嶋
一
髄
蹴
純
の
総
問
の
み
俄
か
に
踏
め
ら
れ
る

・3
a司
ヒ
ヨ
怠
争
忠
之

(6 ) 

-
z
z
z
z
-
4
6
2
Z
Z

毒
'
z
z
p

苅
討
な
ど
の
倒
的
配
ら
し
含
こ
と
が
栴
抑
制
な
ど
の
併
さ
そ
胎
る
こ
と

』
な
旬
、

M
M峨
船
削
船
と
し
て
、
域
は
船
内
町
回
り
な
齢
蹴
と

し
て
、
開
山
肌
鮮
側
を
穆
泳
一

な
ど
が
働
か
に
併
は
れ
る
こ
と

L
な
る
も
、

応
の
勲
一
郡
阿
ポ
慨
は
純
だ
船
艇

し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

A
T

m
N
、

総
滋
仰
向
狐
は
し
き
ま
で
如
何
駅
附
制
仰
い
持
政
、
附
榔

m
m
m
叫
郎
刊
日
一
昨
が

m

m仰
せ
ら
る
h
ば
か
り
で
な
く
、
鰍
h
pの
艶
仰い
蹴
航
に
よ
っ
て
刈
州
安

抑
制
か
す

も
の
が
あ
っ
た
と
防
除

に
、

鉱
山
に
は
、
鰍
抑
制
傾
倒

m民
、m
m
m
の
勝
一
祭
仰
向

と
し
て
恥
仰
ぎ
、
そ
の
椛
口
勝
ず
る
も
の
と
し
て
鰍
少
の
熟
側
部
献
が
郎
総
と

し
て
舵
郎
し
、
峨
は
そ
の
ん

T山町
炉
開
な
る
に
M
Mれ、
搬
は
そ
の
泌
ω
術
総
な

る
に
麟
く
も
椛
・
坊
は
桜
艇
も
m
m棋
の
僻
ぐ
腕
と
な
り
、
礎
は
航
船
も
湖
特

の
魁
く
臥
と
な
り

、

知
山
知
邸
内
部
と
安
ふ

も
あ
れ
ば
、
両
国
れ
撒

磁
を
紛
ぬと
探

る
も
あ
り
、
イ
Y
チ
キ
獅
効
と
航
る
も
あ
る
材
様
で
あ
る
が
、
こ
れ
ぞ
酪
に

泌
総
品
川
九
の
焼
却
に
制
仰
が
そ
の
肱
蹴
川
に
似
て

m
m邸
内
す
ベ
キ
和
問
織
的
恥
と
訟
ふ

-
n・

べ
き
も
の
と
忽
は
れ
る
。

椛
ね
て
言
、
終
越
の
械
が
総
は
、
ル

1
-ア
ル
ψ
広
務
繋
よ
り

も
僻
低
せ
る
紙
付
賄
側
で
あ
り
、
対
備
の
お
品
に
蹴
服
せ
ら
る
べ
き
獄
抑
制
で

あ
り
、
総
怨
恨
の
融
制
都
駅
よ
り
も
そ
ツ
と
剣
山
む
な
る
融
制
鰍
純
で
あ
っ

た
。
山
町
の
純
き
僻

m
h』
そ
例
制
聞
く
融
鮒
対
勅
が
紗
披
す
べ
き
山
町
僚
が

h
p
・
た
も

の
と
骨
ふ
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
純
は
判
例
の
、
総
燃
は
竹
川
飢
餓
船
艇
の
仙

l岬叫師蜘U叫.TMfIlf‘周留守



( G) 

• 

一-1*土~と徽おの念 ft鎖倒一一

望
書

Z
4
6
ま
喧

一一
州
付
税
と
し
て
、
山
内
の
撒
献
を
猟
験
し

、
即倣
料
、
羽
鶴
品
川
た
ち
の
際
的
措

仰
向の
鰐
川
と縦し
た
い
。

て
出
山
加
川
崎
山
川
の
織
が
抑
制
は
八
百
一
慌
の
一
部
さ
は
あ
る
が
、
鋭
部
即
時
は
m
w
慨

に
ずt、
供
品
、
般
p
'る
院
が
常
た
@
四
に

b
r一隅
耕
一
総
で
あ
る
@

二
、
総
似
品
川
川
の
械
が
燃
は
、
叫
山
縦
約
制
の
斜
紛
で
あ
る

ω

品
川
島
も
斡
川
ぬ
も

な
き
体日川
駅
舵
の
叫
が
抑
制
ゃ

、

融
餅
禁
制
ゐ
る
も
叫
m
m
な
き
も
の
を
い
幻
膨
し

て
、

齢
的
判
一
位
の
踏
し

A
S偽
艇
を
限
慨
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
獄
。
山
町
の

併
訓
郡
山
町
融
制
山
総
艇
や
、
秘
的
叫
m

m
m
を
糾
問
す
る
ば
か
り
で
な
く

、

m
m
・
併
H川の
ね
市
縦
一
蹴
鍛

t
f抑
制
み
た
り
、
切
松
町
附
臨

恐慌
一
に
叫
m
m
す
ら
執
を

も
慌
む
べ
き
で
あ
る
@

一
一
一
、

総
仰
向
山
川
北
の
m
M
w
m
が
、
対
血
仰
の
就
航
の
川
M
m
に

h
vる
こ
と
に
踏
み
伽

仲
に
し
て
慨
必
に
も
併
問
鋭
併

M
b続
十
の
ら
し
む
る
か
に
つ
い
て
、
総
川
叫
す

べ
き
で
あ
る。
系
議
会
ひ
、

同
袋
一
総
会
ひ
、

h
MM川
ル
船
会

ふ
に
舵
は
ら
ず
、
h
v
m
叫
の
防
相
川
叙
艇
を
舵
げ
て
、
例
都
の
叙
似
柿
に
は
枇
間

際
と
な
るにせ
よ
、

対
叫
制
札

γ
砂
初
出
せ
る
こ
と
れ
乞
泌
総
す
べ
き
で
あ
る
。
蹴

る
も
m
M
る
も

、

お
ふ
も
鰍
く
も
、
対
僻
あ
る
や
う
に
す
る
の
が

鯨
一
で
あ

る
。
附
仙
w
m
w

併M凡
併
に
般
き
・
M
m伽
除
砂
川
崎
併
に
紛
附
し

、

引
削
減
蝕

能
、
和
紙
幣
ル
皆
、
常
蜘
附
砂
川
叩
併
あ
る
を
峨
て
付
一
僻

M
T
J
協
の
検
特
と
す
べ

き
で
あ
る
。
ζ
れ
を
服
部
に
か
併

し
、
宮
駅
、
都
府
も
・
鋭
部
も
、
総

戚
も・
部
川
に
さ
へ
も
践
的
ざ
す
こ
と
壮
一
邸
て
、
ω
m
m
m
凶
品
川
刈
仰
向
航
m
m
と
す

ま
a 
諺

‘ 、.VfU弛柏崎明剖軸ITWf~哨持制、明恒柑""不明・

ま
言

ぺ
舎
で
あ
る
。

-
司h
e
い

お
i
Hぷ
且

u
v
d

a
R
n
o

t
ι
‘

t
・
，
験ae
い
也
君

、
平
生
、
念
油
活
附

m

人
身
臼
仲
間
住
汚

鋭
、
制紙
、
棟
一
献
を
縦
は
る
か
を
疑
問
し

、
町惨
と
梢
鱗
と
を

で
あ
る
。
か
く
て
掛
川
明
骨
に
総
物
館
総

山
町
渉cる
L
こ
と
に

a
b
m
'
u
b
g
t
h

‘
E
M
'
e
A
V

た
屯
・3

一
沙
一
柄、

何
に
話
光
熊
放
の
踊
陀
砂
川
み
取
る
べ
き
で
あ
る
@

五
・

斡
M
W対
艇
のM
Y引
は
、
砂
川
比
の
一
同
砂
川
を
開
館
し
縦
ふ
を
部
び
、
時
針

帰
館
す
る
を
伐
ず
る
と
伐
に

、

h
rづ
そ
の
や
飯
腕
お
隊
慨
に

、
付加
出
仲
昨
日
叫

に
、

m
m
に
付
・
備
す
べ
き
で
あ
る

。

2
2
a山5
2
4
u

佼

2

跨

L
F
に
2
3
2

舵

2

六
、
不
仲
丸A
m
d
仰
の
人
々
は

・

時
処
械
を
求
めて、
m
t

に
、
目
別
、
月
例
、

三

和
に・
加
山
町
誠
艇
を
僻
す
る
こ
と
は
あ
り
が
た
き
こ
と
で
あ
る
。

七
、
軒
以
議
艇
の
伎
は

、

こ
の
て
動
的
も、
制
叫
加
も
際
も、静

脈
命
中
郎
総
点
、

.

利
く
M
m
総
の
擦
と
市
川
み

d
，

る
べ
き
で
φめ
る
。

八
、
叙
艇
の
臨
す
る
院

に
泌
総
品
川
九
絞
ま
し

、

m
r砂
町
官
銃
膨
ら
せ
ら
れ

、

勝

-
E

を
上w
e孟
広
明
色

τ
--
n
u

陀
ま
し
ま
す
もの
と
然
寂
し
;
前中
る
べ
き
で
あ
る
。

，

c
a
w
-
Z
3

ひ

'
H

司

p
z
e

:

ほ
あ
《

九
、
市
保
阿
矧
陀
仰
は
、
・τ
』
に
光り
と
、

A
Wと
、
カ
と
、

強
み
と
を
婚
相慨

す
る
こ
と
に
て
、
間
際
と
縦
貯
と
部
獄
と
紙
蹴
と
を

M
Uれ、
航
続
に
も
叩
r

b
u
m
恥
縦
で
あ
れ
り

、
mm
棋
に4釦
引
き
続
げ
も
の
で
あ
り
、

測
し
て
や
別
府
首

の
秘
ひbuナ
ベ
今
、も
の
で
は
な
い
。

十
、

お
鉱
桜
は
砂
防
倒
率
艇
の
問
問
し
縦
ふ
腕

、
税ゆ
る
裂
と

伶
似
と
倣
仰
の
枝

問
加であ
b
、
m
A
そ
の
制
批
で
あ
る
こ
と
を
拠
品
べ
き
で

あ
る
。

ハ
山川
〉
t a 
r 

'私脚

言

、四回岡崎副軸私事却、同副司
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の

日一、~ー~ー~瞬、~、向山由~ー~匂------'"'-------、~山両--ー......_..

膨
斗
相手除
の
斡

山
形
成
金
村
出
産
繍
霞
組
合

金
津

貞
山

a 
A -4量

。

滋
靴
、
銃
磁
に
h
w依
せ
る
職
探
ゆ
携
の
燃
慨
は

仙
川
訟
の
倖
め
一
応
と
間
だ
し
い
縦
続
此
の
際
設
を

縮
航
し
た
。
問
料
慌
凶
刊
の
砕
艇
を
概
ふ
の
は
が
だ
し

も
、
こ
の
め
W
M怖
を
節
能
せ
ん
と
す
る
侃
附
が
、
一

統
制
にm
m械
の
蹴m
w帥
滋
貯
の
齢
だ
し
き
和
僻
封

山m
m
m
M
の
磁れ
と
な
り
、
針
く
の
縦
し
む
べ
き
峨

慨
を
総
加
配
し
た
。
叫
九
郎
官
械
山
間
蹴
船
路
町
船
仰
が
峨

秒
の
紙
を
際
認
す
る
倖
め
に
川
町
山
町
た
』
」
と
は
倣
憾

で
あ
る
が
、
際
日
出
ふ
る
に
滋
際
鷲

Y
L

も
に
一郎
と
な
っ
て
船
酢
静
脈
の

m
w隙
械
部
を
ば

か
り
、
館
山
町
棋
の
峨
訟
に
獄
す
る
和
銀
側
臥
と
紙

開
山
川
和
銀
と
を
仰
向
付
制
す
る
静
脈
で
あ
る
・

併
そ
の
一
鰍
を
h
V
9と、
総
錦
町
凶
の
一
節
臨
執

が
U
V蹴
で
ら
っ
て
鱗
齢
の
鳴
が
鈍
い
、
総
加
賀
に
搬

ふ
料M
4もな
い
、

時
伽
の
蹴
倒
を
4
け
る
加
も
な

い
、

対
と
し
て
が
れ
磁
蹴
っ
た
こ
と
は
な
い
。
叫
ゆ

る
に
紙
儲
伊
川
即
応
し
て
か
ら

、

こ
の
桜
山
町
は
、
一

船
蹴
ハ一-一ケ
紛
〉
に
→
万
八
を
ね
町
ん
だ
が
、
鋭
的
財
拾

鋭
郷
の
剣
艇
を
船
山
部に
他
聞
け
る
か
は
り
に
、
蹴
蹴

蹴
鮮
の
仙
w
m
m
鍬
鰐
山
崎
に
山
間
蹴
貯
の
紛
燃
と
勧
…

m
m肱

蹴
が
山町
撚
る
か
ら
、
紙

m
wとし
て
の
和
一
奴
も
峨
蕗

除
の
叫
刊
紙
の
批
慨
は
判
明
隙
砂
ら
な
い
、
一
一
郎
と
も

に
減
献
し
耐
も
川
蹴
貯
は
仰
れ
も
野
駅
俄
鴎
で
ゆ
め

る
。術

創
が
脈
抑
制

b
z脇
町
く
が
、
対
脳
的
の
匙
安

一
一
一
ケ

制
限
に
は
、
協
リ
引
な
る
総
附
に
ゆ

m
mし
、
機μ引
な

る
鰍
蹴
の
跡
慨
を
似
た
。
総
川
町

、

総
附
に
は
脈
w
m

の
川
町
m
m
-
を
m恥
じ
た
蹴
山
制
し
た

一
仰
齢
蹴
一
Wの
鰍
に

叩
附
し
て
も

、

脈
制
仰
の
柳
川
町
に
抑
制

m
m悦
で
あ
ろ
か
、

蛾
紗
に
は
色
村
一
紙
偽
郎
炉
問
肋
慨
に
獄

ω初
で
あ
る
。
日
品

開M
W
V
〈
憐
山
阿
佐

b
E儲
け
ん
と
仰
即
す
れ
ば
、
仰
向
山
り

く
脈
獄
中
-
除
く
べ
き
で
ら
る
・
ト
常
れ
混
し
く
静
き

た
hv
mで
あ
る
と
伶
す
る
・

船
錦
部
川
町
併
の
山
間
蔵
野
一
は
鈍
〈
鉱
山
町
内
町
で
あ

る
、

ぬ
っ
てm
r栂縦
割
仰
が
縦
減
し
た
。
一

偽
る
に
、
持
船
併
に
慨
し
、
制
対
な
蹴
佐
鰍
限
一

蹴
執
が、
時
間m
m
m
u
u

針
く
な
り
刈
川
町
制
加
即
し
て
隊
一

る
・
も
の
で
は
な
い
か
と
般
紙
し
即
し
た

ω

似
し
館
一

や
は
恥r
b
m
鱗
按
の
億
総
税
で
峨
蹴
に
な
ら
な
い

、

一

鞍
部
山
町
M
m州
鮫
加
仰
と
叫
叫
ん
ど

h
rは
な
い
こ
と
臓
か
、

で
あ
る
。

い
也
君
時
γ
K
L

ル
連

以
上
述
べ
た
こ
と
に
依
っ
て
も
知
ら
れ
る
巡

り
、
対
鋭
部
能
川
町
の
時
間
が
川
町
械
の
鼠

W
川
誠
九
町

の
鱗
按
と
、
m
m
p掛…
腕
附
枇
の
蹴
お
と
、
船
山
阿
野
一

の
時
抵
と
に
あ
る
が
協
に
、
忠
勝
も
披
そ
れ
に
計
一

骨
し
た
も
の
で
φめ
る
u

鵬
ち
似
備
に
は
一
二必
の
船
一

時
限
砂
と
、
一
一
一
必
の
酢
附
階
伽
な
ぬ

て
、
船
併
均
一

に
は
慨
世
間
叩
な
き
ゃ
う
に
奴
め

て
ゐ
る
ω

一

瞬
ず
る
にmm
m
m
似
と
し
て
材
縦
備
は
、
そ
の
一

一
つ
の
腕
の
聴
は
れ
で
あ
る
が
、
翫
川
は
悦
に
伸
一

僚
にm
wふ
て
践
し
き
蹴
艇
を
と
り
和
制
附
溜
の
舵
…

を
僻
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
償
昨
を
ぬ
て
、
船
酔
す
ぺ
一

〈
胞
も
版
部
の
紛
恥
慨
を

m
m
w
む
抑制
で
あ
る
@
一



(8) 

S 
E 

:.1 -一一じ一- ~・、

よJ

じ

第

一
_9-
万ミI

げ
さ
こ
そ
は、
治
〈m
wみ
蹴
っ
た
獄
の
刊

に
出
口
説
川
の
淑
拡

m
t
f
a

撚
む
叫J引
の
貯
え
ゐ
や

う
な
筋
必
の
却
し
さ
を

、

忠
世
ま
じ
す
る
こ
と

館
"i
v

が
で
き
ゃ
う
と

、

そ
れ
ば
か
り
や
集
み
に
し

て
、

将
く
際
を
臨
し
た
。
そ
の
献
の

h
v、こ

の
滋
鉱
山
す
に
か
い
た
の
は

、

蹴
の
戦
い
憾
の

部
悦
が
、
が
や
そ
仰
向
げ
て
必
似
し
く
や
っ
て

九
む
た
蹴
だ
っ
た

ω

桃
川
か
ら
の
パ
ス
が

静
抑
制

服
に
保
っ
て、
お
綿
密w
mひ
仰
向
ひ
、

お
隣
の

が
一
い
た
や
殿
の
や
う

に
・
M
W
み
M
Wみや
っ
て

R
-
v
p
a句
、
，
，

n

く
る
の
で
あ
る
か
ら

.

口
ザ
〈W恨
ぷ
役
立
っ
た

の
で
あ
っ
た
が
、

叫同
町
山
川
がM
U献
す
みあた

e 

ぎ

• 

佐

膝

賢

11頂

e

b
言
ヲ
ゆ

り
ま
で
来
た
ら
、

も
う
嵐
が
冷
た
か
っ
た
@

つ
け
す
て
し
附
W
Mの
仰
の
あ
か
あ
か
と

u
-
V
A
V

・v
-
a

H
比
え
ゆ
く
頃
ぞ
山
は
か
な
しA
U

情
聴
砂
の
ポ
ス
タ
ー
守
山
町
て

、

ふ
と
邸
ひ

に
ひ
&
￡

u
u

梼

立
っ
た
郷
。
旋
で
は
あ
っ
た
が
、

パ
ス
を
降

り
た
協
に
は
叫
の
仰
の
滋
射
ル
ザ
ら
し
く

、

ラ

Y
プ
よ
り
も
峨
い
か
と
脱
は
れ
る
間
協
が

、

か
う，
a
v-
-
.

‘

ボ
ツ
リ
ポ

γ

り
ぬ
瓜
の
や
う
に
動
っ
て
ゐ
た

の
で
、
い
く
ら
か
廊
鰍
阪
に
な
っ
て

、

問
主

総
舶
の
そ
ん
な
船
守
政
ひ
即
し
て
ゐ
ち

l

l
こ
れ
は
コ
両
川
刊
紙
の
十

M
mの
何
ば.山
肌
総

w
w慌
の
れ
?
に
取
は
れ
て
、
はn州
川
町
一
山
山
訟

削
船
に
作
っ
た
院
の
縦
で
あ
る

。

1
1

t
t
g
t
-
ze--t 

こ
の
粧
品
掛
か
ら
前
一mv
M干
秘
へ
か
け

て
の
四
郎
総
の

泌さ
と
鎚さ
と
い
ふ
も
の
は
、

→
ボ
織が
な
い
・

m
m
Vはバ
ス
で
縮
れ
に
山
町

っ
て
ヰ
り
特
ら、
序
盤
そ
チ
ラ
〈

の
を

と
税
p
佐
ん
だ
だ
け
だ
っ
た
か
ら
、
ムナ叩w
h』

-
Z

R
餅

モ

‘
2

ぞ
は
、

沙
キ
る
ら
ゆ
っ
く
り
と
其
の
災
しさ

に
祇
臨
しよ
う
と
、

そ
れ
を
燃
し
み
に
mむ

・
司氏隠

し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

、

鵬
・
ド
ヘ
山町

て
み
る
と

・

訟
はす
っ
か
内
総
っ
て、
純
か

あ
泌

J
U

舎
の
・
か

い
出
削
が
飽
っ
て
ゐ
ゐ
。
昨日
は
あ
れ
ほ
ど
よ

〈
仰れ
蹴
っ
て
ゐ
た
の
に
:
:
と

、

す
っ
か

り
慌
が
川
市
れ
て
、

m
mめ
し
げ
に
船
刊
に
鍛

た

れ
て
ゐ
た
が、
そ
れ
で
も
税
め
樟
れ
ず
、

税

聡
に純
守
山町っ
て
m
っ
て
、

m
m
m
叫bが
ま
す

と
、

献
の
川hh
γ減
絞
にmwっ
た
践
を
判
る
こ

と
に
き
め
た
。

蹴
い
税
斜
を
聾
し
て

、

仰
い
何
貯
に
m
m底へ

紗
ち
て
ゆ
く
叫
の
を
川
刊
に

悌
り
限
い
た部

た
伶
ι
τ

￡

Z
W
A
n
-
M

，
、
の
曹
"

を
、
時
夕
立
ち
止
ま
っ
て
は
渓
谷
b
z税
き

込

ん
で
W
協
と
総
れ
る
材
の

m
mさに
貯
恥
陥

れ
た

り
、

船
出
す
る
脈
問
蜘
を
岱
ふ
結
誕
の
却

し
さ

u

-
m

，
、m

b
zH
品
上
げ
た
り
し
て、
下
っ
て
ゆ
く

と
、

こ

れ
も
税
制b
bし
て
、

こ
の
訟
の
一

n
船
般
の
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~o: かお
をみか
しさみ
てんさ
、 はん

-l ら
寸&し
立ない
Jt:の
主と
つ摩?

でれ
寸15 涼2
w:! っ
iこ t:.
お。

僻包お

『
ま
あ、
ゐ
眺η
"

も
島'

C
い
】V

前
の
府
守
おトス
慌
で
ご
ざい
ま

す
」と

按
和
党
し
た
・
こ
っ
ち
は
献
獄
で
鳴
の

村
を
抗
い
て
ゐ
る
の
を
、
お
対
除
と
は
慨
の

k
h
"

か
め
ヨ
に

こ
と
か
と
段
〈
解
ら
な
か
っ
た
が
、
滅
多
に

必
に
伽
は
は
な
い
こ

の
慨
部
で
燃
艇
を
さ
れ
た

の
だ
か
ら
、
仰
と
な
く
仰
に
断
っ

て
ゐ
た
。

S

L
-

n
-

t

島
。

，
、

あ
と
で
汽
市
の
中
で
考
へ
て
ゐ
た
ら
、

伐
が

-
a
弓
+、

傘

、
i

s

洋
服
札γ.
m
て
小
さ
い
ス
ー
ト

・

ケ
ー
ス
安
下

け
ん
畠
ろ
・

4

ほ
.
，

，
、
にL
H
m

に

げ
て
ゐ
た
か
ら
、
際
鹿か
役
場
の
役
人
か
何

か
の
蹴
酔
で
山
内
い
て
ゐ
る
、
と

で
も
邸
っ
た

e

m

J

R

b

h

a

 

の
だ
ら
う
、

と
笥
か
指
い
た
ら
、A誌
に
可
笑

し
く
な
っ
た
。
総
し
こ
れ
は

M
慨
し
い
お
酔

除
で
あ
っ
た
。

第

-ÇJ~ 
Eニ・_，_ 、

一
一

そ
の
献
り
お
で
あ
る
。

総
m
ま
で
h
r
・
た
が

取
賠
償の仰
特
に
知
る
に
は
ま
だ
将
位
ぎ

る

し
、

，

税制

、
品川も
政ツ
て
総
レ
獲
さ
へh
A

え
附
し
たので
、
公
に→
市
制
作
此
ま
で
作

左

て
い

‘，

っ
て
く
る
こ
と
に
淑
泌
を
艶
へ
た
。

概
り
協
は
符
か
か
っ
て
い
え
な
ど

L
腕

z
e
e
u

"
‘
う

か

拘
留

な
滋
設
を
m
bひ
浮
べ
な
が
ら
、

態
と
ケ
ー
ブ

ル
カ
t
に
勲
ら
ず
に
、
叫
を
持
っ
て
仲
っ

た
。
す
る
と
一
艇
の
村
町
駅
付
む
の
滋
肢
が
獄
減

.
，

白

M
d

一仇
崎，

で
休
ん
で
ゐ
る
の
に
治
ひ
付
い
た
。
二
列の

配
艇
で切
っ
て
ゆ
く
村
駒
山
勘
が
、
を
の
際
溜

-
T

'
a
w

鳥
、
之

の
俗
休
ん
で
ゐ
る
の
で
φ
め
る
か
ら、

そ
の
距

.

.

 

忽

E
a
F
L
L
v
g
s

緩
は
可
成
り
の
R
Hさ
に
な
る
。
然
し
ど
の
伎

町'
f

h崎
、

wz
M同

続
い
て
ゐ
る
の
か
は
、
越
が
品
開
り
〈
ね
って

ゐ
る
の
で
、
隙
ら
な
か
っ
た
。
慨
が
獄
づ

て

伊
く
と
、
配
被
昨
が
っ
た

三
回
目
ね
の
k'm
m
が

と

e
t

，
、
ヒ

e
z

お
辞
儀
を
し
た
u

僚
も
お
僻
儀
を
し
た
。
ぞ

れ
か
ら
は
滋
を
部
る
に
つ
れ
て

、
仇Wぎ
弁
ぎ

-M
hv
s・
-
え
仇
ん
、
事
"
は

に
、

あ
と
の
下
供が
前
川り
池
小
と
同
じ
ゃ
う

A
Z

E

r

陸F
a

-
-

小
E

を

に
、
品
店
山
鯨
儀
念
ず
る
。
"
の
下
は
緋
の
相
側

.込
町d
R
-

術
力

e
LPa
R
3
U

同
信
L
n
z

米
な
前
物
に
、

効
a
m
Mけ
ず
、
跳
見
足
公
で

服
か
ら
紛
に
お
鰍
似
を
静
か
つ
て

ゐ
る
。
対

の
や
の
村
に
は
、
「
僻
ん

で
い
か
な
い
か
』
と

い
ふ
か
併
を
、
ポ
ム
で小
つ
た
め
さ
へ
あ
っ

た
ハ
対
へ
ん
ぶ
っ
き
ら
附
な
前
貯
だ
っ
た
が

、

な
い

a
i
n〈

仰
と
古
っ
た
の
で
あ
っ
た
か
舵
惜
し
て
ゐ
な

市
?、

れ
窃
ド
司
危

H

AV

い
v・
と
う
と
う
伎
は
そ
の
一
.
列
縦
険
の
滋
き

る
ま
で
、
附
向
山
川
町
時
い
限
妙
で
あ
っ
た
が

、

-
U山

z
r
 

僻
m
mを
し

な
け
れ
ば
な
ら
た
か
っ
た
@

「
誠
蔀
ど
・
」
の
町
駅
間
よ

『
V
A一
村
山
刷
機

l
」

と
沼
市Wよく
そ
の
一
一
一
一
一

の
一
戸
山
内
が
傑
へ
た

。

峨
じ
附
脇
町
の
似
併
で
仲
間
い
械
の
判
明
燃
の

ぬ
ル
モ
，
、

也
ル
守
・

偽

じ

智

治
定
で
あ
っ
た
匂
何
と
微
笑
ま
し
い
お
齢儀

で
は
な
か
っ
た
か
。

第

景

一一
一

訟
の
出
山
町
付
加
琳
・
町
小
山
仙
跡
が
蛸

備
隊
車

色
0・
4
，
、
念
ひ
い
令

A
qt
且
舟

の
邸
怖
を
凶
に
芯
い
て
、
約
制
同
町
あ
た
り
の

h
-司
令
，

a
F
令

"
孟
す
率

制
ル
告
で
、
何
阪
の
や
う
に
泳
い
で
ゐ
る
。少

し
鍛
く
な
っ
た
の
で

、
八
一
即
か
ら
の
m
-
r
に

.
‘
・

m

哩
4
S

電
気

e
A

-
z
a，

聞
に
AV
か
よ
う
に
と
、
侭
の事
は
籾
の
街
を



( 10) 

s・
a 

お一一

匂~

じ'官
、ーー

-w
"

、
君
"

池
函

沌
っ
て
ゐ
る
ω

僚
は
あ
っ
ち
へ
流
れ
た
り、

創
刊a

-

っ
ち
へ
泳
い
だ
り
す
る
アド
・

パ
ル
F

ン

a
a
‘
.
を
ど
れ
同
均
・
唱

を
、

{
阜の
窓
か
ら
ぼ
ん
や
り
凡
て
ゐ
る
。
叫
同

r
・
7
，

a
p・
ゆ
〈
‘
.
ッ

ヌ
色
の
袋
に
設
が
一
つ
浮
い
て
ゐ
る
。
ア
ド

•• 

ハ
ル
1

ン
が
そ
れ
を
諮
っ
か
け
て
ゐ
る
。

聡
がh
v一
貯
伊
訟
の
山
町
蹴
鰍
・
乞
苅
る
。
そ
れ

ぞ
れ
こ
れ
か
ら
的
砂
へ
鈴
ぐ
蛾

や
燃
が、は

・
ち
Wれ
さ
う
な
戒
m
w官、、
釦
料、
川
照
的
。

，

そ
れ
は
死
一
此
の

、

一
時
の
が
将
に
郎
れ
悌つ

-
t
d

伊
旨
・
司
挑
ん
手
〈
ヒ
よ
い
乏
か

e

て
、

小
説
的
際
や
下
街
胎
の
安

A
m
mへ
と
な
ぐ
時

の
、

総
のωm
m
M
さ
と
は
狩
ふ
。
慨
は
似
闘
の

出
品
紘
一九

g
a

働
時
凶
縄
い
ち
ぞ
山

'
e
'
U
L
mげ
停

郊
・
はh
h・0
。
街
路
樹
の
鈴
騒
が
政
ば
ん
で

-
e

幽P
A

ゐ
ゐ
。
い
さ
‘る
か
の
瓜
に
、
か
さ
か
さ
と
品
川

に
、
ゐ

を
な
て
h

ゐ
る
の
が
悠
じ
ら
れ
ゐ
。

g

ひ
ゐ

t
a

司
句
か

や
が
て
取
は
附
い
芝
作
.
の
小
に
、
と
こ
ろ

雪
句
&
e
t

・3
e

ど
こ
ろ
泌
総
色
の
絞
り
供
ひ
か
ぶ
さ
っ
て
ゐ

ゐ
郎
い
郎
砂
b正規
る
。別
配
は
抑
的
に
h
wれ

命
企

&
，
ん
伽
，
、

℃
ゐ
る
が
家
ら
か
さ
う
た脇
F
だ
。

宅
〈
孟

g
s

マ
ん
宅島
レ
・

h苫
て

と
、
伐
の
準
の
迩
幽
開
予
は、
約
の
手
に
ハ

E

陸
w

，
、
電
タ

シ
ド
ル
を
握
っ
たま
ム
・
お
の
手
を
州
押
し
て 析

や
や・恥
っ
たν
そ
し
て
対
必
ぎ
日
H
が
郎t
T

U

九
同
歯
肉
，

h
a‘

Z
A
V
a
b

向
い
て
一
一
帽
す
み
と
、

ま
た
大
念
ぎ
で
制
チ

‘
，
か
俳
句

e

，
、

ψ
絞
っ
て
、

そ
の
窓
手
を
ハ
ン
ド
ル
へ
か
け

た
。
僻
椛
も
な
か
っ
た
ゃ
う
た
時

に
僻
らん

惨
事観
を
し
て
ゐ
る。
ァ
ド

・
バ
ル
l
y

に
貯
と

れ
て
ゐ
た
侭
は
、
耐
帰
れ
内
地
ひ
の
制
刊
に
飾
り
が

ひ
の
滋
航
刊
で
も
ゐ
た
の
か
と
、
訪
の
続
か

ら
併
を
仰
ると
、
そ
れ
らし
い
協
や
も
な
く

て
、

憾
の
焔
の
特に、
終庇
た
対
榔
を
税
制
ル

組
問
u
m
m
H
併
記
句
会

a
b

‘
一h
e
ゐ
・
・

eh
F

に
、
眼
鏡
形
の二
短
縮
が
燦
然
と
怖
い
てゐ

た
"
取
に
航
っ
て
mJH航
h
F
-
P
H

勝
っ
た・

第

|珂
r_I 

・ . . 
・.I 

....J 、

L
hw乃
内
L
i
N
"
働
、
‘

L
ん
民
ゐ

=
a

時
叫
州
川
相
v
s
b
v
中
心
に
問
、

百
十
人
の
お
佐
官

い
4
e
i
H
e

、

.
M官

宅

が
.
M円
れ
も
お
肋
や
仰
に
し
て、
位
の
乎
な

り
に
山
川
叫
叫
ん
で
ゐ
・
主
体
鈴
似
の
艇
も
同
ん
が

f

f

a

i

 

一m
ー

に
な
っ
た
と
見
え
て
、
あ
を
こ
に
も

-

一

郎、
こ
与
に
も

ひ
一
位
郎

、

減
税
む
心
付
を
m
w
り

砂
いて
、

叩
叫
附
加
の
蹴

m
mげ
か
山
川
和
て
ゐ
る
・
似

し
も
対
脇
昨
の
村
越
に
は
、
粧
按
り
の
お
抑
制

曲面E り
りの
が 持ぷ
がrË 器官
まヵ.
らし
ヲっ
とら
しへ
てら
ゐ れ
るて
と
・ 111 ~C: 

ろや'
で か
あに

る
。政

蹴
艇
の
附
を
作
に
し
て
か
し
こ
ま
っ
て

ゐ
る
務
狩
慨
に
は
撚
対
日
川

。
そ
の限
り
に

は
灘
訟
蹴
峨
出
品
川
叫
が
、
蹴

m
wの
俄ι
r
w
ま
さ

れ
て
、
可
制
肋
し
の
鶴

一級の
つ
い
た
総
艇
に
h
r

'
巴
ら

E

凶
F
H
e
A

，
、
.

換
へ
て
、
端
附
肥
し
て
お
ら
れ
る
。
光
弘
は
院

を
組
ん
だ
り
ほ
ぐ
し
た
り

‘

|
|
こ
れ
は
い

つ
も
の
併
に
あ
る
が
i

獄
の
宇
の
判
明
が

aヲ
t

忠

弘
ph
z，
s

の
=
の
腕4
M」胤相
し
た
りし
て
.
特
徴
の
あ
る

伽
鰐
を
総
べ
怖
ら

・

制m
m
w
時
に
燃
ら
ん
と
す

e
4

曾
ゆ
リM
n
m
u
F

る
一
阪
の
光
前
そ
眺
め
て
お
ら
れ
たω

以U
M
U
の
V
h
似
と
η
除
町
内
仰
の
山
w
m
w
に

ふ
h
b
A
7
、
‘
u
w，
、
手
今
勾
9

ヒ

u
F
a
'
e
A
V
ρ

・

は
‘
事
"
の
小
削
今川
代的
時
の
同
然
伎
が
κ

・
ハ

円
九
陣
ヅ
て
脱

b
z
w
っ
て
ゐ
る
。

M
Wには
も
う

F
・
"
が
二
，
、
-
T

禽
ぃ
，
、h

a
。h

大
m
-
T川
て
別
措
沼
を
引
っ
た
の
も
ゐ
る
し
、

ま
だ
燃
は
に
m
m必
の
仲
献
の
純
附
を

し
て
ゐ

油
、
ん
ぜ
い
、
、
、

ヒ

る
の
も
ゐ
た
ω

先
生
は
さ
っ
き
か
ら
こ
の
・
同

併
の
駅
燃
の
伊
つ
て
の

M削
除
滋
の
械
部
を
孔
M

L
・-
⑮
九
ら
た
得
丸

y
e

，
ゐ
惨

け
・
・

識
し
て
ゐ
た
。
後
絡
が
時
吋
身
、
鳩
首
し
て
協
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m
w
b
w

・
恥
紛
ら
し
て
ゐ
る
相
槌
は
、
搬
の
川
町
に

は
、
付
加
問
の
二
府
般
の
砂
除
に
つ

い
て
小
川

め
々

も
・

を
創
ら
し
て
ゐ
る
と
も
H
Aえ
た
で
あ
ら
う
。

-t
,

NK 

「
お
い
、
お
前
行
っ
て
こ
い
よω
他
な
ん

か
限
燃
の
院
は
、
い
つ
も
情
的
問
備
で
〈
治

州
戦
と
い
ふ
の
は
、
そ
の
村
山
駒
山
側
峨
机
の
掠

脱
滋
で
、
ニ
執
が
館
以
、
一
一
換
が
や
邸
内

情
が
鋭
情
。
一
嬬
な
ど
い
ふ
の
は
獄
燃
に
寸

・
必

陰
・
・

人
か
ご
人
し
か
た
か
っ
た
〉
阪
ま
れ
て
ゐ
た

加
だ
か
ら.い
や
だ
よ
J

さ
う
か
っ
た
の
は
、
邸
対・そh
r℃ア
メ
リ

i
-

し
ん
あ
ん

カ
へ
行
っ
て
サ
ン
フ4
7
yシ
ス
コ
の
新
聞
に

村
蹴
主
伊
い
て
ゐ
た
m
m
f。そ
の
耐
の
m
w
m
m

で
は
こ
亦
伽
の
部
総
の
ゃ
う
で

bむ
な
い
。

i

、

Z
2
1
1

「
描
か
作
ってこ
い
よ
・
制
比
は
刷
聞
も

一一一
聞

に
ゐ
た
階
、
m
m践が
滅
和
へ
貯
た
ん
で

.

燃

鋭
に
作
っ
た
ら
、
う
ん
と
俳
砂
起
に
な
っ
九

ぞ
っ
た
ん
だ
よ
。
だ
け
ど、
ど
う
も
あ
す
こ

旬

、
、
、

尾
h
H

き
で
川
か
け
て
ゆ
く
は
、

て
れ
る
な
。

附
か

一
し
ょ
に
米
い
よ
・」

税
技
術滋M
m
t
ゼ
川
町たU司
が
争
っ
た
。

そ
し

て
も
う
→
川
町
船
か
仰
つ
配
っ

て
棋
の
問
の
脈
ヘ

燃
鋭
に
併
か
う
と
し

て
ゐ
た
。

「
駒山Vだ
よ

。
似の
艇
な
ん-
m
m
時
協
え

て
や
し
な
い
よ
。
お
紙
作
っ
て
恥
い
よ
。
」

芯
う
か
つ
て
訟
げ
て
ゐ
る
燃
も
あ
っ
た
。

か
う
や
っ
て
お
叫
に
部
り
何
ら
燃
艇
に
川
町

--,“ 

..
 
‘,-, 

..
 

『

か
け
て
ゆ
〈
機
命
日
を
抱
・え
よ
う
と
待
っ
て
ゐ

る
う
ち
に、

献
が
一
部

一倍
は
っ
と
が
ち
品
っ

て
、
協
い
訟
艇
の
将
の
が
を
鰍
ら
か
鍛
や
か

し
て
、
飢
許
可
加
減
に
撚

ι
L
V
い
て、

鰍
仰
を

町
内
総
に
際
Wっ
て
い
っ
て、
作つ
て
の
m

a

に
、
，

叫

す
h

総
込
の
前
へ
ど
っ
か
り
と
鍛
っ
た
@
そ
し
て

「
コ
y
チ
ヤ
1

」

と
仰
向
い
緋
郎
い
臨
で
聡
扮
さ

れ
て
、

附
部
に

一
&つお
酔除
をさ
れ
た
。
こ
の
「
3
y
チ
ヤ
」

は
、

銭
円
山
の
一
部の
料開
館
の
あ
あ
撚
腕

で
・

「
俗
的
は
~
b
uコγ
ユ
チ
ハ
と
五
つ
のγ
9
.
7

ル
に
が
け
て
争
中
の
で
も
た
く

・

コ
y
チ
ハ

・
L
"に
ん

で
も
た
く
・
も
っ
と
m
m
に
3

y
チ
ヤ
1

と

一一一
つ
の
シ
ラ
ブ
ルに
つ
Y
め
て
mwふ
の
で
あ

る
。

部
の
付
伽
訟
は
附
配
っ
た
慌
を
し
て
儲
て

h
向M
M山ひ
今
一
制
し
た
。

鰍
ら
く
は
対
日
山
が

m
m
b
z

慨
し
ても、

さ
う
で
す
」

主
‘
か
戸

'
m

と
い
-
A伎
で
、

片
つ
か
な
い
問
。
そ
t

--

Y
グ
の
憾
を
知
に
し
て
ゐ
た
。

や
が
て
対
日
品
が

・
即
況の脱に
駅
ら
れ
る
と

「
だ
か
ら
特
ぐ
燃
倒
的
し
に
伊
・
ゅ
う
っ
て
争

『
ハ
ア
1

、

行いで あ っ
つ 、 き 問主附言先主た
た f拐うつつ thf t3 
o I土台、、たたの予

ぞつな よガま な
ろてよ。かい
ぞ ~I~ らか
ろ込ζ 先ZU
とみ へ
先主 の jf~ζ 

生tつら
の か れ
席1 tr. ち
，、 - .Jb 
品~ 1.、 人

芸誌 +合雪 ￡ 
に釘宅 千

こ
れ
は
ま
た
常
服し
く
対
ぎ
な
お
幣
除
で

あ
っ
た
。
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ぬ

事
業
に
謝
す

る
考

. 

、

ーのそ

，~の

併
は一二
十
綜
蹴
徐
に
郎
総

と
は
お
針
を
恨
る
こ
と
な
り

と
抑
制
へ
た

、

山
川
に
滋
叫
献
を
か

け
ず
に
お
銭
を
俄
る
こ
と
が

郎
総
の
的
も
崎
誠
た
も
の
と
抑
制
へ
た
。
そ
の
か
恥
か

ら
獄
殿
在
比
に
あ
ふ

w和
の
燃
燃
の
山
川
股
に
総
悔
し

ね
あ

命

e
R
a
'

9

A
正

惨
か
う

ヒ

て
他

ーよ
り
や
待
っ
て
儲
け
る
こ
と
は
最
も
附
巧
な
務

総
で
あ
る
と
都
へ
た

、

そ
の
都
地、
燃
ど
十
制
限
も

や
っ
て
町
駅
た
秘
船
今

回蹴
っ
て
が
ゆ
餅
触
に
た
り
限
ら

儲
か
し
必
に
も
対
に
そ
れ
を
航
め
た
の
で
あ
る
。

制
助
町
の
山
机
句
で
は

、

小V終
般
の
町
燃
は
儲

b
E儲
け

い

@
ω・
お
も
，
、
偲
た

u
n

る
こ
と
以
外
に
な
い
と
思
っ
て
ゐ
た
。
闘
の
篤
と
か

融
磁
の
織
と
か
酌
ふ
が
餅
殿
は
桝
叩
仰
を

m
m
く
し
な
い

で
お
鉱
安
問
附
け
る
こ
と
が
m
m
紛
で
あ
る
と
一
瞥
に
税

""" 
方;

上

，世.
三r..

中

甲

へ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
侍
即
引
を
械
か
し
た
り

、

附
山
内
消

泌
を
脱
却
問
し
た
り

、

都
制
山
恥
慨
を

m
m
h
r

し
た
り
、

ま

た
部
射
殺
に
も
俄
和
し
て

、

関
税
の
十
一
同
蹴
は
蹴
繊

の
か
併
の
酔
総
艇
と
し
て
成
樹
せ
ん
が
織
に
脱
ど
静

脈
和
一
備
で
鉱
蹴
し
た
の
で
あ
る
。

a
F

怠
」刷C
ち
も
売

・8
k
u
n

惜
ひ

と

怖
輔
が
て
四
十
歳
慣
に
な
っ
た
時
、

世
の
多
〈
の人

刈
が・伊
保
と
賊
憾
の
税
へ
で
酔
抱
に
続
り
特
ら
お
針

そ
儲
け
る
こ
と
に
叫
抑
制
恥
を
撚
ね
対
に
件
燃
し
て
砕
る

の
を
跡
て
む
を
撚
慨
す
る
こ
と
が
即
況
の
苅
心
げ
ん
と
し

て
慨よ
り
も
m
m〈
離
の
織
、
仲
の
織
で
あ
り

、
忠
一

蹴
酢
併
の
総
慌
を
封
駒
山
に
鰐
き
が
げ
る
こ
と
に
な
る

と
税
へ
た
の
で
あ
る

。

そ
こ
で
勝
山
内
の
撒
知
総
の
総

ふ
る
料
駿
縦
鰍
儲
総
そ
鍛
え
、
そ
れ
を
川
町
て
酔
終
紙

儲
の
栴
慨
を
す
る
山

V城
島
正
縦
め
た
の
で
あ
っ
た
。

W船
加
同iw・
b

・ν
円
と

a，
‘
，

e
y
iv

ヒ

年
間
、
そ
の
社
取
を
や
っ
て
ゐ
る
内
に
、

悦
附
の
務

総
般
の
勝
び
を
撒
し
く
邸
周
し
て
、
対
慨
に
慌
仰
向
山
協

の
あ
る
船
時
総

b
E
m
w

ん
織
に
は
.
ポ
総
よ
り
も
附
献
に

郡
山
蜘
を
川
町
い
て
総
統
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
苛
ふ
こ

ど
を
脱
却
町
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
縦
殿

、

必
で
あ
る、

郡
山
ぬ
で
は
な
い
。

そ
れ
か
ら
伽
時
に
慨
す
る

川町
黙
が
術
蹴
と
は
獄

仰
向

鈍
って
や
M
M
m
蹴
も
披
臥
ば
似
蹴
と
は
殴
っ
て
和

た
の
で
あ
る
。
献
や
は
間
悦
の
山

V般
を
都
じ
て
店
開

し
ん
ヒ
フ

偉
い
&
苦

v
a

と
し
て
の
良
質
な
生
活
を
管
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

お
M
r
u
m
w

て
も
館
協
が
戯
除
で
あ
れ
ば
釘
燃
姑
舵
で

あ
る
と
鈴
ふ
こ
と
を
縮
協

に
邸じ
て
お
ち
伽
都
駅

日
九
日
出
で
あ
り
、
山

V総
帥
山
一
向
縦
で
あ
る
。

抑
制
紗
な
き
館
協
に
刊
判
断
の
事
総
は
峨
れ
な
し

γ。
炉

問肌
轍
峨
の
鰍
蹴
か
ら
封
れ
た
酔
抑
制
で
な
け
れ
ば
持
制

の
和
総
で
は
な
い
。
刊
九
郎
の
酔
燃
を

m
w
T
」
と
によ

っ
て
の
み
刈
討
に
附
砺
が
あ
る
。

Nー
か
ら
二
十
特
縦
、
倣
側
出
協
と
担

一く
m
mm似
で

あ
っ
た
織
的
仰
な
即
併
交
臨
み
て
慨
に

m
m隊
併
以
で
あ

る
。
山
町
山
川
に
賊
へ
ら
れ
た

M
w
m
川
あ
る
刈
獄
に
務
総
を

h
rたず
し
て
、
峨
俄とm
w泌
を
山
町
ふ
こ
と

を
対
慌
の
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一

て
ゐ
る
か
ら
で
ら
る

@
伊
撚な
税
へ
視
で
慨
棋
を
ど

ん
ど
ん
都
め
て
伊
く
と

、
腕融
和m
w斜
陽
の
物
取
を

附
概
し
て
、
臨
い
税

w
mち
の
鮮
の
特
に
な
っ
て
、
郷

郵
阪の
鰍
航た
る
和
併
・
榔
艇
のMU
m
m
が
厳
殿
の
峨

m
m
m
判
断
制
抵
の
抑
制へ
携
に
は
榔
威
し
た

ヰ
つ
の
ポ
蹴
か
ら
獄
叫
持
し
て
百
ふ
。

が
あ
る
。
一
は
和
雛
の
船
械
を
町
制
服
と
し
、
山
町
は
齢
酢
艇
の
臨
和
が

n
n阪
の
敏
和
よ
り
も
十
僻
妙
政
に

餅
へ
の
蹴
都
の
磁
波
を
山
町
山
川
と
す
る

ω

鰍
い
て
ゐ
る
と
骨
ふ
こ
と
は
、
や
が
て

B
脱
よ
り
も

械
の
臓
で
は
殿
山
首
一
械
の
慨
和
で
お
峨

一
制
限
に
十
儲
妙
政
に
融
制
叫
か
ら
脱
艇
を
鈍
〈
貯
け
て
ゐ
る
の

百
一
郎
蹴
の
駒
山
崎
を
し
て
ゐ
る
、
時
総
棋
の

R
院
で
は
で
あ
っ
て
、

融
制
闘
に
慨
し
て

B
脱よ
り
も
十
鯨
附
成

時
じ
く
撚
磁
邸
の
稲
川
崎
に
一
械
の
椛
静
を
俗
献
し
て
の
脱
艇
を
お
思
し
す
る
こ
と
を
が
づ
税

へ
た
け
れ
ば

ゐ
る
。
蹴
砂
倒
、
蹴
じ
一
対
の
蹴
静
で
十
慌
の
伽
聴
な
ら
ぬ
。
一
昨
聞
の
協
和
も
か
似
の
僚
が
で
川
町
知
た
も

が
山
町
船
る
の
で
あ
る
か
ら
除
の
慨
払

w
m
w
勝
限
斡
はB

の
で
は
な
い
。
階
餅
配
抑
制
の
脱
聴
の
た
版
。
で
ゆ
め
る
。

献
の十
仰
山
で
あ
る

。

.

胸
間
関
に
し
て
、
融
制
叫
に
銃
し

M
W仲
に
し
て
駒
郡
を

山
内
が
蹴
搬
、
蹴
制
の
轍
艇
で
鰍
税
制
叩
叫
郎
総
を
腕
ん
仰
向
く
践
し
く
献
す
干
き
か
を
務
へ
る
こ
と
こ
そ
、
官

だ
和
促
に
は
、
蹴
鰍
の
舵
き

W
儲
に
、hwの
十
儲
の
が
て
院
の
鰐
棋
戦
総
の
税
へ
携

で
あ
ら
う
と
脱
ふ
ω

鰐
棋
を
嚇
は
十
五
一
慨
に
、
臓
は

ニ
十
慨
に、
嚇
は
三
そこ
に
蹴
っ
て
獣
や
の
め
伊
が
が

山
町
め
て
鮫
川
、
静

m
v齢

十
慨
に
し
て
、
い
や
が
ぷ
に
も
針
く
の
mw舗
を
船
山
聞のあ
る
猷
が
と
な
る
の
で
φめ
る
。

す
る
こ
と
が
、
や
が
て
館
税
制
訟
の
嶋
一
の
抑
制
へ

説

慨
則
的
刷
物甑
を仲
徹
掛
僚の
限
縦
と
し
て
抑
制
へ
る
税

.
へ
加は
蹴
幣
加でゅ
の
る
。
戦

リ
引は
的
対
除
郁
の
純
い

部
の
締
み
加
を
し
て
、
儲

z
臨
山
崎
山
伽
献
を
獄
抑
制
し
て

臨
レ
山
院
院
を
川
町
る
い
酔
黙
に
掛
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

館
協
と
の
み
税
へ
て
柄
仰
向

。

に
詐
航
し
た
除
問
山
そ
臨
み

-
内FE
ω

開
。
匁

ぬ砕

す

て
袋
に
恩
ひ
半
ば
に
過
ぐ
る
も
の
が
ゆ
め
る
。

の
う
，
h
yぞ
う
し
ん
か
ん
炉
卦
た

能
率
増
進
の
考
内
・
方

~f だ
英モ然与と
のし 息苦
考E 、つ

へ 只J て
つぢ2 今注ゐ
はでた
自't. 11 の
分1・1i:主で
の綴Z あ
方きに る
町主総
のへ
刺V な
主主き い
の 。

みな
をぜ
考2 な
へら

併
設
設
句

。

。

e
の
V￥
・

く

宮

ご
く

関
女
の
向
り
に、

地
獄
を
う
た
ふ
た
の
が
あ
る
。

ぜ
集
舎
」
伊

舎
は
か
た
と
直
止
る

迫
り
来
て
息
ぜ
く
方
や
飛
ぶ
盤

生
隠
・

4

h
w
u
e

よ
b

ゆ持
管
正

a
e必

〈
る

掛川
ぷ
畿
を
除
火
と
み
て
気
弱
き
少
女
の
酬
明
ぎ
出
向

し
む
燃
椀
を
山
町
艇
の
が
蹴
に
邸

V
〈
加
や
と
僻
説

て
る
m
Mろし
さ
事
同
時
に紛
ひ
殿
ぺ
る
艇
と

M
Aてよ
る
し
か
ら
ん
。

鉱
山
間
膨
ら
れ
て
の
蛇
町
の
千
備
品
川

、

一
一恥
嶋
一

し
ん
い
心
と
い
ふ
訟
を
。

n
v
eく
な
っ
る

H
v
e

百
成
り
も
謹
一
す
じ
の
心
よ
り

急
い
こ
の
く
ほ

H
4
9・

包
ん

と
泳
じ
て
あ
る
、
此
勾
に
つ
い
て
、
御
山
説
得
人

M
E
e

m
a
L
P

μ

主

'
rA

禽
曹
を
乱
ゐ

依
の
務
者
は
ま
ふ
、

千
代
女
は
厄
と
な
り
て
策
協

と
い
ふ
磁
に
制
官
を
働
ず
る
よ
り
仰
な
し
と
云
弘

首
が
り
船
舶
吋
織
と
婚
を
吟
ず
る
と
き
一
艇

の
院
か
ら
と
は
r
ひ
縦
し
で
あ
る
。

-
z
.
，
、

e
z
iM

も
の

く
ほ
ふ

共
併
の
愈
採
集
の
鼠
却
と
い
ふ
者
の
勾
に
、
法

n
'
wし
&
う
区
ん

'
up
a

ヨ
た
〈

然
上
人
を
地
が
め
嶋
ふ
た
句
が
あ
る
。

な
乙

&
9
4

ら

酬
明
く
獲
に
つ
く
ろ
い
も
な
き
鴇
か
た

荒
川
ゐ
ヂ
時
き
吟
猷
を
吟
ふ
せ
き
性

、

総
ふ
た
の
を
、
野
一
型
作
に
船
一

v
u
v
〈
配
的
俄
紗
の

綿
は
な
〈
も
、
い
っ
そ
九
円
ゅ
に

m
v〈
知
町
よ
"
卸
慣
例

な
般
じ
を
戦
せ
る
梢
艇
さ
を
僻
る
ペ
し

ハ
官
官敏
生U

• 
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渡
遠
海
旭
師

端
り
つ
く
ゃ
う
た
磁
、
対
鈴
へ
都
つ
る
附
?
を

的U
8
2

告
ヒ
宮
岡

戸
市
恥

ト

ン
/
\
と
渡
っ
て
来
た
の
は
加
円
光
寺
の
住
持
海

む

a
W
4
0・
&
い
ら
険
、
.
、
K
9

・A
へ
，
、
主
怠

定
老
利
向
、
役
授
の
飾
ま
で
米
ろ
と
戸
の
す
き
間

凶V

伽l
u
市-
e

か
ら
々
が
も
れ
て
ゐ
る
。
も
う
十
二
時
滋
ぎ
て
ゐ

る
。「

総
版
!
ま
だ
静
き
て
る
の
か

、

仰
を
伶
せ
、

燃
が
伸
一
舵
だ
!
」
鵡
院
が
鴎
お
に
鰐

b
d淑
っ
たu

ひ
金
，

、
，切
ら

4

か

や
が
て
・
火
が
消
・
え
た
、
ポ
ト
/
\
暗
い
廊
下
合

9
ロ
ま
う

"
p
e

，
h
b
a

，
.
Z
9

ゐ
し
係
企
角
川

ω

慨
は
っ
て
ガ
火
ヘ
問
問
る
定
俗
の
た
品
川
も
小
さ
く
き

え
た
@

ﾗ

ua
 

二
府
紬
備
の
概
閉

b
rと
訟
へ
ば
ま
だ
餓
臨
で
あ

2
.

‘
句
、
予
N-
L
V
E

る
、

間
仰
が
キラ/
\
と
怖
い
て
ゐ
る
、
勿
前
町
}
泊
所

の
赤

で
品
店
き
て
る
斜
は
一
制
点
な
い

、

出
判h
r
m
戸
の
総mw

限
定

t
c

隠

a，
凶
時
〈

b
a
v

，

縄
が
苧
に
凍
り
つ
く、
冷
さ
が
A
Aひ
↑
八
る
様
だ
、

〈
憶
と
ひ

J
E
C

U
B

d
H
-
7
/
\と
汲
む
勤
叫
が
響
く
、
y

ル
/
\
に
凍
っ

た
腕
枕
の
ぷ
を
刊

M
m加
を
撚
い
で
聡
腕
に
学
仇
品
ど

y
H
n
N

め

り
が
よ
ろ
1
1

と
あ
ぶ
な
い
。
泊
れ
ば
百
年
将
、

九
い
T
ゐ

e
m
g

ゐ
刀
ほ
乞
三
ば

冷
水
を
浴
び
て
泊
物
が
肌
に
泌
り
つ
ぐ
だ
ら
う
。

限
紙
や
り
時
間
川
で
ほ
制
限
の
い

Yが
磁
に
勝
え
て
ゐ

る
。
対
出
町
み
を
い
伊
へ
た
僻
船
山
川
越
の
献
に
限
り
貯

を
出
し
織
を
く
べ
た

、

パ
ヅ
ト
詠
っ
た
鰍
伏
織
を

色
町
齢
乞
令

tw
-

震
内

a
'
b

b
い
e
a之
a
-

ム
L
C
C祖
。

裁
く
照
ら
し
た
。
簡
の
前
に
断
っ
た
;
旭
は
懐
中

か
ら
m
m
h
t

酔
み
か
け
の
刊
仰
を
終
り
昨
し
儲
の
仰
を

ね
判
官
に
終
み
附
し
た
匂

m
h
t教鰐
か
ら
「
川
仰
を
似

p

，
、
信

之
"
ゆ
か

A町
、L
V
M
V
J

、

約
し
ろ
!
」
と
ど
な
ら
れ
た
絡
め、
夜
中
の
勉
問
中

生:
1.た

主Lち
尾

光

雄
• 

が
h
r
h
r

な
く
な
っ
た
の
で
、
出
帆
鮫
協
の
仰
八
で
船
山
部

ず
る
艇
に
抑
制
ひ
つ
い
た
の
だ

u

そ
れ
都
総
似
r
例

代
除
ほ
か
ら
撚
叫
が
川

町
き
だ
っ
た
。

般
雌
ぽ
一
杭
の
腕
一
千
で
は
な
い
。
れ
ん
ば
附
縦
阿
部

と
能
っ
て
、
れ
町
内
問
時
の
山
川
、
似
即
の
羽
階
的
町
山
山

般
のhr献
は
九
で
あ
っ
た

e

仰
向
城
山
町
山
川
の
概
別
体

仰
の
献…ル
と
て
な
か
J
よ
プ
?
も
よ
か
っ
た

ω

-
伊
ω炉
、
や
す
噌
奮
ル
ヒ
乃
花
句
。
也
仰
は
ま

ご
め
げ

ほ
ん
か
‘
，

w
w
v
滅
安
町
議
次
郎
も
常
時
間
じ
く
胤
込
家
の
苓
顕

で
あ
っ
た
そ
号
だ
。
抑
制
鰍
の
総
特
に
山
町
…
湖
町

釈
も
紙

抑
制し、
m
m附
総m
aに
細
別
封
し
た
蹴
総
収
阪
に
も
れ
付

加
叫
が
舵
い
た

、

h
T
M
m

の
服
部
も
ス
ツ
カ
リ
鮮
く
し

八
店の
訟
や
を
か
L
え
て
ゆ
ず
戒
に

m
Vれた
の
だ
。

h
P
E
l --
陀
a
v
e

・9

だ
ほ

ん
“
句
ゐ
と
し
沼
ん

・採
跡
指
息
(
宏
変
り
立
て
た
り
、
蛇
年
間
漢
の
指
衛

. 
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な
ん
と
か

V
M
ι
ゼ
つ
な
い

で
ゐ
た
の
だ
が
、
や
慌

の
都
知
ま
で
は
乎
が
般
び

な
い
の
で、
m
w
r
m
w

の
めu
m動中γ憎
郡
部
償
却
ず
の
倒

艇
の
鮒
併
に
て
出
回
航
日
間
艇
を
総
川
瞭
治
や
の
跡
峨

総
践
附
に
が
や
た
り
さ
せ
た
。
蹴
部
十
五
齢
制
殺

し
て
紘
加μι践
し
た
の
だ
。

「
お
似押
さ
ん
、
僚
を
持
皆
へ

如
何針に
昨
し
て
が
日
さ

い
。
P鰐
に
な
る
な
ら
将
股
が

一
一
都
い
L
と
邸
ひ

ま
す
な
り
、
」
と一
昨
ひ
山
川
し
た
の
は

M
m
m
が
十
四
低

巴

之

V
E
巴
み
き

L
M

主

し
ん
愈
む
や

の
時
、
小
供
心
に
本
が
緩
み
た
い
一
負
心
か
ら
本
日
院

に
利
一
俗
さ
材

て
貯
れ
と
節
制
し
た
の
だ
。

m判断
併

の
似
泌
総
の
や
似
い
に
な
っ
た
の
だ
が
‘
対
山
町
の
『
一

F
s

，
.3

叫
ん
-
z，
、

.
a
-
s
-
r

h柄、

定

併
に
仙m
mナ
ろ
倹
限
は
な
い
。
符
び
家
に
訴
ひ
も

‘
・

b
v‘
、
，
，
す

』と

ど
り
父
の
初
め
で
川
家
す
る
礁
に
な
っ
た
の
だ
。

関
紙
併
の
紙
袋
m似
は
間
付
加
で
机
俗
で
あ
る

伽
肪
な
断
は
一
城
山
内
似
ひ
、
川
町
山
知
る
だ
け
印

m
m・即

応
桃
山Wで
や
h
鈍
し
た
ω

駒
町
総
J可
舛
パ
引
ば
か
り
は

・

践
で
俄
り
、hrゅの
おm
m構
か
ら
、
儲
制
服
の
五

航
街
ま
で
山
町
併
で

m
o、
一
一
怖
の
既
ゆ
へ
は
船
艇
の

ね
同
町
を
つ
れ
て

h
x磁
り
に
説
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。

悦
郎
の
一
何
時
な

ど
し
、

ね~ {I:し
lま、 m~ 人E
tr. i間(ま般客
ら 'なま 山Z の
な知n嘘 少1
か除勾あい
つ 、 る F慌
たお傷。光A
" の .Ijl~ 斗・2巳
丙そ 手℃刺E の
光量入h のイ、ζ
寺ヒ れ氷雪 俗Z
Iこ 、減《 に

入E E臨みな
山E t及《 かっ
しみら た
たま 、滋必

I! で留で 旭2
かせ炊￡ の

散
神
崎
品
店
前
昨
旭
先
必

a
h
e
a

ヲ
u
h

-
-
phと

-n
a
ず

十
流
滋
の
少
年
に
と
っ
て
は
仕
事
が
多
渇

ぎ
た
。
伽
川
川
川
が
あ
れ
ば

、

駅
間
の
僚
か
・

都
知一蹴

n
u
'
ν

，
、.
b且

a
h

り
、
母
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
好
き
な
悶H口
ば
夜
ふ
け
以

Z
H

哲
也
ぼ
守
@

宮

曽
av・
4

外
に
は
山
川
狭山ヤ
う
併
が
な
い
。
そ
れ
込
泊
の
簡
約

の
伶
め
和
一
mm
に
な
り
、
時
w
mの
臨
の
献
が
峨
一

の
鯨
蹴
砂
防
だ
っ
た
の
だ
。

り
の
、

ﾗ

x

x

 

間
刻
字
の
附
献
に
肘
む
お

m円
以
叫
り
は
波
脈
で
は

z
u

z
hv
障
問

.
，
凶v
h

リ
・
。
.

円
巴
h
w

一
軍
の
削
起
き
で
あ
る
。
今
山
町
ば
仰
え
の
命
日
だ

か

-

h
zu
'

・

2
向
問
av

e

u
g
M
h
n

ら
同
光
寺の
木
堂
に
参
舟
し
ゃ
う
と
起
き
ぬ
け
に

お
を
即
ち
間
剣
山
γり
聞
は
ち
ザ
ん
と
慨
か

れ
て

域
協
の
腕
も
限
い
て
ゐ
る
、
掛
川
偽
に
は
ま
だ
邸
が

ド
h，•• 

ヘ

・4
'
F
a，、

キ
ラ
メ
イ
て
ゐ
る
、

五
時
的
で
あ
ら
う。
水
汲
む

誌
が
密
い
て
彩
る

、

総
研
に
お
棋
は
特
いな
と
、

-
切
ぞ
多

邸
ひ
な
が
ら
内
を
く
ど
る
と
、
十
五
六
の
お
小
俗

が
対
き
な
備
を
苅

Jピ
γ
で
都
知
ひ
、
ヨ
タ
/
\
と

お
‘
あ
る
，

、

島
ん
し
ん
・
』

e
，

h鍬

軍
そ
う
に
歩
い
て
来
る
、
感
心
な
小
品
川
だ
と
見て

'
a，

L
唾
加
し

ゐ
る
内
に
、
数
石
に
つ
ま
つ
い
て
の
め
っ
た
。
ァ

ツ
と
鰍く川
町
も
な
く
勝
山
町
持
ひ
っ
く
り
か
へ
っ
た

'
"

-
-

e

ぬ
か
ち

・
肉

ぬ
け
よ
っ
て
起
そ
う
と
し
た
が、
飽
き
よ
る
力
が

τ

管

-
n

h録。

ー
直
w
b
t

組
問
・
い
か

、

静
物
が
水
び
た
し
に
な
り数
訂
の
よ
に

グ
ン
ナ
リ
と
僻
た
わ

っ
て
し
ま
っ
た
。
un

a
AW 

『
し
っ
か
り
し
な
さ
い
。
さ、

お
起
き
上
っ
て
』

&
L
a
-
-

包
'
'
t

色
白
色
"

が

と
、
老
母
は
小川
旧の
乎
b
z
u
収
り
起
を
下
一
ら
せ
た
が

吟
品
帥
に
、
ガ
タ
く
と
ふ
る
え
て
ゐ
る

、
か

L
え
る
や
う
に
し
て
問
蹴
の

-
m
Mの総
に
つ
れ
小
町

み
、
ず
ぶ
m
wれに
な
っ
た
作
似
を
ぬ
が
せ
て
例
制

.、
‘.
a
v
e
-‘
，
.
て

H
J
P
6

し
た
句
協
叫m
mで
民
赤
に
ふ
く
れ
た
字、
師
だ
ら
け
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の
悦
郎
い
織
を
貯
た
管
制
は
、
r'SAV 

す
っ
か
り
同
情
し

て
し
ま
っ
た
。

除
の
酔
そ
の
郡
伊
は
総
脳
出
り
俗
で
あ
る
際
機
脱

艇
を
慨
取
機
峨
に
紛
れ
伊
鮒
を
繰
り

、

配
紙
や

6
6
ぉ

-
Mと
か
$
い

F
h
A
円
ひ

・6

に
子
供
を
位
〈
礁
は
可
憐
そ
う
だ
か
ら
、
家
に
引

と

-
v
A
J

ナ
‘.

W
L胴
畠
窓
会
主
つ
を
，、
e
，

駁
る
様
に
と
勧
め
た
の
で
あ
る
。
勝
磁6
早
速
緩

や・ψ
か
る時mめ
、
蹴
部
品
ず
に
総
協
が

』
綴れた
。

『
な
か
/
\
お
棋
の
俄
併
は
つ
ら
い
紛
で
、
抗
般

の
競
い
お
ま
へ
に
は
舛
州

、

つ
ら
か
ら
う
か
九、

叩
切
さ
ん
に
な
る
艇
を
蹴
叙
し
て
、
般
に
猷
っ
た
ら

ど
う
か
」

・

と
時
中
の
だ
、
総
猷
川
仙
だ
ま
っ

て
背側
附
い
て

a
A
3を
ん
こ
に

ゐ
た
が
、
H却
然
と
答
へ
た
。

「
燃
は一昨
附
併
す
る
と
皆
っ
て
艇
を
附
た
の
だ

。
内
ひ
ヲ
え
う
綜
‘
虐
く
・

9

か
ら
、

鋳
る
必
裂
は
な
い

，と
忽
ひ
唱
。
ず、
僚
は
立

国
一
・

3
W
9

し
ん

淑
な
坊
さ
ん
に
な
ら
う
と
決
心
し
ま
し
た
か
ら、

似
し
俄
の
つ
ら
い
艇
は
和
慨
し
ま
し
ょ
う
。
ぷ
&

徽
峨
と
も
山
剛
被
し
ま
し
た
、
お
ま
へ
は
俄
船
の
え

ほ
う
ず
穆
官
ど
し
う

"
'
'ほ

a
b，

ら
い
坊
主
に
な
れ
、

お
れ
は
添
土
宗
の
立
獄
な
坊

主
に
な
る
、
併
に
立

川町
で
例
都
総
合
引
船
る
ん
だ

と
献
し
ん
一
口
ひ
ま
し
た
。
肢
で
あ
る
僚
が
館
山
崎
に

、

、
‘
巴
電

e

へ
こ
た
れ
る
穫
は
出
来
ま
せ
ん
」
と
。

川b
M怖
鵬
も
蹴
脱
出
り

w
m
u
u

の
腿
い
の
に
鱗
か
さ
れ

か
い
b
w
a
3ら
争
し
か
い

g
k
，
、

ゆ
く

a
y
e

い

て
、
海
定
老
師
に
く
れ
ん\
J
h

潟
旭
の
行
末
を
依

枕
し
て
除
殺
し
た
。
総
艇
が
す
ぐ
の
ぷ
つ
も
搬
続

開
制
恥
ず
に
て
山
仰
の
貯
し
椴
同
と
附
加
し
た

、

併
時
も
隣

る
m
w
m
m

開
械で
掛
川
抑
制
問
ら
郡
山

恥
字
紙
一
と
鰍
さ
れ

た
。
内
総
を
し
て
も
保
け
た
釈
が
な
い
の
で
時
動

の
税
も
鍛
か
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
縦
訓
九
蹴
町
仰
が

ひ
&

あ
る
人
に
、

『
?
"
献
金

の
銭
円
為
ま
で
山
幸

て
ゐ
た
ら、

対
し
た
も
の
だ
、
舎
っ
と
、
お
れ
よ
り
、
え
ら
〈
な

っ
た
ぞ
、
字
山
内
の
鷺
畑
町
の
く
せ
に
よ
〈
呼
に

ヒ
ヲ
愛

や
ら
れ
た
も
の
だ
が、
貨
に
惜
し
い
」

と
鍛
っ
た
慌
が
あ
る
。

m
M
φ
め
る
斜
の
線、間
掛川和
の
配
蹴
で
一
停
を
瓜

づ
さ
ん
で
、
澱
ぐ
ん
で
ゐ
た
。
抑
制
ら
く
舛

刊
昨
M
N

d
mと
の
餅
陥
と
誌

川町
で
附
じ
が
っ
た
の
だ
ら
う
、

腕
酔
総
鰐
の
停
「
針
ふ
こ
と
を
俄
よ
山
町
織
瞥
執

針
し
と
時
制
部
制
1・0
帥
ら
鳩
獄
、
む
紙
一
円
時
に

怨E 二主た薪HI:lい
に人" 、 奇t つ
阿君繍隊司供給2 れ
自主つ曾.!; It 1ま
いてこ主 ん翁t
で 傍若人V L-診2
{士教育とでの
な界t もあ ~11~
いを今E るし
か牛Z ま。、

。 lf~ で省窓章
る生"仏æ は
事2 き は前Z
をて 十 JIl:l
恕号ゐ九に
{慌て歳ま汲〈
す 、 でめ

れ兄号淡雪否定
ば弟ましは

X

VA

X
 

総
町
山
山
川
脚
甲
山
間
に
滋
ひ
附
し
た
。
町
明
燃
で
は
附
切
り

が
ひ
ど
い
の
で
す
ぐ
制
抑
制
に
な
っ
た

、
だ
ま
り
こ

。
ら
し
令
主

い
と

ζ

ひ
と

ん
で
、
し
か
め
孤
を
し
た
禿
才
は
、
何
胞
か
人
を

ひ
認
し
飽
切
ヒ
ル
ぽ
ラ

a
3

・
A'

引
き
つ
け
る
所
が
あ
り、
次
第
に
人
認
を
得
る
践

に
な
っ
た
。
川
竹
加
問
的
沼
山
町
一
郎
や
り
が
位
都

x

し
い

ぜ

ん
信

い
ほ
，
、
、
・

b
d
ほ
い

の
で
先
生
が
山
間
痴
で
は
な
い
か
と
心
配
し
た
と
の

慌
で
ゆ
め
る
。

山
抑
制
伽
の
聞
が
、

勝
械
の
山
間
も
磁
く
、
間
い
桝

齢

の
W
併
を
は
い
て
ガ
ラ
(
と
鰭
か
ら
勤
ま
で

説
い
て
鎚
ふ
践
す
が
ら
も

、

総
脱
出
同
船
恥
な
即
慨

を
問
問
さ
な
か
っ
た
。

必
勝
騰
が
倣
停

を
や
っ
て
ゐ
た
の
で、
抑
制
な

が
ら
僻
骨
の
訟
に
も
猷
じ
て
ゐ
た
。
配
地
ね
ず
に
芯

附
し
て
か
ら
は
附
滋
の
紙
駅
の
対
日
九
の
邸
に
事
ひ



.!È.の鱒旭背S i量渡一一一一立C 17 ) 

紙
仲
却
を
椴
激
し
た
@
腕
悌

へ
の
滋
ひ
部
は
総
称

償
却
蜘
の
滋
織
だ
っ
た
、
践
す
が
ら
、
制

船
協
一
持

続
に
骨
骨
一
骨b
E
M
m
る
鰍
訟
を
し
た
。
静
蹴
線
路

を
山
川
苧
に
叫
町
僚
を
出
向
づ
き
み
つ
ふ
れ
み
。
加
齢

一

材
艇
に
邸
似
の
怖
を
仰

て
部
の
鎚
き
を
知
ら
な
か

-
E

“
止

ん
品
い

号
《
省
、e

，
、

っ
た
わ
け
だ
。
後
忽
袋
合
な
ど
で
、
印
臓
に

一旬

を
m
mり
飯
村
と
w
mじた
能
は
、例
制
除
問
山

野
山
間
密

政
の
統
的
の
一
僚
に
鮒
め
ら
れ
て
ゐ
た
の

だ
。

『
お
い
、即m
mでM
A
w
w
w
b

L、
は
か
ん
仰
向
が
ゐ
る

ぞ

-
e山'
n

n
L

「
う
ん
、
ゐ
る
/
\
、
あ
い
つ
は
多
で
も
線
足
で

蹴
w
rを
鈍
いてゐ
る
せ
、
能
っ
て
る
な
、
」

k叫
ん
な
耐
の
官
っ
た
脱
税
必
は
淑
郎

千
あ
る
@

駒
山
村
で
ab潟
し
て
が
引
で
は
貯

m
rを
酔
か
な
か
っ
た

か
ら
駅
構
で
務
骨
を
は
か
な
く
て
も
、
戦
・
た
〈
は

-
b
Z
4
3

・
6
a

感
じ
な
か
っ
た
の
だ
ら
う
。
小
遣
が
足
り
な
く
て

‘
唾
質
事
-
-

s

L
J単
純
が
w
Hへ
な
か
っ
た
と
も
聞
い
て
ゐ
る
。
が
、

都
慨
は
お心の
蹴
でm
m動
の
恥
ど
り
な
い

裁
に般
的

h
r
M
れ
の
が
山
慨
を
艇
倒
し
た
餅
め

で
あ
る
ω

色F
い
T
t
，
、

‘
.
，
包

狗

ヒ
時
'

"
‘
し
ろ

「
務
総
の
食
事
を見
た
か
、

仰
はに
而
白
い
ぞ
」

忽S ヵもまで
で ツ、せ総此ζ

~込ζ 皆告た旭ま 所=
るむ -~ かはS で
。のつら食をも
都内 だのだ務包叉E
E誌・、族2 ・ の 紙b

の従と 蹴茶E 時台臨三
郎Z つ に隊只F ヵ:
にて かに -Ut\で
よ約 き飯f ツ如
ご腕Z まをのた
れはぜ盛‘潟、
た-~ 、り碗2 そ
綜つ対 、 で JL
蹴で 顕治的 lま
と足n カE も都包
響5 りでおをが1を
がる 、 殺す偽

• 

こ
ろ
が
っ
て
ゐ
る
の
を
よ
く
見
か
け
た
そ
う
で
あ

る
・
松
川
町
山

v
m
h
M
収
制
聞は
持
の
総
か
ら
縦
まっ
て

ゐ
る
。
断M
b昨
偲
潟
献
も
→
つ
で
伊
み
、
ル
官
邸
出

r

Mも
w
mれ
で
避
してし
ま
っ
た
の
だ
。
齢
制
動
燃
駅

史
君
ふ

，
、縫
い
也
君

b

ふ
，
、

か
ら
踊
っ
て
か
ら
は
、
持
限
生
活
も
し
、
蜘
制
限
も

• 

h川た
が
、

仰
向
町
駅
山
崎
献
は
似
し
て

m
m
m
肌bIh
rなか
っ

た
。
幣
白
川
を
一
飯
山
市
と
し
て

b
T
M
m

付
品川
に
減
ひ
が

山
町m
rた
の
だ
が
、
そ
れ
妙
献

の
税
制
即
時
に
は
な

か
〈
震
い
慌
が
獲
さ
。
航
れ
窓
与

て
鍛
らう。

讃

唱

句

拙仙
沼
恒
慌
を

内
選
華
大
池
に
も
亦
小
潟
に
も
ω

一
畿
二
花
の
叙
無
党
議
経
を

珊
妙
部
十時
間
る
苛
が
此
所
花
咲
き
。

抑H
成
簡
を

一
切
智
永
繕
う
る
日
何
蕗
へ
ま
で
。

漫
祭
鐙
を

"
も
月

も
消
え
ゑ
ん
後
の
骨
一
一
あ
か
り
。

阿
掴
珊
陀
掴
輯

相
官
者
亦
た
此
の
信
あ
れ
と
菊
の
花
。

な
埴
内
滋
人
諸
問U
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の
で
、
船
燃
の
併
械
を
球
は
し

た
も
の
で
ら
り
ま
す

鰍
へ
て
惜
し
ま
す
と

、

除
叡4
mの
叫
泌
総対際
情
純

白
『
械
、
除
叫
仰
の
さ
郡
部

一智
な
ど
が
そ
れ
で
あ
り

ま
す
。
械
は
川
明
子

し
も
一
敏
一
般
の

隊
船
と
は
隙
ら

ず
、

間
織
の
階
、
ぇ
時
い
俄
俄
仲
勝
滋

も
、
殺
し
く
線

引m
M訴
と
して
聡
mは
れ
て
仲
ゐ妙
約
があり
ま
ず

か
ら
、

お
し
な
べ
て
静
か
る
伊
都
倣
札

7・m
m
m
縦
、

恐

は
脱
に
ゆ仰
と
も
恥
び
刊
は
せ

て
川
町
り
ま
す
。

「
脇

い
駒
山Wで
の
m
悦
ゆm
mの
縦
め
はhr隊
い
『
僻

l
.
F
f

h
i

畑
山
桜
町』ま
で
禽
地
っ
て
税
へ
て
も
惜
し

い
で
せ

山
緊
密
の
以
で
職
祭
れ
る
僻
緩
み
し
て
ゆ
え

こ
の
総
理
、
『際
倣
鵠保
安
祭
の
献
と

山織
と
も一
昨
ふ
〉
の
紙

酔
は、
磁
針
眠
う
ご
ざ
い
交
す
恥
ば
れ
る
に
慨
し

て
、
蜘
州
都
の
犯
と
川
町

批
判
が
酔
ん
で

…が
、
そ
の
特
に
酔
僻
ゆ
鯨
と
儲
け
て
釘

m糊
さ
れ
る
、mVるの
で
もM
Wわ
り
れ
る
や
う
に
、
総
賊
除
慌
の
栽
に
、

…一
線
の
僻
績
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
撃

の
蹴
献佐々
問
甘
く
も
慣
ら
れ
て
静
ま
す

今
お
削
除
紙
管
と
特
し

…櫛
い
た
紙
起
静
態
と

、

伽
怖
感
滋
い
出
総
を
稿
す
る
も
ま
す
と
、
部
ら
く
儲
慨

は
、
そ
れ
は
脱
稿
融
字
紙
管

( 18 ) 。

法
然
上
人
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横
顔
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都ー傭.，八十円

‘‘ • 
州
官七合』 ‘や，れ• 

ζ九、
• 

~ 

脇

本

軒

泊ま
河;;

之

に
服
す
る
税
で
は
な
い
か
と
織

は
れ
ま
せ
え
ら
砂
磁

ひ
倖
だ
も
。
た
し
か
に

こ
の
僻
織
は
、
蹴
棋
に
特
せ

ば
対和
の
仰
向
按
械
恥
'

ーぞ
腕
ち
伊
品
H峨
山
町
一渉
内
応
の

向
悶
艇
を
除
い
た

m
f抑制
に
精
密
ゐ

り
ま
せ
ぬ
が
、
能
は

縦
、
ら
の
叫
川

M
HMに
川町
山
町
内
向
ね
の
m
w
慨
を
船
献
し
た

俗説
と叫
すm
僻
仰
の
動
静
を
除
い
た
も
の
で
も
あ
り

ま
す
。
ゆ
燃
に
し
て

m
m
ゆ
慨
は
、
臨
附
融和
紙
皆

と
m
w
っ
て
も
m
w
れ
ぬ
附
慨
に

h
vゐ砂
併
が
、
心
T
tあ

り
ま
す
が
、
需
に
然
、
抑
制

M
U
W
仰
の
総
船
折
、

限
白
川

部
いh
r
M
N

に
あ
る
と
い
ふ
艇
は
叫
さ
れ
る
の

す
。

災
し
献
山
町
き
が
儲
〈
な
り
町
ぎ
た
峨
ひ
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
献
鰍
悌
慨
は
・
餓
紙
幣
僚
も
臨
ん
で
伽
同

総
と
い
ふ
併
の
蹴
滋
が

鰍く
一
般
阪の
も
の
と
な
り

と
附
昨
に一刻
に
燃
て
は
鰍
都
品、
織し
い
鰍
少
の

熟
思
さ
へ
即
応
っ
て

、

そ
の
m
w
伽
の

併
m
m
m
野町
駒
山
田

の
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山
一
紙
をr
E泣
似
す
る
必
騰
を
蹴
じ

て
勲
る
、

…
→
→
つ
の
慨
が
栂

M出
航
し
て
、
底
的
川
を
ル
る
に
諮
っ
た

山
の
で
あ
り
ま
し
て
、
部
械
の
松
川
叫
に
除
い

て
略
せ
ば

…
俄
剣
山
ザ
慌
の
判

m
w
b
z
町
き
るm
Mから
、
税
収
郎
、
腕

・
￥
h

蜘
E

a

か
れw
Z
L
z
g
L
R

今

m
-ち
、
哨
今
新
し
い
呼
び
方
で
恥
すK
M野
川
刷に
か
け
て

…
の
も
の
が
、
対
ム
ゲ
艇
を

h
Vめ
て
昨
ま
す
。
そ
れ
な
ら

…
ば
、
械
が街に
も
酔
伽
ゆ
慨
が

eの
る
か
と叫
し
ま
す

…と
、
す
も
却
す
餅
議
集
僻
の
析
で
艇
も

山
一
席
靴
を
綬
る
『
縦
似
体

m
m
、h似
ち
慨
除
、
ふ
骨
肉
貯
の

…蹴
院
が
純一一
酷
伽
を
砂
し

て
、

械
が
鍬
の一コ一
紙五
地w

…九
紛
漉
熔
鉱
山
り
鰍
蹴
を
体
側

w附
あ
って
、
総
慌の
悦

也
e
F
茸

u
b
い
ん
旬

a志
向
，

，
.

叩
り
に
舜
H
H法
印
に
仰

H
V
-
あ
り
て
作
ら
れ
た
と
申
す
、

…知
邸
隊
山
崎
に

m
m
m
w

字
削
郎
防
の
防
衛
門
十
八

一
秘を
縦
め

山削
船
艇
椛
で
は
あ
り
ま
す
が
岱
と
し
て
は
艇
も
膨
れ
て

…刷
出
る
鰐
品
字
の
騎
航
路
一
一
紙
材
、

h
v脱
隠
の
舷
縦
断
一
郡

山
一
務
総
説
経
(
欝
腕
が

ん

と
も
さ
、
援
船

山
の
喪
服
鰐一山
穫
祭
銭
円
知
的
存
純
と
も
卦

…
ぢ
な
ど
あ
り
、
仰
げ
は
こ

れ
ら
滋
仰
向
峰
山
織
に
船
出
船

山
の
伊
の
側
慨
は

れ
ぬ
腕か
ら
、
防
効
に
よ
っ

て
拡
ば
れ

…た
と
傾
へ
る
、
篠
総
和
服
び
ぽ
訴
訟
清
和
の

…都
町一容
釦
か
か
態
恥
』
も
、
や
は
り

一
肌
仰の泌
側
一
抗
心

こ
の

の

崎
駅
俄
で
あ
り
ま
す
。

山
粧
品
船
げ
た
も
の
は
、
山
川
れ
も

h
w
m
?

と
し
て
の
総

鰍
品
店
伽
僻
で
ゐ
り
ま
す
が
、
な
ほ
断
川
市
に

m
m
M
m

の

船
似
の刊
では
、
Z

一
燃
の例訓
跡
事
山
叫

に
m
v
伊
の
附
伸明

ヒ
・
〈
団
う
も
れ
凶
惨

め
い

品
サ
の
闘
賞
が
い
恥
も
の
名
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
一
蹴
m
m
H
ね
の僻
払
」
と
配
し
た
、
ょ

の

一
幻
は
、

m
r保

衛
僻と
し
て
の

滋
燃
凶AM
M
h
w
m

酬

の
働
村
山
州
を
、

-Ma-M
g

&
 

務
細
か
に
鈴
か

う
と
す
る
の
で

先
ん

は
な

\
m
に

そ
れ
ら
の
必
の
仲
誠
艇
に

は
伸
縮
の
燃
や
は
、
僻
仲
い
ふ
船
内
で
ゆ
め
る
か
を
総
服

し
て
え
た
い
だ
け
で
あ
り
ま
す
。

ま
づ
総
務
‘
必
の
伽
つ
むりは
、
盤
戦
僻
が
あ

り
ま
す
。
郎
ち
蹴
秒
以
品
配
が
い
説
。
し

く
対き
く
、
叫
V

M
の
叩mを
蹴
は
ずのみ
な
ら
ず
、
脊
猷
に
は
献
い
m
m

w
が
、
伽
帆
ろ
臨
む
が
舵
く
斡
ら
で
、
蹴
っ
て
街
川
町
砂

が
砕
り
附
し
て
山
町
ま
す
・
一
昨
齢
、

b
m尉
官
仙
の
航
t

h
rま
す
と
、
齢
そ
れ
ル
\
に
献
僻
が
あ
り

ま
す
が
、

絵
払
粧
し
て
、
宇
都
の
が
もし
い
の
は
一

泌
此
必
と
、
総
仰
向品
川
崎
の
ふ
た
り
で
.
し
か
も
こ
の

伽
ふた
り
ほ
ど
隊
側
の
磁
い
の
は
、
川
市
に
仰
が
あ
句

〈
寸

・
吉
会

4
A
M
h
K
L
M

・
・
・
・

ま
せ
ぬ
w

讃
し
〈
市
中
し
ま
す
と
、
.
川
池
上

ー
へ
は
願
が

m開
く
貯
き
山
町
て
酢
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く

、
腐
の
湾

総
が
艇
ろ
し
く
ぷ
に
磁
潜
し
て
酔
ら
れ
て

、

h
r字路

り
の
市
部
品
抵
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
総
鰍

ω
m山仙
の
や
九

四
ω内
野っ
た
、
対
ぎ
な
餅
つ
む
り
と
は
回
路
駅
で
あ

り
ま
す
。
一
翫
凶
芯
の
や
う
な
の
は

、

加
に
館
前
も

あ
り
ま
ぜ
ぬ
が
、

滋
叫WM
A
M
M

の
や
う
な
の
は
、

山
田
か

ら
「
総
仰
向
碗
」
と
さ
へ

酔
ば
れ
て
伊
ま
す
。
そ
れ
な

ら
ば
砂
錨
封
献
と
し
て
は

いw
m
w
か
と
特
し
を
す
と
、

一
蹴
必必
は撒
献
を
俄
附
し
て
六

i
p敵併
を
駅
め
ら

れ
た
の
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
つ
ん
つ
る
て
ん
の
紙
舟

を
接
抗
に
す
け
て
、
鶴
居
で
あ
り
、
泌
総
凶
品
目
川
は
郎

総
説
僻
六
蹴
跡
と
い
は
れ
た
、
そ
の
叙
艇
の
郎
幹
・
り

も
乞
せ
ら
れ
て静
る
か
伊
陛
の
伊
仰
山
で
も
、

'
u
v
曲

6
2

‘3
4

加
逼
a
'
R
d
a

層明
染
の
衣
の
陪
に、

-
品γに
枇岬
働
皿
そ
爪
さ
ぐ

っ
て
m
w
ら
れ
ま
す
、

の
刊
で
は
、
御LWに

b
y孟
t
a
v

め

E
V
L

e

￡

特
徴
が
あ
り
、
限
民
の
餓

bz
得
せ
て
に
・

/
\
と
一
一
一
』q
m
m
m
の
っ
て
仲
ら
れ
ま
す
・
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今2
の
子ι ミ

供し
の
街ぃ
生ご

値
商務
崎博
士

都
築
盆
世

の

日
J

械
が
の
織
り
、u
hは刑
判うど
ざ
ゐ
ま
す

一ぶ
官
"
か
ら
一
概
慨蹴に
な
る
と
と
は「
斌
さ
」

に
践す
る
M
M蹴
であ
り
ま
し
て
、
ル
則
伊

に
し
た
ら

事
む
た

い
かう

防
ん
E
U

内て
く

土

。

「漢
語
」
に
対
抗
し
て
、
俊
民
で
な
る
滋
W
を
選
げ
判H

い

P

会
ほ

h
F
4，

a
船L
岬me，

る
か
と
曾
ふ
こ
と
、

ω

ち
納
付
に
し
7

ら
「
級
将
」

い

V必
事
.
，4

$
ゐ
芦
い

に
か
A

ら

ぬ
か
と

官
ふ
こ
と
は

窓
穏
な
川
湖
で
あ

hM
"

し
ゅ
ゐ1
hW4
3
b

し

き

り
ま
す

-

息
地
は
純h
縁
し
〈

咋H
へ
ば
切
p

の
な
い
と

と
で
あ
り
ま
ナ
が
『唐
山H』
を
ひ
〈
ζ
と
え
叩輔さ

い

-
F
君
主

-
去
く

h
人
け
い
い

と
す
ふ
こ
と
と
は
、
向
終
的
な

山剛
一係
が
あ
る
と
合

さ
と

は
川
叫
が
な
い
の
で
時
ち
『
却
さ
」
に
議

b
T
，

，

B
U

渇
U
A

有
ぜ
か

‘

‘

す
る
カ

が
山
側
い
州場合
に
「一風
岨
岬』
に
織
る
と
官
ふ

L
--
U

υ

か
ミ
で
e
b
z

こ
と
に

な
る

の
で
あ
り

ま
ナ
。
従
っ
て
、
比絞
的
混

殴
だと
腐
はれ
る
が
ザ
に
川町
ん
で
伊
り
ま
し
て
も
、

『紙
さ
3
に
販制
t
mw念
い
々
は、
憎か
の
『税
制』

る

か

ぜ

生
v

t
主

に
遭
っ
て
明感
n
~
に
犯
さ
れ
て
f

ふ
の
で
あ
り
ま

L
7

・

4p
a
E

・
‘

仇u
e

母

す
@
従
づ
て

「
感
口
」
に
縦

一υ

ぬ
伐
に
は
、そ
れ
潟

併
に
町
一
川
村
を
つ
け
て
配
〈よ
と
が
が
づ
縦
一

の
聞
紙
にな
っ
て
〈
る
の
で
ゐ
り
ま
す
。
腕
に対
が

, 

• 

黒
衣
の
若
き

女
性
迷

内1Et曹~~Ti!

尼
衆
車
枝
訪
問

配

r
m叫抵
は
は

成
A

も
う
匂
わH

L

m
い
て
却
し
い
斜
が
旬
、

』
の
獄り
加
州
側
脱
獄
耐
の

緋
鍛な
隣
村
山岨紙、
臨
削減には
総
政
飢
餓
、

戦
時
鋭

敏
樹、
総
m
m…
制約慨隊、
山
料
品
ザ
札
制
駅
間

山、
戦
齢滋
樹
犠

パ
引
の
叫
川政
偽
の
総
似
蹴
眠

、

m川
悦
ね
A
r陪m
wが
鮫
芯
す

・6M
M唱
・

る
な
か
に
、

こ
れ
は
￡
た
女
手

.

は
か
り
だ
や
っ
て
ゐ

町

、
、
、

、

h
Ha
-
-

a
m
τ

ん

e

e
u
A句会

ひ

る
と
宏
ふ厄
衆
的
中
枝
、
記
者
は
或
る
天
気
晴
朗
な
町
、

持
制
か
らの僻
併
を
鍛へて、
部
る
/
ミ
」
の
m
mや

'
z
e
H

n
2
t

A
草

禁
制
の
道
場
の
尿
を
た
L

い
た
ω

総
加を
都ず
る
と
蛾
山ma
悦ぇ
〈
mmじ
h
wれて
身
れ

た
の
が
、
入
一
郎
都
の
酢

一流山附に
幣
附
セ
ッ
ト
を
紗
レ

た
繁
川町
こ
れ
は
また
熱
に
ゆ
っ
た
り
l
条

例
で鵬
併
に
山
市た砂
熱
戦
俄
の
紙
切
ハ

倣
峨
峨
さ
ん
〉

本

コ
u

--
一
一
日

者

詰一時

と
鉱山
配して
齢
U
T
m一筏
を
胤
み
る
よ
と
h
な
っ

7ょ
司
山
町
搬

な
お
訪ね
で
す
が、
こ
の
駅
燃
の
脱
m
mと伊

ふ
の
は
ど
ん
な
も
の
な
の
で
す
か
』

t
&ヲ匂
容

友

電

容

志
向d
v
t附凪
，ゐ
a
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茶
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縫
と

-
X

ふ
と
、

総
酎
や
脱
却
な
ど
念

品Wふ
ん
で
す
か
@
』

『
い
L
・ぇ
、
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。

対
飯、
邸
付
の
税
.
引
か
ら
悌
ま

れ
た
の
を
鈴
ひ
必
げ

"
マ
ョ
，
、

て
腕
を
作
る
や
う
に
し
て
お
り
ま
す
@
』

忽

崎
・

t
匝
使

い
品

目
為
。

ζ
・
拘
d
s
u

成
る
閉館、
女
ら
し
い
倹
活
上

の
心
使
ひ
で
あ
る
と



衣!l-の連Eき重E一一塗絵( '11 ) 

ζ
F
2
・
だ
い

じ

n
M
U

-
-民

2
量

h
'

な
子
供
を
、
大
本
大
が
と
育
て
て
了
・
フ
と
と
は
、
佐

川
問
、
舵
鳩
の
蹴
い
.
十
川
町
と
し
て
乃
ふ
ゃ
う
で
あ
り
ま

す
@
M吋
ち
剛
山
が
に
姑
し
た
り
込
州
の
利
一

W
に
叫
欄

v
s
，
a〈
で
，

u
a，H
Z
W

9
z

z
‘

れ
し

め
な
い
m
u
m的
な
方
法
は
、
品
附
し
て
チ
銚
の

m
r一前d
A
ぶ
べ
き
対
叫
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縦
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械
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械
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仙
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滋
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。
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。
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・
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融
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b仲
町

さ
ん
は
議

十
X
州
恥
か
ら

北H
況
判
劇
的
で

色
、

し
た
が
、

年

寄
ろ頃

に
な
っ
て

躍
っ
て彩
る

い
ち
'
1
6
L
M
m
u

色
々
な
附
臨

も
ゅ
の
り
ま
せ

とう
且1t 泊:
(i .r 
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仰
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膨
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搬
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。
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だ
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す
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。
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・
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。
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節
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司
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ら
れ
て
得
っ
て
、
配
備
の
磁
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叫
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・
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鐙
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催
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狗
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れ
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膨

ベ
ら

"k 性一一 議

る

の
で
あ
P

ま
す
-

h
-
E
b
-
-

M
'
z
a

い
-
R

ね
は
、
各
の
子
供
の
街
必
玉
ツ
ト

ー

と
し
て
、

i
v
ι
m
h
ザ
んM
r
'
ζ

，
，.
w

h
v，

『
ヨ
ド

モ
ノ
ク
昌
」
の
新
年
鋭
に
、
子
供
た
ち
に

判
る

f

h

x

b

M

Z

E

 

鉱
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。
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か
ら
、」と
波
間
し
て
.
下
さ
っ
たd

輪
山
教
は
、
炉
紙
を
お

わ
び
し
て
か
ら
、
俄黙
の訟

ひ
を
寄
っ
て
鰍
僻
の
慌

に
す
が
っ
て
、

似
慨
に
都
留

経
す
る
船r
p
h幻
恨
の
ことを
制へ
な
が
らす

っ
か
り
野
山
町
に
依
ま
れ
た
桝
械

な
附献
の
統
制
な
創

停
を
蹴
一
っ
ぱ
い
に

W
ひ
特
ら
総船に
つ
い
た
@

野
島

無
量
子

一一

言水

近
獄
世
む
や
叩
酬
や
…
昨
で
た
き
ひ
仙

W伊
山
側

一

館
山mの
術
協
の
川
刊
に
恥

w
h
T
山
内

制
約
阪
の
昨
蹴
に
す
す
み
お
併
榔

仇w
u
T
町
中e
W伽
の
慰
問
拘
ご
ろ
も
か
な

ー一一

一一• • 妙
蹴
よ
り
九
肌
へ
か
け

て
紗
炉
榔
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、

t
A吋

b・
e

れ
叫
ん

前
の
時
か
ら
五
年
た
っ
た
。

制
]
燃
は
r
n
.十
一
艇
の
政
財
を
ど

F.

で
淑
へ
た
。
た
と
ひ
炉
鵬
貯
な
っ
て
も
蹴
を

つ
づ
け
た
い
と
収
っ
て
や
た
伊械
が、
総
山
川の
般
に
三
日
市
躍
も
仲
っ
と
も
っ
て
ゐ

一九
コ
日
お
『

h
'
~

a
h
n
J
N
b・9

M
F
.
i
H

た
の
は
、

放
に
飽
き
た
の
で
は
な
く
、
一
年
一
年
と
健
康
が
表
へ
て
行
っ
た
か
ら

e
L
H

る
ご
ろ

、
か
れ

、
ζ

e
h
7
9
h
rが
舎
内
申

で
あ
る
e

が
、

そ
の
年
の
蒋
頃
彼
は
故
郷
の
ね
貨
の
上
野

に
年
と
っ
た
兄
を

ιr
a
v

z
t

t

冷
軒
事
，
い
%
も

た

訪
ね
、

事
に
依
っ
た
ら
円
以
附
あ
たり
ま
で
行
っ
て
み
よ
う

と
思
ひ
立
っ
た
。
が
、

会
MV

み
こ
し

事

し
ば
ら
く
般
を
し
な
か
っ
た
の
で、

な
か
な
か
御
輿
が
揚
が
ら
な
か
っ
た
。
と
と

ろ
が
、

そ
の
路、
側
側、
伊
古hrの
m
M滋
ゃ
、

r
rの
m
M畿
や、
d
m秒
の
間

対
滋
ゃ、仙
川
付
の
m
Mた
ち
か
ら
、

間
俄
の
苧
紙
が
脱
走
。

そ
と
で、
織
は
い
よ

た
吉

い
よ
立
っ
と
と
に
械
め
た
。

r
3
L
t

処
泡

は
ひ

g

ん
ぷ
9

た
う
p
b

a
T
I

そ
れ
は
五
月
の
初
旬で
あ
っ
た
。
附
れ
た
ロ
で
あ
っ
た
。
杉風
、

劇
院
、
野
按
、

即
日
判
・

依
村
な
ど
の
併
に
、
ち
ゃ
う
ど
れ

r
r
wか
ら
成
ゆ
山
内
?
あ
っ
た
仲
仰
山
な
ど

、事

設小

宇
野
浩

吉
田
貫
一
一

放
路
の
芭
蕉

郎

重 一一
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縦
艇
を
ぜ
え
て
三
川
叫
に
山
削
た
脱
は

、

川
燃
は
凶
叫
ど
伽
り

、

艇
の
械
も

脱
り
を
針
ぎ
て
ゐ
た
。
刊

M
h
y
m
に
m
rた
践
は
、-
V脱
が
つ
づ
い
た
仰
向

M
-
-
h
u
F
H
b
A司
婦
で
曹

だ
っ
た
の
で
、
九
井
川
を
渡
る
と
と
が
出
来
守

、

日
間
に
滞
制
す
る
と

事
出

づ
か
t
E

よ
し
A
V
-
-之
.
，
、
な
ど

と
に
た
っ
た
.
幸
ひ
、
と
と
に
は
、
塚
本
如
舟
.
如
竹
等
が
ゐ
た
の
で

、

そ
の
拡
に
泌
っ
た
。
炉
献
は
献
〕
が
加
を

m
mく
開
山
附
し
た
。

が
政
っ
た
。
帰
る
割
引
は
品
川
ま
で

.

h
wる叫
仰
は
山
川
似
町
会
で

、

仰
る
叫
仰
は

脚
川
勝
ま
で
恥
町
民
一
は
前
脱
が
そ

よ
そ
よ
と
肘
い
た
ω

恥
阿
川
は
、
郎
に
仰
の

和一瞬
を
針
ぎ
で
匙
い
m
mにmmい
て
ゐ
た
。
m
r
m
r

や
豹
の
紗
が
町
山
そ
ろ
っ

情
事
た

‘
j
N
Uん
の
う
竜
ど

-

e

て
ゐ
た
。
蛙
が
鳴
い
て
ゐ
た
。
門
人
た
ち
は
妙
に
名
残
を
惜
し
ん
だ
。

五
十
一
艇
の
臨
一
齢
炉

、

泊
中
航
か
ら
叫
開
け
て
貯

え
る
慌
で
は
あ
っ
た
が

、

，
ふ

主
し
み

a
-b
u
b
h

ペ
ヲ
J
1

・a
a・
制
定

-

念
に
め
っ
き
り

年
を
と
っ
て
見
え
た
。
門
人
た
ち
は
別
々
伝
思
ひ
を
抱

一
い
て、
静
討
で
ぽ
ら
の
携
の
秒を
つ
か
み
な
が
ら
以
内
い
た
。
酢
燃
は

、

H
咽
も

心
包
ゐ

b
b

‘
心
包
ゐ

e
e
r

:

門
人
た
ち
に
別
れ
る
とき
、

門
人
た
ち
の
扇
民
、

b
置
世

-
-
-
-

-

b
a
'

崎
町

穿
の
秘
を
た
よ
り
に
つ
か
む
別れ
か
な

'
と
か
い
て
俄
肌
と
し
て
駅
っ
た

。

悌
るm
Mの
時
に
は
「
た
よ
り
」
と

哩

か
る
も
ん
じ

ん

ま
v
n
s
a
F
S
p
e
E
Z

脅
か
れ
、

成
る
門
人
の
厨
に
は
「
カ
」
と
掛
か
れ、
成
る
人
の
瓜
に
は

を
「
か
た
み
に
」
と
や
か
れ
た
。
「
か
た
み
に
」
と
仲
か
れ
た
叫

M
i
4広

務
に
」
と
いふ札
叫
ん
Wを
「
m
b」
と
も
除
い
て
、

倣
か
峨
峨
た
る
約
ω叫
に

一
な

っ
た
J

4
d
‘
，
Mh創u
n

，
、
‘.
.
 
，

M同
・b
h
M
Mm
roゆ

五
月
闘
の
川
公吠
き
沿
と
せ
必
井
川

川
山
昨
で
は

、

と
の
や
う
な
街
鈴
な
僻
仲
が
山
山
知
た
。

ζ
&

し
で
事
，
、
れ
￥
ほ
之
し
う

や
は
ら
か
に
た
け
よ
今
年
の
手
作
事
納
品
川

食
。

.
ι
4
R
H
V
S
S

ほ
命
令

回
航
と
と
も
に
肢
の
朝
沿
き
也
被

p
r胎
で
は
、
九
w公
較
に
猷
っ
て
、
都
日
川

、

伊
税
制
と十蜘
慨を
依

っ
た
。
そ
れ
か
ら、

伊
伊
鰍
陀
酔
ひ
、

佐
助、
同
町
敗
、

艇
のT
M
M
h
r

を

社
て、
伊
ザ
の
ほ
EF
札
和
い
だ
肢
の
拡
に
酔
抑
制
は
→
回
一
郎
く
紛
枕

し

た
。
と
と
に
は
、
が
紫
、
総
眠
、
訴
砕
、
制
総
裁
仇

~織
と
いふ
、
僻

《

Z
E
E
-

ぽ
持
ら

2
2

伺
の
遣
の
人
が
二
三
十
人
ゐ
て
芭
列
・
は

、

そ
れ
等
の
人
た
ち
の
申織に

ほ
民
ほ
ど
炉
ば
れ
た
の
で

、

仰
向
"
と
紙
臥
を
し
な
い
で
肝
を
溜
っ
た
が
、

思
対
ゆ
が
鮒
鋭
L
て
ゐ
た
M
M凶
刊に一
例t
wっ
た
の
に
・
蹴
く
ほ
を
炉
た

れ

た
。
ゆ
る
肝
、

削
〕
献
は
股
対

m
rと
一
織
に
獄
似
阪
と
い
ふ
戒
の
獄
叫
叫
に

e

u
-

-
備
事

て
ら

・
司
有
ほE

あ
る
先
組
の
ぷ
に
鵠
で
た
。
そ
の
寺
ま
で
こ
町
制
惜
しか
友
か
っ
た
が
、

ゐ
弓
す
h

ち
か
必
口
事
し

u
ζ

b
，
.
。

老
密
に
近
い
兄
は
や
っ
と
是
を
辿
ぶ
と
い
ふ
胤
で
あっ
た
。
そ
れ
を
比

嘩
を
う

&
L

￡
&
ふ
み
か
れ
じ
し
ん
必
巳

る
と
、

世
燕
は
、
年
よ
り
十
議
も
深
け
て
見
え
る
彼
向身
、
兄
な
ど
よ

者
主

宰
‘
言
"
か
れ

じ

し
ん

Z

品
お
も

A
3
4
F

り
や
っ
と
瓜
弱
た
慣
の
彼
h
h
gの
議
を
思
ひ
浮
べ
た
。
人
が
凡
れ
ば
、

j
ん

ほ
A
7

串
に
む
ろ

す
ゐ
調
‘

自
分
の
方
が
兄
よ
り
老
哀
し
て
ゐ
る
と
忠
ふ
か
も
知
れ
な
い
、

と
彼
は

2

・考
へ
た
。
い
「
つ

a
L
b

軒
目
。

。
気
は
み
た
杖
に
白
髪
の
慕
ま
ゐ
り
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伊
mHを
野
っ
た
酢
燃
は

、

沼
山
刊
の
仙
叫
が
に
鰍
の
一
村
山内
保
そh
vひ、
m

h
vのw
m川
に
問
日
川
の

W
W引
を
腕
ね
、

対r
k
m
Mの
料
慨
を
餅
ひ

、

川
町

艇
の
除
蜘
の
献
体
斜
に
妓
艇
を

蹴
ね
た
。

v
g

み
羽
，
、
‘
あ

ちレ
綱
重

六
月
や
W唱
に
町
長
公
く
嵐
山

綿
織
や
総花h
wりと
む
常
仰
向
勲

あ
さ

冷

e
'
g

a
y-

z
ろ

朝
露
に
よ
ど
れ
て
涼
し
瓜
の
泥

前
】
燃
が
お
酌ゅ
の
切
献
体

銑
に
献
秘して
ゐ
る
と
と
が
針
れ
る
と

、

域
限

の
叫ι怨
が
獄ねて
彩
る
.
低
料
品
計
蹴
の
慌
時
側
艇
が
搬

船
偽を
腕
ね
て
い
川

‘
ゐ
し
也
事
会

主
ら
い
ほ

.
，
ゐ
ね
ん
豆
有
毒

事

む

か
う

門
す
る
。

そ
と
で
、

之
道

、

去
楽
、
芭
策
、
惟
然.

丈
革
、

支
考

、

野

町
凡
な
E
の
酔仰
が
山川
和た
。
と
の
忠
訟
が
対
院に
鰍
る
と
さ
れV献
は

rぎ
の
や
う
な
僻
停
を
渡

っ
て
ゐ
る
。

械
に
一併なコ
つ
に
W
り
し
み
総
肘

ぅ
，
ふk

z
a
h・

6

一
ん

t
n

つ
ま
り
、
「瓜
二
つ
」
と
い
ふ
踏
の
ど
と
く
自

分
の
典
似
を

す
る
な
、

ぽ

e
'

S

も

ん
じ
ぬ

は
い
，
、

レ
害

と
云
ふ
の
で
あ
る
。
芭
蕉
は
、

成
る
門
人
に
「
俳
句
は
、

一
生
の
過
の

前
と
邸
ふ
が
い
い
、
あ
せ
る
税
は
い

け
た
い
、
れ
川
、
伊ぎ
て
伊
て
る
恥

も
い
け
な
い
。
停
の
山
川
和
な
い
階
は

・

配
ひ
て
慣
ら
な
く
て
い
い
、

と

の
滋
に
麟
れ
怠
け
れ
ば
な
ら
た
い
、
」
と
い
ふ
和山
市のと
と
を
官
っ
てゐ

る
。

!
ー

昨
熊
は、
搬
船
齢
に
一
・と
取郡山
ゐ
て
、
また
w
mmと
苅
L
Wへ
作
っ
た
.

4
Mrの
骨
陣対
鋭
の
か
恥
に
鮫恕
し
てゐ
た
階
、r
戸
の
仇〕
総
般の飢
町伊

生
し
て
ゐ
た
都
応
貯
が
め
お
し
た
都
知

を
封
印吊っ
た
・

aF・
r

み
勿

‘

た
-
R
Z

教
な
ら
ぬ
身
と
な
思
ひ
そ
主
祭

削
]
燃
が
、
柿崎
町
貯
の
艇
を
muる
の
に
、
「総
なら
ぬ
れ
炉
と
府
ふ
な

、
」と

収
め
た
の
は
、

町
総
と
橋
町
時
貯

と
は
ど
う
い
ふ
脈
俄
である
か
、
と
い

ふ
蹴
邸にな
る
の
で
る
る
が
、
と
れ
に
は
也
似
の
訟があ
る
が

、

備
対

は
、
断加
加のw
m
rであ
っ
た
と
い
ふ
『
ヤ
鵬

r
b
w倣総出
の
駒
山
よ
り
も
、

「
封
切〈加〕撚
)
の
就
き
階
の
訴
に
て、
と
く
に
肘
に
な
り
し
た
り
己
と

い
ふ
仲
砂の
武総
の
泌
が
、「山
町
制
加
に
鰍

す
る
わ
れ
わ
れ
の
ぱ
山
市
b
z
.U
­

a
eA3
p
v

-Jt 

ま

で
よ
り
暖
か
に
さ
せ
る
、
芭
搬
用
・

の
光
を
強
く

と
そ

す
れ
、
決
し
て
芭

燃
の
必
椴
を
ん

げき
古
川
す
と
と
に
は
な
ら
な
い
、
」と
い
ふ
縦
に
燃
は
蹴
燃

-o
t

，、

k
-
軍
-

v
号

令
官E
r
b
-

-き

す
る
。

因
み
に
、
と
の
伺
の
五
祭
と
い
ふ
の
は
、
七
月
魂
祭
の
時
の
弔

初
で
あ
る
。
l
!

と
の
階、御
〕艇は
、

能
川均貯
の
舟を
が
州らし
て
術た
山川
に、
ゃぎ
の

や
う
な
宇
磁
を
やいて
ゐ
る
。

「
蹴
ぽ
一
は
歓
へ
特
お
〈
村
山
?と
か
く
料し知
山し炉
、
例-
m
脱
抑
制
へ

L
E

t
S
E

5

2
2

手
主

Z
L
i
-
b
t
c
?

会

別
紙
市
上
ぐ
べ
く
候へ
北
ハ、

念
使
に
倣
問
、

ζ

の
徐
蹴
一
所
に
御
副
見
下

さ
る
や
う
に
榔
み
主
げ
憾
。
日
俸
を
野
つ
側

、

と
の
刈の
聡
を
、
く

9
2
e
'
h
h
n

お

寧
官
三

&
t
z
t

れ
ぐ
れ
老
人
民
組
み
置
き

候
ひ
し
は
、

か
ゃ
う
の
吉
に
成
る
べ
き
事
、

む
L

L
C

‘
局
私
・・
」F
h
a

B
τ
J
、

E
E

止
ん

識
が
知ら
せ
た
る
や
う
な
心
持
致
し

銀
k
、
誠
の
ふ
し
ぎ
の
織
に
候
」

。
ん
'
I

一五々
。
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・r

「
k

‘
町
民
q

L

。え
ぷ、

ζ時

L
&
F
Aヨ

b

ね
ん

盆
‘
u

u
b
-

4

・
R
9

草
食

a

前
〕
噛
燃
が
、
支
考
と
惟
然
を
伴
ひ

、

次
郎
兵
衛
を
連
れ
、
叉
お
衛
門
と

も
町
広

・
・9

‘
，

h
o

a
t
-

ヨ

a'
s
'

い
ふ
4引
に
荷
物を
持
た
せ
て
、
上
野
を
立
っ
た
の
は
、

九
月
四
町
の
n
T

τ
5

占

e
'
z
t
b

ゆ

れ
も
が

き
g

朝
で
あ
っ
た
。
芭
蕉
除
、
先
づ
奈
良
に
行
か
う
と
思
っ
て
、

笠
置
か
ら

戚
tを
儲
し

て
紛
でが炉
…川
を
裕史

的
提
却
を
御
一
ぎ

、
畑一併
で
船から
M
4

り
、
そ
と
か
ら
お
釦ま
で
二

一配
ば
か
りの越
を仰い
た
。
さ
う
し
て

泌

総
の
繊
の
鱗
p
m
F
に
わ
い
たの
は
和
献で
る
っ
た
。
械
の
十
二
一
野
駅
、

事
也
事
法

H
け
官

官

ae
ん
E

9

，
、

止

総
a
mの
池
の
僻
を
散
歩
し

て
、

吠
ぎ
の
や
う
な
句b
z得
た
。

た
め
で

日 砂 猿2 あ
は茸2つ
窓2 にた
けも 。

れれ
どた
静与る
か結t
な の
る 犯と主
岡2. 語る

治注

な

芭世泊二

蕉Z 圃z

1& 法 一一

ー-

時
即
そ
の
路、
伊鈴
の
肢
か
ら
加配鉱
炉
の
鶴
俄
械
が
駒市た
の
で
、

隣
ぴ除
抑
制
の
ぷ
恥

r
k鰍
っ
た
。

と
の
山
市
の
伽

]駕
の
献椛
は
やゐぶ
ん
町向

か
っ
た
。
と
れ
は、
挑
むの
ル
が
酢
燃のほに
静た
り
の
縦
ゃ
を
獄
へ

・

注
射
事
'
M
"

も

を
-e

嘩
喰
掬

柑'u

そ
の
た
め
に
艶略
行
き
も
島
ひ
止去
っ
て
、
祢
】
掛
燃
を
故
郷
の
家
陀

そ
ん

主
ば

e
a
v

あ
正

a
r

な
に
H
Uく

止
め
さ
せ
た
の
で
あ
ら
う
。
市
〕
燕が
兄
に
呼
ば
れ
て
二広
日

事
内
δ

・司

t

--
-

哲
哩

e
'

・
z

z

s
e

k
上
野
氏
来
た
時
は
七
月
で
あ
っ
た
。

と
と

る
が
、

む
強
が
今
度
は
入

院
へ
作く
と
と
を
仙
附
い
て
、
滋
ひ
か
た
が
た
芯
院
か
ら
拠

抑
制がや
っ
て

e

e
"言
。
az
-
b
-
A

宏
工
ろ
え

E
C

-
-

怯

来
た
の
は
九
月
中
旬
で
あ
っ
た
。
す
る
と
、

同
じ

頃
、

江
戸
か
ら
泊
闘

が
mv
m仰を腕ね
て
術品凡
。
が
も
、
と
れ
は
『衡
問的郵
船
』を総
和
す
る
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、

ぴ
い
と
恥
く
的
抗
抑
制
し
硲
の
肱

t
e
z
k
よ
か
よ

と
の
時
の
事
を
「
そ
の
夜
(
四
日
夜
〉
す
ぐ
れ
て
川
も
明
か
に、
鹿

z
a
許
、

み
だ
あ
怯
つ

舎
か
畳
・

切
る

も
穫
k
k
観
れ
て
哀
れ
な
り
け
れ
ば
、
月
の三
更
な
る
頃
、
か
の
池
の

ぞ
ん
か'
L
A
P
'

a，

ほ
と
り
吟
行
す、
」
と
支
考
が
安
い
て
ゐ
る
。
叉
、
来
良
に
は、古
代
の

僻
蹴
艇
傑
が
、
約
締
鮫
燃
と
続
い
て
抑
制
俳
の
附
紛

b
g・
抗して
ゐ
る
M山
花
、

践
に
釈
の
総
の
隠
き
に
敵
〕
総
は
m
v
た
れ
た
。
そ
の
m
m
u
ヤ
「
九

M
m五u
r」

で
あ
る
。

舎
く
か
な
ら
ふ
る
喰
乞

衡
の
香
や
系
良
に
に
は
古
き
働
た
ち

s
g

か
を

う

τ
e
也
管
争
な

む
た
《
色
"
が
ニ
苛
噛

九
月
九
日
、
ロ
サ
明
芭
蕉
は
、
奈
良
主
立
ち

、

間
峠

門
生
駒
山
の
縦
u
b
L

ζ

っ
か
&
・

9
う
か
と
由
え
い
，
、
た
ま
《
ん
九

p

，
、

越
え
、
疲
れ
た
の
で
、

塗
中
で
釈
簡
を
原
ひ

、

症
肝
越
か
ら
日
が暮
れ
、

対
山
叫
に
や
い
た
の
は

、

と
れ
も
縦
で
あ
っ
た
。

川
似
に
山
川
て
お

r・
船
と
船
脚
臥
は

m
M
b
r

は
ぜ
令
指
崎

e
.‘
，
は
い

t
a司
令
ご
罰
金
"
か
む
ふ
ふ

h

芭
政
は
、
大
阪
に
入
る
前
に
俄
簡
を
下
り
て

、

折
M刷
降
り
し
き
る
間

企
4
F

ζ
‘
舎
宜
怠
怯
い
小
苫
怠

こ

の
中
を
、

胞
を
若
て
町
に

入
っ
た
。
と
れ
ば
「
か
か
る
刷仰
の
地
で
は
乞

じ
合
易
品
管
ヤ
み

b
f
b

h
“

食
行
脚
の
身
た
る
と
と

を
忘
れ
て
は
た
ら
ぬ、
」
と
本
へ
た
か
ら
で
わ

る
。対

郎
のm
hに
和
く
と
、
住
燃
は
がづ
僻川
町
の
か
お
で
悦
っ

た
。

し
守
司
号
明
作
.

柄
堂
が
併
を
か
い
た
ら
し
く
、

ξ
ζ

帆
H
・

up

-床
に
ゐ
て
蔚
に
入
る
や
き
り
ぎ
り
す

〈
〈
内
工
ま
e
・

3

と

い
ふ
旬
が
あ
る
。
そ
の
句
を
殺
し
て
瞥
蕉
は
、

そ
の
縦、

よ
く
包
っ

し

そ
の
翌
日
は
、
之

向
い
い
そ

h
a
M
m

ト

活
の
家
へ
符
っ
た
。ζ
ん
な
に
念
い
だ
の
は
制
が
九
阪
に
来
た
と
と
が

事
話
会
れ
わ
か

燃
は
る
と
、
門
川
知
・
友
た
ち
が

m
vっ
て
彼
を
漣
へ
た
か
ら
で
あ
る
。
叉
、

秘
め
に
、
松
山
時
と
む
滋
の
家
に
一
作
っ
た
の
は
、
と
の
こ
け
八
が
即
抑
制
に
対

等
か
，
、
す
‘

民
民
来
る
と
と
を
準
め
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

m
m
、

抑
制
の
艇
に
も

、

L

や
ょ
う
い
へ
で
世
そ
く
い
へ
か

れ
伽

量

車
府
の
家
に
も
、

泥
足
の
家
に
も
、
彼
は
鼠
を
出
し
た
。
そ
り
泥
足
の

-ph
wEaheth

,
EFE--E-LL

‘.
‘, 

む
品
開
で
劉
山
肌
北
の
業
帯
に
仔
っ
て

、

側
付
の
街を
聞
い
た
。

hvb
E
ゑ
こ
舟
み
ち
ち
曹
ま
e

・3

人
韓
や
此
遁
か
へ
る
秋
の
くれ

柿
〕
燕

こ
の
み
ち
A
V
p
t
s

.‘
ま
喰
，

此
遣
や
行
く
入
念
し
に
秋
の
く
れ

世
蕉

を
ほ
悼
見
。
ぎ

っ
た
で
H
S
F

組
の
畠
の
木
に
か
か
る
持
泥
足

喧

e
'
a
f
，

、

う
ち
e
t
d

前

hv
と
ル
、

芭
蕉
は
、

お
の
二
つ
の
伺
の
内
、
い
づ
れ
乞
取
る
か
、

と
供
の
人
k

曹
み
怠
ゆ
ひ
と
-
-
e
，
、
￡

に
開
い
た
。
「
と
の
迫
や
行
く
人
な
し
に
、
と
狐
獅
を
跡
ま
れ
た
と
と
ろ
‘

た
れ
@
片
《

m
v〈
占

a
w
'

い

Z

臓
が
と
の
や
う
な
名
句
を
作
れ
ま
せ
う
、

」
と
供
の
一
人
が
宏
っ
た
。m
]

燃
は
件
の
似
川
に
『
腕
m
V
』
と
い

ふ
艇
をつ
け
た
。
山町が
官
ふ
絡
も
な
く
、

み
事

〈

b
a，
出
a

e
av

HV
&

「
と
の
逝
」
の
何
に
は
、

悲
く
し

て
老
い
た
む
鷲
が
濁
り
と
ぽ
&
ぽ
と

み
事
あ
る
は
い
，
、
み
も
た

Z

申

z
t

う
か

治
〈
成
ひ
は
俳
句
の
泊
)
を
辿
っ
て
行
く
饗
が
伊
ん
で
ゐ
る
。

引
川
町
に
和
い
た

u
rの
m
m
時
、
丸
山
川十hvの
糖、
町
m
m
は
、
貯
般
を
膨

え
た
、

し
ば
ら
く
す
る
と
畿
燃

し
た
、

ひ
ど
〈
一
昨
航
が
し
た
。
似
し

、

事
a
'
e
担
こ
ま

へ

す
守
伊
ι
a
v
h
m

か
う
い
ふ
病
集
が
起
る
前
か
ら
、
銃
に
伊
賀
の
上
野
を
立
つ
頃
か
ら
、

酢
釈
は
ん
V
Mの
俄
臓
の
取
は
し
く
た
い
と
と
を
般
じ
て
ゐ

た
。
そ
れは
、
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M
P炉か
らゆ
川町、ゆ
料配
か
ら
が
対
で

が
州市
、
が
山
町
か
ら

か
時ま
で
の
こ
三

・
み

-s
a
b
H
v

p
・令

里
の
沼
を
歩
い
た
だ
け
で
も
非
常
K

H
V
ら
吾

ω
mg
b

b

草
色

能
労
を
息
見
え
たと
と

で
も

分
る
。

叉
、

E

う
か
う

L
'
'

ぽ
ゃ
う

そ
の
と
き
同
行
し
た
支
考
に
、
芭
山
"

が
、
「椴
婦
が
対
批
判
の
臓
を
し

た
い
と

さ
5
・

U

ぷ
ん

誘
っ
て
く
れ
た
が
、
自
分
が
とん
な

'
少
し

に
ま
で
哀
へ
て
ゐ
る
と
と
を

知
ら
な

，
、

ゃ

い
か
ら
で
あ
ら
う
、
」
と
口
惜
し
さう

-

a

z
a

そ

こ
る

す
マ

民
一帯
し
た
事
で
で
も
設
の
頃
か
ら
伎

に
m
rm
mの
似腕
が
肝
な
り
取
へ
て
ゐ

た
の
が
似
る
。

叫ん
舵
そ
ん
な
射

で
あ

か
巳
・

0
せ
い
命
令

っ
た
か
ら
、
十
日
か
ら

二
三
臼
静
後

に
も

す
と

曹

ら
怠

し
て
、
十
三
日
、

少
し
気
持
が
よ
い

E

e
a
v

て
ん
b
う
与
す

A
X
ι

の
で
、

世
蕉
は
天
王
寺
か
ら
佐
吉
の

凶
う
でず
ま
で
出
か
け
た
。
と
と
る
が
、
4C

HVる
C
・
9

・
両
鈴

ふ
宮

い
に
く
常
的頃
か
ら
聞
が
降
っ
て
米
た

A寄
っ
か
〈

伸

事
ん

f
4
4
F，

“n
-
u
A
V

の
で
、

折
品
川
の遊
山
の
吟
行
も
務
託

で
昏

由
ふ

い
て
出
来
た
く
な
り
、

そ
の
う
ヘ
タ

沢
一
昨針か
ら般
紙左
側
した
の
で
、

一 4 

品
川
悦
A
W

ず考古 e • 
• 

ー‘ y , 
?‘ 

• . , 

品
川
伎
ぎ
で
A
A艇
に
鰍
ヴ
た
ω

ほ
前
か

ら
ぷ
臨ま
で
は
ニ
マ
ヘr一
し
か
な
い

が
、
町
似
は
叫
町
一

鮮
に
炉
っ
て
駅
っ
た

。

-
V

か
げ
ゐ
守
す

が
、
弐
ぎ
の
十
開
口
の
晩
は
、

集
持

が
対
ル
ぬ
い
い
と
中で
か
ので

.

u
m
m
は

が
街
の院を
h
u
k
限
必
の
い
和
へ
一作つ

は
い
，
、
，
s
u
p
b

て
俳
句
の
舎
を
聞
い
た
。

事
-
奇

病
必

-
ye
a
­

秋
も
は
や
ぱ
ら
つ
く
雨
の
月

の
形

れ
い

は
つ
ね
つ
づ
う
う

と
と

る
が
、

例
の
襲
熱
や
凶
痛
が

主

巳
事

崎

止
ま
ら
な
い
の
に
、
十
六
日
に
、
白

e
a'

'
t
e

お
ら
い
必
帯
電

誌
は
、
京
の
去
山
知
陀
宛
て
て
、
天
の

は
し
p
r

る
陰

郎
s
e

hp

品別
立
を
凡
て
か
ら、

HM附
へ
行
っ
て

A
L
A
-
p
h
み

ひ
と
-
z

骨
'

府
船
を

見
、
そ

れ
か
ら
、
彦
山
、
露

E

し
ら
ぬ
ひ
事
つ

宜

炉
た

6
2
い
う

ね
、
不
知
火
、
隣
階
潟
など
を
巡
遊

す
る
つ
も
り
で
、

賊
山
町
ま
で
作
っ
て

ま

含
が
ぺ暑

こ

持
っ
て
ゐ
る
か
ら
.
長
崎
ま
で
来
な

い
か
、

と
い
ふ
苧
紙
bL仰
川して
ゐ
る
。

私

企H
'
z

e
争

・
3

ζ

れ
を
口
広
て
も
、
如
何
に
世
派
が
波

'
aヲ
・F

わ
か

行
相
対
き
で
あった
か
が
分
る
。

そ
の

慌
の
仰
に
、
「
六十
六
一
秒
は
M
Vな
れ
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ぎ
民
主
計
B
3

AH
E
9，
、
l
〈

F

E
E
T

吊

ぱ
と
て
、

と
ど
め
ら
れ
ね
、
治
筑
紋
下
り
の

一定
は
や
ま
十
」
と
い
ふ
嗣

u
b司品

川
M
が
あ
っ
て
、

日
る

ζ

包
や
ト

&r・

容
に
わ
れ
乞
食
や
め
て
もつ
く
し

「
鋭
然
V
波

み

-

s
r

限
つ
J
、

世

Z

と
い
ふ
の
が
あ
る
。
と
れ
で
凡
で
も
、
ま
だ
般
的
勃
k

た
る
芭
弼
の

，

‘
4

・
・9

無
持
が
祭
せ
ら
れ
ろ
。
ー

ー

し
か
睦

R
J勿
唖

づ
令
令

官
毒
事

併
し
、
震
熱
と
踊
痛
は
な
か
な
か
治
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
、

彼
は
そ

τ

高
品

官

に
句
ぜ
い
晶
、
う

ん
な
手
紙
そ
出
し
な
が
ら
間
五
日
時
並
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

A
p
r
・
匂

・"
a
a

に
も

M

'
Nし
ゃ
之
。

そ
れ
が
二
十
円w
凶
ゃ
う
や
く
治
ま
っ
た
の
で

.

二
十
.
出
口の
晩
草
川
の

。
‘
.
‘

h
は
い
〈
〈

h
h

ひ
仇
ふ

う

‘
ゐ
巴
ん
ぽ

e
'

-
n
暗

家
で
叉
俳
句
の
品
ロbL附
い
た
。
か
う
い
ふ
凶
R
K門
人
た
ち
は
む
蕉
が
太

郎
に
ゐ
る
慨
に
一
即
で
も
鈍

く
か
対
た
ち
の
総
で
併
郎
の
併
を
側
、
た

l
j
e

・3
U

L

ん

も
L，

ず
み
ち
す
と
胆

h
v
a'
e

が
り
、
芭
蕉
n

・
身も
附
よ
り

M
Wき
な
泊
だ
っ
た
の
で
、

少
し
で
も
病
気

街
$

怯
い
，
、
，
.

f

ひ
'
u
L

a
Tよ令
ろ

も

'
C

主
e

，
、

が
治
ま
る
と
俳
何
の
令
が
聞
か
れ
た
。
そ
の
胤
・
附
の
家の
合
の
時
の
何
・

A
e

よ
く
う

n
M」
店
営

，

秋
の
夜
を
う
ち
出
納し
た
る
噺
か
も
弘
前
】
燕

ヲ
舎
ほ

ど

ふ

さ
ん
・0

L
m
y

ょ
う

丹
ま
つ
棋
は
浦
岡
身
に
ま
く
車
店

し
か

令

i
l

也
市
合
主

〈

a
v

〈
噌
・
3
惜
，
、ζ

か
晴

支
均
が
と
の
吋
u
mの
夜
』
の
何
に
就
い
て
「
と
の
何
ば
治
川
公
枯転
の

占TL
S

む
吾

と

か
ヲ
甘
い
なは
も

n
H
k
g
T
O
M
-

L

掛
を
ふ
み
砿
り
た
る
、
必
後
の
活
計
何
物
か
及
び
候
は
ん
と
各
駅
じ

ま
止
る

い
こ
ろ
崎
健
。
，

h
@
A
V

巾
し
合
ひ
ね
じ
と
去
っ
て
ゐ
る
ご
と
く
、
と
の
頃
の
芭
蕉
の
何
は賓に

し
ん

さ

'
お
睦

国
聡
か
ら
冴
え
た
も
の
が
多
い
。
ー
ー

に
ち
ぼ
・

A
y
-
-

・3
命
令
串
巳
世
て
が
み

な
か

区
怠

二
十
一-.
n
に
、
芭
燕
は
故
郷
の
兄
に
川
し
た
手
紙
の
小
に
コ一
三日

m
mk、
山X
V作
側
一
昨
え
κ
て
鎖
的
ハ
伊
勢

U
M
す
べ
く
m
mじ
科
，り呼
」
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と
伽
い
て
ゐ
る
。
十
六
町
に
は
、
治
の
お
般
に
、
概
授
か
ら
郎
雌
そ

の

た

a

d

か
ま

た

緑
色

ζ
ろ
ペ

A
V
F
盆
は
，
宜
哲
吹
雪

他
を
庖
る
と
封Hい
た
り
叉
、
同
巳
頃
陀
、
別
の
人
に
、
矯
贈
跨
か
ら
京

内
ら
の

ゆ

か
ら

τ

師
、
，
み

を
経
て
枇
胃
潰
へ
作
く
と
持
い
た
り
し
て
ゐ
る
。
と
れ
等
の
手
紙
を
見
る

と
.
府
る
も
の
は
r
mの
都
肘
を
対
川
い
さ
せ
る
静
め
か
と
も
尉
へ

、
際

る
も
の
は
問
M
や
が
僻
り
腕
鍛
っ
て
知
市
る

の
が
傑
さ
い
の
で
滋
い
邸
雌

へ
伊
く
と
官
っ
た
の
か
と
も
仰
い
へ
、
そ
の
紛
い
ろ
い
ろ
に
鮒
&
巡
っ
て

ぉ
‘
，
『

っ
た
創

色F
au

に
'

L
4

a
s

ゐ
る
や
う
に
思
へ
る
が
.
ま
た
別
の
考
へ
方
を
す
る
と
、
肉
親
を
鍬
き
、

か
れ
ら

ap
苦
い

ふ
う

m
Mた
ち
の
叙
を
恋
く
さ
せ
な
い
で
彼
等
に
嘘
を一千
点
、
と
い
ふ
r
k

:
b

z
t

a
um
v慣
き
た
￡
喧

も
鰍
さ
れ
て
ゐ
る
。
側
し
、

ζ
れ
等
の
事
は
、
給
品
、
例
へ
ると
、
む

燃
の
す
て
ゐ
る
縦
が
織
が
む
に
滋
い
訴

に
か
か
っ
て
ゐ
る
苧
燃
が

‘
・2
τ

e
h
，

、
，
A事
作

と
い
ふ
の
が
、
最
も
諸
官
な
兄
カで
は
な
い
の
で
あ
ら
う
か
。

あ
る
、

事
。
み
事

路

酔
と

お
畠
さ

く

れ
，

、

先
き
に
述
べ
た
「
と
の
泊
や
行
く
人
な
し

に
秋
の
暮
」
と
い
ふ
伺
を

。
，、作
っ
た
の
は
、
と
の
慌
の

と
と
で
あ
る
。
と
れ
は
二
十
六
時
の
と
と
で

.
，ち
ほ

峰
官舎

は
R
ご
っ
と
，

，
、
つ
〈

と
の
二
十
六
日
に
、

世
蕉
は
絞
宿
で
衣
ぎ
の
如
き
伺
を
作
っ
て

あ
る
。

ゐ
る
。

-
n
e
p
L
t

し
，
、

$

h
r
"

と
の
秋
は
何
で
年
よ
る
雲
に
ね

-
a
h

る
怯
'
・

P
&

・4

p
d
c

え

g
M
r

ζ

れ
は
、
老
い
て
は
な
ほ
漂
泊
す
る
人
が
、
-
分
に
哀
へ
と
、

心
k
t掛

か
ん

暗
雪
山，
、

，
E

だ
ん
ち
茸
卵
、

h
v
お
も

，
、
つ

し
さ
と
を
感
じ
、
殺
英
の
鋭
、
断
腸
の
忠
、
思
ひ
凪
し
た
る
芭
蕉
が
、

HV

・0禽

ζ
‘
根
崎
三
担

ん
く

こ
と

そ
の
日
の
朝
か
ら
心
に
範
め
て
念
じ
た
何
で
あ
る
。
「
と
れ
ば
、

や
む
事

主

止
に

み

m
A
V

9

・
"‘

な
き
慌
に
、

何
を
し
て
身
の
い
た
づ
ら
に
老
い
ぬ
ら
ん
己
と
切
に
思
ひ

h
a

喧'
z

t

c
‘
掲

信
ぴ
、
「と
の
秋
は
、

い
か
も
仏
る
事
の
心
に
か
な
は
ざ
る
に
か
あ
ら
ん
、

m
v
r
を
山
川
て
縦
は
、
」

m
w総
に-
Pも
ほ
もm
mみ
山
内
〈
、
「
府
、

4
M
r
の
慨
を

倍
て
、
伊
ル
rの
放
に
・
た
も

む
く
べ
き
か
、
そ
れ
も
M
U引
のふ
さ
が
り
で

T
ぬ

い
で
令
官

と
E

め
な
ば
、
わ
り
な
き
心
も
出
き
ぬ
ペ
し
、
と
か
く
し
て
力
つ
き
た

・・
せ

-

a
t
e

ば
、
ひ
た
ぶ
る
の
長
谷
越
す
べ
き
よ
し
、
し
の
び
た
る
昨
は
ふ
く
め
ら

れ
し
に
、
た
だ
磁
を
の
み
か
い
つ
く
る
ひ
て
、

h
uつU
Vも
な
く
な
り
縦

Av
h

し

か
う

へ
る
く
や
し
さ
、
い
と
ど
い
は
ん
方
た
し
。
」
と
来
考
が
『
笈
日
記
』
の

な
か
の

L

げ
ん

中
で
辿
ペ
て
ゐ
る
。
と
れ
ば
歪
官
で
あ
る
。
ー
ー

く
つ
ゐ

ね
ん
乙

か
い
勾
げ
ん

と
の
伺
に
就
い
て
、
惟
然
が
次
ぎ
の
ご
と
く
品
沿
い
て
ゐ
る‘
「
期
す

.

き

L

ん

に
ゐ
W
ん
よ

'
・A

は
ま
り
な
し

。
舟
に
し
て
紳
た
る

と
い
は
ん
。
人
間
世
の
作
に
あ
ら
歩
.

揚
聡
よ
り
忠
俊
ふ
か
く
、
か

r的
せ-dM川
の
純
し
。

続
にM
M
C五野
中
、

ζ
Z

ん
み

を

う

古
今
米
合u
有
た
り
。
」

制
}
燃
は
、

峨
和m
械
で
あ
っ
た
の
に
、
と

の
桝
の
鵬
で
は
、
献
に
品
店

べ
た
ご
と
r
、

b
r際ず
も
芯
院
で
も
、
税
制の
お
にu
m併を
し
た
り
、

鉱
山
に
対
即
ぬ
で
は
似

w
m
m
の
惜
し
さ
に
総
持
も
ゆ
た
や
に
制
山
脈
磁
り
を
し
た

り
、
備
す
る
と
叫
・
ヂ
除
椛
の
か
と
麟
の
倒
的
配
を

m
tす
脱
が
あった
の
で

あ
る
か
ら
、
か
う
い
ふ
鰐
鮫
に
な

っ
た
の
は
鈴
燃
で
あ
っ
た
。
そ

の
た

め
に
、
的
脈
の
肝
附
も
や
ゐ
ぶ
ん
砂
町
む
が
く
る
っ
た
。

九
郎
二十七
民
、
酢
艇
は
、
脱税
の
艇
に昨
ば
れ
て
、
腕
撚
脱
獄

の• 

,. 

, .. 
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都
府
を
桃
山
配
さ
れ
た
。
|

|
献
が
弘、恥
川
跡
の
践
で
あ
っ
た
が

、

械
め

ろ

k
z
e

申
$
吐
い
か
い

z
e

ほ

u
・3

も
ん
は
い
い
ふ
ろ

歌
を
好
み
後
に
俳
請
を
好
み
芭
蕉
の
門
に
入
っ
た
、
と
い
ふ
制
は
ぱ
悶
凪

併
た
税
邸
で
あ
っ
た
。
が
、

r
ぎ
の
や
う
な
郡
勝
が
あ
る
。
「
蹴

M
Mは、

時
制
仰
の
舵
服
内
併
は
た
り
、
肘
川
以
仙
の
慨
を
時
れ
伊
り
た
り
、
(
市

甲小
時
〉
州
払
の

Mh郊
に
恥
か
つ
て
舵
く

、

h
wる山
町
会
政
k
wI一鮮
の
制
的
船
伊
れ
し
階
、

h
vた

る
縦
の
引
を
慌
て
僻
と
な
し
門
下
降
と
と
い
ふ
節
?
あ
る
。
似
し
、

ζ

の
鉱
静
は
附
山
地
な
即
時
で
、
倣
悦
は
隙
釈
も
弘
一
郎
糠
た
抑
制
仇
な
沼
山
川
で
あ
っ

た
に
滋び
な
い
。
そ
れ
は
r
eの
鰐
で
似
る
。
!

u
m
mが脱
対
の
鉱

い
お
霊

L

党
う
ゐ
せ

ん
し
か
う

ぬ

に
行
っ
た
と
き
集
っ
た
の
は
、
之
遣
、
滑
川
、

ハ
同
女
の
火
u.

支
考
、

散

し
Z
'

L

e
b
A

F
2
2
2

ほ
E

然
、
酒
堂
、
合
雑
、

何
小
、

凶
女
、

芭
燕
の
九
人
で
あ
っ
た
。
歌
仙
一

紛
で
き
た
。

し
ら
曹
，
、

b

み
ち

ω
，

z
e

a双

山
菊
の
自
に
た
て
て
見
る
刷
用
も
な
し
酌
〕
鴛

も
み
ぢ
み

4

a
g
a
q々

e
o

匂
主

紅
ル
般
に
水
を
な
が
す
胡
月
間

心叫

い
ふ
愛
で
も
な
く
、
「
帥
桜
」
の
ザ
は
、
附
附
叫
が
蹴
仙

w
m
m
仇
な
前
を
織

統
し
た
の
で
あ
る
。

ょ
，
、6
9

に
・0
"

い
し
い

内

串
，

t
r
・

t

'
いい

そ
の
翌
日
の
二
十
八
日
に
も

、
畦
止
の
市
銀
民
秋
の
名
残
を
惜
し
む
命
川

主
，
、
む
つ

ζ
‘

も
ぼ
く

い
『

せ
肺
門
』い

が
あ
っ
た
。
そ
の
ま
た
翌
日
の
二
十
九
日
に
も
、

芝
柏
の
・
誠
で
盛
大
な

蜘一慨
を
船
併
し
て
一
政
鉛
を
慣
ら
う
と
い
ふ
碗
に
な
っ
た
。
と
と
ろ
が
、

と
の
紙
院
の
恕
即
日
比
鮮
や
な
跳
能
を
政
ね
た
の
が
、
同
附
い
鵬
脈
問
勿
な
倣

レ
芝
慢
を
う

L

か
ぢ
事

43
h

p

p
有
止
や

金
を
し
て
ゐ
た
芭
蕉
氏
、

而
も
ひ
H
Cい
持
病
に
十
九
町
以
上
悩
ま
さ
れ
て

っ
た
。税

総
き
隣
は
備
を
す
る
は
ぞ

，
、
セ

F

や
E

か
れ
包
し
ん

e

ル

ζ

の
句
に
は
、
般
の
宿
で
.
彼
自
身
は
気
づ
い
て
ゐ

・
ない
が
、

粧
く

た
い
椛
け
い
ひ
と
り
訴
し
ん
で
ゐ
る
店
の
鋭
い
枇
慨
が
般
じ
ら
れ
る
。
総

隊
と
し
た総耐と
し
た
総
い
続
か
な
械
の
紛
が
鱒
く

た
っ
た
枇
鯨
を

一

毛
、q
e
'
・
e

占

ヲ
ラ
広
ゐ
げ
ん

h
F
b
J
I

g
­

府
鋭
く

す
る

。
普
通
の
人
間
た
ら
苛
々
す
る
と
と
る
で
あ
る
が
、
例
措
向

た
今
今
み
み
た

b
L
F
C

レ
ル

を
喰
へ
な
が
ら

聞
耳
を
立
て
て
ゐ
る
と
と
る

は
寧
ろ
郵
い。
掛
川
し
、

そ

r
-
J
A
九
い
e
・
主

れ
を
慌
に
ま
帥
に
詠
ん
で
ゐ
る
と
と
る
は
、

ζ
の
十
七
平
と
そ、
w
m

.
、
企
は

る
・
・

ζ
ゐ
、
，
e

令
ほ

ん

の
吉
識
を
併
り
る
と
、

「古
今
次
令
荷
」
で
あ
ら
う
。
が
、

と
の
脆
か
ら
、

縦
し
い
般
協
と
W
Wが
賊
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
側
め
は
、

二
十
七
時
に

・
9
0句
よ

い
へ
た

・
唖
匂

-qa
v
z，
、

ρ

凶
女
の
出張
で
食
べ
た
簡
に
中
悲
し
た
の
で
は
な
い
か
と
宏
は
れ
た
が
、

郎
総
は、献
に
一
酸
ぺ
た
制
約
の
・
輪
前
の
和
利
き
ゃ
、
制
向
山
町
の
脱
獄
ゃ

、

a
vg
p
d

‘
‘
A
d

ふ
e
q
e
い

軍
令
倉

ひ

"
と

市
一な
る
食
物
の
不
協
匙
な
ど
が
、
ζ

の
病
策
を
引
き
記
す
元
と
な
っ
た

}

ほ
晶
言
。
草
@

・3

か
る

の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
で
も
、
芭
鵡
の
病
叙
の
縄
く
な
い
と
と
を聞
い
て

号
恕
も
ん

じ
心
暗
む

吉
広
告
で

集
っ
た
門
人
た
ち
が
、

初
め
は
、
い
つ
も
の
持
前
が
出
た
の
で
あ
ら
う

と
、

町
内
総
V
併
ま
し
た
り
な
ど
し
た
が

、

MKし
も
燃
ま
る
やうた
総和

Hゐ
A
7つ
い
たち

l
U宅
レ
紗令

企

が
見
え
な
い
。
そ
れ
ど
と
る
か
、
十
月
一
目
、

航
紋
が
念
に
慰
っ
て
二

ほ

e
a
y
H
V
R

轟
令
れ
い

t
a
p
'
削
除
。

ω
ヨ

ゐ
た
芭
蕉
に
、

非
常
に
と
た
へ
た
ら
し
く
、

例
の
悪
感
と
智
琳
が
と
れ

ま
で
よ
り
泌
総
に
蛇
っ
た
の
で
、
制
]
艇
は

M
縦
の
皆
川
肌
の
鉱

K
M
M
騰
す

で

雪

ap
MU

A
V

，
、
拘
く

る
ζ

と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
代
り
に、
次
ぎ
の
や
う
た
伺
だ
け
悲
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曹

-
e、

初
長

て

4
e
ι

・
海
・

9
拘
た

十
依
田
も
下
痢
し
た
の
で

、

気
力
は
装
へ
手
足
が
氷
の
や
う
に
冷
く
な

S

か
止

っ
た

ω

そ
れ
が
、

二
町
、
三
日
に
な
っ
て
も
、

止
ま
り
さ
う
に
な
い
の

u
-
P
を

d
-
d
L

か
う

ゐ
ね
ん

h
v
ど
虐

で
、
始
紗
傍
に附
い
て
ゐ
た
支
考
と
惟
然
が、

と
れ
は
唯
事
で
は
な
い

M
-
-

置

e
'
d

か
揖
睦

AV

医
，
、e
h
v

吹
雪
と
今
よ
ら
い
苛
ふ

と

w
uっ
た
の
で
、

普
黙
と
謀
っ
て、

占
九
津
の
木
節と
京
都
の
去
来
陀
念

昔
ふ
ひ
や
Z

と
ち
う

柳
川
腕
で
針
ら
し
た

。
と
と
ろ
が
、

と
の
ん
必
飛
脚
が
注
中
で
い
ろ
い
ろ
の

い
併
附
に
か
っ
た
か
め
に
、

p
m
L』
附
燃
の
向
日
い
た
苧
一
慌
が
都
府
と

d
m俄

τ

創
刊
を
つ
・

の
手
に
退く
若
い
た
。

Z

也E
，

P

主
し
慌

う
い
へ
内

や

尚Nいく
る

十
月
五
日
、
世
燕
の泊
っ
て
ゐ
た
芝
過
の
家
の
部
屋
が
独
世
間
し
か
っ

た
の
で、
税
制
鵬
守
の
県
館
で
あ
る

税
仲銭
の
献
の

.

磁
山r
p
r伽附
ゅ
の

'
b
f

し
骨
哩
幽

E
'

う
つ

謀
座
敷
に
芭
燕
を
移
し
た
。

う
っ

か
ぜ

e
av
e

ぷ
ゐ

'

静
か
な
座
敷
に
移
っ
た
せ
ゐ
か、
六
日
は
芭
燕
の
気
分
が
よ
か
っ
たe

h

b
s

d‘
ぜ
宜

g
h
vマ

ワ

?
と
狗
，
、

g
B
3
t
a

ヨエ
ら
h

七
即
の
粉
、
路
所
の
主
秀
が
若
い
た
。
少
し
後
れ
て
、
京
都
の
去
来
が

t
-
r

'
砂
川
ヒ
-
拘
世

2

・R
a
，、
記

官
〈
日
常
九
V
a
u
d
マ
句
雪

a
E・9

H
vb

た

甘
ん
っ
て
恥
た
。
夕
方

•• 

対
昨
の
乙
州
。
木
簡.
燕
津
の
央
背
中
、

年
間
の

が
一
郎
、
な
E
が
砕
い
た
。
伊
跡
の
料
航
は
戦
一
山
政
逝
視
湯
を

鮪
併
し
て
併

は
む
内
含
￡
ら
い
つ
会

Fe
そ
く
a
e

'
q

宰
レ
害
早

拙々
い

UA
K飲
ま
し
た
。
去
来
は
若
く
と
口T建
世
蕪
の
病
床
の
傍
に
行
っ
て

、

山
川
階
も
勝
れ
や
税
按

k
mめ
た
。
忠
坊
が
封
総
に
そ
の
織
を
附

く
と
、

E
3

e
'
e

じ

μ
へ

b
eま
を
た
れ
ル
、
む

一
ん

「
と
の
E
、
家
が
粧
の
家
に
泊っ
て
居
ら
れ
た
と
き、
説
k

は
自
分
を

燃
の
や
う
に
船
山
附
し
て
く
れ
る
が

、

炉
心
れ
は
も
う
純
を
と
っ
た
の
で

、

'

f

h

 

総
ひ
と
り
わ
干
の
や
う
に
酔
を
か
け
て
や
る
と
と
が
出
来
た
い

、
」
と
仰
つ

抑
的
は
鮫
'
k訟
は
れ
て
、

と
れ
と
い
ふ
訟
手
箆
猷

し
ゃ
っ
た
が、

ル
暑
を

ほ
ほ
念

し
も
出
来
な
か
っ
た
の
で

、

か
う
い
ふ
時
に
で
も
h
o傍
b
q
・

離
れ
?
に
、

ど
b
A
H除
う
"
も
い

L

か
卦

御
が
惜
した
い
と

思
っ
て
ゐ
ま
す、
」
と
云
っ
た
。
と
れ
に
は
支
が
J

の
や

う
な
純
絹
な
M
附
で
も
ほ
の
川
町
で
椛
を
下
げ
た

。
封
艇
は
・
m
mm叫の
村

ザ
が
〈
と
く
じ

9
h
v
a

ほ

3

い
叫

ウ

事
記
を
ど

.

ラ
ー
ひ
と

で
も
博
勝
符
貨
危
人
で
あり
、
芭
蕉
の
衣
併
を
最も
主
訟
に
つ
い
だ
入

で
あ
っ
た
の
で、
階
叫
の
織
か
ら
も
続
秘
さ
れ
た
。

ふ
う

z
e
L

晶
令
却
も
ひ
と
ほ
ぜ

9

事
事
命

中
に
は
、
鼠
凶
の
ど
と
き
師
匠
忠
ひ
の
人
が
あ
っ
て
、
芭
蕉
の
病
気

の
お
を
怖
く
と
・
川
叫
の
羽
山
引
の
猷
に
い
や
乞
山
川

り
て
・
m
m
mが俄
隙
郎
総

と

す
a
b

か
台
、
て
吾
ど
よ
会
」

W

ぼ

奮
9
L

後
の
住
居
に
す
る
た
め
に
家
共
調
度
のm
な
ま
で
し
た
。
芭
蕉
が
死ん

い
へ
い
い
へ
か
へ
か
れ

H
V邑
吾
ら
，
、

で
そ
の
家
が
袈
ら
友
く
た
り
、
そ
の
家
を
返す
と
き
・
伎
は
非
常
に
落

た
b

，
、
ヲ
，
、

臆
し
て
一
何
作
っ
た
。

明
主

内
命
み
と
修

L
h
、
れ

カ
な
く
軒
を
見
増
す
時
間
か
な

一階
岬
政
駒田
中
法

華
口
編
漣

一

一一
女
中
さ
ん
を
旨
v
h
ら
u
a可
告
書
団内
〕
ル
ー
一一

一一
中
心
とL
た
る
云
4
孤
島
会
開

J
4

一一

一
文
部
政
務
次
官
添
田

敬
一
郎
閣
下
推
薦

一

…Y
腕
鵡
、
援)
お
議
、
が
つ
一
般
繋
:
:
輔が
、

そ
れ
か
三

h
-

u
g
し
忌
占
か

‘

L

F
E
A
U

ん

か
たル
1
t
-

一
安刷
用
の
貧
弱
に
絵
暇
を
持
た
れ
な
い
職
業
紛
人
の
方
々
に
も

誠
ま
る

e

へ
き

一-

一
臓
が
だ
と
尉
ひ
ま
す
。
(

山
田
わ
か
U

一
本
容
は
崎
刊に
法
然
よ
人
様
仰
曾
に
て
お
取
次
い
たL
ま
す
。
一

一
定
慎
重
園
大
十
銭
、
普
及
版
畳
間

な
瑞斜
共
v

←
• 
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早:
春長

花:
の

民

野

正

の

停
に
山rm唱
な
く
仰
仰
し
い

Jも
の
は
町議
の砲で
ら
り
ま
AY

え
そ
の
船主
擦
に
ま
ぢ
っ
て
ひ
ら
く、
将
さ
な
磁

は
、

飢
が
もまづ
し
〈、
や
が
て
m
m
wれず
織
し
く
伶
り

ゆ
〈
も
ので
あ
りま
す
け
れ
ど
、
静
慨
に
ひ
ら
く

そ
の
栂

h
a，

，

.
ょ

び
ら
の
む
は
、
あ
く
ま
で
汲
ん
で
紛
い
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
し
て
践
に
、
日
川
蹴
貯
え
た
山
総
い
蹴
の
か
げ
に
、
訴

に
ま
ぢ
って
、
ぬき
な
紗れ
た
紗bz
m品川
出
してゐ
る
作
も

僻
…
い
ね
に
か
〈

、
将さ
な
磁
の
泌
が
』
そ
は

m
f艇な
い
邸

み
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
の
部
伊

一は
d
eの
訴
に
殴
る
却

の
ど
と
く
に
縫
い
。
似

ゅ
は
、
此
一
蹴
の
貯
え
仰
な
た
附
舗

の
な
か
に、
臨
ま
し
く
も
体
へ
て
一
容
も
し
く
は
郎
枕

を
船
てLは
じ
め
て
、
た
r
4
M
m
の

h

紛‘
，

bL
つ
け
る
と
小

は
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
世
み
酔
っ
た

似
は
た
と
へ
ば
叫
ぃ
限
度
に
総
合
必
に
ま
た

h
く
開
仙
の
部
の

や
う
に、
織
館、
献
に
滋
い
ま
で
に

、

m
wみ滋
っ
て
総
い

の
で
あ
り
ま
す
。

含

。

司、

こ
れ
ら
の
総
し
い
ほ
伊

の
鮮
烈
硲
を
川
町
る
た

び
に
、

こ
の
僻
訪
の
ぷ
に
、
い
ま
は
誠
腕
本
一
耐

え
て
作
も

h
wら
れ
ず
、
配
っ
て
ゆ
か
れ
た

、

艶
知
れ
ぬ
一
部
品

u
m
h
都
の

臓
を邸
ひ
総べ
る
の
で
あり
ま
す
。

こ
の
間同部
な為
備
の
獄
に
ゆ
く
械も
、

バ
は
し
ば
/
\

そ
の
炉
耐
酬
の
磁
の
縦
し
い
飴
に
よ
っ
て

、

こ
れ
そh
u川町
し

て
し
ま
ふ
こ
と
が
鋭いの
で
あ
り
ま
す
。
バ

は
、
慨
に
、

た
ど
、

制
服
な
錦
織
や
僻
跳
の
野
川
に
よ

っ
て
の
み
、
そ

の
必
の
俄
叩
停
を
お
し
は
か
る
。

し
か
し
な
が
ら

、

必
のT
♂
ど
の
備
さ
は
、
か
‘ふ
る
み

だ
り
が
ま
し
々か
制
の
村
に
は
な
く
て
、
そ
の
般
的
く
砂

め
ら
れ
て
ゐ
る
細
川
な
る
必
ば

・ぇ
、
部
なるポ
滋
の
一
航
路
さ

"
目
。
‘

の
m
hにの
み
ら
る
の
で
す
。
し
か
も、
r
を
d
mう
す
る
心

わ
た
，、し
私
は
、

一諸
問

締
諮

怠
し
て
縁
関
を
見
る

錦
ぱ
昨
，
伶
の
縦
一
川
間
的
制
佐
川
払
川
駅
蛇
却
す

亨
ゐ'
'
h

て
ん
ぐ

n
世
た

-
F
・

の
山
林
に
は
叩
八
一
仰
が
多
〈
ゐ
て
、
他
肉
の

舗
の
炉
叫
す
る
院
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
吋

ず
な
し
て
ばを.硬
か
す
こ
と
l

時
で

あ
っ
た
・

ず
批
判
六
，
h
の
特
ぱ
城
、
学
的
投
叫

し
ゅ
，

、
ら

e
'
o
h
E，
る
み

'
b

則
し
て
ぶ
に
は
俣
・u
一
人
が
m
hy肘
し

て
ゐ
た
が
、
邸
時
〈

r
ひ
た
齢
的
→
け
パ
ル
川

で
税
っ
て
、
鴨
ら
〈
僻
ん
で
か
、

υ

『M'
V、
制
限
のほ吋L
た
〈
は
な
い

た
A
V
L

‘
=

か
』
と
滞
ね
た
・
m
Mは

み
れ
‘

『
円
品
た
い
けμど
も

、
刷
仙ふ
苧
う
に
な
-u

ぬ
の
で
』
と
鋭
へ
る
と
、
そ
れ
な
ら
仰
向
が

み

，
‘
、

b
E
証
明

u
b

n
Aせ
て
中
ら
う
と
、
伎
を
伴
っ
て

削
て
行

Q'"主I~;' I こ 鯵K3主こ っ
火:~子LP氏 II!:; lj:~とた
Aとをら他に
2n号 う かa:îi;忽主
?求2とずし修、

皇官舎 fdJ、 ヂ
二ゐJ;~lV錦I の
\るチ川し総~'I!干Z
~ U;J宜 bげて [)ð !li~ 

?::"'1ににかにtIl!., ~良中交t ら燦!Iこ
をの得よ級事然芝み
』♂機寄っ併雪とす，
泡ñ f'符'てとし
す を _1:1'.'・ Jltて会F
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( .'6 ) の

の
が
ひU
は
、
を
の
舵
限
な
み
伽
舵
の
ゆ
・
え
に
、
.
九
の
時

'
e
e

'

b
m句

"
y
a
Fa
・
‘
"
す
"
・
、
ゃ
を

に
過
ぎ
易
く
、
遣
を
お
も
ふ
山
山
市
い
心
の
澄
み
は
、
外
色
を

殺
め
て
初
め
る
日
川
村
の

m
wに
は
心
。
縦
く
か
す
か

で
あ
り
ま

す
。
ざ
れ
ば
、
織
さ
州
都
の
館
山
川
は
、
山
川
般
の

M
m献
に
、

別
部
の
附
に
、
ま
た
は
和
択
の
品
川
川
仰
の
叫
に
、

た
H込
町
釘

と
ま
ぎ
れ
仲さ
れ
て
、

M
M燃
の
駒
山
内
拙
か
ら
対
訟
に
お
川
町
れ

ず
部
制
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
す
。
そ
う
し

て
、
偵の
川
町
滋
は

み
づ
か
ら
肢をも
っ
て
、
そ
れ
ら
の
制
き
製
部
の
院
を

静

み
つ
与
も
、
こ
れ
を
知
ら
ず
に
脱
し
て
ゐ
る
の
で
す
。

き
』
と
の
mゆ
か
、
腕
ら
か
に

、
そ
の
船
叫
し
斗
対ψ・も

-
AR
a

，
‘
‘
，

av
-
-

帥u
'

っ
て
、

こ
の
快
の
よ
に
打
越て
ら
る

L
g
ま
で
、

レ
か
に

鋭
く
の
限
れ
た
る
獣
邸
付
滋
げ
か
間
に
あ
っ

て
.

級
相Hし
m
m
m

し
、

や
が
て
掠腕も
船
…
〈
m
wえ
寄
っ
て
ゆ
か
れ
た
艇

か
。

僻
貯
の
艇
が
、
M
m酔て
ら
る
h
h
v
i
ま
で
に
、
抑
仲
に
鉱
〈

a

F

!

a

 

の
撤
静
脈
場
か
、
こ
の
践
を
根
川

v、
ま
た
材
も
な
く
前
え

配
って
ゆ
か
れ
た
と
m
rふ
艇
は
、
側
般
の
艇
に
限
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、m
b滋
燃
の
帥
紙
に
い
た
る
ま
で

い
か
に
鋭
く
の
「
鱗
が
を
お
か
総

』
が
、
こ
h
の
慰
獄
、

か
し
こ
の
峨
協
に
総
で
ら
れ
た
』
」
と

か
。
そ
れ
は
、
難
か

も
挑
貯
の
獄
の
庇
の
ご

と
〈
m
mめい
て
、
し
か
も
都
か
で

あ
り
ま
す
。
M
は
脱
出
の
阪
な
今
治
札
み

る
と
更
か
っ

E
'
a

h
'

・
L
'
a

か
ら
・
‘

u

・2
・

n
u

て
の
暗
夜
を
忘
れ
る
。
崎
被
の
岱
に
、
淋LL
・
-
酔
さ
の
笑

を
蹴
m
vの
蹴に
航っ
た
邸
の齢を
部
れ
ゐ
。
し
か
し
、
刈

い
な
る
銀
は
減
し
て

一郎
に
は
膨ら
な
い
ド
。
必
ず
や
、
そ

れ
に
蹴
る
ま
で
に
郡
野
れ
ぬ
、
舵
h
yの
舵
郡
…
也
の
股
れ
た

k
<

22

W
Q準
品
トMと
助
努
とを
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
・
い
ま
は
、
名

な

h
T

怠
々
い

h
u
-
v
a
n
ん
し
ん
ら

9

も
蜘
〈、
京
れ
果
て
ら
れ
たる
mm4引
の
多
難
なり
し
号
制W

h
F
''
I

、
，
，
。
・

3し

の
鉱
A
よ
。
そ
れ
は
、
き
ょ
と

に
院
袋
の
互
の
ご
と
くに

位
ん
で
、
か
っ
、
m
r常念
い
もの
で
ら
っ
た
。
し
か
し、

そ
れ
な
く
て
保
問

、
わ
れ
ら
は
協
に、
部
い
た
る
僻
川
町
ぞ

ま
た
猷
泌
総
の
w
m対
な
る
艇
な
一
以
る

こ
と
は
町山
市
な
か
っ

た
の
で
ゅ
の
る
。

。

航
続
と
な
る
と
、
静

峨
の
諜
色
野
い
て
、
そ

の
ゆ
憾
な

る
前
をもた
げ
る
と
いふ
地
側
将
ゃ
、

桃
山
村
営
船

っ
て
、

問
対
の
や
う
に
、
ま
ぶ

し
く
蹴
く
縦
訓
鳴
子
、
峨

m
m
v
w

っ
て
、
そ
の
肌mt
T
m
w

く
鴻
世
の
料
備
な
ぞ
が
、
叩
紘
一
引
…
削
減

の
m
w訟
に
はこ
ば
れ
て
き
ま
す
。
こ
と
ふ
\
〈
川
町
伊
に

m
r

ん
で
ゐ
た
椴
で
す
。
税
同
を
併

に
し
て
、

を
の
曾
ん
だ
似

す
配
す
る
た
び、
d
Lの
酌に
は
、
い
つ
も
、
縦
し

い
か
越
の
創
刊
み
が
、

そ
の
刊
に
問
叫
ん
で
影
る
の
を

舷
・
え
る

の
で
あ
り
ま
す
。

t

'

t

E
Z
!
F
I
 

と
、
凶
れ
は
だ
川M
9
3五の
舵
般
に
山
間
っ
て

ゐ
た
。

女

の
漆
継
問

即
応
似
の
川
崎
町

h
Fの
概
叫
に
川
川
村拓
と
い

h
b
q
o
a
g
"

い
場
内

，

ふ
北
が
お
っ
た
が
、
百T
F
の
・κ
・
-
一m
w

b
c
p

bし
，
げ

M
y
a
t
ゃ
土
い

っ
た
材
か
ら
一
人
の
下
女
を
泌
ひ
人
れ
た

量
ら
な
V

M
W
9
a
v
t
v
山
市
。u
ゆ
4

こ
の
レ
品。

相
対
鋭
の
よぬ
厭
で
あ
っ
た

の
で
対
日
付
J艇
に
い
代
っ
て
ゐ
た
が

W
Vし

食
、

E
-
Z

培

τ

か
例
中
が

-
』
の
ん訴
に
予
を
つ
け
た
の
を

弓
Z

・
3
L

か
な

ρ

ふ
4
R

守
­

演
が
凶
聞
き
知
っ
て
、
・米
内
に
M
周
波
が
柏
崎
つ

E
ι
E

事
と
か

h

L

・

た
の
で
、
こ
の
必
4
&引
に
ル
し
た
@
然
し

た
舟
民
主

B
T

宇
佐
町
づ
い

州
中
は
附
吋
身
こ
の-
K
を
持
ね
て
行
っ
た
・

-
h
v

t
μ

A
V
S

司
ユ
拘
，
、

求
る
夜
、
何
時
も
よ
り
少
し
〈
川
乱
れ
て

"w
t
-
V
9

・
3
A
d

町
か
け
た
と
こ
ろ
、
内
山山
中ふ
と
以
が
付
〈

と
館
町の
仙
川
の
蛇
〈
憎
〈
梓9
m叫
が
徴
的

・

1
r
L
'

M
WへW
ん
で
が
た
の
で
、
さ
て
は
征
四
慌
の

魚
、

H
w
h
F

一E
Z
2

奴
か
と
刀
に
乎
を
か
け
て
切
り
つ
け
る

』
唾Z

'
M

bJ咽

と
、

ぬ
〈
品川
ぴ
の
い
て
切
れ
な
い@
そ
し

-
i
'

・

e
-
t
E
L
F
-
E

て
前
世
そ
ば
を
離
れ
ず
に
W
州
と
比
に

d
qみ
ま
で
川
市
て
し
ま
っ
た
・
川
町
川
刊
は

d刊
に
?
と
、

『
尉
を
伊
ち
柿
叫
び
て

、

つ
ひ
紛
れ
世
ん
で

・

-
q
J

ぎ
て

8

・
0

主
ふ
・
とK
・
士
、
犯
の
あ
た
り

で
注
-
rた
タ

3
U
.

，
b
e
るz
u

を
此
ま
し
た
f
E
・

A
は
れ
、
そ
の
深
悦
に

に
拘h
が
ろ
し
〈
な
っ
た
と
@

、
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不ふ

如:
意
と
念
悌

十
六
特
あ
ま
り
、
民的
を
伊
さ
つ
r
け
て
ゐ
る
。
こ
の

R
b
v

主

z
a
F
'

問
、
前
み
か
へ
し
て
み
る
と
・
し
み
ん
\
苦
い
、
わ
れ
な

が
ら
般
に
く
い
、
ね
い
知
も
や
り
に
ぬ
み
か

け
た
こ
と
で
あ

る
uh

z
k
--

『一小
州
内
町
。

」

こ
の
蕊
批
判
の
と
ほ
り
の

十
六
特
で
ら
る
。

主

佐p
b

隠
a，

ま
づ
好
か
っ
た
と
思
っ
て
ゐ
る
一日
さ
へ
も

、

う
ち
に
、
か
ぞ
へ
る
似
し
か
な
い
。

r
'切

符
。

完
九

ロ

い
ろ
ん
な
官
市
役
忽
ひ
必
ち
、
そ
れ
が
特
く
づ
れ
て
、

ぃ

e
E
S
L

，
、

.
ma・

っ
し
-h
r抑
え
て
、
ま
た
他
の
こ
と
そ
集
荷
し
く
も
忠
ひ
あ

ね
ん

一年
の

山

中

守を

太

良l~

「い をかが
不必十 JW~ 、しり
在日E 六れ 新宮い気を
意h 年2 てた自包負第
』 あ iまに分王・つ
ま立竺考2 がて
りてへ 、 ゐ
で i皆 、 自ヒる
あし 1部分走。
る / 行号音f そ
。 \しも れ
、よじ が

in' うあま
ざと tf た
てして胤主
きて 、れ

たゐまて
るたし

何2 ・}jlj;ま
と のひ
もこ 、

tm と 般若

"‘ 

一
つ
の
こ
と
さ
へ
、
思
ふ
や
う
に
は
で
き
て
ゐ
な

い
。

'

L

Mm

ヒ
ぷ
ん

幻
bz
泊
ふ
て
き
た
や
号
な
-
M
分
な
の
だ
・

，
ん
い
h
N

巳

S
ん

伽円
。

そ
の
以
内
は
、
お
し
つ
め
て
み
'
Q
L、

n

分
が
m
uふ
や

う
に
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

L•r M
V
 

一
港一i土

ノh、・n
U .4} 

掌L
Q) 

eじ:
;7゙ls 0 
1)" 
し
冷#

I,oJ‘ 
の "11だ儲

J安

鋭意
山・
半ぎ

の
乳': 0

ら

く
とで;
多主野
溢T
し法

王誕

O

昨

品
川
波Mの
砕
も艇
か
な
り
総

おk
øl慌
Q) 

大正
0 地、 。

き
ら
め
く
43路 f~
gひ i'1I

.~宅

!J.! 

.
m坂
平
常
岡

部
m
w膨の
そ
れ
て
M刊
さ
き
傑
鰍

t'lfé 概2 府2
鼠主 の ぷZ
の 泌3 の
街~ nω 賞、

謡音 O の O の O 
ぃ 波2 務会
そとさ
ぐなか
:p~ りな
{.fj阻絢~~嗣籾12 同
~ ;)1' ，，~ ぬの

問者三誌
郎

紫
綬

。

勝
以
緋

人

-
-
e

a
n
t
'

a

・1
t

れU
H

-
-
d

，

計
初
やW
犯
に
絡
も
市川
知
削
煽
陀

。

阿

子

• 
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h
r批
の
お
脈
恐
た
こ
の
ま
ふ
慨
に
封
げ
て

、

ま
は
り
の

も
の
そ
常
め
る
こ
と
は
、
で
き
な
い
と
臥
ふ
。
ず
ゐ
ぷ
ん

舎が
ま
h
な
山
町
出
れ
で
は
あ
る
が
、

"
・

『
お
れ
の
忽
ふ
や
う
に
な
れ
ω

』

と
は
、

手
ど
も
や
拐
に
J事
卦
へ
な
い
の
が

、

ほ
ん
た
う

e
 

の
祭
も
ち
で
あ
る
。

な
ほ
、

蹴
は
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
十
六
日
叩
あ
ま
り
を
部

じ
て
、
和一
川
町
駅
の
も
と
が
、
す
べ

て

「
慨
櫛
」
の
限
り
で

b,

,. 

あ
る
こ
と
を
、
身
に
し
み
て
気
づ
か
ず
に
ゐ
ら
れ
な
い
。

し
て
み
る
と
似
制
に
い
ふ
「
侃
邸
側
』
そ
の
も
の
が

、

つ
ま

る
と
こ
ろ
即
併
な
の
で
あ
る
。

酢
針
そ
の
Jも
の
が
、
限り
な
の
だ。

m
・

危
う
健
h
a

屯生

息
ふ
や
う
に
な
ら
な
い
の
が
、
お
然
な
の
で
あ
る
・
外

か
ら
陪
り
が
似
げ
て
く
る
の
で
は
な
く

、

-
V
M
れが
m
mから

・4
E
k

eUF
O叩

，
、
4
4，

い
つ
も
妨
げ、
将
ひ
崩
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
が
、

ほ
ん
た
う

の
誠
な
の
で
あ
る
。

隠
ヨ
-B
u
n
a
-

日
記
を
く
り
な
が
ら、
そ
の
や
号
に
思
ひ
、

る
酢
を
知
る
と
、

泌
総
品
店
の
お
取
を

、

ふ
と
、
あ

そ
こ
に
較き
つ

け
て

賞与ゐ
のる
戸& 。

いあ
ザフ 4ナ

祭Zi 
11 4 む

のか
L ・ h
ろる
iこr'lk
み l1U
な 苦r
zき
ん

あ
け
く
れ
に
か
A
る
侃
慌
の
誌
宏
、
一
明
日
艇
の
舵

J
~と
幣

ま
れ
る
肢
は
川
で
は

、

お
あ
り
に
な
ら
な
か
っ
た
か
。

蹴
紙
か
ど
や
き
た
ま
ふ
泌
総
成
必
に
さ
へ

、
こ

の
や
肌

按
の
お
純
き
が
、

お
あ
り
に
な
っ
た
の
だ
ら
う
か
。

し
か
し
、

仰
い
ひ
か
へ
し
て
み
る
と
、
ゆ
凶
引
の

阿
川似
と
し

て
れ鉱
山
かなれ
ば
こ
そ
す

L
み
ゆ
く
叩
叫
が
あ
た
へ
ら
れ

る

い
は
ゆ
る
「艇
館
山間此
」
Jh、
一
伊
雌
酔
の
村
か
ら
盛
れ

h
rばさ
れ
るω

時
川
の
やMm札
さ
そ
む
し
ろ
紛
れ
ら

の
鋭
併で
は
な

い
の
か
。

し
て
み
る
と
邸
ふ
や
う
に
な
ら
な
い
と
続
く

の
は
、
あ

ま
り
に
酔
品
川
す
ぎ
る

ω

そ
れ
ば
、
関
協
を
愈
ね
る
も
の
で

な
く
て
俄
だ
ら
う
。

・
山
山
川
の
持
一
郎

h
vpm
く
紗
伽どけ
は
、
せ
め
て
w
eり
き

"
・

り
た
い
と
思
ふ
。

こ
れ
t
L町
ち
きって
、
・
広
州
か
や
鱗
か
ず
、
そ
の
ま

h

に
野
け
とりな
が
ら
、

m
m唱
の
微
か
へ
す
L
む
。
こ
の
対

b
t
ML
ι旬

。
一

ι
t
ヒ
ん

a
b

が
、
『
侃
心
」
か
ら
生
れ
ゐ
新
進
の
カ
で
は
な
い
の
か
。

n
v
M
m
は
m
m舵で
あ
り
、
そ
の
怖
や
都
ん

で
伊
く
・
公肌

の
m
枇
附
が
、
対
俄
で
あ
る
と
蹴
ふ
。

帰
山
刊
は
鍛
に
守
れ

て
飢
り
け
り

加2 締官
艇 の
の μ、t

牛t う
り O つ
ど 主
治、 lこ
な開e
りき
山2 小 て久
の凶制保
降車 て 回

時習をざ
~ t\. 震

。

議3
め
や
十 O
方考
世ぜ
界t
の
俳号機
のき撲
名忽

哲
舟

O

治
刷
出
硝
民

以
仇
の
酌
に
伊
け
て
鰍
し

弘
法
と
蹴

O

同

終
身
-
rau
um
H減
け
り
際
的
問

の
鍬

。

セu
m
w法
糸

鈍
し
たる
mmの
腕
め
り
内
部
の
澱

法主
t~， 
iL 
す
る O
多4
日8
"1.':> 

敏正
にt.i円
減量符
仔F
る滋
A 鼠

l� 
<
年t
の

忠t o
ひ
出場
汲《

ま
ん If ' 
闘争柑
雪拘n・

V) 4長
水芸 ー

同
博
士

O

M
T野

M
M
M
仙
の
儀
ひ
そ
ピ
ろ
に

M
m出
む

O

M
 

F
w

-
Z
E
-
a
V

7
・

み
仰
の
古
き
光
や
十
夜
守
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迦
晩
羅
王
家
の

一
一
婦人
付

ま
か
阻
む

h
d陪
だ

hr

a
v
す
だ

摩
詞
滞
閤
波
提
と
耶
須
陀
羅

<

-
>

樹
脱
が
戯相
川倖智
…
町
臨
開
山
川

b
百
一
蹴
附
さ
れ
た
こ
と

は
、
恥
智
艇
の
刈
叫
にbT対の
鶴
猷bE澱
へ
ま
し
た
。

川
刊で
も
似
も
対
き
な

必
のが艇
をm
r
け
た
の
は
、

問
舵
対
政
の
和
船
伊
勝
郁
艇
と
殿
僚
の
対
や
除
慌
の

;
ぜ
い
色
。
ィ

一H，

M
U
m
w

御
昨
紗
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
ニ
対性は
共
に
印

附
此の内
秘
山
山u
mmw峨
の
山
町
で
、
ルr隣
恥r…
秘は
山
肋
伊
m
r
m
w

h
w
M
の
お
ん
日
織と
に
悦
・
り

、

船
僚
と
は
山
町一
ザ
腕、

'

r

r

・，

a
g

r
i
v
-
-
E

山

附
糾
陀
般
と
は
舵
働
側
の
wv
械
の
附
桝
で
あ
る
は
か

り
か
、
餅
俄
W
砥
佐七
h
rmに
齢、伊
h
y
M
が
か
〈
な

ら
れ
た
仰
向
は
、
勝
僚
の
が
和

和
そ
一
川
引
に
峨
や
け
て
ま

ご
こ
ろ
を
叩
敵
し
た
必

で
あ
り
ま
す
・

織
飯
対
践
を
縦
争

」
の
一
一対
惚
が
ど
ん
な
に
税
少

時
や
の除
蝋
を
餅
ち
貯
ぴ

て
ゐ
た
か
は
、

十
仰いω腕
り

• 

• 
• 

• 

'淘LI
矛I

型予

久

代

京M

却
の
総
紗
ぎ
や
い
も
銭
め
ず
に
ゐ
た
艇
で

w
m
m
m

す
る
と

を

e

と
が
出
来
ま
す
@

備
僚
の
戯
践
は
佐
納
町

W
臨
刷
機
へ
も
す
ぐ
慨
は
り

ま
し
た
が、
mん放
のω人
の
や
う
た
ω慨
をm
Iけな
が
ら

樹
僚
は
協
に
か
蛾
へ
駅
ら
う
と
は
な
さ
れ
ず
、
お
も

む
ろ
に
総
似
の
仲
縦
の
燃
す
る
の
そ
仰
っ

て
仲
られ

ま
し
た
句

知
慌
がm
m
w
を
槌
白
川
さ

れ
て
、

対
向刊を
総
燃
す
る

ゐ
寄
与

-
vR

n

ζ
a
b

、
‘.
L
nvh

a

明
の
4A〈
鰍
い
柑
舶を
知
っ
た
父
主
は
、

今
は
す
っ
か

り
あ
き
ら
め
て
、
肋VW門
跡
勝
援
す
初出
ん
だ
隣
続
の

伸
一
砂
川
川
柳
際
政
干
弘
知

和
にが
て
る
こ
と
に
縦
一
似

し

いま
税収録箆し
舵5 陀E た

2 品 。
-> t宮Z
7ょ iこ
貸さよ
公言〈
イ.\.似t之

'(! t.よ

し i炉
た 大t
. な

:J!io 位三
句~~ ~嵐〈
tc と
総麗2
1きは
;ぶ・し

に
今
ヒ

-
f
3
・
舗
に
い

m
m
k

し
い
や

山
K
M
V

"
固

で
、
内
的
時
四
内
第
一
の
お
(
叱
と
一

X
は
れ
た
苛
胞
利
態

と
m
mの
限
机
で
し
た
が
、

m
m
A
、
伊
佐
の
よ
-
L智

鰍
そm
vて
、
日
山
対
や
識
や

・砂
げ
つと
m
h
rに縦
臨
す

-
も

る
こ
と
に
な
っ
て
居
り

ま
し
た
切

鮒
僚
の
除
織
は
吋
的
民
舵

m
mの
山
山
対
恥

'
誕の三
h
rで

Z2atht

, 

し
た
。
そ
れ
が
む
ひ
が
け
な
い
利
き
な
按紋
を
Z
S

p
a
ι
Y

待
邑
陥
と
。

の
入
荷
の
聞
に
投
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
ω

ハ
-
一v

中
野
山
同
紙
即
応
の
的
対
志
向
に
舘
蛾
散
の
燃
か
し
い

酌
で
す
。
治
的
で
は
将
締
か
ら
救
械
の
鵬
舷
や
対

m
m

畢
N
o

a市
内・
3

巳
電
‘
巳
守

偽

t"

の
惣
仰
に
町
殺
さ
れ
て
ゐ
ま
し
た
。
同
叫
門

は
は
一
文

伊
に限
か
れ
、
吋
開
き

絞
め
られ
た
対跡
を
ゆ
が
の
対

的
や
蹴
附
の
め
防
た
ち
が
附

m
k
b
知
似
の
作
にWせ

h
右

翼
ゐ

て
、

ひ
っ
き
り
な
し
に
念
い
で
参
り
ぎ
ず
ω

跡
鵬
ル
附
仰
蜘
は
肢
と
し
て
の
祇
肢
し
き

っ
た
被ぴ
の

。
.
，

t

曽

k
B
a
e
M

体

R

小
に
、
式
に
列
す
る
鈍
ひ
を
と
と
の
へて
肘
ま
し

た
。
そ
の
階
J
1hKの
伊
脱
が慌
た
ピしく
苅
って
町
駅

ま
し
た
.

P
同
乞
い

a
ん

?
"
-
u
ぺ
-
a
e

匂
曹
凶町

「
お
犯
さ
ま
"
大
闘酷
で
す。
太
チ
山
械
が
蜘
出
家
な
さ

-園、

1pm れ
ι ­

?: 1._ 

そし
なま
た ひ
は ま
云い し
.,s. t.こ
の J
t; 
や
、

つ
い
か
俳ほど
訟
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ハ--一v

m
w加w
m
m
民
間
的
叫
が
ど
ん
な
に
鉛
し
く
館
れ
た
対

仰山
で
あ
っ
た
か
は

、

椴
僚
が
慰
ん
で
ね
ー
や
山
町
ぽ
に

、

織

に
m
wよろ
と
し
て、

紙
野
と
山
町
札
宮
川
雌
っ
た
こ
と
で
、

よ
太古〈
子し わ
人E 治、
山Z り
後とま
のす
耶・。

鏑v
配，11:

'゚l6 

蹴
は
ま

と

家3
し
". 

ふ
た
階
ま
で
鰍
貯

は
評
蝕
に総れ
て
脱
殺
す
る
知

飴
な
ど
部ほ，i

b
え
な
ん
だ
@
慨
一

み
岱
ひ
で

お
の
ぺ
に
な
っ
て
お
宇
の
慌を
m
m
m
織
に
お縫し

に
な
り
ま
し
た
。
総
即
問
機
は
悦

h
wを蹴
し
て
世
舵

に
就かげ
ま
し
た
が
件
以
叫
は

ど
う
し
て
も
お
m
pr

り
獄
ば
さ
れ
ま
せ

ぬ
』

「
備、慨
を
お
強
い
町
り
な
さ
れ

ぬ
と
よ

あ
ら
う
」

『
はい
、

仰
せ
の
巡
り
般
的

m
m
m
は
体
批M
Wな
さ
る
御

税
へ
な
ど
判
明
鳩
山
刊
か
ち
に
な
ら
れ

て
は
仲
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
を
併
砂
併
艇
に
以
内
に
さ

おま

建誌う
2 た
の

そ色よ
れ.>(:>
は」

ill:'! 
慌
で
ゐ
ら
・ぜ

ら
れ

れ
て
し
ま
は
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す己

「
側
、
伊
山
乳

配
ひ
に
以
内
に
さ
れ
た
と
。
一
­

に
・
・

-
v
E
a
-
-

Mm
mが
そ
の
や
う
な
カ
を
m
ゐ
る
こ
と
が

-
e
a
-
-
&

巴

b
'
n

函

山
川
家
る
のVり
や
。m
珂
一
一白
陣t
y主
の
流
れ

を
粧
台
伊
対
な
践
・
紛
の
跡
ゃ
を

M
m械
な
れ

ば
溜
偽
か
ら
鍛
ひ
山
町
し
て
礎
を
昨
っ
て
し

ま
す
。
』

「
お
お
、仰縦
」

「
射m
wほ
ど
仰
続
は
い
つ
も
の
滋
り
併
包
に
機

開
に
苅
っ
て
和
ら

れ
ま
し
た
が
、

や
が
て
紙
貯
儲

の
郡
山
恥
へ
お
貯
え
に

な
り
ま
し
た
の
で
す
。
舵
町
問

機
は議
詫
び
抑
制
ば
し
て
，
均し
く
お
銀
へ
滋

ば
し
ま
す
と
、

wm
は
ねγ
h
v
の
蹴W
の
体
制
持
を

/
 

「は
い
。

以
内
の
慌
を
お
切
り
し
た
税
は
、

伸
郵
船

a
a・

m
-司

b・
市
“
，
、

.
a，

り
に
な
る
ま
で
旅
げ
て
役
に
ぬ
ふ
の
が
、
供
訟
の

問
問で
ご
ざ
い
ま
ず
か
ら
、
紙w
m
w
は
ぬ
を
即
時
へ

て
仲
ら
れ
る
の
で
ぽ
か

m
wでな
く
、

慨
除
も
「
仰

d.: で 上‘総
でお げよ
f附 供t など
え誌ながう
のさら ぞ
篇5 れ とこ
に たうの
無。 のと供《
理・ でう滋
に 御t 械長在
州場 l必=外乙お
ほけいの受'
~ま尼R け
せず拘《 1rA

ら・ ri.ð さ
れそ陀だい
たし舗E 」
のて l誠と
で尖をま申を

ご
ざ
い
ま
す
。
」

こ
れ
を
酔
い
た
齢
鵬
砂
艇
は
磁
の
総
献
を
榔

ん
で
訟
附
え
し
て
伶
し
郎
ひ
ま
し
た

・

「
お
お、
h
H総
め
し
い
仰
縦
、
い
と
し
い
舷
山
町

、

静
一m側
な
械w
m
w
、

慌
た
ち
は
ど
う
し
た
ら

よ

い
の
で
せ
う
」

似
も
紗
艇
は
戦
に
‘
』
れ
の
み
で
織
り
ま
せ
ん

で
し
た
ω

総
貯
の
川
m
h
r
に
よ
っ
て
貯
の
W例
え
た

ゐ
&
マレ
ヨ

・ミ
ら

f
a
pu晶
目
，c
h
a
'
s
Z
L
H
A吻
a
a，
a。

や
う
な
王
-
Fは
、
官
民
に敏H
後
、

王
孫
銀
出
融
制
紘

の
制
御
の
織
を
や
け
る
に
山
叫
ん
で
・
紛
慨
砂
艇
の

輔
、.L・
・
』
品
1・

ど
ん
雌
に
沈
ん
で
し
ま
ひ
ま
し
た。
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仰
の
抑
制
な
併
協
で
し
た
。
似
し
ぼ

m
m併貯
の
綿
は
、

一
不
ぽ
賊Wの
対
献
に
税
鋭
し
て

、

そ
の
出
駒
山
間
を
鰐

し
む
と
裁
に
、
叫
に

山
口
市
山F
る
対
事
の
軌
m
mを
悦
に

"
・思
ひ
や
る
の
で
し
た
。

険
の
た
よ
り
に
対
や
が
酢
に
、
一
艇
が
昨

m
w
し
か

膨
らず
に
伊
る
と
酢
き
ま
す
と

、
恥r
Mも
一
械
の
蜘
〈

鉛
を
耕
ぞ
け
て
一
院
に
一
郎
叫
が

W
し
か
恥
り
ま
せ

ん
。

恐
・
対
や
が
蹴
m
l一
婦
は
4を
様
と
し
て
僻
て
同
町
る

と
き
け
ば
、
的
問
ら
・

6
一蹴
織
の
酷
ザ
す
て
て
猷
艇
の
般

に
恥
し、
つ
ぶ
さ
に
抗
ん
や
の
ね
白
知
山
口
ひ
と
し
い
啓
を

燃
は
っ
てルる
の
で
し
た
。

そ
れ
齢
、
問
慌
が
除
機
し
て
公
訴
に
貯
え
た
階
、

r
nは
鰍一
に
憾
の
ほ
伽
即
戦

m
b
z
h
r

げ
る
こ
と
を
溺

れ
ま
せ
ん
で
し
た
ω

そ
の
似
品
川
舵
は
.
総
〈
悦
い
て
鰍

と
の
総
ぬ
か
犠
を
怒
川
ら
れ
る
の
で
し
た
。

レ
r
合
L
W
S
S

号
、

.

れ
も

u

h
・
雪

除
。
・

z
z
s

持
品
執
が
節
減
し
て
父
主
に
見
・え
た
時、
般
は
後
昨
凸

に
仲
て
、
静
へ
て
山
川
越
へ
ょ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
・

一
民
も
部
れ
る
こ
と
の

r
h
rない
縦
し
い
川
小
川
で
は

あ
り
ま
し
た
が
怒
、
総
鱗
に
為
る
餅
苧
を
貯
伊
て

て
帥
駒
市
し
た
つ
れ
な
い
骨
殺
を
慨
む
低
減

6
総
か
っ

-
u，‘
，そ
ん

g
b

こ
令
々
争

た
の
で
あ
り
ま
せ
う
。
や
が
て
露骨
格は
般
の
後
宮
に

獄
は
れ
て
般
日
リ
に
都
泌
を
按
れ
て
城
山

mに
隊
ら
れ
ま

し
た
。

紙
b
r恥
配
鈴m
m
m
山
の
慨
で
は
、
問
的
交
際
っ
た
附
叫
が

一
一
統
加
畳

一
一
一
特
帥
殺
し
て
隊
総
に
位
み

、

訟
を
儲
め

た
仰向附
び
紋
に鰍
っ
て、mm砂
に
た
づ
さ
は
る
酎
能

が
あ
り
ま
し
た
か
ら
・
耶
術
劇

m
m僻
もm
mらく
は
、

臨
間

続
がh
v
Mや一
た
前
臨
的
配
の
も
と
に
献
っ
て
が
る
の

を
倣
じ
て
燃
は
な
か
っ
た
碗
で
あ
り
ま
ぜ
う
。

し
か
る
に
伊
続
は
溜
に
伊
御
脱
出
世

の
も
と
に
は
鰍

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
相
続

の
対怨
はM刊
さ
な
や
旅

般
の
紙
仰
を
都
か
に
昔
、

え
て
、
封μ川
町
側
以
が
や
鶴
b
E餅

併
す
るm
m伽
ぬ
な
もの
に
ま
で
惚
け
ら
れ
て
ゐ
た

の
で
あ
り
ま
し
た
。
この
術
品川の
対
一
邸
、
対
品

加
貯
が

m
m
w
例
町
山
側
に
は
ま
だ
が

M
h
f
み
を
めて
同
町
ま
せ
ん

で
し
た
"
で
す
か
ら
船
棚
阿
佐
も
日
制
に
ル
ら
ず

、
機

射
の
附
械
に
術
ひ
川
町
ま
し
て
ゐ
る
附
縦

b豆
、
俄
と
か

か
で
〈
か
だ
ひ
量
治

V
A
T
Lゐ

し
て
・
総
務
の
方
へ
引
ょ
せ
た
い
と
焦
心
し
ま
し
た
。

そ
し
て
貯
や
の
似
総
そ
も
っ
て
間
続
を
蹴
か
さ
う

-
pa司
会
己
管

6
L

哩
-
q

z
t

b

と
し
て
却
っ
て
縦
隊
総
を
も
附
家
さ
せ
る
制
瓜
に
な

り
ま
し
た
。

郡
日
出
が
腕
殺
し
て
狐
時
能
っ
た
概
の
こ
と
で

し

た
・
m
m
m
捌
仰
向
山
相
は

W
附
w
b
zつれ
て
お
仰
の
献
儲
か

ら
慨
を
踏
め
て
同
町
り
ま
し
た
が
、
拘
か
ら
一
械
に
抵

事
事
』
軒
ほ
い
，
、

L
，
A
E
b
L
n

ん
で
し
づ
し
づ
と
城
内
にX
っ
て
来
る
沙
門
の
が
を

・

哩
必
高
い
と

υ

見
る
と
、
念
に
箆
先
を
引
き
よ
せ
て
さ
さ
や
き
まし

た
。「ね

え
、

あ
そ
こ
を
'
件
獄

。

跡
的
時
の
お
城
さ
ん
に
殴

ひ
と
T
陪
・
9
暗
・

9ロ
，
、

ま
れ
て
)
際
立
浪
な
方
が
来
る
で
せ
う
。
キ
ラ
、

キ
ラ
と
椴
〈
や
う
な
桝

刈
し
い
お
鵠
の
於
。
あ
の

於
が
あ
な
た
の
ほ
ん
と
う
の
お
銭
慌
で
す
よ
乙

験
続
芯
以
m
m即悦
れ
た
ば
か
り
の
紛
附
献
は
は
や
十

霊
M
E
Z

，
!

、
情
。
刈

M
e
Z
B

念

設
は
か
れH
の
挺
し
い
晴
々
し
い
少
年
に
防
長
し
て
肘

り
ま
し
た
。

『
侭
の
お
銭
協
は
あ
の
叫
蜘
な
お
切
さ
ん
な
の
。
お

鍛
へ
作
っ
て
お
m附
し
た
い
な
あ
。
」

「
き
あ
さ
あ
、
山
村

f
倣t
vか
つ
て
司
却
炉
は
械
の

お
針
慌
で
す
』
と
刊
か
げ
て
ゐ
ら
っ
し
ゃ
い
。
そ

し
て
ね
お
泊
以
は
と
てもお
俳
た
純
い
蹄
悌
を
妙

っ
て
ゐ
ら
っ
し
ゃ
る
縛
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
鴎

い

て
お
酌
で
な
さ
い
。
『
測
は
お
鋭
機
の
皆
献
を
紛

い

で
ぜ
貯
般
の
織
を
除
ぐ
の
で

す
』
と
略す
の
で
す

よ
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こ
れ
ι
γ砕
い
た
ぽ
阪
駅
は
対
附
磁
ん

で
一
総
に
沼
的
だ・
m
mはこ
の
一
が
に
村
M
Mに艶
ら
ぬ
僻
併
の
あ
る

を
鋭
り
山
川
て
、
情
幻
す
る
鰍
似
の
俄
ぞ
か
ひ
ま
し
た

・

制
い
世
泌
を
、
何
こ
そ
賊

へ
て
や
ら
う
と
邸
ふ
。

m
w御貯
臨
酬
が
妙
鵬
妙
に

h
w慨
を
か
けて除
へ
とL
d

M
か
皆
川
へ
て
こ
の
干
の
践
を

W
っ
て
や
っ
て
仲

野
し
た
低
減
は
、
鰍
蹴
阿
世
郎
、
腕
、
践
の
船
鰍
料
れ

ω

引
役は
お
ん
併
に
似
せ
る
か
ら
よ
く
制
開
閉
し

た
ら
し
め
よ
う
と
し
た
が
訟
も
の
で
は
み
り

l
i
l
i
-
-
t
w必
長

一一~jE
e
J
i
.

2

ヒ

a
v
T
僧
ら
し

k
r

'
i

E
同
1
同
訓

判
岡
田
園

ま
せ
ん
で
し
た
。
常時
耶
劉
陀
鋭
の
心
境
は
そ

挙
向

J丘
一
戸

こ
ま
で
限
け
て
は
伊
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
裂
け

M
l

E

-
b

給
b
ζ

・
の

ふ
砂

を
私
の
も
の
に
忽
ふ
心が
ま
だ
深
か
っ
た
の
で

あ
り
ま
し
た
。

砂
駅
般
は
糾
慌
の
倣
に
伊
き
ま
す
と
、

m
m・
併

の
側窓b九
州ωに
即
恥じて

L
-司
地W
宅
a

'
s
u

E

‘
た
リ
ル

μ

「
・
お
附
家
椋のお
好
守
見
て
訟
は
祭
し
い
。
品
以

a

0
・n
h

&
偽
一、
主

方
は
私
の
お
父
醐
酬
で
す
。
ど
う

ぞ
れ
仇
に
か
訟
を
ね
さ
い

J

と
殿
俄
の
婚
に
ま
つ
は
り
つ
い
て
離
れ
ず

、
と

う
と
う
減
刑
の
貯

W
附
川
町
榔

一蹴
ま
で
継
っ
て
伊

由
て
、

一
「
釘
鮮
は
械
般

の
批
判
椴
の
な

い
狩
教
の
山
間
中
貯
を

~
紙
獄
に
お
税
し
に
な
り
ま
せ
ん
や
う
に
」

一
と
略
し
た
の
は
慌
に
こ
の
鵬
で
あ
り
ま
し
た
・

一

駅
前
が
紙
貯
と
紗
即
応
を
附
和
さ
せ
た
の

一一
は
、
総
い
泌
い
だ
叡
に
お
レ
て
ゐ
る
の
で
す

-

ひ
h
-

e
A
V
"

一

'
が、
人
身
は
祭
千
き
ま
せ
ん
で
し
た
ω

恐
ら
く

-
b
t
e
b

e
U
9
h

a

&

柄
、
。

，

一陣
念
は
そ
の
三
世
を
対
〈
叡
知u
b
z以
て
、
や
が

ιて
郎
防
伊
一
階
燃
が
般
観
な
附
び
を
た
ど
る
恕
館

Zを
、
こ

の
織
す
で
に
側
線
し
て
仲

ら
れ
た
に
術

.
訟
あ
り
ま
せ
ん
。
紘
し
い
械
を
蹴
制
服
総
の
桜

)-
R

一に
川
町
く
に
磁
び
ず
、
斡m
m
m
艇
の
仰
択
に
州
、
さ

h
wれ
ら
れ
た
も
の
と
税

へ
ら
れ
ま
す
。
(
つ
づ
く〉

da--ea--.. 
,,e,RY
,‘
n
qf 

て
ぞ
っ
て
く
れ
@
械
な
い
税
協
臨
針
い
た
は
る
や

知\. tll庇
ら配n う
せにに
はつよ
韮哲い
a・2 で
~ぬ!の
銭k 際そ

f' if" 
せ 1-1\ー
さ常'
し さ
たせ
。ら

最・2 1L 
後c た
のと
ーい
子L ふ

を
船
依
の
筋
に
税
ば
れ
た
酔
附
配
附
砂
野
拡
と

m
w
m
府
山
町

臨
仰
は
櫛
鮎
い
て
澱
の

酌
ψ
叡
り
、
山
州
蹴
は

そ
の
や
獄

a
H
uv
a
J
 

が
相
担
い
で
闘
い

rす
る
の
t
z
v
て

「
仰
似
は
m
m抑制
帆

峰三
時4回
目
，
丹
内

を
総
減
し
よ
う
と
さ
れ
る
の
か
」
と
恨
み
ま
し
た
@

h
v蹴
に
官
ざ
め
た
m
w俄対
・
却
が
仰

ω仰
を
誠
れ

円
吉
田
寅
三
郎
宣
〉

. 
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地ぢ

獄?
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主 湊

陥お

も
井

徹 る
太邦 武ぶ
iB 士し
重 一

、

'
三
、R
I

、
、

、
、

、
.
、
1
、

初
、
ふ
れ
かいふ
み

K
 

1

・
'
比一J

. 
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誇;

主与

従長

、
‘，
，

J

m匹
凶
『
慨
が

m
w問
が
ま
だ紛の
般
の按っ
て
ゐ
る
蹴
を
m
m
N
に
し
て
か
貯
搬
し

て
、
艇
を
憎
し
て
か
?

を
郷
ん
だ
。

『坑
内
需
ッ
、
も
う
一
昨、時
し
て
貯
よ
ツ
。

そ
の
併
に
はwh
m
r
ぬ
ぞ
l
』

術
鰍
の
奈
川
は
鍛
え
て
恥
の
時
前
の
や
う
に
燃
え
な
が
ら
も
、
加
巡
る
時
を
訪

日
川
に
即
け
て
、

必
m
rの
際
協
を
い
ιめ
な
か
っ
た
。

『
い
へ
と
慨
誹
れ
ば
、
般
貯
で
も
叫
し
ま
す
。
い
か
に
体
対
日

川
と
は
い
へ
、

ν

2
2

・

Z
e
n
-
E

ん
‘
・

r

、

ね
ん
た

ん
ま
り
で
ご
ざ
い
ま
す。
中
挙
に
こ
爾
の
給
金
を
、
足
かけ
一
一
一
年
淵
め
て
泣
い

五百

て
l
i
t.
』

『え
A
ツ
、
五
月
…
昨
い
ツ
。
和
る
ぞ
y
t
』

制
ル
山
附
加
桃
山
配
僻
附

叫
が
榔
ん
だ
が
汐の
郎
瓜
を
プ
ヲ
リ
m
wって
、
間
そ
一
蹴
や
か
し

て
府
献す
る
と
・
誌
が
怒
め
た
織
を

が
ど
綿
附
し
て
、
泌
総
に
?
な

ザ
ワ
"
a
ヲ

が
ら
総
叫
し
た
。

『
和
れ
み
も
の
な
ら
、
お
和
り
な
さ
れ
ま
せ
℃
ぷ
刊
は
が

md
ru制
れ
て
出
町

ψ

ヲ
々

、
、

‘v
a
vロ
必

喰
む
ほ
ど
、
小
"
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
ぞ
Y

4

『
な・
な
に
、
w
r似
の
鉱
山
明
、
、
川
出
川
中

誠一
川へ
縦
一
Wく
か
γ
。
よ
お
し
て

持
斡
え
惚
除
せ
い
1
』

蹴
が
都
内
が
附
ん

で
艇
と
撚
仲
ち
に
く
る
と
、
卸
猷
の
は
仰
の
あ

九
刈
怖
が

ヒ
ラ
リ
獄
し
て

、

般
日
広
僻
附
山
の
い

dJA
W仰
を
舵
ん
だ
。

『
酷
似
に
b
f
b
正
山m
m制し
て
、
働
裂
を
採
っ
て
ゐ
る

山
内
に
、
持
斡
和
ら
れ
は
い
た し

ま
せ
ぬ
ぞ
ツ
・
特
別

叩
に一歳
の
制
料
館
b
z、
M
い
伊
川
一
一
一
械
も
慨
は
な
い
ぷ
に
、

議
ヂ
ド
ドの
緩
み
い
だ
れ
時
み
ま
で
、
総
っ
て
昨

E
t

-
-

』

『
捻
斡y、
仲
除
、
そ
、
そ
れ
を
、

脚
刷
新
が
搬
は
ぬ
と
い
っ
た
か
ツ
げ
』

概
r
m
r
慨
が
舵
ま
れ
た
艇
を
、
樹
鱗
か
う
と
附

WL
U、
醗
く部
ん
だ
蹴
の
脚

を
、

察
に
溜
ら
し
て
き
う
い
ふ
と
、
明
後
が
，

F
、
く
い
っ
た
。

『
獄
中
と
い
ふ
は
瓜
銭

的
叫
が
ザ
、・
締
鮮
の
僚
へ
伽
絞
り
に

、

三
似の
峨
の
総
低

か
ら
、
主
総
だ
け
秒

倍
して
刊
さ
り
ま
せ
と
お
隣
ひ
し
て
か
ら
、
一
昨
齢
、
館
前

、
‘
聖

ヒ
也
君
、
，
.
。

‘

.
a

に
な
る
の
で
ご
ざ
り
ま
す
げ
そ
れ
も
、
絵
備
な
い
事
情
か
ら
、
視
時
待
て
と

と
‘
‘
向
いmS

こ
向
島
v

・
‘

.. L
た

い
は
れ
る
の
な
れ
ば、
お
加市議
め
も
い
た
し
ま
す
が
、

今
夜
ま
で
待
て
、
明
日

は
や
る
と
瓜
か
ら
山

w
f
u
m
f

に
い

っ
て
酌
い
て
、
館
前
、

r
wび
m
Hい'
山
り
て
ゐ

る
必
を
、
仲
昨
ま
で
枇

じ
て
ゐ
ら
れ
ま
す
か
ツI
ョ

叫
内
斡
泌
を
蜘
町
に
絞
ま

せ
て
、
郡
一
伊

し
さ
の
い
のT
P船
y
と
な
っ
て
邸はず
艇

を
磁
く卸
H
Uげ
る
と
‘
舵
B
m
v
m
叫
が
部
し
げ
に
m仰
をm
mめち

『A
'
Lむ
ッ
、
裁
斡
和
て
ツ
.
帥
別
品
引

が
聡
か
っ
た
ω

間
る
/
\
ツ
1
』

純
情
が
そ
の
wmを
か
併
と
附
い
て
山
町
を
腕
っ
た

ω

に
ぽ
い
-
a

，、
‘
&
令

ん
F
a
'

匂

官
、
ゆ
後
智
担

『H
A
O，
、
手
併
にA
W子
は
な
い
が
、
変
貌
へ
ば
一
札
闘
の
金
に
な
る
品
物
を
や
る

で
、

滅
的
、
こ
の
お
'
を
総
め
て
く

れ
l
』

問
ゅ
の
脱
仰
を
枇
舵
し
て
、
臨
砂
地
へ
銭
を波
り
た
い
併
械
の
滅
怖
が
、

m
m
m
m
v

附
の
船
を
舵
し
て
州
都
っ
て

、
職
事'h乞
貯い
た
・

h
F

，
、
保
守

E
-
s
s

‘

.

.

 
一
“

『
お
助
け
下
さ
い
を
せ
。
母
は
病
気
し
て、
描
鳴
を
刊
以
ふ
金
が
な
い
の
で
ご
ざ

り
を
す
。
一4・
戚
hにも
、
二
時
で
も
、
総
慌
で
ご
ざ
り
ま
す
。
お
附
け
引
き
り
ま
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-
Z
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3
￡

R
a
 

十
隔
で
日
へ
と
磁
〈
市
せ
。』

『で
は
、

一
却
す
、

作
っ
て
鋭
リ
ま
す
・
-

-
R
e

へ
い

Z
C
L

令
r
A
S
M

偽

'
L
h
n

ん
茸

d
m・
ん
え

a
・

純
血
暗

友
不
が
小
艇
を
M
側
め
て
北
川
き川
し
た

背
後
か
ら
、

m
+爪
仰
川
門
泌
物
を
紅

-LV

白n
t・
お
お
句
、
‘
，

.

2
齢
・

狼
の
や
、3
、

っ
、

つ
ー
と
一
途
ふ
て
抜
刀
b
E桜
町
店
っ
た
ω

そ
の
硲
舵
、

'
r
t
材
、

こ
れ
て
到も
卸
4
uり

歪

(二)

ん

せ
I

』怜
・
ぷ
献
が
仇

vm山
の仲
川町
か
ら
、mm蹴
の
施
術
げ
か、
山内
の
七
ね
の
ゆ
協
のあ
る

船船
憾
の
泌
総
を
、

制
吋
さ
う
に
山
附

ルヂに
船
げ

て
吋
弛
れ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
付
加
刈

-
町
、

の
後
だ
っ
た
ω

ユ
縫
う
ご
ざ
り
ま
す
・
伽

w般
は
郡一端
い
た
し
ま
せ
ぬ
・

び結決 『こ、 さ ま
にに友i t ' せ友t す
~! 合ゐ平立がた卒c' I 
るつ 、 出を 魂え は 』

やた卸 売~d 脈 医長
ヲ ら Jt"なを元2
汁12 、 M・か 、 へ
しち、 の つ 見み 主主君
て と 、 ~I;l た敏2 金2
< 遊宅兵崎 。 るが

i封を
釆a

る
と
獄E
ん
U 

間
恥
主
作
除
去
、uh
Z

怠

部
左
鎗
F
4
M
m
g
L
r
縦
を
提
げ

協
は
除
い
た
が
、

R
E
Y
縦
に、

一
。

' 

/ 
... 

だ

ι
、
今

、.
0
じJ
 

符
職、
泌
が
厳命
め
て
ゐ
た
@

&伊
ゆ
‘
。

あ
れ
か
ら
十
日、
宮
に
た
り
さ
う

な

一
M
m
v
仙
の
総
い
酌
の
柄
引
川
だ
っ
た
。

即
応
ゆ
航
加
ね
町
内
が
か
附
‘

wね
で
脈
々
ぬ

い
て
眠
い
附馳
の
附mb
ι
臨
んで
ゐ
た
・

・
8
晶
、‘
，
・

h
'
hmd，

〈
佐
藤
か
な
ω

清
水
か
な
。

そ
れ
と
も

和
町向
脅
かな
?
ν

械
が
船
内
が
脱
出
べ
る
の
が
附
じ
鰍

伊
保
を
駆
め
て
ゐ
る
鵬
惜
の
総
だ
っ

た
.

噌

:fl1l1' 水2 で 怪2 ハ
古島L よ ゐ し L 、
:D~ り φL、へb
，杭旬 、 か 。
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が誌記 待. I II~ 消L
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さ 、 納2
とど

立化部ペ

つ度・
てか
尚電 ら
て 、

行いそ、
っそ、
たく 、

二ご1

-~ 

で
僻
蹴
な織的
伊
ひ
が
為
れ
ば
、
附y酔

位
。
旬
、j
M

，
掌

b

L

る
の
が
仲間
然
だ
な
ぞ
と
、
上
手
く
鍬
者

に
議
紗bb
r』て
ゐ
た
が、
そ
の
郎
、

終
Hの
子
、
抑
制
が
を
判
容
さ
う
伊
川
叫

が
あ
る
で
、

腕
へ
郡
つ
て
は
、
ど
ん
な

・
室

、
、

・
p
a

旬

、

引
を
い
ひ
繍
ら
し
℃
ゐ
る
か
知
れ
た
も

、

に
笠
母
、
も
ん
じ
ら
う

の
で
な
い
。

さ
う
だ
い\
破
け
紋
次
郎

が
続
ざ
ま
に
、

鳩
山
総
滋
の
恥
へ
あ
の

ご

, 
e 

る

で
は
な
い
か
。
う
む
っ
、

さ
う
だ
ω

船
艇が
備
か
作

々
、
危
吟

ロ
を
し
て
、

そ
の
録
に
、

れ
し
￡

u
n

hR
，

剣
墳
が
呼
制
さ
れ
た
に
相

品
種
な
い
l
v

舵
郎
町
慨
が
m
w
m
山
は
ね
ア
加
はmr城
し
て、

制
約
に
悦
伊
け
ら
れ
た

。

『
山
町
献
は
時
吋
「
ず
と
も

、

鍛
え
が
あ
ら
う
。
脱
が
邸
い
お
蹴
り
ぢ
ゃ

。

w
h
J引に

武
即
日
っ
て

、

慨
併
の
ゆ
お
が
あ
る
迎

、
臨ん
で
川
町
れ
い
!
』

継
が
仰
問
、

続
は一・一ト
一で
ま
だ
就
いVだ
が
、

日
叫
に
俄
め
-Q慌
が
り
引
か
っ

さ
う
い
川v般
され
た
制
限
に
、
艇
と
櫛
・
そ
叔
白
に
し

て
都
心
の
やう

、

い

禽
争
ゐ

と
そ
入
れ
た
に
欄
濯
な
い
l

v

定
し
き

〈

ら
す

-
J明

害
・9
L
-
d
z
a

‘句
ゐ

un

-nG
MH
Z
O

，

階
数
の
時
間
い
陶bz、
ち
っ
と
凝
減
し
て
ゐ
る
m
mた
衛
門
の
院
か
、
続
出
慨
に
光

-n
pT
ゐ

っ
て
削
円
白
か
っ
た
。

?
の
の
砂
錦
、

w
rm肌
を
酢
る
の
は

、

州
川
燃
で
ご
ざ

0
ま
す
l
h

-
W湿9

M
b
a
，
.
ゆ
い

Z

ょ
う
4

・
。
ら

一今
い
n
r

u
ave
-

、
へ

と
ん
官
i
浪
。
ん
だ
均

そ
の
.
出
羽

、

減
内
の
御
州
都
髭
で
、
家
老
瀬
戸
泊
中
入
の
前
で
知
友
衛
門
の
録
に

、

n
J
し
ん

今
孟
公

司
令
〉

L
ψ
九
号

制
限
心
に
訴
へ
て
ゐ
る
の
は
、

そ
の
協
ロ
紋
次
附
だ
っ
た
。

『
い
さ
さ
か
の
鵠
に
制
比
し

て
、

対
日
川
は
時
扮
ひ
斜
認
を

w
a宅
街
燃
のMU保

&
苫

N
m・
e
・，

H
"

た
‘
，

AJ
H

・
，甲
つ

の
あ
お
慮
か
ら
、
従
尾
氏
の
太
刀
を
噂
っ
て
納
付
け
ゃ
う
と
し
た
と
い
ふ
の
で

悼
み

ひ

e
t
hc
，
、

勺
弘

主
正

録
。

は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
か。

車
へ
恥つ
を
引
〈
は
漣
阪
、
その
罪
は
悦
も
震
か
る
べき

ま
ん

に
多

句
、4
W
ん

P
L
V喧
柿

も

の
、

彼
路
氏
が
我
慢
な
り
か
ね
て
一
刀
の
も
と
に、
仲
間
を
成
放
し
た
は
、

B

E

Z

 

制
官
め
ら
れ言
語
柄
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
1
a

』

巴
章
作、
‘
吻
捻
同
』

『
縦門
て
そ
の
話
は
1
1

4

h
r表
向
戸
仰がが
積回
の
胤
をかげ
た・

一

た
か
ら
、

に
ぬ・え
だ
し
た
。

け
れ
ど
概
慨
が
践
の
骨
の
や
う
に
飾
り

υ
が
っ
て
る
"の
蹴h
c
m
v

刊
が、
例滋、

総
ね
て
き
た
腕
砂
の
齢

J引
を、
一
つ
/
\
脇
山
附
し
て
、
日
間

ω
に
か
放
を
脱
じ
る

知
的
さ
弘
山
川
悦
し
で
は
ゐ
な

か
っ
た
。

傑
は
・
即
況
の
俄慨
を
、
献
が
隣
の
取
へ
い
町
れ
た
か
、

そ
ら
山
獄に
恥
つては

い
@
と
唱

ぜ
ん
ν
L
w
e
b

‘
，

a

ー

伯
i

り
に
全
身
を
赫っ
と
燃
え
立
た
し
て
ゐ
る
の
だ
っ
た。

ハh
w払だ/
\
ジ
。
総
同
紙hw鵬
に
榔
訟
な
い
。
そ
れ
と
い

ふ
の
が
、
結
黙
を

和
った
酢
に
、h
w船
、
線ひに
き
た
で
は
な
い
かJ

仰
の
燃
は
、
w
r艇の
山
山
総



( 46 ) 地一一へ u陥ちる一一 -1: Jlt 

『
鍛
か
、

防
総
し
た
税
の
純
か
。
』

『
阪で
も
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
-
mふ
し
航
料が
松山
町
時
中
山ね
て
、
W
M
m
が
ル
払

a-
-a
M
・
凶

町
お

し
フ
仇
U

h
u
v
み

の
光
訟
を
、
こ
の
問
機
で
比
た
の
で
ご
ざ
り
ま
す
。
そ
れ
で
失
摘
闘
を
も
折
ず
、

E

L

足
い
竜
王
あ

務
の
次
第
を
市
上
け
る
の
て
ご
ざ
り
ま
す
。

h

郎
燃
の
梢
艇
さ
、
阪

民
総
h
w
鵬
は
松
市
貯
即
時
r
m
w
m
叫
が
似
か
そ
ん

r戸
縦
で
蹴
ひ

総
った
靴、
プ
ラ
リ
路
ね
て
作
っ
た
の
だ
が
、
酷

い
俄
め
が鵬椛
へ
か
か
ら
ぬ

ゃ
う
、

間
較
し
たとい
が酔っ
た
の
だ
っ
た
。

そ
れ
に
鱗
時
総
安
艇
は
紡
総
に
鎚
し
い
殿

、

ど
ん
な
官
邸
が
あ
ら
う
と

も
、

被
保
は
れ
て
ゐ
る
裁
が

、

そ
の
封
必へ殴
拡す
る
こ
と
を、
磁
く郡山
む
m
m
だ
っ

た
か
ら
、

慨
が
ね
即
時
を
除
ふ

M
Uも
山助か
っ
た
の
だっ
た
。

そ
れ
か
ら
一一
一伊ば
か
り
の
俄
の
こ
と
、

跡
m瓜
総守
的
刷
が
伽
削
除
砕
般
に
ゐ

る

と
、

伽w賊
砂
防
か
ら
鴨
山
川
し
が
き
た
。

『
臨
時
、

協
か
ら
お
総
し
が
川
町
た
ぞ
。
』

知
数
納
戸
川
刊
-
だ

が
働総
を
澱
んで蹴
し
げ
に
い
っ
た
。

『
保
か
ら
川町
いた
慌
の
市
町
航
を
、
特
級
、
協

へ
古川
して
仰
い
た
船
が
、
川
例
、

航
して
や
れ
と
の
梢
鰍
い
仲
が
お
が
あ

っ
た
。
こ
の
邸
の
川
郡山
町のご
一
ピ
、

慨
が

脇
の
純
明へ
たれ
た
か
知
ら
ぬ
が
、
伸
伽ww九を
山川さ
ず
に
蜘
叫

ん
だ
は
、

mv山M島
町

い
け」U
Vり
や
。
断
獄
、
m
w勃と
な
っ
て
、

能
地
に
こ
の
同
党
腕
へ

て
や
れ
。』

『は
γ
、
税一
縫いお
議
勲
、
慨
とJ町
御
献
の
特
か
げ
ゃ
う
が
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ

l
h

縦
で
も、
山
町
併
の
か
附
叫
が
脱
ひ
ら
れ
た
こ
と
は

、

鰍
し
レν
か
だ
。ωm
m、

佐
殿
般信
仰V附
が
伊
晶
む
だ
と
い
ふ
の
で

は
な
か
っ
た
が、
問
じ
鰍
戸
川
悦
で

、

間
恥

ほ
蹴
札
γ知
併
せ
て
村
山知
〈
招
即
阿
っ

て
ゐ
る
鵬
慨
を
、

間
い
俄
め
か
ら
絞
っ
た

♂

U
の
鰍
し
さ
に
、
郡
山
山
総
軒
町
船
が
蹴
そ
蹴
ら
せ
て
、
総
桐
山
峨

m引
附
川
川
山
川
町

Wと
.
コ

，
.
，

h・
』
v
h
v
a
b
a
v
e

、

入
、
使
者
と
な
っ
て
崎刊
を
出た
@

縦
町
内
向
、

お
慨
枠
り
で
あ
っ
た
さ
う
だ
な
4

沼
南
山
町
の
際
問
叫
m
m
w
が
地
取
'
狩
刊
を
勝
っ
て
か
ら
、
m
m
M
h
，
加
や
舶
に
い
っ
・
モ

司
舘山
町市町き
め
の
T
JA
で
酢
け
ば
、

問
中
阪
の
体
が
お
が
・

ψめ
っ
た
か
も
m
w
れ
ぬ
。

脇
は
伽WM
W
附
に
舵
ら
せ
ら
れ
る
で

、

粧
が
読
成
し
た
か

、

遊
館
の
都
に
も
お
耕

し
が
な
いが
、
震
予
緩
を
、

務
、
総
く
お
断
念
ゃ
う
で
あ
っ
た

ω

鈍
い
と
こ
ろ
だ
4

結
川内総
知
町
献
は
諮
怖
と
なっ
て
、
ゃ
れ
た
れ
仇
お

b
Em
い
だ
。

哩
H，
E

内
加
。
色

白F

.
，

.
I
1

『
い
や、
田
川自
の
如
何
に
不
拘
、
邸
前が
飛
い
伶
め
そ
受
け
る
の
は
、
蜘
な
も

の
だ
。
備
が
な
し
、

叫
が
縦い1
』

三

総3

の

花Z

a
-
A
&
H
W

，
、
ら

、
、
、
、

“
、

物
料
刊に
泌
か
れ
た
ゃ
う
、
暗
〈
ひ
っ
そ
り
と
し
た
邸
だ
っ
た
。

佐
山
町
限
的
m
v
m
山
は
伊
仰
に

M
Mっ
て
附
か
と
な
っ
て
ゐ
た
が
、
肱
川

v
Uる
m
m
J
ろ

‘
唱
。
叫
ん
を

g

台
、・2

し

い
惣
念に
、

原
か
れ
た
や
う
に
立
上
っ
た
ω

・
・ι同
a
v
'
A
W

之
い

m
J

型
炉
向

、
、
、

h
m
d
v

ハA
Y夜
の
内
に
、
地
け
や
う
。
何
時
ま
で
沙
汰
.
か
化
い
と
こ
ろ
ル

-
H
凡
，Oと
、

骨久

か
ら
おへ、
い
ろ
/
\
と
抑制
ず
をmr
rに
い
ふ
艇
が
伊
て
き
て

、

脱
が
鉛
ら

ず
に
ゐ
る
の
か
も
知
れ
ね
1

U

蹴
が
都
内が臨
へ下
り
て
、
自家.

峡ぷ

し
げ

恨め

を
細雪
r 
し
た
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HT
J
が
吟 d 

__.----...-

一.
Hん
がMW
の
め
附
れ
た
ぽ
か
ら

、

総μ引
と
ゆ
っ
て
ゐ
る
似
似
の

W
受
信
批
に

-
a
b
L
，
ゐ
じ

、
、

&
W
A
t
z

‘
，
4
h
h
'
t

浴
び
て
立
っ
て
ゐ
ると
、
蹴
〈

紛
れ
た
足
も
と
の
結
之
に
、

陽
炎
が
世
っ
かと

邸
は
れ
る
際
か
さ

、

械
の
也
い
知
献
だ
っ
た

ω

あ
働
争
睡
戸
令
先
ん

*

a

b
j
H
ι
‘
.
"

、

、

、

け
れ
と
明
る
い
蹄
ざ
し
の
恐
み
そ
歩
け
る
に
は
、

m
mた
術
門
の
心
が
あ
ま
り

に
m
mく
部
ん
でゐた
。

鉱
は
向
町
山
川
崎
汽
齢
ぉ
て

、

ぷ
仇乏な
伐
を
皆
川
却
さ
う

と
は
し
な
か
っ
た。
部
んだ

附
制帽で
即
衝
を
別
部
し
て

、

h
r
M
を
舵U
Nれた
磁
そ都
眺
さう
と
す
る
の
だ
っ

た
。
だ
か
ら
、

彼
は
烈
し
い
必
の
m
A町
会
にmぬ
れ
て
、

が
般
の
邸
内
が
俳
ち
酌

に

み
e
h、
る

〈
生

宅

e

傷
、
ァ
曹

3

9
・s

，
、
ら

-
m
d
u

持円
岡部
い
陵
が出
朱
て
、

京
い
病
付
棋
の
人
の
や
う
な
、

暗
い
拶
を
釣
ふ
て
ゐ
た。

ハ
よし
ッ
、

倍
加
町
、

こ
の
が
ゆ
を
時
前
て

k
苛
げ
悼
の
に
は
、

m
m同蹴
弁
献
そ
を

、

猶
予
い

E
U
V
R

信
払
為
ぴ
包

n符

の
ま
L

に
は
置
か
ぬ
ぞ。
訪
ね
て
行
っ
て
、

何
時ω
し

て
、

一太
刀
併
せ
て
世士

憾
に
し
て
や
る
の
だ
1
)

5

え
紅
=
同
喰
:

、

，
、
包

E
E

勾

聞配
を
沙
い
て
ゐ
た
開
先
鈴
F
治
ノ
サ

ア
と

鳴
っ
た
抗日
に
柚附w
v
と
な
っ
て
川
凡

・
"し
、
、

b
t

e
・

9
.‘

z

wゆ

M
'

る
と

、
足
も
と
に
、

血
で
祭
め
た
や
う
な
が
刊
い
怖
の
γ
か
掛
ちて
ゐ
た
。

‘
，d

い

p
t
u
a
v
n
M

勺
1
k

s

ハ
ぅ
、ι
u
y、
終
内
か
ら
、
上
京H川
ち
の
一
陣
が
抑
仰
せ
て
〈
る
や
う
な
叙
が

々
民
主
心
・
革

、

、

S
E

食
、

z
q

す
る
。
μ刊
m

ム
.
併
含
波
し
た
こ
と
の
他
に
、

-
二
年
前
は
、

必
の
事
叫
刊
に
払
犬
.
か

d電

8

・R
‘

、

、
、

町一
。

、
、

，z
a『

内
，
“

，
・
F

定
例
ル

山
市然た
と
疑
っ
て
、

な
ぶ
り
湿
し
た
こ
と
迄
か
、

品
川
役山
りげ
峠
へ
刈
っ
た
か
も
知

れ
ぬ
l

u
h
r
ち
た
似
の
般
の
敏
い
似
を、
仇
町一献
と
臨めて
炉
俄
ひ
した
限
付
山
伽
刊
が

、

む
と
な
っ
て
税
砕
め
た
織
を

かけ
九

ハあ
ヲ
、

総
だ
、
武
脱
に
臨
が
す
る
げ
》
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• 

械
がm
v
m
叫
がm
wツ
脱
いれ唱
が
に
留
ま
れ
た
待
機

、

針
批
を
取
に
し
て
館
が
っ

て
ゐ
る
と
、
供
識
の
山
市
町
仰
が
阪
?
を

m
w
け
て
き
た
@

『
一
刊
か
げ
ま
す
・
峨

m
mより
、
船
教
と
し
て
献
瓜
総
保
航
機
、
際
川
叫

m
w棋
が

お
見
え
で
ご
ざ
り
ま
す
1

』

『
な
、
な
に
、
繊
時
が
き
た
げ

』

般
刊Cぬv
m山r南
砂
め
た
鎚
が
、

総
と
総
ず
ん
で
時
か
帥
〈
対
っ
た
@

『
援
が、
お
艇
び
を
お
鮫
へ
に
裁
っ
た
、
と
邸
側

r
d械
が
科
さ
れ
て
ど
ご
ざ
り

る

ま
す
。

』
ル
ザ
税
の
隣
町
附
が
叫
山
口
川
の
慨
き
を
鋭
桜
げ
に
貯
て
、
備
し
く
術
的

rん
で
き
う
い

ふ
と
、

蹴
B
m
v
m
が
艇
溜
る
仇
吋

bz、
撚
る
や
う
に
嶋
脇
へ

伽附
け
た
。

A
.

・
毛
色

H
L

M
r垂

E
&

に
・3
h湾
、
よ
・

hが
ほ
駒
込
iN
6

E

?
の
ッ
、
此
奴
埠
か
、
納
者
札
γ・
歎
さ
う
考
へ
だ
な
。
制
口
、
械
川
が
何
で
晩
ひ

を
鍛へ
に
く
る
も
の
か
。
こ
と
に
艇
服
叫

m
m
w
は
船
山
肌
Wり
の
m
Mで
、
保
い
鵬

献
の
賊では
な
い
か
・
は
叫
秒
を
や
け

て
m
mった
ル
政
、
駒
山
減

じ
て
は
な
ら
ぬ
と

税
へ
て
、
術
品
唱
に
ゆ
航
さ
せ

ぞ
う
と
い
ふ
の
で
あ
ら
う
れ〉

般
がm
w
m
ゅの
狩
ん
だ
M叫
が、
院
加
の
箆mw
を
そ
の
V
υ勲
踏
にm
vけ
る
怖
が

な
か
っ
た
.

『際
、

断
昨
へ
箆
慨
を
綬
慨
す
る
献
に
、
か
う
科
し
て
除
け
。
廷
は
丸
町

鉱
炉
，
、

.
e
も

L
ほ
ら
‘

.
‘

，
、.z

般
を
改
め
ま
する
で
、
費
時
、
お
待
ち
Yい
き
り
ま
せ
、
と
な
。
』

崎
町
附
が
鰍
a
Vを
武
阪へ
M
M獄
すの
を
貯
蹴
って、
航
刊ι悌
内
臓
砕
の
野
山
泌
さ

で
蹴bL舵
ぼ
っ
て
、
脇
町
附
へ
部
官
ん
で
熔
枠
に
駅
っ
て
ゐ
る
蹴
へ

、

似
をm
mし

た
ω

• 

ハ
務w
z
m
m
Mでも
が
ヂ
貯
け
ば
、
貯
け
る
に
患
な
い
。
う
む
ッ

、

こ
い
ツ
H
h〉

m
r保
町
が
ぴ
た
り
保
へ
伊
を
伊
け

て
、

仰
を
船
い
て
伊
っ
て
ゐ
る
と
、
般

民
総
狩
般
の
艇
が
舵
え

て
き
た
ω

『
ハ
、
ハ
、
松
俸

が
鱗
く
で
あ
ら
う
よ
。
』

般
が
仇vm山が
鰐
駒
山
に
潜
ん
だ
鶴
の

m
w
b
E

、

脇
昨
の
刈
瓜
へ
附
け
て

、

邸
を
伊

ん
だ
。

〈F
、
?
、
続
く
い
も
が
か
ツ

J

店
前
が
滋
げ
い
て
き

て

俄
へ
僻
れ
ゐ
栂
W
Y
H
れ
の
常、慨
が
伽
町
内
の
が
酌
聞
の

械
が
紛
し
く
部
智
っ
た
。

『
叫
恥
か
ら
、
お
縦
し
の
枇
聞
が
お
が
川
町
た
で
鋭
っ
た
の
だ
、
と

m
mへ作
っ
て
さ
う

時
せ
、ムw
m脈は
そのγ
け
で
織
は
ぬ
で
、
明
〈
仰
ひ
た
い
と
な

。
』

m
mvd奈
が
さ
う
い
「
て
、

僚
へ
山
川
町
鰍
た
れ
た
階

、

『
エ
イ
ツ
日
』

m
w
M
山い
も
ゲ
減
、
紘
同
紙
山
町
献

の
際
航へ
、
仰
の
砂
川
崎
が
縦
く
勲
ん
だ
・

『
あ
ツ
日
』

山
山
弁
麟
が
叫
ん
で
、

『松
山m
m
m
h
r
m

v問
、
強烈
レた
し
た
な
れ
』

能
川
北
仰
の
宮
町か臨
いっ
ぱ
い
に
蹴
い
て
、
舵
出
喝
概
信
仰

附山
が
臨
時
か
ら

、

川
町
府
間
を
ゆ
げ

て
航
を
滋
し
た
。
ハ
強
〉

ヨ
ロ
/
\
ツ
と
附
山
吹
い
た
階
、

, 

、
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仰

相

王R子火高k

〆画、

解答
、J

中

村

勢キ

康

邪
教
淫
詞
の
涜
行

持
の
憾
みを
ふ
き
町
内さ
い
ま
せ
。
械
情

〈
昭
和
十
年
十
二
月
十
五
日
U
の
均M
m鰍
貯
の
脱
獄
に
、

刊
を
〈
さらし
c
mる
純
で
あ
り
ま
ナ
。

『締
約
訟
の
絞り
の
裂
のが
、
「:
-
P縫

t
E

幸
町
む
々
い
-
u
e
d
毛
b
e

AP
い
恥
%
語

、事
令
晶

的
な
出
血
無
乃釜
山
忽
犯
の
従
田
仲
に
逃
避
し
陶
酔
し
て
、
か

り
そ
め
の
鍛
討
を
純
め
ん
と
す
る

m
mぬで
は
な
か
ら

う
か
。
概
俄
の
附
側
榔
仰
の
似
叫
仰
は
川
町
一

r
v
vの
み
に

か
宣

7
9

か
奇
ル
事
町'い
く
う
島

い
'
a
m

阪
ら
ず
、
阪
〈
前
命
救
拘H
を
受
け
た
イ
ン
テ
リ

階
級
に

も
必
ぴ
、
阪
艇
の

M
m
m恥
終
に
ま
で
も
お
刻
さ
れ
つ

L

・
ゅ
う

E
v
'

あ
る
の
を
比
て
は
、
か
〈
も
凝
は
6
h

の
で
あ
る
|

れ
H
甲
ゐ

-
V
て
つ
く
な
‘
〈
智
@
ん
し
ぜ
ん

1

冷
般
に
し
て
透
徹
し
た
る
科
般
の
也
ん
柏
臓
が
、
内
品m

と
刈
附
の
る
ら
ゆ
る
伊
射
を
巧

ヤ
て
備
す
料
な
か

ら
ん
と
す
る
廷
に
燃
て
、
慌
に

.
p
z
w
w
の
概
時

も
ん
ぶ
し
t

t

q
u

・
4
8ん

・
事
柑
企
や

む

で
あ
る
」
と
文
部
市
引
の
公
欽
法
集
に
攻
怒
り
矢
を
向

け
、
時
行
艇
の
絡
を
も
お
び
や
か
し
て
ゐ
る
阪
に

か
ん
E
Z

か
ん
ぷ

も
考

ー

へ
ら
お
ま
す。

何
う

考
へ
た
ら
よ

〈
問
〉

い
で
せ
・
ツ

か
。
ハ
滋
賀・
藤
一
ル
伐
人』

. 

円谷
〉
・
略
的m.吋
は
犯
し
もmE
z
d内5

9・M

し
ん
お争
ゐ
ゐ
く

b
M
V，、

s
a
M
S

i
w
に
治
川
枕
し
て
耽
る
も
の
で
す
が
、
明
村
山
市
で
は
捻
或

る
携
をず
即
し
て
的
〈
併
古
川
舵
と
し
て
、

か
い
草9
S

ゐ
e
ぜ
品
。

F
A
V
A
'
"
・
金
雪

そ
れ
を
紛
制
し
た
り
分
析
し
た
り
或
は
波
線
し
た
り

紛
倍
し
た
り
し
て

w
dし
て
ザ
〈
も
の
で
す
か
ら
、
税

F
t
s
e
d

よ
葺

t
官
時
い

州
中
は
決
して
判m
m
的
な
合
州
伐
を
も
つ
も
の
で
は
あ

リ
ま
せ
ん
。
備
へ
ば
散

し
は
川町
子
総が
俄
ぜ
ら
れ
て

叩
'
h
L
Z
τ

て
い

M
e
-
-
-

ん
A
V
a
、

阪
・
寸
は
凶
兆
し
た
も
の
、
そ
れ
以
上
に
は
分
析
せ
ら

a

宅

待
C
J
J
e
ん
し

&
vd
d
守

れ
な
い
も
の
と
・
A
つ
C

M
た
の
に
、
先
頃
旬チ
明
叫
が川

て
炉て
、
一
城
の
間
的
は
慣
や
の
川
和
伏
船
山
鵬
の

M
m
M
抑
だ

と
や内ふ
こ
と
に
な
っ
て
、
ス
ツ
カp賊
品'
mが
伊
しv
r

ん
で
仰
が
ひ
ま
し
た
の
で

も
仰
抑
制
叫

q

の
併
でナ。
だ
か

ら
税
駅
も
ま
だ
ま
だ
械
郷
さ
れ
て
、
も
っ
と
も
っ
と
鉱

似
し
て
伊
〈
俄
で
す
か
ら
、
付
出
向
の
税
燃
が

ι
r
w
m

純
必
ぴ
刈
附
磁
的
の
あ
ら
ゆ
る
般
的
却
を
崎
い
て
俄

ナ
同
が
な
い
な
ん
て
?
の
は
、
川
川
り
に

も
v
b

uき
で
あ
り
ま
して
、
前
ろ
齢
制
な
お
が
で
す
・
料
品
T
F
W

縦
ふ
ふ
も
の
は7
怖
がJ
H
N，の
骨
子
川
(
し
議

て
才

〈
尋
セ
ヌ
吋

b
L
e
'内

的
に
組
な
て

た
式
の
も
の
で
、
ま

だ
主
だ
不
完
Aで
な

も
の
と
す
は
れ
て
伊
り
ま
す
・
蹴
が
.
住
民
の
脱
加
を

i
 

光
会
な
も
の
と
昨
ひ
ザ
れ
る
で
せ
う
か
が
し
沿
必

ゐ
い

と
は
な

し
て
射
る
と
云
ふ
な
ら
飛
ん
で
も
な
い
r
%
し
で
せ
う

け
ん
牢9
4
$

・
ι

研
究
の
凡
阪
地
は
な
い
こ
と
に
も
な
り
主
す。
然
し
か
・
ヲ

く
b
s
，
、
ほ
ん
の
5
ι
'

・
ろ

E
r
z
u

ゐ
b
Z

3
し
苦
う

苧
L
E

し
た
科
民
単
純
能
の
川
品
怨
が
滋
迷
の
酬
明
物
思
組
を
袋

?

っ
て
、
何
的
の
m
Mり
を
店
制
し
て
伊
ん
な
や
…
町
ま

-
Uせ

b
h
E

蜘A

か
い

て
M
mる
の
で
も
あ
り
主
ず
か

ら

、
山
市ろ
厄
介
な
と
と

で
す
。w

m町
し
の
蹴
4
w嚇
即
仰
の
制
品
川
も

一
峨
か
ら川
品れば

脱
税
制
縦
畑
町

m
V州
仰
の
殿
似
切
に
抑
制
ぎ
ま
せ
ん
・
滋
紙
の
川
崎

山
崩
一
締
約

一
併
を
峨
峨
叫
に
崎
将
ひ

、
縦
枇
材
で
山
町
一
郎

ま
で
を
も舵
悦
さ
せ
る
と
山
内
ふ
の
で
す
か
ら
成
る

し

a
a

句
い
告
ん

u
v

か
ろ
b
F
げ
A3
U

い
市
を

L
A
mに
ぷ
っ
た
も
の
で
す
。
ま
た
尚
停
役
WH
を

貯
け
た
イ
ン
テ
四
目
的
に
も
説
的
榔
仰
が
批
じ
ら
れ
て

伊
〈ζ
と
な
ど
、
宇
っ
ぽ
り
税
貯
縦
間
忠
艇
の
川
町
鮫
を

し
め

&
L

菅

示
す
も
の
で
、
ち
っ
と
も
不
思
決
で
は
あ
り
ま
せ
ん
@

料
d
z
F
お
ぶ

M山
か
ら
の
紫
色
紙
が

b

ん

止

な
に
古
島

ゐ
串

設
仰
さ
れ
て
庇
り
ま
ず
か
ら
何
か
の
機
畿
に
命
日ひま

く
h
u
e-u
p
h
A
-b
u
陪
ん
在

い
ほ
ん

Z
A
V
S

す
と
科
務
官
同
能
の
矛
般
に
部
品
ず
る
反
動
と
し
て
米
れ

、
。
p
・
、
‘
"
-
b
K
3

，
、

b
n
y
m
'
ei
p

n
-
a
・

e
'
b
h

が
袋
耐
に
凶慣減
し
て
来
る
ザ
舵
怖
がι
mい
制
山
で
す-m

φ
Xけ
a
ヨ

γ
e
u
-
a

-

e
e

人
ん
か
・

命
数
占H
を
受
け
た
と
・
4
っ
て
も

、
夫
れ
夫
れ
w
q門
の
加
市

，
、

慨
を
-
一
訟
な
リ
・

4
M刊
な
り
ゃ
っ
た
の
で
、
鳩
山

w
m
M
の
m
­

あ
A
S
h
-

号
付
a
3

a
w
一

い
吃

L
J
VF.

に
は
切
る
〈
な
っ
て
似
て
も
、
公
殺
に
到
し
て
は

A
L跡
内
・



( 5.) 信 一一仰相一一議

• 仰
山
都
さ
れ
て
附
りま
せ
ん
か
ら
、
前
嚇
抑
制
掛
川
を

r
け
た

も
の
の
以
て
が
対
側
を
山
町
一
舵
し

m
wる
と
、
仰
め
て
か
、

る
の
がJ栂
も
の
伊
滋
ひ
で
す
・

戦
成
と
か
攻
防
総
と

か
宇中
川
村
に
吟
時
な
館
時
酪
な
山
崎
が
釘

い
か
ら
、

憎
か
のW俄
で
す
、
め
ら
れ
る
と
税
制
も
蹴
山
内
も
鰍

ら
ず
に
刈
っ
て
が
制
作
品
と
と
に
も
な
り
隣
な
の
も
、
税

剛
山
の
抑
制
耐
の
制

限
が、.
t
rに披
僻
さ
れ
て
ゆ
川
る
の
で

ナ
。r

・

h
e

ぷ
つ
何'
v
'

A
Jしん
ふ

L
q
ぷ
b

伽
仰
存
知の
や
う

に
品
田
敏
は「物
心
不
こ
」を
中
品
川
以
す

ゆ
ゐ
ぶ
ヲ
ゐ4

伸
h
し
ん
辛
ゐ

-
r
t

u
ゐ
る
ん
す

る
も
の
で
、
般
物
織
も
恥
心
翁
も
品
川
の
午
前
に
沿
ぎ
な

み
を
令

K
M
M
W
ゐ
C
A
l・Eぃ
，、
わ
っ
う
内
出

い
と
え
て
肘
り
ま
す
。ω
ち
現
・
賃
金
目
前
の
上
に
於
け

る
伊
材
紙
を
が
?
の
が
例
制
で
、
似
し
て
誌
や
剣

山
仰
を
よ
ν
と
r
っ
て
伊
り
ま
せ
ん
。
供
向
仰
で
昨
ふ
「
叫

m

u
p

'
'
4
H

M
V
ζ

亨
e
e
-
-

陀
E
L
-
-
う

設
」
と
か『
均
・・と
か
に
恥
ふ
の
は
利
己
的
な
例人思
泌
を

撚
って
獄-
制
隔
な
時
的
叫
純
耐
を
な
さ
し
め
る
倣

L

荷
戸
写
会
主

で
あ
り
ま
し
て
、
文
郊
の
滋
教
な
ど
で
詑
〈
も
の
と
は

，
z
，
E
R
t

I
害
防
'
L

丸
公
然巡
っ
て
肘
り
ま
す
。
で
す
か
ら
匁
欽
を
知
ら
な
い

が
桜
w
憾
の
時
込
町
を
蹴
じ
た
と
と
る
で
、

や
ゐ
岨

乱
。
ゐ

ま
る
で
矢
を
つ
が
へ
て
併
な
い
り
を

ひ
い
て

m
mる
宇

つ
る
公
主

包

や
付
事
い
んiw
h
"

う
ふ
う

う
な
も
の
で
、
設
晶Hば
か
り
で
す
・
血
相
品
抗
措
位
制
の
流
行

も
悦
ろ
し
い
杭
で
す
が
、

MWの
が
っ
て
純
れ
る
断
材
の

税
制
械
的
川
町
船

も
が
た
部
る
〈
企
雪
山
山
川
捕
な
加
納
だ

と

'
E・忽

ひ
ま
す
・

じ

，

S
F

"
-a

自
力
と
他
力

ハ悶
〉
泌
総
い
だ
山
内
怖
い
刊
紙
十
六
時
一
町
怒
織

の

叫
に
み
繋
し
ま
す
。
諮
み
が
か
耐
の
怖

に
も
佼
慨
は
出
川
舗
で
も
す
る
榔
な
も
の
で
は
な
い
、
と

ー
っ
て
あ
り
ま
す
し
、
制
限
刷
刊
に

も
伊
川
紋
慨
を
千
蹴

破
血
弘
山
手
前
駅
町
は
げ
み
航
む
と
も

一
一
均
俄
の
川
市

も
な
い
、一
一
読み
り
た
る
配
地
の
絞
備
な
れ
ば
繁

b
'
e
A
，

ぅ
供
M
L
b
U

切
守
た
・
・
6

に
往
必

H
叫
ひ
な
し
と
あ
り
ま
す・
品市
"
し自力
他
力

n
-
hぷ
9
Z

Z

わ
か

向

の
念
品W
の
へ
だ
た
り
は
何
世
崎
に
て
別
つ
の
で
す
か
、
他

対
の
税
制
帥
M
V一
脂
肪
…
慨
を
き
ら
わ
ず
に
が
法
が
あ
る

の
に
、
が
対
で
あ
れ
ば
慨
鴻
の
減
〈
被
依
翫
一
郎

r
川
町
む

と
も
糊
な
しと
常
ひ
ま
ナ
と
、

一
舵
絞
艇
は
M
W
M
川
崎
せ

‘,.0'h' ぱ
先
激
き
か。
ハ朝
鮮
大
川
山
川
刑
制
江

A
V

〈軸
骨M

山
日
対
炉
対
の
梢
即
断
は
附
円
減
配
聞
に

『
MH叫
と

い
ふ
は
時
が

ゆ

を
勝
。
て
偽
吋
，
を
純
む
る
な
り

-
V叫
一

と
い
ふ
は
幣
描
備
の
埼
を
純
み
減

ヲ

る
な
り
」
と
円
ツ

キ
P
W似
して
あ
9
ま
ず
か
ら
、
一m
mは
唯
る
併
で
す

が
、
山
u況
の.
μ
1
1
z
m

併
す
る
哨
、
サ
テ

V
Mの
統
制
が

日
同
対
の
一

w
m
m
で
峨
へ
て
帥
刷
る
の
か
針
坊
を
鶴
み
ザ
つ

ゐ
ほ
ん
て
加

て
目
的る
の
か
、
ちょ
っ
と
斜
%
が
つ
か
な
い
こ
と
は
、

幻
滅
の
部
砥
に
対
て
献
で
も

一
昨は
鰍
献
す
る
と
と

で
、W
働
問も
V
W附
の
な
い
悦
と
的
じ
ま
す
。
と
市

A

ふ
の
は
が
滋z
v
保
安
審
し
ようと
す
る
訴

が
あ
る
俄
に
、
械
的

の
m
m獄
械
的の阿
川ω怖
が
叩
叫
が
な
い

Z

6
b

か
ん
E

t
，

0

・
，

か
ら
で
す
@
回
以
前
日
に
考
一
へ

て
見
て
「
自
力
の
宇
う
で

も
あ
り
W
対
を
鱗
ん
で
伊
る
で
つ
で
も
あ
る
」

ξ
rふ

め
が
容
な
しの
咲
で
す
・
そ
れ
は
鰐

F
J努

の
誌
が
儒
〈
か
ら
で
す
。
議
は
お

M
V
m
m
m

で
m
u…
慨
し
噂
嶋
一
は
締
役
耐
に
す
が
る
祭
出
も
耐

え

さ
あ
山門っ
ち
な
の
か
が
掛
川
以
下

が
ら
制
服
が
つ

か
な
い。
ま

た
裂
で
特
へて
み
坊
で
附
ま
な
〈
て
は
叙一
慨
も

z
e

み

u
o
'

山
叩
さ
れ
な
い
」
と
し
てH
Aれ
ば
自
カ

の
や
う
で
も
あ
り

鍛
僻む
村
山
備
の
寸
つ
寸
つ
が
「
制
撤
艇
に

W
Wし
て
伊

瓜
-
，

L

a
E
ba
u

ほ
ん

る
」
の
だ
が
ら
、
他
力
の
や
う
で
も
あ
り
、
隠
て
「
併

MH婦
、
特
川
町
地
」
な
ど
と
、
艇
が
'
な
附
川
町
崎
街
も
山
川
て
が
ま

す
が
、
必
は
ま
だ
税
約
に
が
刈
を
鵬
む
.
叫
が
仰
拡
け

W

b
u
b
a
b

L
正
a
v巴
b
w
る

'

R
h
-
e

っ
て
貯
な
い
か
ら
で
、
法
然
上人
は
決
し

て
「併
働
力

H
Z
巴

'
e
h
w
b
-

よ

A
T自
力
」
な
ど
と
、
云
つ
て
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
。
仰
せ
の

織
り
泌
燃A
M
V=誌
が炉
足
して
伊
る
か
伴
う
か

で
山
内
必
せ
ら
れ

て
伊り
ま
す
。三
川町
肢
の
鋭
艇
と
は

m
w
r
m
Z
怒
内
野
城
パ
ザ
か
ら
、
吟
が
へ
の
僧

d
，

を
時
ペ
ベ
命
的
ザ
析
が
で
袈
艇
に
府
軍

配

叫
阿慨
し
て
伊
{
悦
で
す
・
そ
の
縦
訓
恥
縦
に

w
w
w
w
v

ぷ
つ
じ

S
'h
z

油
田
す
る
こ
と
は
自
分
で
は
何
・
ヲ
に
も
しk
う
が
な
い

み
削
古
か
ら
税
制
す

;
p
p
制
鉱
山
が
な
い
ふ
税
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ナ
れ
ば
艇
は
れ
る
と
悦
じ
て
み
m
v
抗
議
の
材
吋

叫
に
す
が
っ
て
伊
〈
知
的
ハ
鰍
叫

v
を
阪
に
蛇
は
し
て

「
W
W
M
円
借
貯
僻
」
と
峨
へ
る

、

そ
れ
が
山
町
汎
の
鋭
併
な

の
で
す
。
山
u
M
九
の
時
ナ
叙
川
町
の

.
埼
で
嚇
か
る
の
で
な

〈

航
船
綴
に
す
が
る
よ
り
併
に
艇
は
れ
る
泌
が
な
い

i
z
z
e
b

.

、
陪
ぷ

9

曹
も
事

と
れ
ど
切
っ
て
「
前
川
無
阿
揃
川
町
働
」
と
、
す
が
る
紙
柑
刊
を

恥
で
お
慨
し
て
伊
〈
純

で
あ
り
ま
ナ
。
か
う
卸
ふ
と

場
は
ご
か
み
れま
せ
ん
「
す
が
る
築
さへ
あ

っ
た
ら
時
も
取
に
附
さ
な

〈
と
も
主
い
で
は
な
い
か
」

.

と
。
似
し
そ
れ
は
伊
一
郎
に

V
Uさ
ま
せ
ん。
市
川
穴
し

〈
て

・
4
a
n
3
b

も
「
ア
ハ
ρ
」
と
鼠
叫
に仰さ
な
〈
と

も
よ
い

。
惑い
の
は

鵡
で
も
同
じ
だ
か
ら
「
越
い
越
と
と
T
は
な
〈
と
も

よ
い
。
叫
し
け
れ
ば
斡
し
い
と
.
ぶ
ろ
で
成
っ
て
仰
れ
ば

止
に
、
品
定
問

主
い

の
で
M
m
も
担
保
な
ど
川
さ
な
〈
て
も

よ

い
で
は
な

凶
句
・
・
'

・

1
d

'
4

3
r
v
'
ι

い
か
と
円五
ふ
の
と
刷
じ
で
、
畑
町
府
川
は
制
団
総
で
も
川
附

時
比μ
M
T
A
d
h
F

ゅ
ん
た
ん
か

t
g

の
感
肘
刷
と
弘
ふ
も
の
はy
山γ
術
開
中
に
は
片
付
き
ま
せ

ん
。
対
越
の
俄
悠
一
時
が
「
m

m
www
M
町
一
瞬

」
と
言

，
、

ね
ば
な
ら
ぬ
や
う
に
な
っ
て
来
る
の
で
す
か
ら
ね
。

吋
の
坊
で
叫
す
と
?
の
で
な
〈
、
純
然
闘
に
ナ
が

止
雪
辛
島

理
化

h
-
a

ん
ぷ
A
J

ら
ざ
る
を
ね
な
い
気
持
で
巾
す
の
が
他
力
の
念
俄
で

あ
り
、一
一
口
川
町
民
の
叙

併
なの
で
あ
り
ま
す
。
「
州
総
艇

が
柊
を
し
て
が
し
め
る
」

と
ゴ
耐
に
味
へて
る

刈
も
あ
りfす
が
、
日
?
→
つ
の
d
w
へ
加
で
似

し
て

仰相

協
い
と
は
叫
し
ま
せ
ん
・
み
を
駅
艇
の
嶋
崎
縦

一川

と
川
品
れ
ば
さ
う
と
?
へ
ま
す
。
で
す
が
が
似
品
ま
で
ゆ
山
ひ

つ
め
な〈
と
も
「
雌
舵
慌
に
ナ
が
ら
ざ
る
を
伊
な

い
」

「
叙
備
を
峨
へ
ず
に
は
伊
れ
な

い
」
そ
μ
で
.
溺
況
なV

-
e
'

向ぷ
『
，

h
r

昔
う
下
向
お
ん
た
v
Z

匂
ゅ
う
・4

力
念
品Wで
ナ
ー
・
似
し
小
庶
民
が
直
に
抵
役
に
は
な

E

待
望
'
"
事
レ
ん
事
‘
す
て
ヲ
て
い

れ
な
い
で
ヲ
に
、
一
度
也
事
情
副
心
を
絡
し
た
ら
ほ
戸、
徹
底

し
た
川
悦
を
m
w
る
と

r
ふ
鳴
に
は
伊
き
ま
せ
ん

。
械
に

は
さ
う
す
山
崎
も
あ
る
で
せ
う
が
、
一
般
叫
に
さ
・
ヲ
は

伊
き
ま
せ
ん
か
ら
、
縦
め
は
肘
対
で
も
附
で

も
か
ま
ひ

ま
せ
ん
。
慨
ま
ず
議
し
蹴
ま
ず
脱
獄
し
て
伊
け
ば
的

v
r
m
wMH微
な
さ
る
哨
が
が
ま
す
-
m
w
縦
山
総
慨
を
檎

ね
た

り
伊
時
あ
い
た
り
子
、
昨
ん
だ
り

す
る
税も
議

で
す
が
、
そ
の
材
対
に
な
っ
て
叙
慨
を
蹄
れ
た
ら
慨
に

L

Z
a，

u
ト
いW
Z己

Z

Z
注
。
"
尤

も
な
り
ま
せ
ん
。
幻
仰
は
『
冷
暖
れ
知
」
ω

ち
n

A
M
で

配
献
す
る
杭
が
対
憾
で
す
か
ら
。

肘b
E

.

V
郡
山
匙
は
あ
る
か
リ

ハ問
v

紛
ら
の
W
T
が
川
畑
一
均
一
じ
〈
な
り
ま
し
た
料

、

そ
の
抑
制
約
が
竹
抑
併
な
り
お
る
申
配
て

A
Tら
う
と
て

‘
3
』

T
hn

い
争
ふ
れ
な

V
&

何
や
ら
一
一
一
妹
に
入
り
、
副
肌
父
と
川
じ
虜
に
て
「
わ
し
は

.
島
村
山
川
叫
に
純

一

。
て
一
部
も
僻
叫
へ
制
的
-
b
ず
磁
叙
で
た

Jま
・

4

・

'
u

a
d
a
m
d
t

A
J
μ

主

ら
ず
、
米
だ
に
迷
う
て
M
m
る
、
ぷ
か
代q
に
参
己州
・L

て
〈
れ
よ
」
と
の
艇
で
、
利
減
山
ん
が
料
っ
て
わ
び
て
が

ま
た

-一似
討
に
叫
ひ
し
に
「
?
、
そ

れ
で
わ
し
も
峨
叫
し

ご
と
伊
ひ
ま
し
た
句

島
町、ι

ふ
か
し
宣
包
け
ん

わ
か

訟
は
乙
の
氷
川
吋
息
地
晒
な
事
作
が
ω
m
-b

ぬ
た
め
に
、

帰
弘
宮
句
作
司

Z

r

、
低

p
t

串

他
の
人
に
派
ね
ま
す
と
、
色
々
の
絡
に
令
ひ
ま
し
て

L

か
ろ
う

e
-
H

い
よ
/
\
思
考
し
ね
ぬ
品
H
m
m
の
こ
と
が
ど
・
ヲ
し
で
も

似
じ
艇
〈
、
伊
ん
だ
か
舛
し
も
鰍
り
ま
せ
ぬ
・

ζ
れ
は

恒
産

6
-Z
L

同
じ
宇
う
な

ζ

と
で
す
が
、
あ
る
紛
文
を
な
し
て
ゐ

々
や
事
じ
ゃ

e

a
v，Z

奮
W

る
う
ち
に
行
者
が
突
然
「
ア
ツ
イ
/
\
」
と
叫
び
ま
し

た
、
「
あ
な
た
の
純

に
ヂ
慨
を
燃
の
脈
川
町
に
山
八
れ
た
ま

ま
例
制
m
m
崎
川
制
的
に
附
し
た

ζ
と
は
な
い
と
と
仰
は

れ
ま
し
た
。
将
m
w
M
山
厳
嚇
に
附

ね
ま
す
と
き
う
す
ふ

の
が
あ
り
ま
し
て
、
税
一
部
の
町
町
一
切
せ
る
た
め
に
か
う

Y

章

ふ
こ
と
が
あ
っ
た
と
附
き
ま
し
た
。

、
.

‘
.
‘
.

‘
.
、
.

、
.
、
.

、
.
‘
.

、
.
、
.

、.

か
う
も
現
秋
以
外
に
織
的
交
扮が
あ
る
も
の
だ
・
υ

-
Vか
と
討
を
附
い
て
域
;
し
た
。
そ
し
て
さ
・
フ

H
G

、

，
げ
、
，

p
z
'
Z

ド
ャ

、
、

、
、

三
ふ
恨
み
が
、
m
欄ー

傑
も
な
い1
泌
い
縁
者
に
漏
ひ
を
た

い
?
m
m
γ
ド
レ
も
の
で
せ
う
か
。
時
制
九
は
一
嶋
崎

一対

w
m
.
川
護
の
た
め
待
鰍
を
か
さ
せ
て
肘
っ
て
ゐ

ま
ナ
，

こ
れ
が
ど
う
先
方
に
簿
〈
も
の
で
せ
う
か
v

a
q駒
生
じ
ゃ
わ
た
し
た

4・

行
者
で
な
い
訟
に
は
わ
か
り
ま
せ
ぬ
。
乙
れ
を
正
し

ν
制
約
の
け
ム
か
ら
靴
底
を
町
内
し

、
猷
械
が
抵
の
鰐
即
を

わ
F
l
u
f

設
へ
て
下
3

い
のF
W胤
古
川
品
川

た
ζ
と

を
、

玉
石
総
)

ハ
容
は
め
大内
N
Hに
8
0
Z
す
@
〉
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法
然
上
人

大まま
へす女主
んと性t
難2 ・澱主
しゃ民と
いや申E
ヘb らし

ー

う
で
ご
ざ
い
ま
す

-
e
，
ゐ
し
ゅ
。
向
的
虐

が
、

さ
う
滞
山
に
純
減
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
“
大
ざ

っ
ぱ
に
か
け
て
佐
ま
す
る
と
、

m
m対
川
市
、

つ
ま

り
奴
や
の
加
が
必
や
よ
り
も
艇
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ

い
削
“
か
れ
h
'
L
e

‘

n
丘
陵
ん
し

4
4へ
力
企
そ
れ
の
迦
"
そ
れ
に
も
う
)
つ
叫
子
も

句
a
L
'
μ

陀
h
d
h

い
巴
写
《

\
q
m
d

女
F

も
同
じ
人
間
で
あ
る
以
上
は
凶
別
ナ

ベ
島・L

た
い
日
9

・
ゐ

-
F
μ

の
で
な
い
と
か
、
大
別
し
て
先
づ
こ
の
こ
つ
に
片

ph
>

づ
く
か
と
私
じ
ま
す
。
こ
れ
ら
は

、

み
な
そ
の
昨

附
の
融
市
開
吠
の
お
耐
そ
や
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
慨

'
a
J
-
a
b
-
A
4
a
v
ζ

ヒ

ι
"

と

肉
に
蕗
ち
つ
く
、
わ
け
で、
ま
た
恩
畑
山由
来
倒
人
の
時

の

女
性
観

佐

山
川
b
み
る
何
除
も
そ
れ
ぞ
れ
に
態
っ

て
邸
り
ま

す
。
そ
れ
純
一
-
一
つ
の
税
へ
涜
そ
れ
そ
れ
に
航
討
の

v

，
、
U
J
M
h
u
b
v

L
N
4
&

，
主

湖
畔
州
が
あ
っ
て
滋
だ日
然
に
尤
も
に
出
血
部て
ゐ
る

ひ
b
h，
、
、

h
p
a
v
e

ひ

も
の
の
ゃ
う
で
一
口
に
そ
の
削
れ
そ
必
と
も
非
と

-
h
&

お

も
山
中
し
に
く
い
わ
けAH
ひ
の
も
の
で
r
・

印
紙
、
m
m
m
m
は

m
m五
階
・
一訟
と
や
ら
、
以
府

内
包

3

・'
A
b
'

阿

2

暗

b

トχ
ゅ
の
傾
向
が
動
い
や
う
に
劃
は
れ
ま
す
。

そ
れ
で
悦
燃
は
A，M
の
民
間
船bE
8
.
へ
る
に
鉱
山
地

f
h
v
H
H

，
、

、
む
"
ミ

っ
て
、

以
の
無
品
市
で
は
力
品
川
び
さ
う
に
も
ゐ

h

ま

せ
ん
け
れ
ど
も、

削
船
〈
M
m
翻
の
民
間
阪
と
い
ふ
も

T
-駒
制

h
a司
ぜ
ん

4
F

主
・
ん

の
h
v考
ヘ
る
の
が
治
然
の
鮪
序
で
あ
ら
う
か
と
存

Z
E
-
-
u
:
:
i
 

じ
ま
す
。
・
ぞ
れ
で
男
女
ど
こ
ろ
か
ん
慨
も
庇
附
も

勾
ユ
司
車2
6
ζ
2

均
金
，
縫
い
し
ん
苦
手
い
を
ト

一
一
切
平
等
の
例
数
新
締
に
よ
り
ま
す
と

・

女
性
必

藤

春

夫

定
ん
-
b

‘d
e

b
-

ず
し
も
お
子
よ
り
劣
っ
た
や
う
に
決
め
て
し
ま
ふ

モ
A
Y，

t

ヒ
ヨ
以

d

-
ae
c

世

9
ま

h
F

泊
理
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
山
川
賞
総
務
紐
の
御
徐
州
民

n
b
a
u
w
a
'

旬
、
ゐ
手

h，
、
V
担
ぶ
今
ふ9
a

の
小
に
は
、
八
哉
の
制
女
が
印
身
成
体
そ
逃
げ
て

ヒ
宮
内
i
"
'

た
m
r
-
v
R‘。

ゐ
る
や
う
た
賀
川Vも
ご
ざ

い
ま
す
し
、
又
御
汝
知

の
泌
り
船
仰
が
体
制
憾
の
ル
ザ

併
に
は
械
に伊鉱
ず

ぷ

H
P
L剛

あ
砂
℃
そ

‘m
e

ト

Kl
八
を
お
相
手
に
お
総
合
遊
ば
さ
れ
た
の
み
か
三

行
の
炉
却
が
隙
じ
〈
蹴
術
そ
し
て

仲ら
れ
る
の
で

ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
・
ぉ
偽
留
さ
ま
の

m
に
は
た
だ

→
つ
備
似
の
作
蜘
だ
け
が
附
臨
で
そ
の
伽
仙
の
町

m
w

J
m川
川
和
と
即
日
っ
た
制
と
し
て
山
州
事
止
旬
、
泌
さ
れ
た
か

っ
た
卸
は
犯
し
て
話
し
く
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

h
e
z
z
t
-
m
p
w

ぷ
9
t
ん

つ
ま
り
今
中
上
げ
ま
し
た
一
同
で
は
傍
砂
川
が
あ
る

L
-
，
、

九
鬼
・
ん
L

と
レ
ふ
資
哨
帽
を
も
っ
た
も
の
は
管
見
子
で
あ
る
と

一~一一
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い
ふ
貯
が
刊
黙
の
か
成

L
L都
新
し
て
ゐ
ま
す
け
れ

ペ
ヲ
吟

何

%
』A
e
h

て
ん
し

ど
も

別
の
一
一
聞
で
は
女
性
と
い
ふ
も
の
は
邦
子
よ

り
も
一
阪
と
や
対
も
か
対
も
献
磁
で
鋭
っ
た
も
の

r,
RL-a 

で
φ
め
る
と
い
ふ
回m
h凡
考
ヘ
カ
も
あ
る
ゃ
う
で
ご
ざ

E
R
H

ぬ
ん
白
滝

い
ま
す
。
そ
れ
で
何
か
と
い
ふ
と
、
「
外
国
は
よ
け
店
酬

の
舵
〈、附
蹴
は
即
効
の
舵
し」と
い
ふ
や
う
な

b

t

2

1

2

 

こ
と
も
い
っ
て
、

蹄
刈
を
輯
ん
じ
て
ゐ
る
傾
向
も

艇
か
に
伊
え
て
昨
り
ま
す
。
し
か
し
お
隣
皆
さ
ま

が
m
w
M
を
鰍
ん
じ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
.
川
町
の
税

・
ロ
ま

角
川、
Lv
e

LM

へ
放
で
は
や
は
り
一
つ
の
ガ
ド
で
あ
ら
う
か
と
拡

じ
ま
9。
で
、
m
w
M
の
斡
柑
航
さ
れ
川
仰
い
一
耕
が
お

偽
世
さ
ま
の
聴
に
あ
る
か
ら
し
て
、
問
齢
、
仇

r
m
v

=
u
p
-
-

c
u
a

，
ー
事
茸
い

が
小
供
に
到
し
て
五
月
鑓
ほ
ど
い
ろ
ん
な
こ
と
を

?
っ
て
昨
か
せ
る
航
〈
的
即
叫
に
跡
的
制
に

、

と

・
岬
“
，

n
b
J凶
創
刊
も

か
く
不
利
の
立
場
に
あ
る
と
思
ふ
か
ら
し
て
、
こ

f
t
!
:

・

れ
を
献
ま
し
間
按
するた
め
の
亦他
と
して
、
丈

島
町
対
般
の
お
ば
か
ら
拡
必
は
鋭
や
よ
り
鋭
っ

た
も

で
と
と
ヒ
。
く
ろ
噌
』

の
で
あ
る
か
の
如
く
設
い
て
そ
の
自
覚
を
似
し
て

-
E
2仰い
づ

ゐ
る
も
の
で
ゐ
ら
う
と
存
じ
ま
す
。
何
れ
に
し
て

も
訟
に
向
、
対
般
即
日
の
雌
〈

W
Mを
h
Nるh
r

放
は
蹴
か
に
備
艇

の
一
殴
に
あ
る
?

ヲ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
一
郎
炉
脱
の
ゃ
う
で
あ
る
が
、
一
つ
は
何

紛
の
鰍
か
ら
、
一
つ
は
か
肱
の
飢
か
ら
、
つ
ま
旬
、

慰
問
と
し
て
と
、
政
配
の
川

h
m憎
か
ら
と
の
部
訟
で

俳
句
に
か
ゲ
溜
っ
て
貯
て
る
も
の
勺
せ
う
。

そ
れ
で
鋭
的
m
H
M
M
m
m

除
の
僻
都
取
は

、

制
即
吟
し

た
術
総
の
思
惜
の

、

二
つ
の
対
間
総
の
ど
ち
ら
が

針
〈
訟
は
れ
て
枠
内
ま
し
た
ら
う
か
。
川
内
町
哨
の
蹴

を
ル
な
い
で
、

h
r加
の
蹴
に
川
切
開
い

て
、

対
似
を

増

、
」

t
'
A

I

男
子
よ
り
も
粧
ん
ず
る
傾
向
が
あ
っ
た
の
で
は
な

レ
か
と
蹴
は
れ
ま
す
。
数
都
内
の
b
r
蹴
郡
山
明
と
も

貯
る
ぺ
き
隙
伊
や
、
総
山
山
で
は
殴
〈
対
泌
を
鍛
制
動

し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
ル
る
と
妓
刈
と
い
ふ
も
の

は
、
腕
側
一.
一
似
五
阪
の
ぽ
れ
の
あ
ろ
も
の
だ
と
い

'
r
h

竺
ん
し
"
Aマ
e
a，
号
伽

ふ
瓜
にH
品
℃
川
内
子
同
様
に
扱
っ
て
ゐ
な
か
っ
た
の

仇
刷
h
・1

同
友
=
u
a
E
a喝
約
ヒ

a，
，
、
包
Hd
n

、

は
お
域
へ
の
女
人
禁
制
の
一
事
で
も
総
資
た
と
思

は
れ
ま
す
。

そ
れ
な
ら
ば
僻
昨
の
総
何
時
吹
は
い

W仲
?
ヲ
な

に
&
ヲ
ヒ

巴

沼
・
が

も
の
で
あ
り
ま
し
た
ら
う
か
。
そ
の

放
時
の
時
代

m
ー
ー
ω
似
ゃ
、
制
山
r
、
品
川
服
、
机
仰
は
脱
却
雌
恨
の

i
i
t
'
j
a
i
-

統
幻
の
櫛
、
臨
も
一
踏
の
位
協
を
臓
は
し
た
対
駅

に
よ
っ
て
こ
れ
そ
船
ひ
ま
せ
う
。
乙
の
昨
慌
を
擬

い
た
誠
艇
で
黙
殺
嚇
務
ほ
ど
即
断
れ
た
対
燃
は
な
し

γ

の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
・l

ぬ
み
に
代
物
物
加
に
秘

句
ぷ
曾
い
て
.
，

a時

峨
品
開-
v
j附

ほ
れ
た
女
性
で
千
乎
の
前
に
し
ろ
・
仰
伽W
Mで
あ

る
と
か
、
付
郎
防
で
あ
る
と
か
、
そ
の

m
rい
や
の
叫
ん

-
H茸
M
F
t
e
む
・
に

紅
、

?
"

E
u
-
m
k
a

尼

崎
府
方の
北
の
方
法
で
も
、
沢
ぐ
は
私
共
の
碩
に
名

献
も
仰
て
恥
な
い
ほ
ど
滞
似
の
府
川
が
叫
怖
か
れ
て

b
a『
舟

崎

V
一
、

叫v・
，

同
り
ま
す
が
、
知
の
市
憎
た
人
た
ち
ば
か
り
で
す
。

蜘
昨
も
あ
り
ま
せ
ん

。
み
ん
な
務r
慨
す
る
時

ぷ
1

t

-
‘
b
v
J

か
・
冷
叩，

t

れ
を
、
武
力
の
千
闘
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
沸

き
訟
っ
さ
ゆ
る
や
う
な

、

あ
の
中
町
似
の
艇
で
す
か

句
E
p
a

ゐ
也
h

a苦

ら
、
カ
と
い
ふ
も
の
に
Z
し
い
姉
人
と
し
て
、
伶

除
刑
判
川
附
州
内

rひ
の
税
総
の
M
Wで
、
対
や
山
内
が
酔

w
w

ι瓦
伊
げてゐ
，Q
と
山
川
じ
わ
け
で
す
。
鰍
へ
て
み
れ

'
a'
h
F4
.

，
、
P
4
a
H

川
崎Am

-
-
u

ば
殺
m
mど
も
の
格
闘
し
て
ゐ
る
野M
mの
花
と
で
も

a
u
-
-
1
・
‘
ふ
と

r
N

い
ふ
べ
き
有
線
で、
ど
う
こ
ろ
ん
で
も
鱒
人
に

一
:
;
:

と
っ
て
は
ま
こ
と
に
袋
の
滋
千
却
な
仕
の
有
様
で

あ
っ
た
と
蹴
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
減

m
m除
問1
1

5
2
t
E
V
M
い
h
I
E
Y
抑
制
也
町

M
U然
上
人
の
時
代
は
宮
は
ば
削
均
品
川
合

H
の
仇
界
で
し

• 

;
j
i

l

l

‘
{
:

ー
i
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た
.

こ
の
除
問
の
W
Y、
似
の
お
附
慨
和
問
は
ど
う
で

ら
っ
た
か
・
そ
の
除
問
の
対
榔
は
ど
う
で
ら
っ
た

か
と
特
し
ま
す
る
と

、

こ
れ
は
ま
た
滅
寄
付
と

は
か
つ
て
艶
っ
て
誠
艇
一
の
仰
黙
で
し
た
@

し
ま
す
る
と
即
間
は
戦
勲
叫
抑
制

Wの
除
僚
と
で
も

時
しま
す
か
、

郎
総
た
即
日
川
が

b
r
M
N

を
h
r献
し
て

ゐ
た
だ
け
に
、
m
m
し
い
も
の
が
が
燃
に
舵
純
さ
れ

た
即
ぽ
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
昨
慌
の
対
脚
引
を

→
酢
の
ぞ
い
ても
す
ぐ
わ
か
り
ま
す。
減
件
脚
部

の
た
か
の
対
出
と
斡
駒

山肌
剛
山
の
対
猷
と
を
ご

く
対

か
勾
凶

h
-
g

p
d

ざ
っ
ぱ
に
考
へ
く
らべ
て
見
て
も
で
す
、
い
や
犯

で
も
対
の
や
う
に
殺
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
除

子
ん
っ
た
の
で
せ
う
。
加
と
い
ふ
邸
で
は
訴
は
鵡

舵
開
放
の
榔
宇
で
は
な
い
が

、
館山
貯
と
い
ふ
蹴
に
な

る
と
、
ど
う
し
て
こ
れ
は
対
と
は
鈍
く
滋
に

、

間
叫

ん
ど
いW
H川
の
税
制
の
腿
蜘
の
や
う
に
さ
へ
脱
は
れ

包

n
M

る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ω

こ
ん
な
時
代
で
す
か
ら

ゆ
必
の
倫
税
制
ゆ
仰
は

m
m
m蹴い
もので
、
き
れ

ば
こ
そ
必
繁
靭
に
も
J
3
w、
均
体
側
震
は じ

め
そ
の
伽
椴
附
の
すぐ
れ
た
ゆ
必
が
川
町
て
仰
る

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

こ
の
m
w
M
に
桃
山Wな
融
船
山
町
艇
が
ぽ
つ

/
\
蹴

鰐
し
は
じ
め
て
、

そ
の
お
に
諮
れ
た
の
は

、

一
冊

M
U城山
地
づ
く
で
や
ら
う
ぢ
ゃ
な
い
か
と
い
ふ

、
卸

創mの
線
航
即
断

r
M山
で
ゆ
め
り
ま
ず
か
ら
、
も
う
船
酔
〈
も

慨
も
な
い
。
こ
の
船
ぽ
に
な
る
と
町
眠
脱
づ
く
で

は
と
て
も
m
w
M
は
成
予
の
艇
で
な
わ
の
で、
いW
H川

の
融
制
問
ゆ
向
山
が
対
鉱
や
鰐
な
附
怖

い
に
が
ち
蹴
っ

て
h
rり
ま
す
。
き
の
ふ
の
ゆ
儲
せ
税

が
、
ハ
付
加
に

芭
縫
い
電

こ
ん
な
時
代
に
出
く
わ
し
た
の
で
す
か
ら
、
そ
の

恥
抑
制
は
寸
し
ほ
旭
を
い
わ
け
で
す
。

紙
幣
の
例
制
的

艇
が
こ
の
部
的
仰
を
蜘
…
掛
し
て

m
w
H
仰
を
叫
m
m出し
て
ゐ

る
慨
き
の
あ
っ
た
の
は
、
→
宇
都
へ
た
郊
で
も
磁

だ
恥M
U刷
出
で
仰
向
貯
り
な
く
犠
へ
ら
れ
る
の
で
あ
り

ま
す
。こ

こ
に
泌
鰍
u
M
M
九
が
伊
ら
せ
ら
れ
て
刈
附
の
鋭

部
とb
r
M
N
の
制
機
と
を
つ
く
づ
く
作
て
恥
っ
て
仰

ら
れ
た
の
に、

こ
の
は
州
問
の
馳
紛
の
ね
鵬
な
例

都

を
い
町
め
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の

W
H
Mの・
訟
判
な

M
b
m
に

お
鮮
の
つ
か
ぬ
鵠

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
・
殺
し

て
公
一

店
は
さ
す
が
に
こ
の
和
郎
を
貯
て
伊
ら
れ
た
。

貯
一

た
妙
此
は
、
ル
て
貯
ぬ
ふ
り
を
た
さ
ら
う
慨
も
な
一

ぃ
。
艇
に
此
必
が
蹴
も
附
僻
し
て
仲
ら
れ
た
、
伸
一

勝
貯
さ
ま
の
栽
腕
郡
野

一
一十
五
脈
で
は
、

対
や
も
耕
一

部
に
齢
つ
て
は
、
配
加
の
織
押
で
獄
事
、
と
な
っ
て
一

M
Uれ
限
る
こ
と
が
川
町
取
る
や
う
に
し
た
い
も
の
だ
一

と
い
ふ
顕
を
立
て
て
陪
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
を、

一

『
械
的
恥
減
慨
は
織
に
妓

M
Mに
縦し
と
ル
へ
た
り
」
一

と
体
院
制
令
畿
は
し
て
、
つ
ま

り
m
m
b
r
の
す
べ
て

一

の
叫
何
回

Vで
は
、

一
般
柿
餅
と
隣
械
に
W
M
b
z
一
概
ん
一

じ
税
制
し
て
ゐ
た
昨
慌
に

、
比
山
内
は
判
精

の
一
蹴
一

か
ら
貯
て
、
m
W
H
M

は
賊
手
間
関
で
あ
る
と
い
ふ

ば

一

か
り
か
、
践
に
一
が
す
み
篠
山

T
F
、
一

m
w
M
は
ま
こ
と
に
鮮
の
桜
だ
と
い
ふ
の
で

、
こ
の
一

知
総
は
い
昨
日
川に
機
銃
を
鍬
へ
て
税

へ
な
け
れ
ば
な
一

ら
山
と
い
ふ
こ
と
に
鈴

伊
いて
昨
ら
れ
た
の
で
あ
一

り
ま
す
。
こ
れ
が
政
必
の

m
H
Pでゆ
め
り
・
齢
紗
で
一

あ
り
ま
せ
う
。

砂
慌
を
除
、
M
M勘
を
貯
る
こ
と
の
総
さ

l
l
M
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討
に
慨する
町
四
般
の
部
艇
、
.
山川
釘に
駅
す
る
附
慨

ヒ
a，
ぃ
g

a
F
&

し
ゅ
よ

九
い
V
R

の
一

t
v-最
も
よ

く
示
す

一
つ
の
好
い
例
将
か
と

祝
じ
ま
す。時
ザ
慌
の
対
撚
に
給
し
て
ゐ
る
だ
け
に

な
ほ
さ
ら
税
総
い
、
日

m骨
収で
あ
る
と
税
へ
る
の

レ
茸
隠
ω
-

m

昆
レ
・

で
あ
り
ま
す
。
ざ

れ
ば
こ
そ

.
上
ん
の陥
依
車
砲
の

村
に
は
、

h
rもな
骨U・和
般の
ゆ
必
は
総へm
w
れ
な

い
か
ら
臓
と
し
て

、

部
即
統一
部
の
が
m
w
M
と
賦

ば
れ
る
べ
き
放で
、

崎
山
川
に
山
町
悔

し
た
いW
Mの
や

が
搬
倣
篠
に
よっ
て
求都
へ
て
世

十
併
に

似
る
限
あ
る
や
う
に
加え
て
酢
りま
す
。

そ
れ
か
ら
倖
澱
併
の
『
一
概
瞥
蹴
刃
』
を
貯
ま
す

る
と
、
『
脱
芯
践

の
併
知の
即
断
は
時
じ
う
し

て
・
ら

と
い
ふ
読
むWが
ご
ざ
い
ま
し
て
、
服
店
践
の
純
く

と
い
っ
て
、

同
却
の
併
仙
川
と

い
ふ
慌
を骨
は
ず
、

却

の
蜘…mM
と
い
ふ
こ
と
を

品目
ぼ
っ
て

、

→
宇
都へ
る
と

伊慌
を
卸
臨
ん

じ
て
ゐ
る
か
の
舵
く貯え
る
の
で
ご

ざ
い
ま
す
妙
れ
・と
も
、
た
と
ひ
掛川町な
ら
ぬ
悦
服

の
あ
る必
で
也
、

併
酬明
の
川
町
同
み
の純く
と
沼
山
地
と

炉
艇と
を
ま材と
せ
よ
と
仰
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の

で

こ
の
砂
併の
蜘…即
引
な
対
僚
は
減
し

て
僻

す
か
ら
、

部
の恥
品
蜘
を
供
ん
でをり
ま
せ
ん
・

h
v郎さ
れ
た

&Z
U
F

，、
し
a
v

u
RL
M
L

の
は
却
っ
て
勝
清
と
男
子
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん

か
。

崎
川
の
裂
を
も
っ
と
も
航

路
に縫
に
限

へ
た
『
瞥蹴対
』の
村
に、
ほ
ん
の
→が
し
た
政

友
う

，
、

容
の
一
旬
で
は
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、そ
の
一

，
、

け
ん
鰐
k
e
い

い
@

巴
&

旬
が
一
見
女
位
を
山
中し
む
が
如
く
に
し
て
、

そ
の

践
は
測
し
て
仰
に
ゐ
ら
ず
。
a内
問
は
ば
h
r臓に
よ
っ

て
日向
山仰を
勝
る
ル
浪
、

判
精
に
僻って
勝
る
h
r放

の
備
艇
の
川
町
山
山隊
か
M
WM却に
附
蹴
を
俄
ん
でゐ
る

締
り
か
、
制
掛
川
町慨脚
掛
か
ら
附
刈を
、
ま
た
そ
の

併
知
を
械
に
駅
跳
あ

る
鋭和
助
成
に
鍛
ぷJ
て
鈍
っ

て
ゐ
る
の
は
ま
こ
と
に
和
総
に
舵

ぜ
ら
れ
ま
す
。

採
に
腿
で
ご
ざ
います
け
れ
《

、
こ
れ
に

齢
っ
て
凶
芯が
そ
の
僻
の
一
蹴
に
除ける
と
問
中

に
、

そ
の
対
憎
胞
に
m
r
b
c

ま
し
で
も
、

br僚
か
ら

一
柳vw臨ん
だ
魁
が阪な
訴
妙
に
燃
て
、
隊
部

bEb

て
伊ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
だ
け
は
、一m
Mに
お
側

り
に
な
っ
て
開
け
た
か
と
祇
じ
ま
す
。
が
総
し
、

そ
れ
で
は
る
ま
の
倣
聴で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、昨

争
ξ

診も
ゐ
a
H，

E

ヒ

足
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

拙m越
な
が
ら
私自

叫れ
の，吟
を
制一か
判
山
町
ぺ

て
さ
せ
て
聡
い
て
館
総

の
て
い
さ
い
を
つ
け
ま
せ
う
。

$
6
-
u
h
n

，
.
包

S

3

‘
i
wu巴

男
の
身
び
い
き
か、
者
い
況
は
別
問
題と
し
て

続
と
っ
た
於
の
砂
部
、目
的
は
銃
一
が
の
椛
と
っ
た

、

つ
ま
り
お
紙
さ
ん
の
加
が
な
ん
と
な
く
い

W必
の
お

ヒ

レ
k
'

S
F

智
容
l
l

お
鈴
さ
んよ
h

卸
き
で
す
。
ど
こ
か
に

必
岱
を
結
〈
伽

十き
て
炉
て
、

粧
の
な
か
も
わ
か
っ

た
と
い
ふ
蹴
じ
が
あ
っ

て
、

ど
の
附総の
ど
う
い

ふ
鵬
鱗のお
山
怖
さ
ん
に
も

・
そ
れ
ん

\
総統し
、

総
訟を
脱
ず
ること
が
m
m
F
ま
す
け
れ
ど
も
l
l

お
髭限
り
が
あるか
も
飾
れ
ま
せ
ん
の
で
対
鉱
お

料
わけ
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
l
l
府
対が
続
と
コ

た
砂併
に
は
は
っ
き
り
時
し
ま
が

|
|
ゆ
め
ま
りは

っ
き
り
骨
ふ
と
な
ん
で
す
が、
お
泌
さ
ん
は
獄
や

‘，民

，
、
b

・
・3
e

b
b

-

ぷ
内d
&
官

の
方
に
較
ぺ
て
好
感
が
持
ち
に
〈
い
。

働
能
の

綜さ
ん
と
は
時
します
が
、

僻
憾
の獄8
ん
と
い

・
・

佃
K
ぽ
a
e

ふ
の
は
あ
ま
り
聞
か
な
い
。
泌
裟
と

い
ふ
の
は
よ

み
し
ます
が
、
怒
と
い
ふ
の
は
ど
う
も
3

ま
せ
ん
ね
。
部い
h
wMM混や
務い
殿
糠
放
で
も

、

-
z
a可
Mv

h
・‘

F
ゐ

や
が
て
間
遣
な
く、
今
に
お
獲
さ

ん
に
な
る
と
い
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ふ
お
税へが
畿
で
あ
り
ま
せ
・

1
殺
して
そ
の
一

体
勝
加が
お
あ
り
か
ど
う
か
・
川

m
M織
は
し
い
の一

で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
いて税
も→
つ
税へ
一

b-

鎗
a
a

t
-似
し

F
b

一

て
目
品
ま
す
る
に
、
多
く
の
男
子
は
年
を
と
っ
て
も
、
一

き
う
やW慨
に
な
ら
な
い
の
に
、
仇

WH
Mが
続
を
と
…

っ
て
和
擦
に
な
る
の
は

、

一
た
い
と
う
い
お
一

で
ご
ざ
い
ま
せ
か
。
も
し
や
低
成
勧
餅
の
総
践
が
一

定
に
と
っ
て、
お
銭
の
や
う
に
薬
て
ゐ
る
…

た
め
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
・一
舵
にm
W
H
川
が
蛾
一

手
助
肢
に
部
し

い
と
こ
ろ
を
和
慨
し
た
り
、
併
即
出

一

を
し
て
蹴
っ
てかrら
れ
た
から
、
そ
の
併
町
出
と
和

一

憾
との
な
み
な
み
た
ら
ぬ
、
鋭
小
川
叫
此
の
世
町
的

の

ふ
令
ゆ

が

・
，盆

お
か
げ
で
き
う
三
ふ
除
に
割以
ん
で鯵
ふ
の
で
あ
っ

て
、問仰
が
は
続
ぞ
と

っ
て
も
お
酔
だ
と
い
ふ
の
は
、

備 h
h
v

か
う
い
ふ
h
x放
に
よ
り
ま
し
て
、
必
ず
し
も
獄
事
一

の
容
で
な
い
か
み
れ
ま
せ
ん
。
務
誌
を一

翻
して
h
rたお
か
げ
で
、
い
い
お
総
さ
ん
ぶ
り
が
一
路
も
斜
も
叫
と
部
紙
税
併

と
は
附
きも
の

で

e
h
e
-
s
l
v

m
匂

A
h・

Lv
o
a

s

e
-

出
来
る
と
い
ふ
の
で
あ
っ
て
見
る
と
わ
れ
/
\
一
一
る
。
こ
れ
は
詑
年
に
到っ
て
坐じ
て
来
た
親
し
い

鍛
蛾
や
も
こ
の
鮫
は
対
い
に
股
俄
し
な
け
れ
ば
な

一勧
創
部
総
で
ら
る
。
そ
し
て
叫
の
懸
紙
和
仰
に
部
品

ら
ね
も
の
が
た
る
や
う
に
税

へ
ら
れ
ま
す
。
2
5

一・
ず
るm
w鰍
は
仲
昨
も
祝
日
刊
の
僻
…
能
猷
さ
に
除
け
ら

れ
る
・
酔
酷
郡
艇
の
仰
向
ん
ど
封
酔
は
戦
術
の

-
f
m

e

い
i
w

d・
-
ρa
i
MA
一，
、
“
・9

凶w
'
he
aヲ・
L
R

r
t
w

に
起
凶
し
て
お
り
、
背
年
特
打
の聡
倒
的
袋
仕
は

鞠
俳
和
肢
と
一
昨
ふ
総
対
の
鮒
附
を
視
似
し

て
伽
一
保

ふ

か
う

a
u

-

-
-
A
.

そ
し
て
こ
の
不
幸
を
招
〈
。

r←~
'

総
し
こ
の
駅
恕
T
q
館
概
叫VM
m
の
た
め
に
、
昏

ヤ
弘一
ペ

雌
そ
の
も
の
を
も
酢
慰
し

て
や
餅
ふ
や
ろ
な
一
都

警
J
一

の
僚
は
ま
た
織
り
恕
し
た
も
の
で
は
な
い

・

日
一
あ
の
税
制
撤
瓢
の
献
蹴
悦
な
待
針
に
対
釘
な
戦

4

m
w
b
z
d

へ
牒
へ
れ
ば
僻
か
し
い
獄
関
川
町
な
ス
ボ

l

ツ
と
な
り
、
ま
た
常
戦
の
み
が
な
し

m
wる
駅術
品

の
路
航
や
・も
な
し
ゅ
町
げ

m
wる
の
で
あ
る
。
慨へ

ば
、
総
訟
の
m
h対
峠m
mmwの
併
州
側
部
紙
の
慨
か

位
し

い
川
市
、
必
似
る
唆
務
、

み

れ
も
弘
常
の
み
が
刑
制
し
得
る
和
市
縦
で
あ
る
"
印

wm

と
紗
を
か
ひ
な
が
ら

、
臨ひ
な
が
ら
す
そ
こ
の

脱
出
制
な
ス
ポ
ー
ツ
は
、
問
料
の
m
m艇
を
和
知
つ

で
あ

て
が
っ
税
制
郎
副
叫
の
た
め
に
は
削
除
の
仙
批
鰍
紙

総
で
あ
ら
う
。

• 
-

• 

‘ 

~. 

hnf
 

、

• 

一一一

• 

• 

-
ー・

, 

-司

• 

寸P

, 4 

、

山
と

避
難

• 

争

た
ど
、

紙
鋭
と
制
御
の
邸
内
殿
町
川
な
蹴
犯
を

艇か

さ
ぬ
践
に
仰
い
て
の
み
。
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ミ向 ~鰯; ら野A げ減è 苧
かか の のま

つの 父る?剛φ主1・ の
奥

謝

蹄士 の山2 つ り a麗・た長 Lれ h 野

か し。 近江畿通は4 持t怠かし て 避防次{に 3び24‘2 結市 てう 本問 晶
料 /1、支〈題; をる 子
イIb~ 夜 {土紛然き〈に 先づま議 は秀i益 選の子て て nll ーし
自与 て まb tき'? < 

土 潜

| 短

歌

』ま合S 秒 さ焼 身み そ忌理装
のふいら の

と ζ ふ と のひ 雨量
と O な 儀こ 我わさ

来 五号臨1 Ilr ヘ オL へ静

み な走りモ炎f\，; る み九号須 やよな
必問のて へ ゆい~~ 警る官 し r r r 

多主祭り主 つ子 よ かな子 と に人
与と んる 御E

い と籾主 {ま 戸{まE 山士芝 方た、 さき「 ・めい主

‘ ・ 能沼さ2主 O え O の
虫てS の Fぱ〈草f 0 ご 風く2 く のし v

ピ O 杏緩いま 費静を置h きが 山 の I Lr • 法と訟の 1泌t立じ てり 大分 iこ
代主口た 口 な し てれ入h の 悲し喜

あ 数丹 治、亀〈

罷ふ にのぺか りば /)にみ

J!み こ 1) 袋自l主主五 本史 11:1> 上2 弁ゐ
のると 必~i:~今R ずま 閉ゐもま扱 ゆ

汐に子 光りま う「・ かわ 1[1 の
品 なり と 地

勾
，
晶
ふ
さ

絡
の
は
て
の
弔
問
な
び
く
初

O

山
口
あ
や
チ

し
づ
か
な
る
蹴
酌
の
お
も
が
郡
の
み

・
&
匂

い
つ
に
な
び
く
震
の
か
が
やく

O

山
口
伊
代

う
ら
(
と
議
開
の
翠
〈
た
な

び
く
鵠
に
崎
町
宮
しそ
ふ

i
i
i
j
(AV
--i
i

i

 

講
者
投
稿
募
集

。
和
紙
、
俳
句
の
外
伝
.
事
な
北
の
俗
仰
mH品
園

内
凶
又
は
岨
叩
徴
金
溢
俗
し

K
E
t
に
よ
る
訟
判
副闘

を
の
他
、
何
民
間
同
ら
ヂ
銭
激
v
h附
す
る
市
井
の

m
穏
に
つ
い
て.
見
t
hv
闘
い
北
り
さ
れ
t
E

と
和
信
ど
〈
師
向
蛾
で
続
得
で
す
か
ら

.

r
し
f
、
、

血
岬
管
制
制
下
さ
M
V.

AV
叉
H
M仰
上
司
ι
と
ド
ドq
u
v℃
.
和
解
h
，
に
な

ら
な
い
己
と
キ
.
人
知
れ
宇
設
し
ん
で
剛
山
ら
れ

る
キ
う
な
こ
と
が
事h
，
ま
し
北
ら
滋
掃
な
〈
御

籾
鍛
下
さ
い
.

高
ん
で
制
抑
制
制
緩
に

感
じ
告
す
­

a
L
.
T小
鷹
脳
同
な4
の
位
、
一
日
明
複
刷
激
し

ま
せ
血
a

。
儲
耐
切
拡
毎
月
末H
と
な
っ
て
ゐ
ま
す
.

A
V住
所
氏
名
緑
陰、

ほ
っ
を
L
q
締
役
で
お
約
金

下
さ
い・

数
が
多h
v
tめ
、
時
に
と
ん
だ
間
抽
植

を
起
す
E
A

が
事
り
ま
す
か
ら
・
:
・
.

箆
よ
申

箆
名
は
咽
問
自
由
で
守
が
・
酬
倒
授
耐
刷
に
球
必
予
本

名
を
お
得
者
下
さ
い.

o
m悲
鳴
ば
東
京
市
芝
公
聞
明
照
・
館
内

法
然
上
人
様
仰
・
『
浄
土
』
編
栂
都

世
冊
に
願H
v
tす
.
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:/)話EE'itに 9 でに
チかのア車，\)r ヨ展。百fか
をら自ÍJ~ パ釆をせ鎌足
』P H12 で 1 のてな

て f 時と級??飯2
勾MLJF の町E Z 払
にゐ 、清士ま v と戸3 思ntl!. で
思官る Y 板定でに Z つにとく
ひ二での来'し仇たなれれ
仰宜枚主夫日iでて1:. .害言がらぢな
しの ._tl て「 'q1 ・な帯い
た J、司民主ゐミ そ徐妻ぃ」干し 4
千' ン 11 る~. t&. りと fllJ~

東
京
設
聾
映
聾

ト
'

キ
E

-
a宗
務
繁
督

、

八
回
曲
問
之
原
作
、

脚
色

配
役

b
A
H判
俊

秀お
心
"

さ
ち
子

真l. ィqll~
A車事
乎

大
日
方

m
w

-
-
一
介
秀
仰
向

じ
H
H
円

h，K
-
b
L
W

・
・
・
・
・

'
J
a
1
4

，

w述
初
夢
チ

説
阪
商
店
相
似

L
 

は
.
そ
ろ
f
1

住

d
h
'
LF6
L
w・4司

本
仕
掛
岬
ひ
に
し
ゃ

-
T・

う
と
忠
ひ
な
が
ら

s
。
Z
H
E

邪
を

一定
ら
せ
て

ゐ
る
と
、
桜
粧
を

蹴
ろ
た
鰐
掲
の

れ返
電
申

州
制
が
い
き
な
り

・
与
畠

b
b
p

淀

川
聞
の
小
か
ら
鳩
山

し
た
@

a
y
'
E
A
J
 

『
μ
・
ぇ
、
緑
町

ま
で
サ
俄
で
さ
J

I;t は[う
な館空間~ ，こ
いれつ:，.~
となたつ
1白といわた
めの Jh.
て 。航空
』にく今It :. 'l-" ノ、zz
穴 nふ す ん
t.... ・式市ぬん
なーと L ア
いイ白?，〈

と 1~む 1
三炉を ト

li 挑苦へ

れ
た
の
、
あ
ん
た
ん
ち
の
ガレ
3

ヂ

で
r
い
か
ら
一
雌
だ
け
伊
め
て
く
れ

け『な
にニい
泊会十 P 
め S読』
たで

;:予
泊:グ
なけ
はて

ねぷ
えま

t~ 
、ーが

、

ほ
っ
て
仰
〈
鴎
に
も
伊
か
な

'""1 It、
{J:L 。

tl1 
が
ね
え

~ 
、

兵8

0 
な
よ
‘圃

らへ司らっしィ与を にの
選2 うあ大言てそ予すもベそ
ち h ん村もあう，、が〈・
-t.Þ λ たにるな三τ/1} f.fl是E

24u葬;?祭!?i最 ifb舎
な公れ被雪 7・ 機・ 7JV いでか明ら

四 判れ は

つは灯'." 。のつ正勝号代 1ぽ
1:. 11をひき 模‘た が
ん行者な 柑・とがた (J"的
fゴ縛干の を線、主た・ ~n 抱!t
I 采司 ， JJ.み hl1'~' .~f， 11 を

り な に'〈緩ま 戸&白包
か が 飾を後らは 側Z3ff

'""1: cて

うあ

λ， " 
、ら

飛争、
ー

んお
でか
も し

も 7よい

ういわ

憎税ね
会主4 で 』

11.墜Z
調竜& 潟~$>

し
な
ち
っ
て
か
ら
、

に 思智弘 <

111" 大詰ひ他たそな
か 4すt f.手主に う <
け 11 ペ定官云加な

モ担.~~ てつ つ‘ つ
..。ゐたてた
そ t、
?- zえ'.1>ブに曹の

健在。ス封む合
I J ひを ?&刊ら f

+主は
'1‘Rt査3(~ α u
f'faS17 可
依tて乙 2fz
n・ζ fI;1. と m，

心;'~M をて



R~O!:がtたの に切r 来、ゴこみ鴎2
火霊勺n "18lE はらる産S し
利t L か 111-:; ..Il>'<れとを〈
t主甘や・にらて 、 将‘仕L
ナぇ袋入いれ、倣つ戦
って竺帆dむな娘E のて も
かな T てか mb J抑・ア ljlJ出
リ〈 不鐙J;τコ Zf 偽宕バ日晶
表宮 なJ\.いた祭主は 1 に
鰐きっかた 。はー すト切苛
にて b 義主そもつにり
なゐ'ßl~ J:lt;しうか均史 上事
った τコ' とて， そりつげ
た。た阿5 机4ζ 袋2 てて

来書込=
そてん
し、で

てお、

ペ まま
t ツけ /v
| ト t亡ま
|の お ξ

i 下左 土主ベ
j 今官ツ
b つ ト

大Z 舎に
ヰ党よ袋担
の h て

か
れ
は
事

U

S
ん

紳
慨
は
お
絡
を
う
な
が
し
て自
分
の
ア

パ
ー
ト
に
V
れ
て
が
た
。

円
:
:
ね
、
一
蹴
で
も
耐
慨
を

-
tて

批
っ
た-b
「
的
縦
う
」
と
坊

で
す
も
の

阜
、

v
Z
砂
お
い

だ
よ
。

枠
制
だっ
て

一
日
ザ
賓
が
っ
て

守
れ
ば
対
の
山
什
炉
き
艇
が
蹴
っ
て
が

辛
子
忌
・う

&
a

--
A
J

る
ん
だ
。
議
総
よ
り
情
け
た
い
奴
だ

は
ら
か

ι
uむ

と
阪
が
た
つ
た
が
、

し
み
ん
\
正
考

2

守
M
Z

欣
一{

へ
て
ゐ
る
中

に
念
に
2
油

紛
々
し
(

な
っ
て
が
た
ん
だ
。
紬
川
町
に
し
て
川
町

O
K

町
ず

れ
る
入
の
も
の
ま
で
緩
ま
な
け
れ
ば

ゆ
慢
と
弘
司

d
e

ド
，
、r
hhJ

や
っ
て
創
刊
け
な
い
杖
惨
め
な
弘
前
一

内
た
、
み

Z
ιた

は
な
い
か
ら
な
γ
0

・
滋
〈
η
っ

に
ん
凶
す
陶
偽
旬
、

h

た
人
間
な
ら
そ
ん
な
悲
し
い
こ
と
は

• 

銀t 大置
の ヰ守宮
こは

とど
r~与しそがう
るつし港湾し
日診のてれて
息苦つ認可らも
ひ.て協Zれあ
~J~ -1子・ iまな d 

つつ 11ひか
てたにつ
慨。和た

鴎
島
ゅ
う
u
v

の
花
市
民

• • 

, 

の

「
ミ
ド
り

・

ア
パ
1

街 一一

8
d
ヲ

ト
」
を
訪
れ
た
が
、

「
あ
ふ
、
お
税
ら
や
ん

で
す
か、
あ
の
d
m
J
r

即
日
肝
ふ
時
で
ナ
ょ

、

や
ど
い
拍
み

a
pう

病
な
し
犬
M
Aた
い
な
奴

こ

ζ
&

で
、
此
出
品へ
も
治
め
て

く
空尖
れ
っ
て
帝
都
ま
し
た
が

-
-b堂
町
一
ご

あ
マ

院
阿っ
た
ら
そ
の
後
H
A

え
ま
せ
ん
よ
。
』
と
常
山

棋
の
前
抑
制
に
伊
な

し
〈

献
っ
て
が
た
。

。

か
む
'
h
陪
‘
，
h
，
む
ず
畠
拘
丙

可
憐
な
花
資
制
制

i

が
迅
ひ
胤
附
さ
れ

た

と
皆
、
山
ミ
ド
p
・
ア
.
バ
ハ
1
ト
の
一
=
三

一
エ
一

p
u納
刷
ひ
存
レ
つ

h
v
#
歩
砂
苫
と

.
必
必

階
の
一
箪
、

そ
と
に
浴
い
m労
訓
が
-
ニ
『

人

そ
れ
に
ペ
ツ
ト
叩
附
肌
巾

r叫
ひ
に
な
つ
て
山
縦

似

猷w禍
を
鵬つて
一
附
rる
の
は
ω階
川
山
町
民
の
悦
磁
叫
防

叫
崎
吋
だ
つ

z
た
。
娘
、
の
J
aMは
仰
向
対
の

肢
の
郷
、J

，h

川
は
川
山
川
町
の
千
一
旬

、
伊

・
b
三

-
e
e
T
n
d

喰
E
・
・

U
T
b

ん
な
札
つ
き
の
不
良
だ
。
相
変
府a

の
お
税
は
と
と
も
な
げ
に
と
ん
な
と

い

と
を

3
っ
て
ゐ
る
。

「
:
-
だ
っ
て
山
川
町
駅
っ
て
が
で

r

た
ら
、
叫ぬ
る
な
っ
て
伸
附
の
ハ
ン
ケ

色
町内
匂-
U苔
働

チ
で
せ
う
。
だ
も
ん
で
、
獄
図
っ
ち

宇
っ
て
、
情
い
紙

ち
宇
ん
に
も
たi
w

笑

の 凡2 の かナさ し
人E ゆこ俊幸 〈イ せとな
1羽Z るの ζ官れ 7 たのい
eattz-2 7 てをば大量か
救t湖主人BZ 之主怒おか村吉ら
ひ をの豆を lまりの一 ね
初共1't~純事二 悦J~ せで tf号、

柑宰 ー い E事告な禁迂そ
忌きも均九てを < Iま よ
で料〆 ゐ喜子、 ぉ長
あ.=そ た一つ訴者米告ら
つ\の >?.~て 11'; をう
た こ会後む の旅曾つ 感主 4
・人'の 秀号、て f世主

一一 ぽ

映

郎
防
官
、
数
へ
な
い

-
z
g
H

広
ゐ
古
お
と

P
事

官
州
議
で
す
っ
か
り
人
気
を
絡
し
た
問

品
2
-
K
E
t

ふ
奇
売
芸

術
人
の
前
向
段
目
T
b

八
の
山
脳
相
紘
に
H
K

p
e
L
民
Mん
よ
ゆ
皐
考
旬
ん
哩

日
間A
7
.
μ
一
で
得
昨
仰
に
総
n
Aと
向
か
け
た

さ
さ
ふ
さ

2
2
g

必

帥
吋
.
不
胤
火
叫
仰
は
お
中
将
に
遜
っ
た
。

心、fzぽ五時
品。と u+:

ぷε をと
返ζW械
を‘リ蹴
ご I:UだF量や

,ddz 
ト主主君)\.
手ペが.
乞た預き'
FÆit ・け
じだた
てが P~'

壷物

( 69-司

語

ゐ
る
の
だ
っ
た
・



椅dEZ6受P未

一一緒 具 訴 処 除 一一二

メ を が犬14
ィ，ai L ・ 、泊; ,1: 
ドめ l じ 1 ( 設
な る!(，絞っ I~ の
んとはにゐ う
ぞ 、 、使ごるち

i民 røg ，ま i需のに
IÍlJ・・ 0. ん なだ Iそ 正 談 J 
ぃ笠Eε も食A が
てとの治告そ Jw空 岡 • 
も ふ吋・、 祭号のが
』込みふ銀2 だ い Z
なレfl1it 。づ医苦 申
〈ダの ll.. ' -e-
なイ Ma も~宇

• 
(60 r 

一一一一一一一一一一一

る
し
、
m
H
ど
ろ
鈴
川
町
の
ピ

λ
ケ
ッ
ト
&

舵
腕
し
て
ゐ
た
n
r
y針
に
、
川
町
か
の
ぼ

づ
み
で
、
ジ
ャ
I
Y
Y
4
1
刀
u
y
1雌

会
宮
併
し
，
、

り
の
生
前
蹴
予
な
ぞ
災
れ
て
0・
る
と
、

も

a
ζ

ひ
宝
'

う
笠
る
円
か
ら
お
山
文
い
ビ
ス
ケ
ッ
ト
な

ん
ぞ
七
一
即
け
っ
ぱ
い
て
な
織
を
す
る
。

也
ゐ
L

た
ほ
す
今
必
怯
凶
ん
ら5

‘
，
t
h
&
F
a
Jち
一
吉

仲
代
昔
、
谷
崎
潤
一
郎
の
米
定
締
長

《
ん
ゆ
事e
A，

編
小
震
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
ペ
ル
シ
ヤ

n
こ
い
と
ぢ

R，
c
-

、
、
、

約
に
歪
つ
て
は
、
地
主
ヱ
ず
だ
と
ペ
ろ
り

な
シ

-
a
二

'
'
Aま
r
v
z
a
v
t
M

と
嘗
め
て
、
上
海
志
子
だ
と
全
然
、

渇
H
v
t

い

相
相
手
に
も
し
な
か
っ
た
と
宏
ふ
か
ら

ヨ
ヲ
イ
み
た
い
の
も
の
で
あ
る
。

L

￡
，
、
も'n
i

H

へ
ん

ぽ
〈
な
ん
ぞ
、
食
味
の
品
川
予
を
制

叫
し
た
り
し
て
ゐ
る
け
れ
ど
、

ζ
れ

い
拘H
V匂
・ν
?
A
t

ゆ
か
〈
〈
。

ら
、
犬m
d
M
の
臥
伐
に
比
べ
る
と
、

山
町
ば
ざ
る
こ
と
緩
と、
?
(

・
紛
峨
せ
ざ
る

を
伊
ない
。

-

M喝

か
れ

U
L唾
い

w
ι

鉱
し
、
絞
ら
は
そ
の
人
位
い
苧
犬

@
い
a
ζ
晶
マ
い
円
い

H
e
'
hい

品川納
品
目
に
泌
て
た
べ
るにと

以
外

台
、a
k
h
h
Z

に
凡
・
て
お
泌
す
る
-
』
と
な
ん
て
な

L

P

U

g

 

い
の
だ
か
ら
、

「
小
川
」
山
方
も
Y

1

ト

ゆ
λ
a
n
H

1

洗
練
さ
れ
て
〈
る
ヲ
ケ
だ
。

一一一一一

山
部
般
と

山
川
川
叫
が
、

にに I ...;・~:'.
どもなま婚もにさ
2 2舎に ?fn1・ 究
11" -""鋭t てすよ
とて ι/ 句 d

fzず鎚fhA
*1..うゲ宇 品n-g る
第告だと らOJr去と
でか主ヲ炎;1
あら三;; !~;い似
る 、 J: 公3 な天王
。まら宇ん下か
とら=ての

とと十主計‘.('1Z

一一一一ーー

ま
せ
ん
。
ー
ー

比
は
多

'
E
a

喝
の
方
を
h
M上
げ
ま
す
」

U
U
A
V

・
h
'
'
L

や
も
し
ん

i
l
m
m
、
そ
の
山
坤
必
は
、
一
此
身

し
ゃ
ラ
⑩
い
ほ
令
部
内

V
事

蕊
岬
町
の
初
川
端
ひ
だ
っ
た
の
で
、

m
n

&
。
L
噛

τ
ん
玲
府
管

似
品
川
し
た一
六ぷ
ら
や
の
判
爺
さ
ん
、

寄
っ
舎
に
ペ
ヲ
ひ
と
必

そ
ζ

で
H
小
泌
、
別
の
9
7h
一
つ
ぬ
げ
、

時
いい
ふ
射で
つ
ま
ん
で
対
川
丸
山
似

一
、
い時w
.，

へ
帆
別
品
川
ず
る
と
、

そ
い
つ
を
ム
シ
十

ム
シ
十
母
り
ザ
っ
た
か

の
談
。

一
い
て
が
川
阪
は
船
府
い
。
対
こ

そ
、

伊
智
内
関
山
潮
岬
怖
だ

」

と
竹
川
いi蹴
戸
・
以
似
し
た
さ
・
?

の，tt.t.! -. 

..., /o'it 述書 ~J
いのひかか

や名なもらり
、紹f;内ん宝

N7.天王をです
とぷ~.号 、か

そもらるど。
.、も

441id うす
2E38ふをとえ」
Aい戸、、 、 一
. ~ -日』

、ざ三お ん

本虫 、、 Jjíf:主な

ー寸

わ た
。

Jj .... 

2主

「か
おま

u、

と?と
品ifí:1な旬、へ
列」』 、.

Jl1ち
向を
也、

ら

禁ぞ

-』
A

UF

は
町
炉

内
海
必
は
母
迎

n'N 

一本
き
め
つ
け



lW一一

• 

鐙王元Jl. 一一・おi( 61 ) 

おだ
なそが
じの 、

総沼海AiL?E
j選主老，t..' li1al・
ひ i工ら
だ 、 ん

つ前主や
たの。

ても

とあ
手主
り 4

5た2 て

は
せ
る
。

，
、

b
・
『
，
，
、

ι守
つ
一
世
停

喰
は
せ
る
奴
も
喰
は
ぜ
る
奴
だ
が
叫
昭
一

L
向
A
d

ゃ
っ
主

，

M
:

一

貸
し
た
奴
も
奴
だ
。
だ
が
と
ん
な
抱
一

命
υ

一L
S

い
h
n
-
wb

空
d

A側
、

前
胞
の
犬
獄
諸
だ
だ
っ
た
ら、
ぃ

一

τ
ん
や

h
Hや
g

者
噌
ん
一

か
に
天
ぷ
ら
口
同
の
貌
爺
さ

ん
が
、

好
投

一

a
い
』
をZ

〈

E

い
一

令
色
敏
子
勾
を
以
て
し
て
も、
終
日
創
に
一

ば
慌
時
a
m

­

為
市
地
ひ
海
老
な
ん
ぞ
に
、
一

ー，

とと
は い
云M つ

はは
なオ
油、ッ

つで

たず
ら」

? 
。

1 

時
四
叫
刊
が
お
砥
に
寸

っ
。

へそ
らの
~I，. !7 
て キ

こあに
の っ ち
王子.t た よ
!俗ふのつ

へでぴ
'王子会 、 " -..p: .., 
~'l・π 43JE ρ:づ
を 1: -;:;_c そ
沫Z U 汁し
しかがて
てしそ。

と
し
と
、

者Tß た
人E ベ
、 て

科習し
1li1 Y ま
呑2 っ
かた
らら
あ
p 
てコ

た
け
級R・~
必3 の

あ
と
で
、

べ主
る 王子忘れ
も }tí$ふた
吃) 1:1:。

でさ
は う
な公い

< .ふ
、 秘書

Ir，・ 2 〆'"色
、p( uo  
:H': 、

をがと2
1:1:し
きて
んた

依
し
よ
ど

b
f

だ
崎
明
の
汚
れ
を
拭
ふ
た
め
で代
あ
っ
た

の
だ
き

う
だ
。

L
t
Z

L
9
d
い

ー
!

と
れ
も
会
泊
の
失
敗
で
あ
る
。

)( 

ま

た
、

h
u
s
b

-
J
0

・LZ
，
、

火
飯
に
ゐ
た

一以
は
、

ゐ
る
会

制
乍内，

食
で
力
ッ
だ

、

ξ 

て

ん
わ 4
昔、三
舎.、.

6iIK 霊長誉
士し文史
のか
、ま

び 2

ナキ
し 1
き Jレ

折官だ

テ
キ
だ
、

と級在も
車工耳め 折哲
茶事て 、

とシ
の l

みク
あに
つ 、

b 
，、

た
人E
泊4

l> 
てコ

と
れ
ば
妹
、

ト
ー
ス
ト
と
綜
釦

3. フきら
LPT 
I ソ

Hl.~ 

彼主
氏し

新k
童手2

よな
そ i札ま
'I-,ì jÿ.t~ 

し
た
の
が
う
ど
ん
蹴

p
。

wみた

を の
きで

、
，、

色、

ι， 
じ
さ
、

せ

り
~L 
、

日1:づ

けと
なれ
いで
もは
の鋭2
だも
と \'J"
、 の

笑E わ
u、る

あ い
つ E持
た』亡
と 』ま

い が もそい「 さ 「ペ いむ、 のら
とそ、 と つれっきょせお とりて断てし、 紛k 役立
去いの夫1: /JIできかでつ〈 て し ζ へし Jf- パ ゃ、 ゴて 12p-
ひ内喜納毒1ft あらねき 4ほ:rt~ ま つ I ま正ン輸言 、 を
、.くせっ 、 。 、 弘ーは ひ X ち 」っ し 1 !l先立法2

k と T?のた九炉問能うに へ た〈、 | 、 づし

ポ?522 堅手?や。 Z f i 経 SiSE 
ざ惇忍も長官 29J主 Z 男E T 5 。主 主主 ;z
tP123 科 3. lf お~ f弓ミ: 宅EZ、 ?
に わ Zs ゐ レ王E1Jレ司、 宮古t に つし、 ス
殿るてた I ミヘ矢 を 喰た ピや、

て 明 l主主 nからと .."， 縦士f"I~ち ひし e-;: なのílYJ~
、 とどせふれのさ突き 保守叙宮まてで絞Z 活ミヒ r.，~~ -t 

lC!;ここう 12a・ る主詑てのをのせゐ l:t予すの除τl
斯ずみに 。 iまか除昔 、 す 1~~ 綬2 うる貸与 が 吉区;者世世 pレ
11' であ時fぬお若PS処~J ~へいFL2 こ I也ちな;t.~のス
かねりには~.~でさをつ:; . とをい島~効~ ... 

、主 、 そと京日いん ntE け m のお 。 lì 古E宮 ン
な 家主す切れめ fn~ 、 iこ、 114 政み いをが
コのか紙吉か綴包にこば y eL? {民軍 せ つな 、 繍
ι は?のい、平山ら l; 杢 をし から滋
活文』 λIこ伎と制官級3 ま 1 孟山 御ごて なペ k(
St:í.‘ ウしいにな い プヲモ 1'1] '1. 、L ロョ・たと
で イ てで Jl・主 どた の i 断Z 泌を ひが 18?
な ':; r.á~;すづみ。決d c. ねの 'C 、先世
< チ き，。けが と絡手 が rll ~ うそ門巴

と

と
が
あ
る
@
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佐
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男
霊
一
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楽

華

光

落

凋

明

• 

清

谷

閑

子

• 

田
誠
鶴
野
で
一
税
関
鱗
悦
な
中
僚
は
い
つ
か
と
一
一
回
へ
ば

、

お
削
減

だ
、
t
r臨
し
も
犠
へ
る
こ
と
を
蹴
館
し
な

い
だ
ら
う
が
、
わ
け
で
も

訟
判
も
潟
怖
か
ほ
ど
、
臨
み
り
滅
貯
が
鯨
蹴
し
て

、

が
川
島
が
際
識
の
館
協

か
ら
、
ま
さ
に
滋
敵
の
制
山
間
を
滋

hツ
つ
ム
、
献
総
へ
と
静
ち
て
ゆ

く

ら
た
り
、
掛
川
い
て
も
榔
い
て
も
、
叫
に
つ
き
な
い
鰍
併
を
邸
じ
る
。

繁
弘
容
、
似
の
蹴
銭
鰍
と
ち
が
っ
て
、
慈
が
艇
は

つ

陀
ん
湿Z

・
・

・飼
い
L
aヲ
松
岡d，
、

て
ゐ
る
か
ら
、
人
情
の
慌
さ
が
あ
り
、
高
品
紙
切
々
た
る
ものが
あ
る

}
M
-
L
A
?

と
ヨ

い
且
玄
'
L

柄
、

E

a
に

か
ら
凶
白
い
の
で
も
あ
ら
う
が
、
貨
は
そ
れ
以
上
に
生
き
た
力
を
輿

へ
る
似
蹴
た
る
や
、
治
抑
制
が
限

b
ιな
が
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
腕

ち
出
燃
は
品
川
川
の
叫
川
村
の
抑
制
臨
、
あ
れ
ば
お
ち
ゆ
く
約
舟
の
ぷ
に
、
一
川

村
中・一
例
仙
の
か
阪
と
対
慨
に
ど
れ
ほ
ど
対
き
な
治
鵬
そ
賊
へ
て
ゐ
た

か
し
れ
な
い
の
で
ゆ
め
る
。
だ
か
ら
紙
の
蹴
で
も

、
山附
の
献
例
倣
部
の

や
う
に
m
wな
ま
ぐ
さ
い
桜
山
恥
な
符
か
し
な
い
、
慨
に
航
ひ
の
戒
で
あ

る
@
品
川
紛
の
却
で
あ
る

ω

脇
町rは
鴨
脚
儲
に
も
憎
い
仙
川
町
に
も

こ
つ
に
賊
慨
し
て
貯
る
こ
と
は

山
附
さ
れ
る
。
間
術
館
に
こ
れ
は
あ
の
砂
併
抑
制
村
川
仙
の
伽
川
船
な
町
か
に

酢
献
し
、
ゆ
加
担
町

一世
は
様
鵡
し
、
そ
れ
ら
は
滅
停
に
加
…
慨

し
て
、
黙

殺
は
こ
れ
を
蜘
ら
ず
に
対
齢
を
む
さ
ぼ
り
、
戟
鍛

h
w艇を
つ
く
し
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。
燃
し
い
川

県
ば
か
り
で
な
く
蹴
紙
を
賠
っ
て
似
し
く

尾

白
.
、

な
れ
ば
、
如
何
な
る
時
ぽ
℃

-
h駿
詳
し
て
ゆ
く
。
而
も
そ
の
際
洛
か

忽
ん

‘

.
a
h
R

弓
か
昆

ら
は
仰
に
も
生
れ
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
疑
え
、
妥
へ
、
そ
れ
っ
き

九
吋
で
あp
o
o

偽
る
に
鴨
獄
川
川
和
般

の
が
ね
似
は
一
対
剛
山
村
山
仰
を
艇
は
し
、
仙
川
山
和
山

r

A
に
狩
礁
な
附
抑
制
を
円
満
し
つ
弘
、
総
仇
対

似
の
ぶ
に
は
、
拘
船
山
叫
叫
制

の
給
制
に
抑
制
ゃ
な
す
と
こ
ろ
の
械
が
仰
を

蹴
慨
し
たがで
あ
る
。

こ
れ
蹴
ち
出
品
倣
山
対
の
山
間
切

で
あ
っ
て
、
山
江
川
川
と
附

山
内WL
E
料
伐と

書
-
vd

L

健
司
‘
俺
法

M
E
μ
b

伽

η
a
，

す
る
叫H
t献の
思
想
と
そ
引
放
して
滋
へ
る
こ
と
は
不
可
棺
で
あ
る
。

そ
れ
ほ
ど
械
が
鶴
の
郎
関
に
対
宮
脇
町
へ
た
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
こ
れ

ら
の
附
純
で
あ
る
。

お
焔
慌
の
即
断
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
〈

、
蹴
かが
税
制
品
川
で
あ
っ

た
こ
と
、
約
舟
の
間
制
部
駒
郡
と
の
こ
つ
が
枇
臨
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら

笠
宮
、

怒
川
町
山
に

J
U椛
鰍
郎
に
J
R
ι抑
制
・
な
世
町
一
船
長
へ
ら

れ
て
ゐ
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た
の
で
あ
る
。

こ
L
に
叡
ひ
が
川
町
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

ω

ま
づ
こ
の
除
服
し
た
対
似
を

伊
駁
す
る
と
こ
ろ
が
蹴
慨
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
郎
ち
械
が
抑
仰
の

即
時
蹴
で
ら
る
・
聡
弘
山
品
併

b
a川
叩て蹴
品
パ
J
た
倣
仰
向
凶
叫
山
川

一は
、
m
w
m
刊
紙

山
川備が
の
蹴
制
限
な
、
阪
叙
の
械
が
で
は
は
紛
の
都
ひ
に
は
な
ら
な

い
こ
と
が
僻
脱
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

般
せ
る
綿
、
岐
川
九
の
総
慨
は
勢
斑
に
桜
山
町
し
た

ω

臨
も
そ
れ
は
廊

ひ
も
よ
ら
ぬ
昨
m
m
献
総

で
あ
っ
た
。
併
抑
制
に
か

η
る
一
鍬
お
銭
は
併

m
m憾で
あ
る
。
総
し
こ
の
砂
錦
、
総
燃
山

m
M
M
は
川
町
し
和
船
が
川
市
れ
た

で
あ
ら
う
。
ゃ
げ
た
蹴
に
m
m
か

ぶ
っ
た
も
の
は
、
川
均
約
で
な

く
て
、

燃
榔
附
俄
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
窓rb
F
h
h

叫
と
す
る
卸
肢
は
、
減
配
の
即
時
品
川
と
泌
般

の

部
併
を
鮮
側
聞
し

て
、
山
判
悌
対
似
を
す
て
、
艇
に
蹴
枇
の
都
ひ
へ
と
般

枇
し
た
か
ら
で
あ
る
。
献
も
野
肢
は
奴
猷

似
し
て
ゐ
ち
対
似
の
聡

獄
た
蹴
俗
と
一
抑
制
仰
の
黙
が
鱗
る
ぺ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
・が
お
磁
邸
の
あ
の
税
制
た
陥
鰍
体
獄
、
抑
制
山
影
必
の
伊
し
げ

も
た
舎
新
縦
、

前
村
は
織
が
総
へ
の
除

保
に
よ
っ
て
、
ぷ
b
E
R
へ
と

一
対
一
蹴
泌
が
減
ぜ
ら
礼
た

u

長
島

L
俗
岳
か

い1角
も
ん

し

似wた
か

h
n
b

c
・同

訟
に
防
げ
ら
れ
た
附
紘
と
、
店
げ
つLあ
る
、

附
粧
と
を
似
宿
し

た
と
せ
よ
、
脱
叫
け
ら
れ
た
附
総
に
は
叡
ひ
を

M
mす
る
@
酷
し
い
治
部

は
い
つ
も

こ
与
に
限
似
を
い
作
っ

て
く
る
。
総仰向
山
川
山
川
の
械
が
町
船
山
即
応

-
4

，h
a

怠
孟

白

の
目
的
は
症
に
こ
れ
で
あ
っ
た
。

偽
る
に
脱
明
り
つ
よ
め
る
附
総
が
ま
づ
、
そ
の
臥
砂
の
艇
に
ぬ
か
づ

い
た
と
い
ふ
に
惑
っ
て
は
、
も
の
は
山
町
山
町

α
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
品
開
燃
総
の
忠
仰
げ
が
、
総
微
に
併
は
れ
た
』
』
と
が

、
滋

仰
山
品
川
川
の
m
m
献
を
し

て
い
か
に
、
m
慨
に
郁
蹴
づ
け
た
か

批り
し
れ

な
い
・
こ
の
和
山
町
に
柳
川
て
部
新
黙
殺
が
出

r
m付し
た
・
』
と
は

、
知
織
な比
九

e

，
，、

三
友
ヒ
ヲ
み

口
棋
を
ま
き
お
・
』
し
、
か
つ
は
救
ひ
そ
如
貨
に
見
せ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
概
の
蹴
の
錦
戦
の
、
あ
の
黙
殺
側
の
倣
仰
山
で
あ
る
@
臨
も

の
織
は
叫
に
叙
慨
を
と
な

へ
つ
弘
、
和
紙
を
枇
じ

、

や
協
の
砂
昨
に

鱗
舎
を
献
じ
で
、
援
な
る
緊
急
げ
、
ぷ
を
紋
て
し
た
@

聡
特
に
似
仰
が
慨
い

て
、
い
か
に
そ
の
ぽ
蹴
な
い

W却
を
船
加
す
る
か

は
、

踏
にこ
の
郎
慨
を
ル
て
も
鰍
る
。

献
も
伽
ぎ
按
っ
た
民
恨
の
館
広
は
、
じ
つ
に
こ
の
甑
の
慌
の
酔

眼

か
ら
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
。
邸
眠
時
向
怖
を
鵬
智
く
枕

術開
臨
燃
の
娘
慨

は
、

ひ
一
ぷ
の
こ
ら
ず

m
m僻
し
て、掛
殺は
苅慨に
船
艇
Mh副仰の
都
路

へ
と
刈
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
・

総
総
は
つ
い
に
減
献
し

、

将
献
は制
民ひ
あ
る
掛
鵬
へ
と
継
っ
て
ゆ

〈
。

峨
仰
向
対
俗
か
ら

、
総蹴
幻俗
へ
の
献
却
で
あ
る
。
こ

A
で
は
じ

め
て
械
が
郎
は
問
料
館
が
の
殴
備
に
そ
の
減
り
や
紗
げ
は
じ
め
た

・

腕
ち
対
関
紙
幣
に
よ
っ
て

、

傾
斜
叫
仰
は
m
m
制
仇
さ
れ

、

地
限餓税
円い
よ

っ
て
、

対
側
の
山
mw即
時
慌
れ
や
給
対
し
た
の
で
あ
っ
た

ω

. 
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h
v
E，
島
町a
y
L
'
a

岬
ラ

生
霊
帝
死
霊
は
あ
る
か

ハ
第
五
一
一良を
仰
賃
下
さ
い
U

ハ答
U
叫
ん
づ
総
叫
慨
に
概
数
制

一
を
し
た
三
時
腕
川
勝

ふ
し
空

E

慮
占

E

諺

E
?
"

で
不
思
議
な
事
が
岨
ず
る
か
と
込
ふ
問
題
で
す
が
、
人
間

己
‘
，u
h
a

，
。
・
百
戸
島
陸
み

の

ふ
4

宇
梓
銭
は
さ
う
到
し
て
翻
る
も
の
で
な
〈

、

皆

な
d

，

m
し
み
る
も
の
で
す
か
ら
、
チ
ヨ

γ
ト
し
た

、
'
E
9

h
w

円
切

h
E
C

と

h
d
串
ω
h
v

E

ル
ハ
鋭t
z
M叫ん
だ
到
で
判
る
棋
が
あ
る
烹
で
、
》
は
む

一

時
に
がP
A勾
は
訴
に
ず
、
ピ
ツ
タ
ふ
る
安

h
p
b
ι号
事
白
色
U
市a
v
tL申
，
、
w
u，
l

。iu

-

あ
り
ま
す
。
広
込
の
日

協
一
企
訴
で
は
常
に
か
う
し

6・
t

・
、
.
，

4
9

・4
4

v
aい
る

た
叩
巾
が
椛
川
前
で
使

m
さ
れ
て
も
M
mり
ま
す
・
制
剛
色
を
H
品

。

A
V

る

-
a
h
H
V
S吉
、

z
e

耳

τ
い

た
リ
般
付
曹
を
H
Aた
り
し
て
災
入
の
以
狩
を
惣
絡
し
、

服
地
の
仰
に
刈

Hふ
h
Tう
な

.

わ
が
を
ほ-tな
ど
も
帰
一

鰍
で
す
・
僻
切
で
は
十

一批YMWと
ーっ
て
刈
ざ
っ
ぱ
に

炉
け
る
と
服
そ
十
時
の
縦
隊

U
Mハ
れ
る
と
と
の
げ
が

企

-
u
p
h
n
hh
U
H
V
‘
ゐ

Z
S

る
お
将
を
御
P
Aに
持
っ
て
肘
る
と
巾
し
ま
す
が
、
そ

れ
で
な
〈
て
は
引
内
野
弘
Aザ
宇m
m
g
pTM
Mし

た
P
M川
崎
し
た
り
特
は
脱
が
し
た
リ
ず
る
前
応

が
ま
せ
ん
で
せ
う
。
時
間
の
川
揺
ら
針
は
対

.
崎
将 都

し
て伊
る
も
の
で
ナ
。
だ
か
ら
八
炉
と
か
は
ひ
と

、
，
《U
H

申
I

・9
b
v
e
曹

E
U
.
‘

か
お
銭
と
か
-
Xふ
も

の
が
、

か
な
り
災
人
の
気
持
を
一
対

ひ
畑
町
て
る
鳴
で
す
。
八
一

rは
六
十
聞
が
を
お
と
し
て
鳩

山
町
村
に
六
析
の
載
俗
を
つ
け
、
が
れ
訴
の
艇
で
館
、
百
凝

ι
a
w
s

、
?
"
砂
降

f
-
-
F
・

E

ん
に
で
も
制
リ
岱
て

ま
ナ
。
お
銭
で
す
と
均
瓶wu叡
で

一磁
の
附
儲
を
仙
向
山
町
し
ま
す
。
と
ん
な
均
ざ

っ
ぱ
な
鮒

悦
で
さ
へ
伊
ん
な
俄
る
と
ル
ム
っ
て
俳

J
W駄な
印
刷
叫
仰
を
は

づ
ん
で
説
、
ん
で
仰
る
の
で
ナ
。
そ
れ
と
叫
じ
宇
う
に

帽
必A
6

や
せ

h
L
Z
L
C
9
b

L
ん
か
￥
み
私

ι

行
串
引
が
紛
紛
統一
し
て
無心
と

な

っ
た
時
、
H
Aて
災

占

v
e
b
A

，

e
a

明a
q・
4
ξ
2
e

う
ち
主
，
、

ひ
に
市
部
た
人の
限
付
や
狐
Aじ
ゃ
動
作
か
ら
受
け
た
ほ

く
か
ん
よ

9

へ
ん
￡

&
'
a
"

は
」
。
。
，
‘
、

織
に
依
c

m
Rな
棋
を
け
ピ
必ワ
た
の
が

、
住
h
に
し
て

易
た
い

ζ
‘

e
a
L
f
l

，
h

M
Mる
と
え
・しr
mも
不
思
A
で
は
あ
り
ま
せ
ん
.
絞
っ
た

争
し
て
あ
b
u
a
e

所
で
丸
し
た
w
vも
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
れ

舟
国
広
島

o
v
e
p
y
d

内
9

れ
い
，
t
，
、

.
b
H

で
M
mも
兆
人
が
特
別
な
翁
力
を
持
ツ
て
日
的・?
と
宏
、
山

h
w
a

ん
s
t

る
や
ろ
宅

限
で
も
あ
日
ま
せ
ん
。
ま
し
て
傑
泳L
て

H
Aて
漸
〈

h
か
い

C
と
よ
同
苫
ぜ
い

判
っ
た
な
ど
と
Y
Aふ
W
に
な

れ
ば
、
伶
段
イ
ン
チ
キ
伐

を
仲
っ
て
伊
ま
す
@
鋭

.
K鮒
ぽ
釦
い
て
必
い
批
判
山
川
の

怠
ひ
だ
と
う
ち
い
友

7
1
ε

と
-
苦

問
に
は
何
ん
な

-
M
R
だ
っ
て
色
荷
な
wゆ
が
あ
ツ
た
に
相

ζ
&

ふ

ι
f

ぽ
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
で
す
。
そ
ん
な
事
が
不
思
ぷ
な
ら

な
り
ま
せ
ん
。

2

・
z
u
や
し

Z

会
主

0
・

h
v
k

‘
ι

次
に
縁
者
に
死
祭
が
紛
ひ
を
す
る
と

え
ふ
附
鎚
で

ほ
か
げ
山
之
と

す
が
、
そ
ん
な
叫
山
日
以
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

与
か
い
じ
ん

し
3
5

L

時
め
ど
ん
キ

生
長
'
主

f

・c
・

米
関
人
の
ん
川
敏
で
一
一
州
の
諮
れ
で
す
。
山
川
伴
内
誠

山
陥
没

ひ
と
b
1

吟
〈
ペ
い

ぴ
オ
I
R

ト
予
リ
ヤ
の
人
々
と
か
北
米
の

γ
メ

P
D

L
G司
川
ゆAy
r
-
'

ド
γ
向

イ
三
ア
ヤ
ン
と

か
双
方
必
細
川
の
ツ
ン
グ
I

兄

人
と

い

や

必
岳
E

・

i
z
--
4

ば
.
ぽ
ゐ

か
州
民
ふ
野H
M人
の
山
村つ
れ
仰
で
す
。

日

本
に
だ
っ
て
き

h
v

し
ぺ
司

ζ
N
C
2
T
P
L

-ヲ
fム
ふ
思
訟
が
中TU代
か
・υ
統
れ
て
が
り
ま
し
た
。

死

.

.
 ，
い
晶

T
'
'
a
B
H
L
K
A

ト
会

a
n
u
v
L
・
勧
告

策
と
か
ぐ
銭
と
か
公
ふ
什
川仰
で
す
。
も
し

似
に
M
mA引
に

F
・2

主
い
ゆ
ゆ

F
C

い
ら
い

銭
カ
K
1
4ふ
も
の
を
併
る
す
と
す
れ
庁
、
先
制
以
来

-
J
1
t
m
d

・

A

g

叫
hF

み
ぬ
い
・
よ
く

a司
ゐ

Z
Z

川
泌
が
あ
る
符
で
皆
な
鍍カ
を
同日
ツ
て
日的
る

は
-
F

も
か
ふ
い
し

'
a
v
'
wゐ
f
・
い

符
で
す
。
だ
か
ら
粧
し
叩
と
.
K・山
.
佑
笈
が
現
犯
の
あ
る

い
b
a
η

，

b

毛
か
れ

九
三
い
て
い
，
事

L

U
Aを
悩
ま
せ
て
川
刷
る
と
す
れ
ば
、
他
一の
乙
刈
TI
$
の
犯

.

一

'
E

に
ゐ

s
o
u
-
"

渓
は
畑
町
を
ボ
ン
ヤ
リ
L

て
必
る

の
か
、
テ
ツ
と
は
英
人

( v,s, ) 

信

仰

相

談

〈
解
答
〉
中
村

耕

康

わ
が
K
E
t
茸
U
P
A吾
い
く
両
づ
ら
し

軍

M
A
Y
-
‘
a
7m
，p
b

L

g

引
制
叫
山
川

昨ー

常
弘
前
一
の
一
小
川
叫
必
の
方
が

品川M
H不
思
ぷ
と

ザ
‘

r之
島
の
た
と
ぜ

一五
は
ね
ば
な
リ
ま
ず
ま
い
。

食
物
を
食
べ
る
と、
例
品
臥

乞
巴

Z
'

に4

e

ず
い

内
や
血
に
な
る
の
か
.
犠
打
軌
を
放
は
な
い
と
な
ぜ
生
き

ぬ
ふ
し

f
z

て
肘
ら
れ
な
い
の
か
、

こ
ん
な
不
必
設
が
あ
る
の
に
此

一
向'
a

，
し

T

た
れ
君
主

A，
A
J

の
方
は
ち
っ
と
も
不
思
議
が
ら
ず
、
取
に
で
も
共
通

b

骨
令
指d

包
い
毒
、
.
，

L
f

し
て
品
川
る
一
少此一
一
亦
を
す
ひ
鈴
た
の
を
不
思
議
が
る

P
Z
尋
主
h
E
し
在
五
箇
冨
H
b
ん
か
い
じ
ま
・

9

な
ど
は
川明
党
以
訟
が
紛
糾
必
の
事
情
に
・ヲ
と

い
か

，

Z
2
h

ひ
LZ

い
た

F
レ

ら
で
す
が
、

そ
れ
を
剰
m
し
て
舵
る

人
に
蓮
司
て
は
8

ろ
一
山
舶
の
鮮
問
脱
却
川
伊
を
し
て
伊
る

も

の
と
す
はねば
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を
川
町
一

概
がっ
て
m
Kれて
伊
た
け
吋
も
あ
っ
た
で
せ
う
が
、

品晶
L
'
"

三
ぜ

m
R
f
ま

E

炉
与

し
・
・
'

業
死
震
は
付
放
政
っ
て
借
る
の
か
。耽
の
死
黛
だ
け

に

山信
仰な特
叫
が
あ
'
U
配
布
併
の
形
船r
m
r

md勺も
な
い
の
か
か
し
貯
に似
て
努
〆
鱒
へら

お
A，h
い
て
い

れ
い，
ょ
，
、

れ
る

な
ら

ば
乙
丙
ー

に
も
銭
カ

が
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ

約
三
、

船
ゆる
み
年
索
時
ひ
し
て
認
可
輔

の
v
p
￡
ぶ
っ
て
伊る
な
ら
ば
、
つ
ま
'
時

間
f
械
を
貯
って
m
Z鳴
で
、
械はi
m
w.

僧叫
に
す

っ
か
'
t
脱
さ
れ
て伊
る
と
肘
な
げれば
な
'
ま
せ

ん
G
M
m
m
mJ引
か-
bp
僻
さ
れ
る
に
は
炉
制
附
さ
れ
る
対

応
F
Z
危
な

'
ま
せ
ん
か
ら
川
越
ひ
ら

け
て
伊
る
け
吋
は
が
時
の
時

臨
時
とrふ
棋
に
な
'
ま
す
・

僻
1
慨
抑
制
は
そ
ん
な
眠
い斜
抑
制
で
は
あ
，
ま
せ
ん

!
腕
る
〈
山き
て
伊
〈の
が
僻
仰向の
悦船邸
瀞3
で

す
か
・υ
川
町
即
時

w
hの山
お
か
のh働
代町F，
と
官ふ
も
の

を
眺
めま
せ
ん
。
一
較
対
な
ら
略
の
.叫
宇
一m
v
u

m
nうし
て
が
り
伊た
の
で
せ
う
か
・M
W
側J引
の
勉慌

で
は
な
い
で
せ
・よ
・
対の
が
み
がι
の
踏
ん
川
、
時

の
舵
松
山俄
例な
ど
幻
宇
一
昨
炉
な
ど
の
一
VM
を
m
x

け
府
いで
仰
るの
で
す
L
、
特
の
銭桜
中
学

ど
も

T
M
Wか
ら
が航
され
て
ず
、
そ
糾
を
将

@
時
的
対
的
に
似
て
喝は山町め
噂ほ
…
眺吋
し
て

同
町るも
@
で
あ
'
ま
す
が
そ
れ
と
摘に
嬬よ
い
凶
開
封 を

仰
向し川
町
，
時

し
、

葱
い
壌
を
慈
し
怒
さ

せ
る
や
う
に
し
て
予
載
へ猷
して
や
ら
ね
ば
なら
ぬ

鵡
俄
を
も砂っ
て
伊
'
ま
す
睡
眠ゲて
抑
制いが対
h
m
h

の
燃
側
と
し
、
船
主炉
併を
M
W
の
W齢
と
嬬
んで伊

{
の
が
椛
備
の
務
執の
繋
で
せ
う
。
つ
ま
'
d吋

の
よ
〈
な
る
艇
は
M
Wへ
の
川
崎淑であ
p
干
減
へ
の

品

事
ん

E
ζ

・
哩

b
h
t

洗
車血
で
あ'
ま

ず
か
ら
、

何
晶
蝿
迄
も
私
をk
，

よ
〈

し
て
伊
か
な
〈
て
は
銭
W
へ
鯨
して件
対が
な
い
ば

-b
s
'
N

'e
d
Lhu" 

か
'

で
な
〈
予
係
へ
も
巾
叩
撚
が
あ
'
ま

せ
ん
・
ま

た

以
即時
の
?
な
弘
を
M
Wが
説

、

ん
で
野
・2

b
b
L

串
h
r・
〈

h
n
L

だ
ら
う
し
チ
係
も
お

ん
で
川
A
れ
る
で
あ
ら
う
a
c

紙

日目
批
に
も語、

ペ
る
取
で
す-
pr
に
怖の
山
蕊i
V川町

ひ
し
ま
せ
う
か
。
伊しあ
っ
た
、h
材
相似J引
の
艇
が
か

-
E
v
bb
L

・

9
a，

，

で
枠
内
惑
い死
霊
を
宇
っ
つ
け
て
尖
れ
る
で
ゼ
う
ω

だ
か
ら
紛
=
一
の

W
酷
M
Mのと
と
も
、
時
滋が
日m
w

へ
m
M
rる
こ
L
は
慨に
W
吋
を
が
け
た
り
裂を

し
た
り
F
-
ud却で
は
総
隠
し
な

い
川
崎
で
あ

P
ま
す
。
付

ま
ω踏
み
て
山m
rの
ほ吋
を
し
畿
を齢、
む
こ
と

は

一
に
は
伊
封
の
世を
おす
る
伊
め
、
一
一
に

は
強
引胞
へ

裂
の
ず
.
訴
は
野
け
を
繋
す
る
?
、
=
一

に
は
焔
MW併
を
対
配
ぽ
釈
の
一
般
郎縦
都
へ
畿
昨
L
て

山
叫に帥川に
m
v動を
似
つ
町で
お
り
ま
十
で
す
か
-
h
m

k
紙
撤一掃と
4
F
V
峨
へ
の
伊
都
内
総
が
とか
で
な
し
に
、

Jが
るから
峨
即
鋭
す〈き
mwに
嶋
一
般
の
般
昨加
を船馴ら

た
に
し
て
、
娘一竺
略
枇の
城
郡を
殿
織
す
る
と
嫌

に
時
婚
の
震
を
や
、
一
腕m
m胞に
症
し
以
て

一
併
の
鮫
艇に炉
.
対せ
ん
こ
と
を
鯨ひ
ま
し
c
、

よ

り
よ
き
も
の
を
2
mへ
却
さ
・7
L
叫
即
ける
の
が
、

判
断
蹴
山市の町が
で
あ
P
ま
す
。剛
臨んJて
悦
鴨
川
崎
蝋
似

抵
で
鋭
備
問Am
f叫
に
峨m
w僚を
幅制
り
た
に
す
る

杭
も
必舗で
す
し
、
駅前
に
械
に
川
町
散を.

作
ヂ
て一
脱

却
官
憾
の
栴

散
を
地る
艇
も
援
で
あ
"ませ
・
九

時

ち
が
蹴
と守
山艇
は「費
一
とザ
み

一で
「
め
ざ
め
乙

こ
と
で
す
・
だ
か
ら山WW却
に
「党
」
を
すL
め
て
日uM

娼
，
山

る

す

A
Z
C

S
ん

の
カ
を
御
印刷
伸
す
にー
で

は
例
に
も
た
り

ま
せ
ん
.

自
分

の
昼

一が
時
に
祭
へ
の
『副知」
です
。
伊!?
京

税
似を
す
る
と
云L
mも
・
日HM
の
悦
併を
磁め
「
め

ざ
め
」を
鴨
川
似
せ
ん
が
齢
的
め
で
、

悩対
憾な
苛
併で
は

ご
・

φ
Ar
-
-いれ
伽

あ
り
ま
せ

ん
こ
と
を

よ
〈

御
蹴
御
用組
ひ
ま
す
。

一

。
役
稿
に
闘
す
§
御
法
怠

一
御
品盟副刷
除
都
民骨官
叉
肱封
殺
で
お
遮
り下
2

uFe

m障し
封
帯
"で
お

}
悉
り

に
な
る
崎
町
肉
質問
用
紙
雄、
問
百
字
詰
廠
副刷
用
紙
枚
以

日
内
に
包
め
て
下
さ
い.
t
w
vFI

巾
す
と
と
で
す

が
、
文
字
位

一
齢
制令
官
肱
つ
昔
、
と

お
約
聖

下
さ
わ
.
H
M上
申
匿
名
目
哩
名
紘掬

圃

h
H
由
で
4・

が
、
俊
樹
輔
vh
肱
必
?
本
名
和
』4
h
a肉
曹

下
さ
Mr・

-

削
刷
怖で
は
M冊
俗語
圏
陣内VL
.

且
哲
郎
h

に
且H袈
e

h
t
鎗
者
。

仙
川附
氏
名
除
、
本
人
的
併
可
な
4

し
て
は
n
m
に
指
令
へ
し
車

一
せ
血
か
b

・
そ
の
お御
安
A
V，
ょ
、
E
L

-
-

御
剥
m
-C
hr・



(66) 信 一一

" ー量‘匝一一銭
• 

• 

-
i
z
z
i
i
j
i
g
i
s
-
-
3
2

・
!
・

2
J
8

\・
i
・3
1
γ

・志

2

2

一

川、
，

a
f
i
ん
v

d
pυ

露
A
d
，

J
Z

A
U
L

J
・
2
・
・s
s
-
-
-
t

・
g

・
-
-
2

・
・
・
・
・
・
2

E

S
-

-
-
s
s

・
-
t
s

・
s

・
-
・
0
・
・
t
t
-
-

-
・
・
・
1

ー-ー ー-ーーーーー

態

募

-
8
・
、
F
F
 

'ー

か

稿

日

露
戦
役
が
動
機
と
な

山
内
は
材
利
五
十
凶
誌
に
な
り

4
Zす
が
、
ル
け
か
ら
・

一

十

一
例
蹴
、

h
rだ
戒m
w眠訟
の
一
一
十
三
都
の
郁
純m
r

m
N、
民
館
山
肌
俄
が
叡
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
た

匂

認
艇

の
俳
統制
は
蹴W
一
一干
七

日
刊
二
M
m十一rに
ね
り
、
心
m

L
R

ん

ω
今
ぬ
ん
‘
，
れい

e
e
b
-
K
い
u
r

帆
s
-
-
e

ωF

倒
脳
間
へ代
動
ハ
H
ド
令
と
な
り
、
利
集
令
欲
は
滑
に
掬

す
る
山
川
に
も
、
仙
町

を
即
仰
す
尽
に
も
知
蹴
い

た
し
ま
し

た
・
伊
都
抽
の

M切
で
も
仲
監
の
椛
で
も
お
俄
に
政
勝
あ

る
州
内
は
.
咲
く
都
慰
さ
れ
て
伊
き
ま
し
た
。
そ
の
齢

除
の
靴
作
対
艇
の
鉱
蛇
が
脱
ひ向
山
さ
れ
ま
す
。

『
佐
や
は
み
な
い

く
さ
の
践
に
加
で
は
て
』
鍛
や
ひ

-
ea
n
'

k
b
a
-
b
gう
へ
い

告

と
り
山
間
も
る
ら
ん
』
弘
は
納
光
目
的
で
し
た
か
、
以
-

m
u研学d
れ
m
w

.

一
回阪
総
に
札
叫
F
る
の
W
ι
γ伶
っ
て

つ

て

機

井

~ 

T 

市

凶
リ
・
"
・

，

t
v

館
内
，

m
'
皆
・
・
"

'

を
り
ま
し
た
。

今
日
か
/
\
と

了
剛
氏
耳の克
平
に
前

岱
す
る
や
う
に
秘
は
蹴
均
伐
を
し
て
ゐ
ま
し
た
。
隣

縦
十
一
郎
二
十
酢
一
般

れ
対
間
部
撤
併
臓
が
ね
り

、
時

間
二十
一
}日時
、嗣
郎
総
町
佐
川
ゲ
恥
鰍
・
・
・
十
六
般
紙
耕
一
部

対
隊
へ
芯舵い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
肌
"

は
制
服
脱
獄

献
の
こ
とで
山
知
滋
の
m
m献
の
ため
の
蹴
慨
も
悦
州
制

し
〈
郷
ど
館
町
紙
併
で
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
八

十
限の
蹴
織
を
設
た
仰

向
、三十
八
純
二
郎
十一同
貯

恕
協
的
問、川
町
は
m
r…
艇航
鯨十
凶
一
蹴
山
町
柳

誠
ぽに
加

は
っ
て
附
似
の
訟
に

Mは
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

川
町
の
州
総
に
伊
り
、
阪
点
の

m
m
m
獄
で
さ
へ
も
総

い
ゆ
ル
《
品

n・

ε

a
p
b

卜
a

u
f

t
w

--

円
勿
に
耐
合
に
来
られぬ
の
に
、
私
が
入
待
前
岐
阜
市

の
域
敵
将
に
敵
悲

貯
訴
の
た
め
純
討
し

て
ゐ
た
と
こ

ろ
の
封
必
が
鍛
川
島

r
r恥
か
ら
齢
い
抑制阪
の
裁
い
鉱

山Uま
で
蹴
艇
に
ル
え
ま
し
た
。
そ
の
鵡は
松
山似の総

は
m
NJ引
の
対
併
倣
附
株
で
川
町
の
附
僻
に
慨
し
、

総
一

に
倣
慨
がが
な
〈
て
は
ど
う
して
も
昨
指
が
鉱
る
ゆ

ゑ
、
ひ
と
へ
に
御鋭
艇を
山
崎へて
み
似の
倖
加
按
を

叙
じ、
も
し
鋭
砂の献
川
貯
を
山
車
げ
る
ル
ザ
併
に
も
総
舶

は
厳
鍛
械
が
に
日
付
…
俄
封

m
mひな
し
の
対
恕
叫
を
も
っ

て
郡
山m
m
M
航
っ
て
御
臨ん
り
た
め
鍛
す
や
う
に
と

、

川
町bE側
献
にま
ゐ
っ
て
刊す
っ
た
の
で
す
。
械
は
そ

の
刊
明
日
川
の

mm怖
の

一
ぷ
に
撤
く
鵬
か
さ
れ
、
mん
パ
引
六

や
の
御
銃
部
を
鴎
へ
て

税
較
す
る
般
晶

V
L正き
め
ま
し

た
ω

舟
し
て
紙
な
き
賊
苧
の
利
勝
そ
そ
の
と
き

ハ
ツ

ぬ

キ
リ
身
に
そ
な
へ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

仰
山山
蜘
山
明

加
問
にvh
r
瞬
附
獄
、
川
刊
紙

u
m
m
w

は
倒
れも

配
対
なh
r滋り
は
似
の
叫
で
し
た

ν
w
m
v
d

畔
の
い
川
、
枕

ま

m
d-s

・

a
-
t
d

，

.
M
a
u
z
b

'

山
の
丹
、
加
笈
の
波
れ
も
こ
れ
今
生
の
見
納
め
か
と

お
6

た
ん
2

・
司

"
・

"
-R
L

ゆ

忽
ふ
と
麟
脱
帽
の
思
ひ
が
い
た
し
ま
し
た
が
、
私
は
お

心
の
は
な
む
け
の
涜
融
制
そ
臓

に
mmぺ
、

骨
必
ふ
~
川ω

，
、
、
・f

u
e
v

も

い
k
'

止

a
p

ご

打
開
に
織
ゅ
の
決
心
ψ
合
叫
んy
mめ
る
の
で
し

た
ω

訟
判、
別
称M
mで
刊品
川
山
よ
り

の
御側
広
の御
市
川
り
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を
時
き
ま
し
た
が
、
総
お
の
川
刊
に
は
制
倣
に
が
慨
は

紙
相胞が
聡
い
と
伊
て
た
税
も
ゐ
ま
し
た

u

似
し
れ
似
は

こ
の
お
明
り
を
械
に
対
慨
に
限
恥
に
つ
け
ま
し
た
・

M
mの
ば
い
は
伸
似
の
た
め
に
と
一
昨
ふ
こ
と
と

、

泌
を

た
っ
た
寸
川
町
で
い
・
叡
っ
て
ね
す
っ
た
い

訓
ん
の
読
按
だ

p
e，u，
ドb
.，
、
，
，

け
が
緋
.
れ
の
や
う
に
掠
ゑ
ら
れ
て
ゐ
ま
し
た
か
ら
・

一
一
郎
十
二
示
郎
防
関
制
、

m
T郎
総
より
町脱
税
に

滅
…
ぽ
み
十
七
民
対
減
民
間
、

三
十
円
伊都
肱
川
、
間

同
市
げ
お
鯨

一
一訟
、

鯨
九
制W臨
均rR
r一
一
一十
六
職
舵
鯨

十
一航
へ
い
馳
タ
uれ
、
二
十
六
恥
よ
り
齢
J引
制
的
苅
時

滋
の
対
猷
艇
の
釈
が
蹴
か

れ
ま
し
た
。

潟村
舵
は二
十
八
郎
ゲ
以
下
、.
・
・M
M・
前
附m
J
m

一
一
広
訟
で
七
恥
目
前
印
刷
説
、
十
一

r綿
織
川
と
桝
聡

A
F令

怠
ル
⑮

α
-
v

今
れ

a
h
-
旬
。
ι
7・
可

闘
に
私
加
い
た
し
ま
し
た
。
中
で

も
油
化
屯
攻
取
は

.

k
m
w蜘を
臨
め
、
郎
防
絞
二
百
句
即
日
以
の
心
開
が
燃

料
仙
川
仁
一
貯
町

し
、

山
仇
舵

・か
村
山
蜘
賠
陀
川
市
と
な
り

、

比

佐
に
は
はA脚m
v九w
w・
七仰
と
な
っ
た
ほ
ど
で
あ
り
ま

し
た
。

川
町
は
紘
一蹴
の
総
お
蹴
に
加
は
り

、

い
つ
も

の
溜
り
時
佼
忽
慨
を
い
た
し
な
が
ら

、

域
はm
m
M
m
m

叫

砂
に
、

時
は
総
即
時
書
般
に
俄

恥
し
、
践
に
ゆ
山
山
常
織

の
総
鯨
な
〈
、
た
と
へ
と
L
で
献
め
をし
て
も
舷
紫

あ塾~ :1L2 従t
つ Z刊は生5
たく勿~ Iま
srtl~ 似し論Z I日]<<
丸E 用ま 、 選F
をし 段芝な
{!;J，~ ;佳223 い
ひしのと
だ 、 死1. æ~ 

し五22 1耽路T
て後c' ~荷主税土
お器にの 毘tr
手τ 租fmz 中2
を獲若丸E
?T" の も自ヒ
に 中2 貰~f}f
まにひの
は入u う携t
し れ け格店
たてて開2

MJJ・寄ーイ-._' 
、.

、.J '

制
作
勝
、
w
mの
制
概
蹴
哨
「
に
古
市
川
蝋
し

、

そ
の
砂
九
が
蹴

舵
脱
の併識
を
幽
し
て
蹴
艇
の
税
ポ
ケ

ッ
ト
に
た
れ

て
あ
っ
た
収
航
苧
艇
を
時
き

、

チ
ョ
ッ
キ
、

N
Yヤ
ツ

ま
で
m
m
そ
艇
っ
たの
で
あ
り
ま
し
た
が

、

和
脱脂
に

、

‘‘

及
川
市
，
，-
t

仇
崎
町
下

h
h
t
u

も
九
苛
に
後
傷
だ
に
議
り
ま
せ
ん
で
し
た

‘

-
a
-

ご
砂

=
e
t

ど
み
倒
的
御
加
穫
を
し
み
じ
み
味
っ
た
こ
と
は
な
か

E

Z

E
E
 

っ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
l
l

私
の
加
は
っ
た
肱
闘

必
村
仰
せ
て
十

舵
郎
、
あ
の
蹴
燃
牝

ι
Hけ
の
都

，

h
を
駅

ふ
と
、
よ
く
w
r・J

イ
せ
ぬ
が
恥
骨
を
が
即
聞
に
も
ち
猷

て

e

・

vま
ふ

L

Y
M
V

・

る
こ
と
が
州
旅
た
の
か、
今
だ
に
不
思
援
に
忠
へ
て

陪
ん
島
げ
ん
恥
r
-
A

な
ら
な
い
の
で
す
.
と
て
も
人
間
禁
で
は
な
し
得
ぬ

n
ι耐
ぷdd
-
R
.
‘

p
a
w

こ
と
で
す
。

た
r
A
m
J
仰
中
す
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
仰

こ
の
符
ほ

の
お
ま
も
り
を
う
け
た
か
ら
な
の
で
あ
り
ま
し
た
i

w
紙
幣
小
品
川
せ
に
も
山
知
か
ら
航
船

M
び
W
P跡

飽
和
附
d

蹴
を
械
は
る
の
対
僚
を
鮫
ひ
ま
し
た
が
、
そ

の
跡
制ι
v-
A
M
F
r
山
似
の
と
ζ
ろ
に
鰍
抑
仰
を
服

飾

し
、

砕
総
抑mwm
訟
に
俗
的
に
別
叫
ん
で
ゐ
る
や
歩
じ

あ
り
ま
す
。
こ
れ
釘
く
み
併
の
お
仰
と
悦
じ

叫
m
r訣

僻
念
日
刊
し
な
が
ら
静

穏
に
いをし
ん
で
を
り
主

す

が
、

川
町
を
倣
慨
に
鳴
い
て
刊
す

っ
た
怖
の
以
心
、
山
山

び
そ
の
儲
僻
の
舵
蹴
を
鵬
は
ひ
悌
た
出
血

W紘
艇
を
邸

ひ
附
し
て
は邸艇
のm慨
に
秒
れ
て
ゐ
申
告
す
。
刈
附
は

e
u
L

ど

a
w-
-

L
ん
か
§
い

生
死
を
度
外
し
た
ほ
ん
た
う
の
伝仰
に
位
、
ぎ
る
と
き

は
じ
め
て
、
慨
械
も
な
し
m
wゐ況
が
川
町
て
恥
る

も
の

だ
と
倣じ
ま
す
。
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運;

命:

と

共;

川河
さ
い
織
か
ら
ゆ川町臨
が
挺の燃
は
掛hvっ
た
械
は
時

総
り限
併
を
か
け
た
こ
と
は
川

一
慨
で
し
た
@
ご
く

れ
怖
さ
い
鴫

は
綜
に蹴
bz鰍
めて
は
wl
抑
制
そ
・

す
る
と
-
t

ふ
静穏
で
聡
峨
は一
俊
m
u
鋭
に
川
町
や
駒
山内で
ゐ
る
と

舵
献
の
ぷで
紗
パ
『と
し
て
ゐ
た
の
が
鉱
山

m
w
m
wを
ぞ

っ
て
は
除
制
対鵬
航
を
制
仰
せ
し
め
ゐ
こ
と
は
崎川
だ

っ
た
と
砕
か
さ
れ
て
ゐ
ま
す
・
十
関
節
の
蹴r
r
r

皆
川晶
一wm
w
で
対
mm締
械
に
芯
隠
し
て
M
Uゅ
の
慨
を
術

創
出
し
て
ゐ
ま
し
た
が
、
慨
に
m
m
の
聡
械
に
舵
て

貯
の

め
事

V
Fに
鰍

一仙
の
山
聞
か
も

7
撚
っ
て
貯
れ
ま
した獄

昨
の
献
の
枇
鰐は
か悦
な
も
の
だ
っ
た

と
邸ひ
ま

す
・
M
mがr
w
っ
た
締
慌
の
聡
磁
附
に
あ
っ
た
献
は
、

時
貯
叫
ん
政
対
邸

の
お
麟
館
畿
ばされ
ま
し
た
十
二
郎

サ
玄
関
の
鵬
邸
ら
か
に
邸
を
仲きと
hヲま
し
た
。

献
がりど
・な
っ
て
除
もな
く
れ
仇
は
紙
一
一
の
ず

町
に

江

由
回I

，
a
官
，

-ー・回開.

-・
・司--

山

っ
か
へ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
・

h
rの
鴫
に
は
脇

に
般
紙
は儲舟
ん
で
ゐ
ま
し
た

・

公
が
内
』
く
な
っ
た

の
は
川
町
が
十
八
都
の
織
で
按
貯
が
貯ま
し
て
三
悦鮮

で
し
た
・
械
が
こ
の
た
う
た
寸
仰

の
按
町
が
暇
伐
の

十

一
前
撚
仰
向
的
叩
齢
耐
を
越

し
て
川条
例
批
和
臨
に
て

燃
一
ケM
hbz館
地
しま
し
た
。
針
郡
山

で
志
向Wほ
対村

総
も
オ
カ
ワ
に
て
献を
貯
し
てゐる
と
宇
中
鮮
総
で

一蹴
附
般
のか出ゆ
か野ち
ま
せ
ん
。
税
か
に
税
へて

貯
ま
すに
、
山rの
村
は
慌に
蹴
酷
い
も
の
だ
と
脱
ひ

ま
す
・
閉
店
獄
鯨
の
純
手
と
し
て

鎚
れ
怖
も
抗
即
日
の

蹴
い川町
が
併では
陀'却
と
し
て鱒
獄献
の
評
献
に
繊

づ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
態
併
の断的
静
な
特
蛇
を
邸
へ

ば
郎

に
賦
隊
併
蹴
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
似
切
に

し
て
船

山
町のめ
貯
に畑町
ひ併
に
し
て
賊
艇
の
野
に
m献す
。

川
町
じ

て
は
税M
m
r同町
の
m
w
U
思
え、
制
野
町
の
的
郡
勝

に
山
脈

る
と
の
J，
践の
処
し
き
を
邸
へ
ば
慨た
る
、
和抑制の

淑鮮
か
と
鯨じた
〈
な
hyま
す
・

知
ふし
た
M
M山
駅
磁
の
ド
ソ
底
に
闘
っ
て
七
一
蹴
入

，
、
憎
い
急
事

隠
・

h
F

・5

E
E

苦
の
生
活
の
よ
中に
生
き
て
来
た
私
です
。
あ
ら
ゆ
る

賊
魁
の
「
舟
」
に
醗
服して
抑
制
し
さ

、

部し
さ
、
縦

し
さ
を
俄
の
シ
y
滋
ひ
し
/
\
と
邸
じ
さ
せ
ら
れ
ま

を

-n
GB

，
、

す
。
と
き
た
ま
茶
の
や
る
せ
な
今
、寂
し
さ
か
ら
来
る

停制
雌
は
叫
仰
に
蛸

.

叫
な
ゐも
の
が
あ
り
ま
す
・

一
舵
川町議
は
識
と
拘
に
郡
部
し
ま
す
と
、
な
る
べ

く
知
の
や
斡
か
ら
の

が
れ
m
mLeh
w
p
M
ぜま
す
。
融
し

仲
町
制
も
が
い
て
も
h
wの和
一
軒
と
-
tふも
の
は
他
棋
の

協
にh
wの
に々
伊
き
ま
と
ふ
も
の
で
す
・
そ
う
し
て

持
の成
が
も
が
けばも
が
〈
感
や
轄
の
貯
舗
が
船
対

さ
れ
M
NM附
され
る
も
の
で
す
。
そ
う
し
て
こ
の
や
斡

の
齢
対に
静
へ
ら
れ
な
い
と
、
そ
こ
で
縦め
て
「
え

h
ま
ム
よ
ど
う
せ
な
る
協
に
し
か
な
ら

な
い
必俗

だ
」
と
特
ば
縦
抑

制
雌
に
あ
き
ら
め
き
れ
な
い
鴻
めの

鴨
川
内を
僻成
紙
越
し
て
ゐ
る
も
の
で
す
・

酢
に
貯
え

な
い
域
対
き
な
訴
を
僻
り
に
智
伊
と
一

r
uし
む
る
な

ら
、
こ
れ
た
し
か
に
部鍬
に
船
俄せ
ら
れ
た
略だ
と

賦
ひ
ま
す。だ
か
ら
あ
き
ら
め
牒
と
し
て
獄

艇
な
か
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な
あ
あ
き
し
つ
め
き
れ
な
い
・h
r
r
で
は
九
附
一
憾
の
梓

戦
が
わ
だかま
っ
て
鈴
のM
を
按
郎の
対応
必
に
す

邑

る
。班

、
村
に
は
股
肱
山
町
に
俄
貯
は
お
の
泌

慌
に
断
っ

て
搬
献の
舵
貯
を
と
る
。
献

し
川
町
や
が
甑
併
に
慨
し

て
鰍
附の
に肱υ
を
搬
み紗
る
や
や'
u
p
u
v

野
山
刊
で

す
。
ど
う
して
も
総識
の
対
で
は
混
併
に
慨

し
て
は

仙
人
も
川
町
も

野
た
な
い
の
で
す
。

p
m町mM
で
す
。
続

ん
間切
も
隣
俄
で
す
。
協

wう
倣っ
て
飢に
蛾
めの鶴
山町

に
即
応
り
伊
か
ふ

と
す
る
こ
の
滋
併
と
慌
に
併
き

て
伊

〈
時似
の
事
」そ
院の
附
搬
な
る
酢
佐
野
誠
へ
の
鯨

内
‘
あ
ま

ζ

ゆ
a
v-
-u

.
，
‘，.
u
v

-
z

一か
だ
と
ぽ
ひ
ま
す
。
佐
子
十
初
土の一
人
た
る
山

村
臨
かw
mが府
ψ

・釈し
「
部
山
」じ
紙
八h
H守山隊
ヘ
縦

へ
と舵
ら
制
叫
ん
で
和
献
の

骨
ぺ
一一-
を
町
一
川
れ
に
能
村

せ
l
め
て
慰鮮と
俄
に
R
mし
て
伊か
う
と
す
る
あ

の
附
一
仙
の
彫
り
た
を
餅
い郵
を
勝
目
賦
す
る
こ
と
が
向
山

来
ま
す
。

こ
れ
を
知
機
か
に酌
きか
へ
て
も
う
ち
ょ
っ
と
m刊

紙
慨
に時
世
ぺ
ま
す
な
ら
ば
、
川
町
が
棋
に
紙
併
を
ひ

一企

つ
の
m
mと
し
ま
し
た
が
、

眠
ち
部M恥
か
ら
溢
れ
似

と
す
る
の
は
必の
聞
記
と制的
ひます
。
新
畿
の
税
W

と
皆
ふ
も
の
は
慨
の
併

で
ど
う
に
か
し
て
和
一
明
か
ら

の
が
れ
撚
〈
と

の
み
m脇村
と
し
て
お
り
ま
す
。
臨

し
特
に
は意併
と材班惜
し
て船
艇
の
鯨
酢に山
町
る
。

-r
h

E
‘

‘
句
魁

n
an

こ

れ
が
竃
の
心
か
と
思
は
れ
ま
す
。
そ
う
し
て
ど
う

つ
t
i
l

、
J

-ー

J騒
~ \\ 

し
て
も
指
し
餅
ぬ
と
限
り
部
制と
階
俗し
て
伊
か
ふ

と
-
tふ
艇
酢
に
向
山た
備が
腕
ち
m
w
の
併
に
錯
潜
し
た

叫
に
必
慨
滋
威
の
織
に
滋
した
、
附
献
な
る
蹴
都
と

も
卦
ふ
ペ
ウ
紘
り
の
尽
だ
と
、
蜘
剛
ふ
れ
町
は
船
じ

γ
ゐ

一一
ま
す
が
、
こ
れ
は
ほ
ん
の
縦
の
制
叫
が
の
舵
蹴
か
ら

鰍

即
し
た
貯
航
で
あ

，o
慌
を
伽
抑制mm
w除き
百さ
い
。

問的じ
て
「
時
訟
の
叫

に
は
こ
つ
の
許
脱
し
た
臨
怖

が
あ
っ
て
、
崎
山
川
が
や
斡
の
ド
γ
艇
に
あ

へ
い
で
ゐ

る
と
静m
mに
隣
慨
し
て
静
慰
縦
だ
と
骨
ふ
叫
が
眠
い

て
彩
る
がh
w
の
必
が}
献
対
抗
附
加
を
す
る
と

街
貯

は
殴
慨
に
慨
と
な
〈
刷

物
貯り
な
い
棋
な
低
減
が
す

る
・
呪
し
件
賊
し
て
骨
へ
ば
も
う

一
昨
そ
の
け
川
を
m
m

じ
な
的
に
縦
い
れ

て
川
町
た
く
な
る

」
と
挽
版
協
か
蹴

舟
が
骨
は
れ
て
ゐ
る
燃
に
認
し
く
伴
の
溢
り
で

m
m滋

g

ue

,““

va,

.E
LM­

の
心
は
貨
に
矛
盾

-た
ら
け
だ
と
紙
ひ
ま
す
。
私
は
絞

り
に
こ
の
間
慨
す
る似を
『
獄
」
と
れr
wけ
、
も
う

g
が
か
。

"
t

h胴
巴

-
a

仇
〈

-
つ
の
不
常に
w
mい
れ
た
い
と

-F
ふ
心
そ

.

m
m」
と

窓
側
し
て
も
う
一
昨
似
の
別
蹴
か
ら
知
郡
と
か
ふ
も

の
を
踏
め
て
貯
たい
と
蹴ひ
ま
す
。
川
町
滋

に
は
伊
う

し
た
将
殿
二
部の
併
を結
対
慨に
舵
ね縦
へ
てゐ
る

も
の
で
す
。
だ
か
ら

駒
山
川
で
品
概
必
と
し

て
の
抑
制
い

タ
ネ
は
あ
る
も
の
で
、

都
店卸
ず
し
も
叡
必
な
ら
ず
、

駅
のm
v悠
れ
縦
い
も
の
と
賦
ひ

ま
す
。
騰
はb
wの

.M
が
肘
仲に
税制畝一
一艇
を
よ
り
よ
く
レ
づ
れ
の
消
蹴

に
鰐
砂
し
た
か
に
あ
る

。

m
pm
の
以
か
ら
し
て

_，、~

F一一一_--ーー- .凶
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「
都
」
札γ静
か
すこ
と
は
ゆづ
「
駿
」
t
v膨
せし
め
る
と

一
宇
中
伊
を
訟
で
、
時
滋
似
て
の
も
の
が
十
腕

κ
部
の

m
h
r
M
で
あ
る
・
雌
総
の

m
m
C
M
仰
は
似
品
川
川
だ
あ
り
ま

す
と
と

の
献
し
て以え
る
こ
と
が
印
船
ま
せ
う
・
併

の
献
で
は
川
町

滋
は
婦
や
即
日
の
一
治
協
・
併
の
酔
鉱

‘
の

・
・
績
向

n

，

，
、
，
，
‘
，

ζ
ん

我
だ
。
と
斯
う
し
て
己
を
先
づ
廊
せ
し
め
而
L

て
今

貯
は殴
臨
時
に
裁
の
叫
が
柳
川
献
す
る
も
の
で
す
。
傑

"
し
の

n
a

凶
h
a
n
れ
A

へ
ば
尺
と
り
釦
か
仰
び
ん
鎚
め
に
は
先
づ
己
の
磁
を

緋
め
る
慌
に
郡
守
山
町
凶
刊
に
蹴
く
た

h
き
つ
け
た
俄
に

掌

k

ζ

孟

三
宅
ゐ

-
v
"

、

断
め
一
-U
己
摘
出
脱
が
捌
せ
ら
れ
る
もの
と
思
ひ
ま

R
'

《

J
Z

必

m
R
a
H

士
ニ

す
.
己
t
f・M
mす
る
、
ζ

れ
即
e
リ
己
の
本
位
を
つ
く
づ

く
佐
つ
め
た峨で
、
献鰍
で
一
ず
副
総
併
と

の
間
似
を

い

u
"

し
か
か
刊
、
・

n
c
-
b

意
味
す
る
も
ので
す
匂
而
し
斯
う
し
た己
の
心
を
タ

，
、

、
、

a
，
、

，
、
，

，
、

タ
キ

つ
け
て
呉
れ
る
も
の
、

磁
を
民
せ
L

め
て
央
れ

る
V
Mり
を
縦
滋
は
都
へ
ま
す
る
に
、
こ

の
か“

こ
の
mk

鋭
、
」
そ

.

偽
貯
の
が純
一
黙
の
が
鮮
と邸ひ
ま
す
。
政

の
僻
さ
、
紙さ
、
慨
さ
、

協
さ
、
を
し
み
ル
\
と
帰

っ
て
釦
町一円
]
の
ほ
ん
と
う
の
併
の
般
を
胎
泌

し
た
俄附

め
、
航般
の
郎
山
花
町
ポ
ず
る

-
r
ι
7

・枕
す
る
も
の

で
、
こ
こ
に
「
糊
付
』
の
併
倣
附
併
す
る
ほ
ん
と
う

の
鋭
機
が
あ
る
も
の
だ
と
倣
じ
ま
す

・

蹴
へ
っ
て
泌
が
厳
抵
の
暗
部

、

特
に
出
羽
町
b
u
m
概

す

る
に
悦
っ
て
こ
の
似
般の
幹
部
営
側
ぎ
hrJ
こ
と

p
-喝
しw

，
‘
.‘

.
が
屯
‘
ρ
‘
，w砂
島
守

に
な
っ
て
私
の
心
に
サ

y
と

し
た

一阪
の
光
明
そ

偽
応
，
、
宅
ゐ
止
、

資
ら
し
て
央
れ
ま
す
。
こ
れ
が
心
と
な
り
形
と
な
っ

て
「
舛
しで
4
f貯
の
け
配
を
惜
く
慌
に
と
似
を

郎

り
、

一
民
で
も

一
抑
制
で
も
母
い
き
し
て

脆
いて
御
脱

鰐
識
のm
Mの
一
な
りと
も
綬
さ
せ
て銑〈
」
と
針

を
か
ど
め
て
蒸
し
て
伊
かj

卦
ふ
必
ず
駅
、

つ
L
あ
る
紙
付
仰
の
川
町
や

剛
山ふ
附ほ
ん
k
う
の
・M
M、

，
、ι
a

-

‘

.
え
狗
山
引
だ
.
，

s

ほ
ん
と
う
o

w綜1
ん
す
や
一
き
万
LE
H
凡川
し
た

岱
な
白熱
か

い
￡
・

ζ
・
れ‘
一

も

〈

ι

公
し
ま
す
。
斯
う
し
た
心
与
党
持
っ
て
務
す
こ
と
が

電

E

A

民
、
，
&
噌

K

地

A
H

出
血
朱
た
な
ら
刷
明
日
ぽ
肘
九
段
捌
か
に
愉
快
に
た
のし〈

Hw
-
F
F

・
-
e

色
E
W

事
・1仇
ヨ

日
を
す
ご
さ
し
て
裁
く

取
だ
ら
う
と
底
ひ
一
併
以
て

i，
J
'市叫
ん

a
b

て
企

L
a
w

結
抱
の
詮
に
い
そ
し
む
こ
と
が
州
市
然る
と

信
じ
ま

す

官
印
刷で尽
かワν
ル
問
カ
y
カ
シ
し
た
旬、
出附
阿
川
の
綜
り
が
肘
で
仙
刺
さ
れ
る
慌
に

チ
F
P
チ

u
e

a町
、
a

，
司

・

a
，
‘

z
a・
"
・
・

夕
日

と
紡
ん
だ
り
、

叉
顕
衡
と
-
V何日
か
な
〈
と
点

、

何
と
な
〈
伊
が
必
〈て
ポ
・J
ヤ
リ
し
た

a
-
-u
v
，
、の
ど

P
L
B
L
g

o

a
-
2
4
e
'

'

り

、
ク
・ン
ヤ
ク
・
ンヤ
し
た
り
イ
ラ
イ
ラ
し

た
旬
、
或
は
渇
度
の
持
円、
納
品
川、
か
畑
町
、

隊
合

服
郎、
股
間
管
制
で
叫
耐
の
伊
酌

m
h
r
撚
じ
た
剛
腕
、
ス
グ
に
「
ノ
!
ン
シ』
中
尉
附
せ
ら

れ
よ
。

的ノ
!
?
J
を
の
ん
だ
腕
さ
ヘホ
、
政ひ
昨さ
な
い
鹿
キν
イ
に
鯨
み
品
交
ぜ
て、
そ

れ
こ
そ
聡
胞
か
ら
静け
r
t
府
た加
に
鴎
はハツ
キ
りと
駅
即
応
に
な
り
、
一
郎ふ前鋭
、
山閣総

b
w
w割、
駅
間、
r
v&
緩
や
館
け
ること
が
察
る
。
猷
よ
り
率
見
グ
禁

ら
宅
ι。
容
は一
一
一
十
鏡
、
五
十
時

一
昭
利
僚の
震
や
デ
プ
ト
欝鮮
に
て
腕
際
τ

たLIJ1巡も汲

薬日街頭正純頭
痛
に

員|裏

書 J ~ 町事臨破事踊r.... 
駐曾名会m;;#:隻川書! :ic ift 盟

品，局、，ー、............... ーー
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( 71) 土の一一 現

円本
文
冨
骨
肉U

一
心
不
鋭、
業
入
院

命
鯵
時
、
阿
園調陀
像
、

興
徳
副
市島県
、
攻
作
骨
時

前
、
公
然
迎V

-浮?

の

寅:

現:

土どリ

仰
説
阿
瀬
陀
終
講
義

茸
ハ四

11 村

燐

康

中

(
九)

和
初
ゆ慰僻と
一言
ふ聖
髭

い
ま
い
，
、
晶

ん

ま
へ

匝
ι
r
u

今
か
ら
三
十
箆
年
も
前
の
話
で
あ
る
。

「
氾
鰍
」
と
かA
ふ
聡
が
制
作
の
や
う
に
な
っ
て
、
総
も

h
rた
俄
も
野
た
と
.
一
刻
.
付
ん

V
Mれ
の
偽
総
鯨
胤
を
蹴
お
し
た

M叫
に

'
n，

L
'
w
e
u

-
-
っ

は
新
し
い
宗
教
を
樹
立
し
よ
う
とし
た
も
の
も
あ
っ
た
。

b

M
b
J
、

m
b

骨
抽
血
管

昨
ん

一
す

L

そ
れ
等
も
山
々
一
抱
の
抑
え
て
行
く
や
う
に
、
も
は
や
投
開
か
ら
忘
ら

れ
て
仕
舞
っ
て
雌
る
。

山
均
的
批
悦
巡
の
慨
に

r叫
ん
で
船
ま
れ
、
そ
し
て
そ
れ
が
総
ま
で
舵
っ
た
の
は
、
続
的
掛
川
停
の
も
の
で
あ
っ
た
。
「
制

限
鍛
」
「
附
u
m
m
m

」
た
ど
は
竹
以
て
股
紛
の
蹴
い

m
m
mであ
る
。
臨
て
h
F
-
れ
対
縦
断
停
の

「
以
倣
」
が
椛
も
の
で
る

り
、

総
似
な
封
蛾
?
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
か
併
の
総
献
に

m
mら
し
鑓
せ
て
似
川
町
や
制

m
m
m
な
ど
を
川
町
め
恕
し
た
の
だ
か
ら

、

軸
ゐ

し
A
V
τ令

書
-d
h

b

い
ろ
レ
う
け

A
Y

一
た

'u
f

少
し
も
侃
執
附
な
凪
が
な
く
、
白山
花
宗
礼
棋
を
賠
る
と
と
が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。

あ
の
約
昨
の
「
以
鰍
軌
」
の
吋

κ
は
、
山
町
内
叩
の
純
即
断
結
仰
に
知
る
や
う
な
什
叶
判
剖
な
椛

も
あ
り
は
し
た
が
、

そ
れ

L

・

9
L
A
V
L
-
f

せ
い
し
ん
し
時
e
z
て
e

，

L
う
け
令
て
舎

で
も
年
の
や
う
な
物
質
金
設
な
も
の
で
は
な
く

.

結
紳
主
義
的
で
あ
り
、

且
つ
宗
教
的
で
も
あ
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
。

を
凡

V
か
〈
こ
の
ご
ろ
る

b
u
L
e
け
A
3
2

・
五

む
ぷ
ゐ

"
ん
し
ん
て
会
事
L
，
W
A
v
w
-

夫
れ
に
胎
較
す
る
と
、
此
頃
の
類似宗
敬
は
全
く
る
く
ど
い
も
の
で
あ
る
。
自
分
の
見
一
腕
的
自
部
数
料
磁
を
基

礎
と
し

ー・
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-
産本

帯同
の
自
分
を
知

る
ζ
と
。

見
油
田
一
-一
隊

1
2

問
調
陀
偽
に
融
合

す
る
こ
と
。

家
m
m

阿
錫
陀
品
開
が
来p

迎
へ
る
と
一x
-
b宗

数
絞
殺

韓
間行
径
生

涯
多
な
巻
市
甲
を行

ひ
そ
・μ
を
掲
げ
土
へ

の
食
時
四と
し

て
往

生
せ
ん
と
す
る
ζ

S
L
h
 

化
土
往
生

良
質
な
aw
土
で
な

〈
、
浜
・
貨
な岨
伊
土

へ
行
〈
念
の中
間

快
朋
介
に
行
{
と

'c
。

不
頭
骨
常怨
諭

隊
悼
鮮
の
来
迎
を必

要
と
し
な
い
段
。

虐閣制直
粗
--
一
信
准
U

一
，
第
十
八願
t

他
力

一

念
品
珊
『
総
思
鎌

一

m
k
休
止

'
'
傍.
一ト
願
。
n

力

念
品
開'綾
川品化

土
校
生

a
第
十
丸
願
t

旅
行

同
出
門
'
化
上
往

aa

-

た
い
伶
り
に
、

税
徳
川
川
な
耐
の
総
併
軌
を

川町
て
依
じ
て
船
る
の
だ
か
ら
械
に
附

す
ど
い
設
りでる
る
@

伸
之
堂
島

2

牝

ネ

2
S

ぷ
q
b
q
g
t

ま
み
認

綱
臼
氏
の
「
丸
跡
」
は敏《
聞の
凡
剃
血
仰
と
訴
を
拠
に
し
て

、

物
質
的
な
剃
の
形
を
見
た
の
で
は
な
く
、

安
な
さ

「
剥

は
宮

崎
し
'
'
・3

い
唱
し

L
V写

E
-
ee

H
e
て
e
u

昨

内

共
者
」
に
踊
れ
て
火
砲
を
奮
し
た

も

の
で
る
っ
た
。
蹴
宗
械
に
去
へ
ば
「
H
L性
」
で
る
り

、

持
げ
土
敬
的
に
云へ
ば
「
兄

郎防
一
品
鵬

」
で
あ
る
。

.

P
・ま
伸
一
昨
駁
m
k除
く
「
総
酌
」

|
l

純
ち
伸一管
区
駒
が
、

説
山
附
す
る
抗
の
献
に「護
保」
す
る
と
と
は
、

引
い
事
・
な

俄
隅
隠
さ税の
郎
町
村
総
仰
臥
す
る
と
と

ろ
の
「m
M恥
」であ
り
、
「財
縦」
で
る
る
。

俄
m
m滋き
叫
仇
に
恥
つ
て
は
恥
鋭
に
際
航
す
る
と
と
が
町
山
知
な
〈
と
も
、
ル
可
愛
日
し
くめ
に
前
向献
す
る
ぬ
似
た
m
m
k
臨

・0

と

R
E
L
5
t
F

い
柑
ん
い
宜

f

L

ゆ
こ
う
し
ん
主
・

2
2

2

2

Z
5
3

a
t
u
う

ん
で
は
.
制
昨
度
惚
臨

す
べ
き
宗
教
僻験
で
あ
る
か
ら
、

今
は
特
殊
な
川
時
“
者
の
場
合
を
除
い
て
、
必

然
的
な
「
臨
んW鯵

即」
の
仰い献
伊
能hr・
「
彬猷」
と
し
て
ん
附
り
即
し
た
の
で
あ

る
。

ι

ん
ふ
ら
ん
.
ろ
甘
ん

P
V

‘
・h

h
い
ぜ
ρ
れ
い
.

，
ド
け
ん
え

だ
か
ら
「
一
叫
不
乱
」
と去ふ
傑
件
さ
へ
具
備
す
れ
ば
識
で
も一ゃん
引
に
於て
も

符
臨
し
俳
ら
る
べ
き
も
の
で
も
あ
る。

設
なほ
備
の
や
即
時
か
ら
す
れ
ば
、
さ

う
し
た
叫
m
mな
鉱
山
帆
と
し
て
で
た
く

、
波
山
附
す
る

階、
紛
でも
紙
撤
し
仰
ら
る

べ
き
お
っ
て
杭
成
た
聡
械
で
も
あ

る
。
「ヨ
阪
」
と
か
エ
や
う
な
一
戦
郎
κ
総
品
川
の
縦
一
さ

れ
た
繊
燃
側
艇
に
左
ら
な
く
と

も
、

M
Kし
総
説
し
て
知
れ
ば
絞

似
俄
訴
で
ゐ
る
鴎
り
、

仲
昨
で
も
献
で
も
伊川除
で
も
怨
め
ら
る
る
も
の
で
、
そ
れが
府

だ
郎
総
と
す
み
や
う
な
按

併
に
一郎
ハ
ツキ
H
鍛
離
せ
ら
れ
た
と
官ふ
滋
の
も
の
で
る
る
・
そ
の
続
は
般
か
の一
的
峰

山
川
」
堅
持
さ

れ
た
も
の
で
も
あ
る
。

総
し
山
市
る
が
心
の

瓜
微
に
絞
る
と
、
ル

の

「
郎
総
彬
m
m」b
L、
船
得似品
目
わ
し
く
は
か
対
幻
僻
桝
の

仰
が
似
掛の山
町

だ
と
し

・

政
慌
の
伐
併
を
も
っ
約

は
、
必
やし
も
米
私」
を
伊
つ
川
町
一
引
が
な

ψ
と
て
、
ポ
舵
恥m
m献を
昨
ペ
、
-
一
一
瞬

一
-一勝
=
一
的
崎
の
w
mを
や
て
て
山
な
が
、
総
し
断
「
艇
猷
」
は
絞
似
に

m
mふ
為
川
町
線
航
の
や
飢
で
あ
っ
て
、

m
mmと
か
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晶
陣頭
の
幽
閉

水
品
開
会
仰
の
こ
と

不
睡
眠
品
開
値
遁
岨

m

仰
と
限
れ
ず
何
時

で
も
仰
と
遜
っ
て

凪
刷
るζ
k
.

以
間
的
で
た
い
と
か
の
隊
配
では
な
い
。

制
的
「
鵜
猷
」

の
併
の1M刷
僻
」
が
か
し
航
続
の
僻
腕
ち
材

械
の
や
う
た
諜
を
した僻怠
ら
鴻ゆ
る

み
山
十僻
」
に
ぬ
g
z

な
い
か
ら
「
的
制
」
に
舵
て
ω
齢
制
がふ
ムは
れ
な
い
と
と
も
な
い
が
、
以
て
の
「
彬
猷
」
を
.
続
く
「

M
M
J
的
悦
」
の
問
削

除
心

て
凶
E

臥V，
、

L

Z

ド
“
あ
た
こ
と

m
‘

何
と
し
て
、
再
出の
低
い
も
の
に
し
て
仕
舞
ふ
の
は
甚
だ
神的
ら
な
い
柑
ゆ
だ
と
店
ふ
。

泌
総
此
必
の
獄
絵

に

祭
器
の
山川は
総艇
の猷
へ
に
あづか
る・
総
併
のM
M
U
引の
議
す
る
はA
F
M
M
併
の
畿
に
て
時
た
り

内
.
A
，
い
し
ん
置
い
量

と
「
来
週」
と
一
宮
ふ
も
の
に
も
民
俄
の
あ
る

こ

と
を
云
っ
て
居
ら
れ
る
。

ま
た
一
蹴か
ら
知る
と、
和
紙
猟
猷
院
はm
mりに
も
んrMを
川
町ひ
齢り
ぬ
即
ぎ
て
h
wる
。
佼
似
と
よ
ふ
れ

V能
ι
山
川
仰
と

-
-
し
む

'
a

，
，
、
も
う
町
"
'
か
ん

一宮
ふ
以
却

.

か
ら
僻
し
て
、
誌
の
上
に
置
い
て
店
る
感
が
あ
る
。

郎
VJ税
似す
る都
にW
っ
て
仲
常
貯
艇
は
制
して
勝
れて
船
な
い
鰐
で
あ
る
。

叫
別
総
和
町
新

の
特
り
館
料
が
村
山
似
倣
僻

の
ぽ
紛
で
あ
る
隙
り
、
憾

と
批
判にか
き
僻
と
蚊
に
蹴
る
の
が
紛
w
mな段
俄
幻
で
あ
る
。
し
て
知

れ
ば
山
対
日川
に配り
で
は

ら
・
ん
ら
い
か

9
r
'
w
Z
E

ん
L
e

ゐ
吋
'
'
れ
今

s
t

ぃ

和
・
断の来
週
山
俳が
認
識
さ
れ
て
駅
る
償
円
で
あ
る
・
だ
か
ら
臨
終
に
は
布
っ
て
も
拠
く
て
も
よ
い
と
云
ふ
も
の
で
は
た

t

s

‘

3
・

e

ふ
ら
い
ら
い
か
令

く
、

凶
占y
h
w
る
す
き
慌
の
も
の
で
あ
り
.
無
く
て
は
た
ら
ぬ
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
を
と
と
さ
ら

に

「
不
和
来
迎
」
と
云

r
t

事
向
‘
つ
い

す
す

ふ
如
き
は
全
く
以
て
まひ
過
ぎ
に
過
ぎ
な
い
。

「
銃
似
は
ね
中

m
w
M
恥
佐川
制俄の
と
と
だ」
と
ず
っ
た
験
対

，

M
Mの
髭
勲
は
、Bし
い
俄
隅
総
献に僻っ
た
も
の
で
、
識
で

a
z
z
b

a
L
ぷ
ヲ
包
む
つ

も
是
認
し
た
け
れば
た
ら

ね
余
併
の
事
賓
で
ある
。

M
mと鵬
れ
て
酔
る
波
艇
は
な
い
。
わ

し
麟
れ
てW
た
ら
対
側
で
は
た
い
か
ら
で
あ
る
。
阪
に
僻
と
腕
れ
て

h
r
な
い
た

血
事
‘

J
Z
?

今
'
い
に
ん
し
・

3

し
ん
ぶ
み
み
み
や
必
ー

も
4

4
ん

ら

ば
「
怖
に
側
に
値
治し
て
似
る
と
・
ぷふ
認
論
が
な
く

て
は
な
ら
ね
。
心
眼
に
見
え

る
見
え
な
い
に
拘
ら
や
「
日
前
に
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、

の

現
前的問

に
現
は
れ
る
ζ

忌
ι。

, 

慨
あり
」
て
ふ
知
山
町
の
な
い
付
慨
は
あり
mwた
い
。
腕ち
猷
燃
凶
品
川が

も

ひ
と

事
白
川

副
ん

￡

λ

詑
ぷ
っ
つ
ね
・
こ
骨
Z
aヲ
に'
A
e

た

若
し
入
、
怖
を
念
や
れ
ば
、阿
靖
陀
俳
常
に
此
行
人
の
と
と
ろ
に
来
り
た
ま
ふ
。

と
J
Aつて
膨
ら
れ
る
路
り、憾
と腕
れ
件1
の
税Mmと
去
ふ
も
の
は
h
wぃ。
仰向燃
じ
の
ぷで崎
…
附
般
紙
獄
の
か

は
あ
ら

9
h
b

・
か
う
う

ゐ
担
ん

ぷ
っ
し

ん
そ
白
う

内

h
Fう
L
avう
そ

，
、
一
昨
ん
い

二
主
ぽ

う
と
も
、
悦
に
吋
燕
謹
」
を
受
け
て
居
る
の
が
「
念
俳
の
信
」
で
あ
る

。
共
上
に
「
蹄
捺
印
現
」
と

一宮
ふ
言
築
さ

へ
あ

る
。
幻
併の
蹴m
v辰
巳
て
川
町
の
域

一
蹴
すると
と
を
般
・

ヂ
る
と
と
は
「撚
m
m」で
な
く
て
何
で
あ
ら
う
。
そ
れ
が
や
ぎ

鵬
mwで
あ
っ
た
が
、

臨
縦
と官ふ
や
う
な
れ
恥
鰍
な
階

k
.

一
郎
限く
椴
敵せ
ら
れ
る
の
は
波
艇M
K
Wっ
て
齢
燃
た
転

b
b

心
，

ん
包
う

ら
い
か
う
じ

Pめ
ん

L

ん
か
う

か
〈

て
い
て
冷

い

於

担
ん
ぷ
っ
し
ん

で
あ
る
。

批判山
総臨
絡
の
来
週
た
く

し
て
は
自

分
の
信
仰
は
僻
定
的
な
も
の
で
も
仏
い
と去
ふ
の
で
は
な
い
。
唯
だ
念
俳
信

ぜ
ん
て
昔

い

草
て
し
か
た

v

わ
う
U
尉
令
ぜ
い

勿

て
今

仰
に
は
必
然
的
な
も

の
で
あ
る
と
云
ふ
迄
で
あ
る
。

撚
る
K
.
そ

れ
あ
る
も

の
は
正
し
い
佐
佐
で
な
く

.

第
二
義
的
な

-aE

す
ζ

惜

ぜ

h

ナ
含
法
草

主
、
ん

事
事

化
土
往
生
で
あ
る

と
断
守
る
の
は
全
く
少
し
行
き
過
ぎ
て
舟
る。

も

っ
と

議
庇
に
終
典
を
味
は
は
れ
な
い
も
の
で
あ
ら

う

か
。如

献花
仲
品vh
r繊
の断
対
仲
を
鳴
っ
て
h
rたら
山内う
で
あ
ら
う
。
即艇
で
な
し
に
h
r併の
佼
似
の
排
他
に
昨
…

ら

し
俄

。
い
か
A
V

い

‘
ん
だい

た
V

な
っ
-
苦

情包
古

k
v

担
ん
岬
乃
-

u

つ

い
そ

ζ

せ
て
見
た
ら
、

「来
迎
」
と

云
ふ
問
姐
も
直
ち
に
納
得
の
出
来
る
と
と
で
あ
る
。

但
し

念
備
の
本
質
と
云
っ
て
も
.
廿
央臨

，

-
-

e
て
e
g

も

怠

よ

お
陪

さ
ay
い

い

ま
て

に
自
カ
的
な
蜘
持
、
仙
カ
的
な
気
持
に
依
っ
て
大
き
な
相
回
興の
あ
る
と
と
は
一宮
ふ
迄
も
た

い
。

(
一O
)
自

力
と
他
力
と
の
相
異

館
械の
酢
地
取
肢
と
PA
ふ
隙
配
か
ら
、
山
四
対
椛
腕
で
はいけ
た
い
と
官
っ
て
、
山

均
的の
山
間燃
は
蹴ゅの
伸
郎左
ど
を

慌
に
し
な
い
で
か
叫で
鳩
山肘れ
と
鵬ま
し
た
階、
邸
ん
に
「似
明日
川
椛
織
」
と
官ふ
一目m
wが
慨は
れ
た
が
、
結
都
品k
R

K

リ
*
・

ぃ

、
・a
u

け
勺
わ

う
-H一定

よ

か
‘
し

ゅ
守

ふ
「
舵
九
」
と

一百
ふ

一一
万溶
は
決
し
て
か
L

る
横
一
おな
掠
り
掛
り

主
義
を

云
っ
た
も

の
で
は
た
い
。

, 

. , 
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aR緑川
仰
山
な側
聞M
m録
件

の
こ
と

。

鴻
主
的
に
官
ふ
「
h
r鳩
山
団
地
」
は
、
ん

V
M川
の
鳩
を
郎
総
っ
て

h
rる
か
.
か
し
く
は
ん

V
Mの
停
泌
さ
を
綜
殺
し
て
酔

る

か
の
骨
郎
に
絞
っ
て
宏
一
は
れ
た
も
の
で

、

山
対
的
駄
に
は
似
艇
の

「
縦
ぜ
」
と
安
ふ
抑
止
府
艇
は
釘
船κ献
す
る
艇
酢
が
桜
艇

ゐ

を
た
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

a
F・
と

わ
n'
E

い
ま
ト
ん
さ
つ
ぶ
つ

よ
ぬ

か
て
い

と
舎
と
れ

H
b
p

密
主

h

た

句

舎

例
へ
ば
私
が
今
印
刷
物
を
読
ん
で
廃
る
と
俄
定
ず
る
時
、
之
は
自
力
で
讃
ん
で
腐
る
か
‘
他
力
で
読
ん
で
居
る
か

い
み
か

た

も
ん
だ
い
も

じ

"
骨
よ

h

ま
つ
く
ら
号

z

t
e

い
ま
V

と
云
ふ
見
方
が
悶
睡
で
あ
る
。
若
し
自
力
で
読
ん
で
射
る
な
ら

、
提
唱
な
躍
で
も
読
め
る
か
何
う
か
。
云
ふ
迄
も
な
く

た
い
中
う
ひ
を
で
ん

ル
事

砂
苛
ょ
た

い
や
う

訟
uv

鴨・
ん
之
う

太
陽
の
光
と
か
屯

一般
の
光
と
か
が
た
く
て
は
読
め
な
い
。
で
は
太
陽
の
尤
や
市
鮫
が
あ
り
さ
へ
す
れ
ば
讃
め
る
か
と
官

わ
を
h
た
も

t

e

よ
舎

も
ん
む

L

へ
ば
さ
う
で
も
も
品
い。

私
建
に
読
む
策
?
な
く
、

ま
た
説
む
祭
が
あ

っ
て
も
文
字
を
知
ら
た
く
て
は
読
め
な
い
し
、

-
h
た
侍
る

も
ん
む

在
い

9

か
い
2
4

な
い
み

0

・
』
よ

必
ハ
上
多
少
な
り
文
字
κ
掛
す
る
理
解
カ
が
無
く
て
は
窓
味
が
呑
み
込
め
な
い
か
ら
読
ん
で
も
読
ん
だ
に
は
な
ら
友
い
。

し
て
貯
れ
ば
か
対
抗
刈
で
も
伊
け
?
伽
国
対
郊
で
も
作
け
た
い
と

F
b読
に
な
る
。
お
が
い

rづ
統
一
般
の
h
r放
で
る
る
。

し

あ

お
酎
み
じ

)
ん

よ

い
包
じ
つ
を
骨
み

し
世

主
か
ら

館
。

然
し
も
っ
と
よ
く
考
へ
て
見
れ
ば
自
分
が
読
む
と一宮
ふ
本
貨
は、
共
見
る
視
力
も
肉
鰻
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
比

防
府
は
脱
出
山
飴
械
を
狩
っ
て
同
市
る
か
ら
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
・

俊
郎
叫
山
静
脈
h
w苅
ゆ
と
官
ふ
ゃ
う
友
般
か
の
仲
一
郎
な
し
に

・

-
h
n
か
'"
だ

え

た
匂
母

C

み

令
官

・

は
此
身
慢
も
あ
り
得
な
い
の
で
る
る
。
つ
ま
り
他
力
な
し
に
は
此
の
税
る
カ
さ
へ
も
る
h
v

得
ゑ
い
の
で
あ
る
。
ま
た
一

阻
う
も

ん
-
G

か

て

い
が
〈
・
う
し
ゃ

'
sn‘
‘
ら

ゆ
事

ラ

・

か
ト
‘

有
志
い
ろ
，
ー
は
ろ
め
ん
も
ら
お

っ

方
に
は
文
字
を
家
・
挺
か
ら
接
、
か
ら
一
枇
舎
か
ら
賞
ひ

.

理
想
を
理
解
す
る
カ
も
色
々
な
方
面
か
ら
貰
ひ
集
め
た
も
の
と

す
れ
ば
、
・
即
対
は
紛
桝
た
即
刻
で
は
な
く
、
俄
は
智
治
の
総
縦
で
あ
り
、
跡
的
駁
加
の
制
開
館
で
る
る
と
し
て
「
一
慌
の

智
治
な
り
」
と
お
峠
伝
的

r
m
m
に
な
っ
て
か
貯
の
館
駅
り
を
も
せ
で
一
慨
を
股
秘
し
・
一
慨
に
轍
ゆ
る
麟
あ
ら
ん
と
説

ん
で
蜘
訟
を
し
て
か
げ
る
織
で
あ
る
。
か
く
し
て
似
…
必
二
械
の
山
町
一
況
に
絞
り
椛
説

κ
政し
い
川
悦
一
般
伊
府
船
の
船
一
昨

で

f

が
出
来
る
の
で
あ
る
。

臥
山
町
駅
k
mい
て
の
似
国
対
は
「
叫
和
紙
」
を
総
め
る
と
と
で
あ
る
。

一
慌
の
和
ベ
rM
m刈は
一
つ
の
蹴
敵
対
で
破
鮎
す
る
も
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岨
唱
上
縁

事
物
の
現
象
に
刷
却

し
て
そ
れ
を

格
上

せ
し
む
る
強
力
な

後
件
3

本
側根

本
的
な
邸
ひ。

銅
曲
家

添
削
に
削
叫
は
れ
た

も

の
、
如
4
・米
裂

と

も

-4
・
針。
血
即
は

人
間
に
現
ば
れ
た

る
先
A切
な
如
来
の

後
で
あ
る
。

鍵
書
陀
虚
圃
尼

・L，
，ww
、
，
hv

終
叫
日
は
品
出
陀
織
と

も

云
ふ
、
秘
密
句

言
語
の
こ
と
。
陀

6
E

U

勘
定

・8

髭

E
m尼
も
呪
符
世
帯
尼

の
凶
町で
秘
衛
官
訪
の

こ
と

、
柑
世
態
刊
誌

m
w

山
中
に
不思
議
な
鍍

力
あ
リ
と

す
る
も

の
。

お
に
栴
ちつ
か
たれ
つ
・
脱
線
北
し
純
腕
僻
し
て
域
紛
し
銭
齢
し
て
和
く

と
が
州
る
の

で
あ
る
・

二
L
h

lT
'

か
い
己

机

‘
←
-
z
e
h
'

出

E
B
、
一
ん
uZ
E
-
-ん

て
ρ
ぜ
い

ー
で
金
事
国

だ
か
ら
む
を
川
町
し
く
理
鰍
し
、
む
を
正
し
く
聡
理
し
て
行
く
と
き
.
逆
縁
を
順
刊
に
訂
正
す
る
と
と
が
出
来

、
融
ひ

を
仰
向
ひ
と
し
て
綿
ら
し
め

4
y料
献
へ
の
部
へ
の
航
船
和
制
と
な
し
、
政
門
献
へ
の
川
駅
り
と
し
て
均
に
件
対
し
よ
う
と
官

ふ
鮮
に
も
な
る
。
が
が
や
が
て
部

鰍
と
も
たり持
制
と
もなる
の
で
る
る
。

総
し
悌
ほ
よ
く
抑
制
へ
て
貯
る
と
、
そ
の
総
織
の
椛
郎
総
ー
は
倣
で
あ
ら
う
か

、

そ
れ
は
似
れ
も
必
泌
を
や
め
す
織
で

る
り
・
略戦
乞
より
よ
く
鉱
す
か
併
に
総て
、
定
申
一
服
併
の
仰
む
だ
な

る
ゆw
m
m
臨
献
が
な
さ
れ
て
伊
る
と
怨
刊
く
階
、

m
m然
繊
の
鱗
借
対
は
m
M
M
J
M
h

織
を
よ
り
よ
く
鮎
す
織
に
の
み
は
い
な
る
鳩
と
し
て
破
は
れ
て
山
町
る
も
の
で
あ
る
と
と

を
す
。
似
一
慌
の
織
の
ぴ

一制
限
弘、
殺
と
そ
は
山
下
織
と
も
♂
ふ
べ
き
総
怨
な
鳩
で
あ
ろ
@
そ
山
川
刊

加

を
み
縦
対」と
似
芸
術
艇
が
」
と
似

げ
ば
.
械
め
て
純
一
郎
…

p
-
rr
m
け
る
m
M一川
と玄
加
が
倣
っ
た
の
で
あ
る
@

だ
か
・ら
、
J似，
訟
の
幻
慨
す
る
杭
に
肘
て
も

、
側
め
は
か
似
の
川
町

す
狩於
に
機
む知燃
が
川
れ
い
か

も
対
れ
な
い
。
脱
ち

必
読除
仙WL
r
-
と
PAふ
や
う
な
鈴向
山
、

一
駄
の
慌
対
と
配
っ
た
や
う
な
紛
燃
で

、
が
似
の
六
・
下
の

日
刊
に怖か
い
押
ら
お

中
忠
一
需
品
仏

艇が
、
で
も
あ
る
かの
脱
く
務
へ
る
か
も
知
れ
と
い
。
さ
も
怠
け
れ
ば
絞
艇
と
干
さ
と
は
仲
排
除
似
の
舵
む
し
た
附
似

だ
か
ら
、対
側し
て
静
る
と
倣
か
し
ら
械
肌
に
か
似
に
し
て
貯
れ
る
仰
山
で
あ
る
と
判
例
へ
る
か
も
対
れ
な
い
。
腕
ち
泌
〆

科
し
て
勝
る
の
だ
か
ら
、

科
し
て
仲
る
械

も

の
ぷ
にw
m
mな別
総が
い
川
へ
ら
れ
、
時
の
地m
mぴ
h
p械
を
秒一
倍
よ
く
し
て

貯
れ
る
と
宏
ふ
ゃ
う
た
抑
制
へ
が
働
か
な
い
に
も
鵬
ら
な

い
。
艇
ゲ
て
殿
山
山
村
せ
ば
時
?
踏

4
m
m
凶
刊
の
撚
針
が

r
h
r
、

し

廊
恥w俄
よ
く
た
る
と
抑
制
へ
る
か
も
知
れ
な
い
。

レ
ル
モ

hV
-
J-茸
U

ぷ
ん

い

舎
一
-!
&

然
し
失
れ
は
山
静沈自
分
と

云
ふ
も
の
を
必
礎
に
し
て
居
り
、

.
，

‘
E

B
'
E
p

p
d

・-
5

・
，.
》

、
府
管2
，

ゆ
勘

動
矧
をM
mく
似
し
て
酔
る雌
κ
恥
泌
不
純h
hも
の
が
あ
る
。

の
で
た
く

かr
M川の
日
刊
す
放
を
榔
む

べ
叫
が
あ
る
と
射
に

、
Z
今
・

て
会
ヨ

功
利
的
な 一

. 

. 
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品
ひか
ら
抜
け
た

自
由
な
欣
態
。

洩
媛領

ひ
な
き
安
殺
な

欽
慈

、

又
は
広
告

・
伎
の
枇
山
介
か
ら抜

け
川
た
絶
対
永
哨
唱

の
紋
凶
針。

浄
土
は
此
鱗
股
抽
出

般
市
の
秋
山
骨
を
山氏
ふ

議
官
自
分
と
な

っ
た
こ
と
c

呉
下
の
醤何
様

何
時
迄
た
っ
て
も

泌
歩
し
な
い
入
。

L

ん

こ
と
c

ω
ち
芯
の

止
ま
っ
た
人
の
と

e
 

島
、

妄
念色

んべ
な
海
副
障に
な

こ
、
ろ
。

一
-
一
策

心
と
官
業
と
行
総

・
と
の一
一
一
。

関
心得

土
を
阪
ひ
求
む

る
こ

A

ろ
。

願
生
心

願
心
と
同
じ
。

決
定
往
生

掲
げ
土
を得
る
磯
信

信
敏自

分
の
拙
刑
劣
な
る

こ
と
を
匁
る
と
と

骨目
+
震念

品
加す
れ
ば
本
賞

ぷ
ヲ
甘
ay

‘

&
げ
き
晶
暗
ん
い
紛
っ
こ
会

.
，

て
舎
広
告
い
こ
う
，
て
舎
ふ
恒

S

A骨
を
レ

働
敬
の
求
む
る
僻
脱
肉
祭
と
去ふ
も
の
は
決
し
て
そ
ん
な
功
利
的
な
も
の
で
は
な
い
。
元
来
功
利
的
な
不
純
な
私

滋
の
紛
燃が鮮
く
な
っ
た
磁
を
仰
w
m
u
と
か

A
ひ
m
r
燃
と
す
品
の
で
あ
る
。
鮮
野
の
慨
っ
た
と

ζ
ろ
、
ね
町
一
鍛
和
一
炉
問
引
の
蛾
引
い

〈
一
ね
ん

な

ん
た
a
v
嘗
s
h

怯
な

A
Y

坦
切ι
ん
品
企

H
ま
宣
明

m問
念
の
無
く
な
っ
た
、

本
常
に
卵
陀
日
品
を
付
け
た
ゃ
う
た
J
託
な
人
に
な
っ
た
と
と
ろ
.
今
迄
の
o
m
持
が
ス
ツ
カ
リ

伽
ひ鳴
め
ら
れ
て
政
し
い
か
併
に
聡
滋
せ
ら
れ
た

と
と
る
に
一
慨
は
る

L
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
ん
な
に
件
紗
俄
対

h忙
な

税
似
はまだ
椛
倣で
は
も
仏
い
。
・
即
刻
版

な
和
燃
を
命てm
vっ
た
繊
w
m
k
舵
艇
に
す
が
ら
ざ
る
を
川
町
・
な
く
な
っ
て
船
び

際
ん
し
ん

害
時
相

ん
ぷ
唖

か
け
る
本
心
の
叫
び
が
念
併
な
の
で
あ
る
。

惨
ん
危
う
事
み
だ
ぶ
つ

t
b

モ

乙

じ
・

A
n
u
て
者

e

私
-h

‘
臨
む

品y
u

--
‘ぎ
た
旬
舎

い

ポ
か
に
阿
哨
陀
併
に
南
無
す
る
と
と
る
、
共
島
に
は
自
力
的
な
鋲
持
は
無
い
。
官
は
向
カ
と
か
他
力
と
か

一ぶ
っ
た
ゃ

う
危
繋
さ
へ
鍍つ
て
は
船
な
い
の
で
あ
る
。
き
かM
Y
Wて
て
似
艇
を
糠
む
廷
で

あ
る
0
1

略
て
絞
山
仇
し
た
あ

と
で
'
F械
の
紛
燃
が
か
い
川
町
引
で
あ
っ
た
か
伴
う
か
を
脚
慨
し
て
秘
め
て
か
併
は
ま
だ
作
況
を
織
む
ほ
が
蜘
け
伊
れ
て
仲

な
ん
は
ん
挺
ん
ま

で
乙
占

た

い
な
と
か
何
と
か
判
断
す
る
起
の
事
で
あ
る
。

b
b
b

h
r
ξ
し
た
$
ぃ

‘
る

で

ど
が
ち

a
v
L
ん

そ
鷲

宮
に

J

げ
ん

と

ひ
ぷ
ゐ
い
さ
た
た
か
な
か

蜘
税
制
仙
速
はN7迄
自
殺
中
心
で
育
っ
て
来
た
人
間
だ
か
ら
、
兎
も
す
れ

ば
自
分
と

一
試ふ
も

の
が
先
き
に
立
っ
て
仙W
A

・

U

・
-π
吃
雪

量

&
x
b
a
R
V

険
防
う

よ
う
い
ほ
ん
‘
う
L
ゐ
か
ラ

ah
d
h

ん
配
丸
町
町
た
無
持
か
ら
僻
配
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
終
身
に
は
本
訟
の
信
仰
が
味
へ
な
い
の
で
も
あ
る
。
と
云

H
'M民
9

t
弓
曽

L
ま
い

つ
ま

マ
と

争
骨

事

事

an
a
l

〈

世
じ
ん

e
M

今
C

L

a
z

っ
て
紅
俳
をW
饗
し
て
仕
株
糾
っ
た
ら
、何
時
迄
た
っ
て
も
央
下
の
訴
阿
い訟
で
、
下
ら
た
く
入

品
を
過
し

て
仕
舞
ふ
とと

・
4

も
E

バ-
Y
由

M
w

a押
川
崎
市
再
会
ム
U白
i
H
V勺え
る

わ
け

そ
と
で
何
う

し
て
も
求
め
に

廿
つ
め
放
い
て
行く
年

型
、
化
か
必
要
と
なる
滞
で
も
あ
る
。

に
も
な
る
。

叫
為
抽
ん
レ
宮
に
ん

出
然
上
人
も

善
幸
之

2

4
ん
お
咽
や
さ
ん

む
ん
Z
L

う
と

1
2
3

1
Z
L
ゐ

も

し
ょ
く
都
名
す
れ
ば
腕
名
の
径
と
し
て
妄
念
自
づ
か
ら
止
み
散
純
白
づ
か
ら
静
ま
り
三
業
鼠
づ
か
ら
調
う
て
願

心

"
の

-
F・M
L
か
・

3
F
，

ζ
・え
す
品
な
む
串

L
O

提
ぷ
っ

さ

ん
ら
ん

ま
企
舎
な

む
る

み

民

ぷ
2

・
ろ
ね
ん

配
づ
か
ら
殺
る
な
り

。
然
れ
ば
願
牛
の心
少
き
に
も
南
無
阿
悌
陀
仰
、
散
凱
の
惜
哨
す
時
も
市
無
阿
靖
陀
俳
、

妄
念
の

む
る
山
町
も
が

閉
伊
仲
排
除
郎
防
云

一五



( 78 ) 得一一土の貧一一現

に
救
は
れ
る
と
云

ふ
こ
と
を
知
る
ζ

・c
。

ハ本
支
再
出
〉

英
人
組
影
時、心
不
蹴

倒
、

ω
得
役
生
、
阿

制
湖
陀
俗
、
品開祭
闘
土

門
役&
v

焦
土
遺

品
開
滋
と
も-
Xふ
、

天
地
の
大
滋
で
あ

る
。

行
け
ど
も
行

け
ど
も
行
き
鈴
り

の
な
い
道
、
本
滋

の
人
生
の
と
と
で

あ
る
。

自
這暗
黒
な
治
で
な
い

こ
と
、
明
る
い
道
。

-念一
療
の
念
品
開
。

綴
倒
心
私
速
に
は
次
ぎ
の

申
う
な
州
つ
の

狐

倒
心
が
あ
る
3

常
l

何
時
も
後
ら

な
い
と
思
っ
て

居
る
3

祭
i

人
生
後
し
む

の
が
本
お
だ
と

岡
崎
っ
て
居
る。

袋
|

俺
と
云
ふ
も

の
を
第
一
と
し

て
居
る
。

務
|
自
分
は
き
れ

い
だ
と
自
惚
れ

て
居
る
。

往
生
相

掴
市
土
に
居
る
後。

‘ 

「
蹴
説
俄
蜂」

F
r
L

ん
か
う

ろ
い
止

正
し
い
信
仰
を
縛
る
に
至
る

か
く
し
ん
え

の
雌
信
を
得

、

と
宏
一はれ
てr
だ
絞
似
だ
に
絞
ら
な
け

れ
ば
、

付
川
町
か
は

を
L
&

で
る
ら
う
と
と
を
敬
へ
て
居
ら
れ
る
。

., 

.

.
 
a

ヲ
a
"

を

t
e却
し
ん
告
し
ん
ほ

&
m
L
g
柑
ラ
九
ρ
け
ん
え

い
た

ほ
U

.

み

.
，J

-
E九
の
紅
の
祈
れ
る
除
、
信
機
信
法
の
宗
教
慌
験
を
得
る
に
至
る
。
か
く
て
と
そ
初
め
て
「
他
力
」
の
窓
味
、
「
来
週
」

の
跡
恥
も
州
市
り
腕

・い
静
町
内
で
の
「
慰
似
」
も
般
紙
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

-、

一

狩
ラ

回
し
ん
か

ラ

軌
道
に
乗
っ
た
信仰

• 

一、----

一
郎
俄m
mに
い八れ
ば
も
う
脚
滋K
Tっ
た
の
と
献
じ
で
る
る
。

4
a
a，舎
町
一
の
耳
目

b
-
u雪

」Z
b
s
s

』
う

お
し

ふ

.
g
〈

信
仰
の
軌
例
制
に
乗
っ
た
袈
が
「
往
生
」
で
る
り
、
ま
た
酬
明
ゆ
る
「無
上
遁
」
に
足
を
踏
み
か
け
た
と
と
で
あ
り
、
自

制
切
う
たんf
、
ひ
ら

申

こ
企

道
坦
k

と
聞
け
行
く
事
で
あ
る
。

泌
総
良
川
は
「
一
羽
山
花

一
昨
の
俄
叫
唱
を
ふ
町
て
山
町
き
織
へ
る
が
臓
な
れ
ば
」
と
も
?
っ
て
昨
ら
れ
る
。
腕
ち

m
m品
協
に
…
慌

て
「
べ州
都
僻
せ
ざ
る
」
較
対
な
誠
を
よ
く
川
市
僻
す
れ
ば
、
指
針
・
な

「俄
時
鵬」
と
は
訟
は
れ
な
い
お
も
、
一
併
の
俄
牧

f
i
e

川
わ
付
す
古
和
を

U
た
ち
ぜ
い

r
J
g
a
A

‘

5

2
h
f

・

h

で
あ
り

一
先
のE
出
で
あ
る
需
で
あ
る
。
少
く
と
も
私
建
の
生
活
が
心
の
持
ち
ゃ
う
に
依
て
か
訟
り
強
く
鐙
化
さ
れ

て
伊
く
酔
慨
を
貯
る
恥
波
艇
に
似
て
「
一
統
に
一
即
の
的
批
」
と
官
ふ
一
都
の
純
似
が
山
州
知
る
純
で
あ
る

。

安
ふ
滋
も訟〈
J献し
滋
は
獄
に
ほ
が
聯
絡
し
て

hr。
。
鰍
飴
の
殺
が
服
ち
臨
慨
の
裁
で
る
る
。

し

限
っ
て
椛
滋
の
ぽ
一
時

為

K

陪

3
2
s

-
L=
2
2

店

を
そ
ん
を3

を

と

は
常
に
不
安
定
で
あ
る
。
だ
・
刀
ら
信
仰
と
雌
も
叶
却
は
有
る
カ
如
く
或
は
失
は
れ
た
る
か

2
く
「
沿
存
若亡
」
の
蹴
態
で
あ

し
か
た

Mr
捻

b

あ
み
だ
ぶ
つ
官
庁
ね

h
e

合
わ
を
し
た
も

・工
会

管

室
ば

た
か
申
告
.
ふ

た
今

L

ま

る
が
、
然
し
一
舵
「南
無
阿
蒲
陀
悌
」
と
併
を念
・
ヂ
る
時
、
私
建
の
心
は
直
ち
に
僻
の
中
に
融
合
し
統一さ
れ
て
仕
舞

主
連

て
ん
だ
う

C
A

S
十
く

z
-
E

命
。品
ん6
写
ふ

h
h
a

ん
Z
A
d

ひ
av
昆
z
'
b

け

ふ
。
即
ち
顕
倒
な
き
心
が現
は
れ
て
来
る
の
で
る
る
。
弦
に常
念
常
不
迭
の
念
俳
が
必
要
され
る
部
で
も
あ
る
。
か
の

問
問V批
u
r艇が
際
磁
のMm
k
m
門
払wm附
似
を
際
き
、

m
r蹴m
m吋お
が併
の
取
な
る
獄
彫
を
械
の

μ止
に
際
い
て
仲
る
の

も
、
的

r 
• 
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(79 ) 土の

れ常雲き平ん
なに 常 がす 善
い念不 幸fZ る c
E じ 認E しが
と常・ と務E
。 に誠〈
忘 む亡念

事
電
電園

緑
骨
時
五
絡
会
の
一

書
常
設
続
女の
献
じ

た
る
閥
林
で
あ
る

車
産仰

の
段
法
し
た
も

ふ
場
所
。

幻
悦
府
都の叙
似
を
お
山
制
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
峨

一
問機
や
府
臨
機
の
や
う
に
腕

K
M
m
と
勝
れ
な
い
は
で
る
る
た

ら
ば
、

戦
椛m
mm
k仰
い
て
俄
に械
が
に
俗叫し
つ
L
あ
る
M
と
官
っ
て
よ
い
。
出
向

m
m
H
M
も
「
叙
備の
戦舵
殴
し
と
略

も
叡
船
蹴
の
動
hrk
献
じ
」
と鋭m
m
M
U一闘
を総
僻
せ
ら
れ
て
酢
ら
れ
る
。

総
し
く
"
と
く
も
官
ふ
や
う
に
波
誠

の
慰
問
的は
似川
被
縦
し
て
酢
る
、

m
m
M
一
猷
κ
総
J令
さ
れ
て
船
ない
ゆ

腕
にm
mと

は
常

時Jね

-m
e

-勺

t
z

言

う
ら
だ
ゐ
為
、
あ
み
だ
且
つ
を
ゆ

し

A
3
Pう

眠
れ
や
，
、
常
に
値
過
し
て
居
ら
れ
な
い
の
は
誠
に
憾
み
で
あ
る
。
だ
か
ら
段

k

阿
輔
陀
併
に
染
め
ら
れ
て
行
く
修
穫
が

u
v
qえ
ろ

必
要
で
あ
る
。

伊
勝
除
艇
に
僻
む
る
ほ
の
猷
に
昨
で
ば
燃
の
織
の
た
ぐ
ひ
な
ら
ま
し

と
官
は
れ
た
山
内燃
凶
品
川
の
燃
の
や
う
に
、

一
郎鮮
ま
っ
た
ら
対
で
紫
貯
・
り
る
と
す
が
鰍
で
ゑ
く
‘
鴎
駅
伝

る
織に
勝
っ

て
紙
幣
の
似
の
昏
き
が
和
す
や
う
に
、

討
慨
に

一似て
院
に
「U
F臨
慨
」
を
観
劇
し
、
総
れ
腕
た

A制
緩
の
ほ
を
郎
総
し，

ゅ
う

u

b

，
零
己
主
帽b
a
e
孟
V9

さ
土

S
L
a

b
t
事

げ

詑
ヲ

や
す
ね
は
ん
曹

4

て
行
く
た
ら
ば.

建
に
は
無
主
掛川
無H
E光
の
艶
り
を
符
て
.
煩
悩
か
ら
の
解
脱と
安
ら
け
さ
海
鍵
と
を
味
ひ
、
限
り
な

こ
と
で
舎
は

j
ね
ん
怒
号
口
ん

昼、
仰
さ
い
か
9

6
2
a

ヲ
担
ん

ぷ
つ

き
自

由

の
背
骨
ぴ
を
も
獲
得
す
る
事
が
出
来
る
で
る
ら
う
。
だ
か
ら
法
然
上
人
も

共
最
高
の
喜
び
を
縛
る
べ
く
念
俳
を
す

・

• 

す
め
ら
れ
て
。

阪
鰍
に
つ
と
め
て
特
く
町
で

p
た
ば
併
の
純
に
は
鈴
り
っ
き
た
ん

と
釈
は
れ
て
酌
る
。

訟
に
披
桜
山
内
ぴ

h
F艇
を
舘
じ
て
の
続
出
の
能問
叫が佼
似の
山
刊
に
あ
り
侍
る
。
(
つ
ピ
く
〉

〈
飾
品ゐ
炉
問
隊
長
て
は
卸ふ
べ
き
艇
が
子
。
時
ら
れ
た
態
で
は
純
一
議

p
鉱き
れ
な
V
七

、
制に
が
時
に
総
て

e
'ζ

・
会g
a

申

も

少
し
由
申
し
上
げ
た
いJ

. 
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i編 i
i輯i
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0
.

時
吟
臓
は
鰍
川
町
;
も
や
が
と糾臨

時
い

r

・
句
会ぷ

e
a司ζ
ウ
E
p
d

針
に
削
刷っ
た
の
で
す

が
、

主
〆
崎
岬
叫
刷
抽
珊人

の
僻H.

内
庁み
が
刷用一
問時
に
純一慨し
・

mm
と
同
断に
M
M
w
m
切
れ
て
し
ま

ひ
、
伊畿
日開ら
V.

時
'
し
た叫
が鴨
川

僚
が
い
ま
し
た
の
で
、
呼
め
て
松
崎

u

-
E
F
xe
げ

=
ι
ピ

k

'

御
わ
ぴ
山
中
ム
ま

す
。
今
後
は
ζ

の

制
織に
時み
て
刻

一保
鋲
い
た
し
ま

す
が
、

P
V
M
m釦
判断ほ
のM
HH一成
r〈

縦鰐
十
五

一附
織に
V
I料
紙
鵬ひ
た
〈

ぞ
ん存
じ

ま
す
-

A
V域
紛
よ'
椛訟
に
縦
め
て
昨
軌鰐
刊

さ
っ
た
紡
蛾
戯
のM
W、
丘一円
.円川
町
臥
AH
M

m
w材宮
川
即
時
，阪
机急
が
し
て

仰
向
禁κ
援
せ
ら
れ
、
毅
努に

が
い
て
は
材
掛
の
純
一一
川税
、
しか
も

そ
@
税
制。
似
制
抑
制
料栴
倣
の
断材
叫

欝
は
叫
〈
も
の
ら
鋭
、純
情
Z

-
-
とr
-
r紙
刊
紙
肢
を
叫
wら
れ
、

叫判的
配

械
が
"
ア
メ
，
去
りw
m
u
れ
に帥F
M聞の縦
似

棋を
M
w・b-れ
て
ゐ
る
と
す
ふ
。

A
V鍛
判事
以
内
山仇
訴が
は
吟μゐ
域
賊

包
降

w
o

，
a
nr
e

ふ
巳

W
C

，
、
一
，
一
《
草
ん

坐守山
恥
野
民雄
氏
の
火
人
で
、

議
光
悠
闘

の
防
ザ
劫.

散
と
し
て
悦
同p
mい
.
中
川
川

識
の
v
v
mぽをな
され
る
J旬
、ゆ凧断

に
叫
叫
猷
せ
ら
れ

一
ケ
此閥十
一勧
五
十

惜
の
艇
を伺っ
て
お
ら
れ
、
備
制僻，

制ぬ

と
伊都
との
一
がをがを
川
町
て
叫
h
mせ

ら
れ
て
お
る
放、
M
W部V
川町七
幻
必が

「
制
官
以内
什
さんは
V
M
に
し
っ
か
'
M

事
官
陪
げ
ず

を
つ
け

て
ゐ
る
危

叙
の
少
し
も
な

い

必
吟
株主
姉
鰍を
つ
け
ら
れ
て
お
P

ま
す
・
付制
訴とも
叫
桁
きW
貼
航m
mふ

よ
と

に
な
っ
て
お
り

ま
す
・

。
時
訟
の紘叫
には
耐
え
ず総説
の
町
?

"
よ
く

V
L
'
e

h
宜
τ
A
怖
い

カ
が
梯
は
れ
て
ゐ
る
ζ
と
は
、

録
制

ζ
の
般で
悩
似
す
る
揃
りで
す
が
、
が

鰍
か
ら
は
、
紘伸
一炉に
一
対
的戦
を賊

惜
し、
J
4V
総
の
紘
蛇
伊には
M
A
ら

れ
な
い
総仰を
川町て
悦
ること
に
な
り

ま
し
た
こ
の
耐
齢
色

"
エ

器

い
ヒ
主

-
z
e
ξ

を

よ

'
以
上
に
泌
足
せ
し
む
る
も

の

が
あ
る
と悦
じま
す
ω

魁
坑
げる
か
嚇

守
合

。
‘
〈

宜
一
〈
量

が
山
同る
か
、舗
目
し

て
お
符
h
下
さ

い
e

A
V滋
〈
械
的
はみ
M川崎
山川
一mp
射
」

や
蹴倒
し
ま
す
三

れ
は
擁護
吟

に
時
に伊
て
は
ま
る
で
1
.
崎
将
一

時
，
の
箆?
緩
獄
即
した
も
の

で
す
、

M
P純
一対
一を仰
が
にお
時へ

自問
さ
い。

A
Vな
ほ
待
伽
刊
の
時
間
…
慨
に
鯨

す
る
伊

崎
宏
制
が
政
純一
段
と
叢
し
ま

し
た
の
で・
析
す
紫
時
、

m
mの
船

販
に
叫判
断
忠
誠
ひ
帥
此
い
の
で
あ
り
ま
す

袋
械
的
鰐併
の穣
為
市
高

へ
崎
川
町
し
た
伊
械
が
滋
仰
を
針

め
で
す

ま
す
・
絞殺
の

減
，

r
皆
時
に
よ
る
断制
御
一
吟
一
町

み

は
必
切
ず
m
m
m
を
お
鮮
へ
時
さ
い
。

州
制
裁
裁
は
一
r
時
り
時

し
ま

ナ
府

城
苧M
M川は
一
地
開
制
九
州叫ひ
ま
ず

な
ほ
M
H滋
悦
べ
駒
帥
か
が
一
概
船
似
で

'
'

z

・

4
?
色

刷
出剰
で
す
か
ら
、

-
てれ
を
伽
抑制
刊m
下

き
る

A
T--
門
店
僚
会
番
蟻
は
東
京
八二

-
八
七
香
Vで
す
。

一一

脱
税
嵐
定

二
定
償

金
十
銭

…一

ハ
迭岨
竺
銭
〉

一
一
一
ヶ
年
令

つ
幽

ニ

ハ
怠
創刊
不
必V

二
右

の

一
ヶ
年
金
奇
闘
は
法

一
一然
上
人
燃
仰
合の
合
貨
で
す

.

.
 入A
H申
込
み
と
同
時
に
一
阻

御
納
め
に
な
れ
ば
、「滞
土
」及

び
月
刊
新
開
「
法
然
続
仰
」
が

一
ヶ
年
間
鵬
魁
で
き

ま

す
・

そ
の
他
種
h

な
特
典
が
総
ら

れ
ま
す
。

ー一一一

港

二
月

蹴

土

附
h制
十
竿
蕊
川
二
十
日

必
-
一
一級
郵
便
物
必
可

限
利
+
一
年一H
H
ユ+
U
印
刷
品開
本

昭
和
+
一年
-
一
月一日
袋

行

内定
例
金
十
銭
)

時
品
川
尚
芝
公
・
五
回開嶋
一
。

銅
山
軒
鎗
良
野

正

順

銀
行
人

東
京
市
本
材
班陣千
鶴
町
一
-ノ
一
A

印
紙
人

・赤
尾
光
雄

班
点
市
中
仏
紙
市
by
佐
官
加賀
町
-ノ
三

印
刷
所

大
日
本印刷
株式
曾
品川

護
行
問間
決
然
上
人
綬
仰
曾

東
京
市
芝
区
芝
公
園
鵬
駁
曾
館
内

媛
副
官
官
脱
帽
凧
八
二
一
八
七
醤

部 1 -'
'浄
土
L. 
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者成Ol;科怠

法
然
上
人

選
こ

の

辿
り
給
ひ
し
信
仰

の

愛⑤行r~r ⑥曾仰鏡人上然法

み
」

わ
れ
ら
が

な
り
!

'
い
仰b
4
山
ん
訟
に
悦
才
む
の
は
人
間
本
艇
の
一
官
あ
る
よ
“
総
{
刑
制
品
の
包
人
と
仰
が
九
之
駅
定

的
〈
こ
の
人m
ぬ
米
首
の
安
心
も

一聞
か
L
〈

m
r
b
叫
惜
し
た
人
凶
の
府
知
の
酷
で
あ
り
、
ま
た
商
人

の
小
に
世
主
仰
む
の
別
務
に
開
花
由
時b品
2
8

マ
J
9
2
・

E

折
、
』
そ
れ
附
V
R
A舟
宮
内

部
止
ゲ
臨
む
-
bこ
と
が
削
絞
る
な
・1

虫
々
は
制
悦
お
れ
闘
に
的
て
よ
羽
み
な
か
っ
た
佑
出

1
u
m
-
A
践
の
山
止
、

詫
如
断
れ
K
L

て
H
t
t同
k

の
時
H
T
I
示
品
叫
L

，
日
し
〈
位
は
れ
ト
自
れ
の
ル
脅
か
門
む
な
内
幹
に
さ
~

F
n
て
ゐ
る
の
糸
H
a
H
Uし
て
蛇
叫
す
る
め
はη
:
官
句

船
山
陪hk
r
A
O
H
b
h

に
し
マ
偲
必
た
や
お
り
況
?
u

w宮
崎
に
組
代
k

品
川
の
町
市
ゆ
が
抗
め
日

t~ 

な
つ
か

ー
し
ヲ
。
~ 

4
F
d
Lあ

4
4舵
に
求
め
た
r

一4
3

A
L
rそ
の
v
町
品
川
左

一一

入
自
をi

た
珂
i

年
u
-
Fい
仰
とa

A訴
と
が
何
ん

ト
に
近
代
人
-
J
駒
を
兜

か
司
を
払

り
か
へ
て
見
た
い
と
思
ふ
・

拍
ρ
位

ぬ
る
人
悶
古
山
誌
の

耐
ひ、
そ
の
世
憶
に
ひ
た
h
ん

に
主
苧
?
h
aか
た
め
巳
外
な
ら
ぬ
ω r 

一
一
…

…
鮫
計
八
野
法
必
筑

拾
七
銭
{
}

…

…
抜
出
ト

一
八-J
悶
ず
る
文
献
は
古
氷
山
ザ
し
と
し
な
…

川
か
つ
れ
が
、
い
づ
品
も
齢
制
に
泊
ぎ
る
か
、
情
論叩

川
に
た
ず
る
か
し
て
、
町
人
に
泊
す
る
文
字
を
仰
な
山

川
か
う
た
恨
み
が
あ
る
u

抗
棋
の
w
作
品
栴
が
研
惜
し
て山

川
も
め
1
た
る
と
の
側
部
に
し
て
岐
を
ね
た
る
一
本川

山
は
問
仔
を
し
て
位
指
上
人
に
接
す
る
ゆ
思
ひ
め
ら
町

山
L

め
、
そ
の
妨
k
た
る

.

怯
聞
は
政
令
払
仰
を
訟
怯
の
川

…
紋
ト
々
に
ひ
き
込
を
や
に
は
む
か
な
い
。
i

…
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交
感
博
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鑑
修
毎
月
二
回
配
本

幸
田
伴
先
生

藤
井
紫
影
先
生

-
穴
ケ
月
修
了

文
感
博
士

• 
添
削
無
料

月
謝

一
圃
廿
銭

代時金糞句俳は年今

路:逝2た今~b 盛‘ き 何4 わ
しに俳tやりるぬのづ
て入い4・) < ~修? ま も 無υ1'" ~か
ゐ ら 然草済・2ず の限2t乙十
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者筆執座講本

~)守傘E事$1臼付室内縁お符波大伊五

外崎次回弁ß{関よ~.ii/ドホZ貫主島谷束十

It J量月 11'=僧豆j包~吐哲蒼雌水匂J)J，i.t

氏村斗'f*~~m減延天三千TJf巴tt~j}

譲先先先制姉紙先先先先制先
往生往生往生往生生生1:.!主主主下'主役

〈周医院ろい〉

東

日 喜
本5

銀 i~~ 品
u 三
口 h噌 了
1if HJ 自

._ー 廿
zm長
R 究 唱

会曾

ハ
f
・
、
?
ド
制
品
内
御
巾
危
な
乞
ふ

昭
和
十
年
五
川
サ
五
"
館
内
一
司
郵
似
物
隠
可
ハ
毎月
-
m
-円
開設
行
〉

昭
和
十
}
洋
一
月
品
H
U

印
刷
納
本

昭
和
十
一
年
二
月
一口
措
置
行

浮

土

第
二
巻

第
二
競

文
句
省
圃
酒
徒
・
定
級制
何S
・
a・

井
上
千
問
先
生

肉
筆
で

温
信
敬
鑓

ペ
シ
ウF
の

事弔開
酬は
、
人

の
出
品
皿
金
川
平
め
ま

す
。
晶
内
同
M
M
M小酬
明
佼
で

六
年
間
貌
・
しま
れ
れ
鼠
誇
積
本
の
筆

民
唱
が、

日
本
一
k

-Z
は
九
る
開明
朗
な

ペ
-
JO
Tで
純
L

〈
符
似
合
お
場
、
?
下

さ
ド
ま
す
。

一
n

十
分
位
の
畷
き
へ

め
れ
ば
充
分
。
一
ケ
民
刀
打
げ
で
も

U
4

.e
で
わE
E
H
V下
さ
いv
。
ど
ん
な
怒
繁

.

で
も
忽
ち
上
述
す
る
m
m
A
Eで
す
。

ハ
"

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

M
m中
m
u
d
晶
・
司
州司
司
唱
唱
凋
同
日
刊
・
4
冒
司ヨ
-

U持
層
援
隊
医
院
凶
凶一
皇室

τ
-
F
園
田
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

東
京
市
鈎
町
医
笥
士
見
町
三
ノ
五
回

日
本
ベ
シ
習
字
碗
究
曾

酬
明縛
首席
京n
-
R
五

回
目
一
-

定
借
金
十
隻

議
) . 
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